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　　　　　プロローグ







　慶けい介すけは朝日の射さし込こむリビングで、目玉焼きの黄身を箸はし先さきで広げつつ、力強く宣言した。

「いいか由ゆ紀き、おれはもう二度と生徒会はやらないぞ。学級委員もだ。絶対にな」

「あーうー、あい～」

　時刻は午前七時。向かいに座っている寝ねぐせ全開の少女が、しょぼつく目をこすりながら適当な返事をした。童どう顔がんで丸顔、小学生のように日焼けした少女は一つ下の妹、由紀だった。

　由紀は大きなあくびをして目を閉じた。頭がかくんと斜ななめになって、大きな涙なみだがぽろりと溢こぼれる。

「だらしないぞ由紀。起きろ、朝飯をくえ、制服に着き替がえろ」

「さーいえっさ～」

　由紀は目を閉じたまま箸を取り、なぜかパジャマのボタンに手を掛かけた。

「あ～……、いま着替えたらお兄ちゃんにおっぱい見られちゃう……」

「何をばかな事を言ってるんだ。着替えるのは部屋に戻もどってからでいい」

　慶介は寝ぼけている妹の手を摑つかんで、お茶ちや碗わんを握にぎらせた。

「よく聞け由紀、おれは生まれ変わる。絶対に、刹せつ那な的で享きよう楽らく的でだらしない高校生になってやるんだ」

「むりだとおもうなぁ～」と、由紀がもぞもぞとご飯を口に運びながら言った。

「無理とか言うな！　俺おれはやってやるんだ、絶対に」

「でもさぁ～、去年くらいから何度も同じ事言ってるけど、一度も出来たことないじゃん」

「いーや、今回は違ちがうぞ。見ろこの服装を」

　慶介はお茶碗を持ったまま立ち上がった。自分が着ている学校指定のシャツを指差す。

「そのカッコがどーしたの？」

「よく見ろ。なんと俺は今、シャツをズボンの外に出している」

　由紀はお味み噌そ汁しるをずずっ、と啜すすってから、微び妙みように焦しよう点てんの合ってない目で笑った。

「ノリがぴんぴんに効いてるからだらしなく見えないよぉ？」

「なにっ!?　し、しかしヨレヨレのシャツで登校するわけには……」

「ほぉら～、ぜったいにむりだって～」

　由紀は小こ鉢ばちに盛られたレタスを取り、小さなお口でしょりしょり食べ始めた。

「だから無理とか言うな！　俺はカタギになると決めたんだ。だらだら友達とだべったり、用も無いのにショッピングモールをうろついたり、ファミレスでくだらない話題をいつまでも話し合うんだ。安い注文だけで長時間席を占せん拠きよするのは遺い憾かんの極きわみだな」

「そのセリフ、今年の四月にも聞いたけど、前の高校でも新学期早々学級委員になってたじゃん」

　慶けい介すけが頭を抱えてうずくまった。

「違ちがう……けして好きでなったわけじゃないんだ。クラスにいた同じ中学の奴やつが俺おれの経歴をバラしたせいで、『北ほう条じよう君はそういうの得意な人なんだぁ』みたいなイメージが……」

「そこできっぱり断らないからダメなんじゃん。まぁ、それがお兄ちゃんのいいところなんだけど、今回もなんだかんだで学級委員と文化祭実行委員になる方にひゃくえ～ん」

　慶介は椅い子すに座り直して箸はしを取った。ふんと鼻はなで笑って、あつあつの味み噌そ汁しるを啜すする。

「甘あまいぞ由ゆ紀き、おれの意思は固い。今回こそノーと言ってみせる。それに、今回の転校はまさに天てん佑ゆうだ。新しい学校では俺の過去を知っている人間が一人もいない。人間関係がリセットされたこのフロンティアで俺は自由に生きる。どんな委員にもならず、部活もせず、バイトしたり遊んだり、自由気ままに絵に描いたような青春を送ってやるんだ。運営側じゃない文化祭、会議や議事録作りのない放課後、親友達との熱い友情。そして……そして……」

「そしてなに～？」

「こ、恋こい……」

　由紀が顔を伏ふせた。肩かたがぷるぷると震ふるえている。慶介が訝いぶかしげな視線を向けた。

「どうした？　おなかでも痛くなったのか？」

「さ……」

「さ？」




「　さ　の　ば　び　ぃ　ぃ　っ　ち　」




　由紀がぎょろりと目を剝むいて、眉まゆを『八』の字の形にしていた。数秒前までの愛あい嬌きようのある表情とのギャップがすごすぎて別人に見える。

「……映画で覚えた下品な言葉を日常会話で使うのはやめなさい」

　由紀は一いつ瞬しゆんでもとの可愛かわいい妹に戻もどった。ぱちくりまばたきをしてから、おずおずと尋たずねる。

「お、お兄ちゃん……まさか、彼女作る気なの？」

「青春といえばやはり恋だろう。みんなそうしてるじゃないか。おれにだってその権利はあるはずだ。将来孤こ独どく死しするのも無む縁えん仏ぼとけになるのもいやだしな」

　由紀はテーブルに置いていた布ふ巾きん（実は台だい拭ふきだった）で顔を拭ぬぐうと、つぶらな瞳ひとみをキラキラさせながら身を乗り出した。

「お兄ちゃん。心配しなくてもあたしがお嫁よめ」「断る」

　しばしの沈ちん黙もく。黄身の滴したたる目玉焼きをご飯に乗せて食べ始める慶介。

「……まだ最後まで言ってないんだけど」

「聞かなくてもわかる。さっさと飯を食え」

　慶けい介すけは希望に溢あふれた未来に胸むねを躍おどらせながらプチトマトを口に入れ、由ゆ紀きは丸っこいほっぺをぱんぱんにふくらませて席に戻もどった。










　　　　　＃１　『夏休みまでアーリーデイズ』







　元号が平へい成せいから変わって十五年が過ぎても、さほど社会に変化はなかった。

　ごく平均的な男子高校生の部屋から変化を探すとすれば、パソコンとゲーム機が無くなって多機能携けい帯たいがそれらの代わりになったとか、エッチな本の隠かくし場所がベッドの下から件くだんの携帯の隠しフォルダに移行した程度だった。

　マイノリティに類する分野では、美少女フィギュアが動いたり喋しやべったりするうれし恥はずかしい機能を獲かく得とくしたり、極きわめて手書きに近いＣＧアニメーションが実用化されたせいでアニメーターという殉じゆん教きよう者しやの大半が職を失ったり、高次ＡＩが普ふ及きゆうしたせいでゲームキャラがリアルになりすぎ、現実に帰って来れなくなる人が増えたりした。

　視野を広げて社会全体から変化を探すと、人型作業機械がほんの少しだけ社会に進出していたり、首都機能が東京湾わんに建設されたメガフロートに移っていたりはするものの、相変わらず盆ぼん暮くれ正月には日本中の高速道路が渋じゆう滞たいするし、大おお晦日みそかの深夜十二時前後はやっぱりメールが送れなくなるし、リニア新幹線がどうなったのかは誰だれも知らない。

　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな時代のさる年、東京に続いて国内二番目となるメガフロート建設中の某ぼう市。

　高校生になったばかりの北ほう条じよう慶けい介すけが、人生初の転校をすることになったのは五月も末の事だった。




　慶介の転校先は、ごくありふれた普ふ通つうの高校だった。

　市の中心部から少し外れた場所にあり、周辺にあるのは住宅街と公園だけで繁はん華か街がいからは遠い。古ふる臭くさくて味も素っ気もない校舎と狭せま苦くるしいグラウンドが印象的な学校だった。

　鷲わし鼻ばなに薄うすい色つき眼鏡めがねのおしゃれなおじさん、担任の松まつ崎ざき先生に連れられて慶介は教室に入り、テンプレートな流れに従って黒板に名前を書いた。振ふり返って教室を見み渡わたす。

　この学校の制服はブレザーだった。男子は無地のシャツにえんじ色のネクタイ。女子はプリーツスカートに白のブラウス、男子のネクタイと同じ色のリボンという可愛かわいらしい服装だった。

　慶介は風紀委員を兼けん任にんしていた頃ころの名残なごりで、『生徒』という存在を見ると反射的に服装チェックしてしまう癖くせがあった。このクラスの生徒は、見る限り髪かみの毛はほとんど真っ黒で、これ見よがしにピアスをつけている生徒も、過か剰じように化け粧しようをしている生徒もいない。わりと真面目まじめな生徒ばかりらしく、みんなそこそこ行ぎよう儀ぎよく自じ己こ紹しよう介かいを待っていた。

　慶介は満まん足ぞく気げに頷うなずいてから口を開いた。

「初めまして、北条といいます。どうぞよろしくお願いします」

　簡かん潔けつすぎる自己紹介をして軽く頭を下げた。

　余計な事を言ってはいけないのだ。うっかり元生徒会長ですとか、元文化祭実行委員長なんですとか、そんな事を口にした瞬しゆん間かん、このクラスメイト達に『品行方正、勤勉実直な頭脳派超ちよう人じん』というレッテルを貼はりつけられてしまう。そんなことになったら、また中学時代に逆ぎやく戻もどりだ。面めん倒どうな案件やら相談事を次々と持ちかけられ、いつの間にか係やら役職やらを兼任することになり、遊ぶ暇ひまもない毎日になってしまう。しかも変に近づきがたい人みたいな印象を抱かれて、同級生なのに敬語を使われたり、微び妙みように距きよ離りを置かれてしまったりするのだ。それだけは絶対に避さけねばならない。

　教室はしーんとしていた。

　誰もがあまりに情報の少ない自己紹介にリアクション出で来きずにいるのだ。慶介は今いま現げん在ざい、自分が平へい凡ぼんでありふれた存在になっていることを確信してほくそ笑えんだ。

「あ～、みんな、北条は凄すごい奴やつだぞ。中学時代に生徒会長をなんと二期連続でやっとったらしいんだ」

「なっ!?」

　慶介は思わず横にいる松崎先生を振ふり返った。

「おまけに文化祭実行委員長に風紀委員長に総務委員長に文化部総会委員長、三年連続で学級委員まで兼けん任にん……おっと前の高校でも学級委員か。しかも学年代表とはまた……」

　クラスのあちこちから「おおー」という声が上がった。瞬またたく間に向けられる羨せん望ぼうの眼まな差ざし。

　やめて！　やめて！　黙だまってたのになんで言うんだよこのおっさん！

　慶けい介すけの心中など知る由よしもない松まつ崎ざき先生は、『たまたま立ち寄った百円ショップで丁度いいサイズの小物入れを発見した瞬しゆん間かん』みたいな顔をした。

「ああそうだ、実はいま学級委員をやっとる奴やつがちょっと部活で忙いそがしく」

「ヤです」

　松崎先生が眉まゆを互たがい違ちがいにした。

「なんだ、まだ最後まで言っとらんぞ？」

「聞かなくてもわかります。ヤなんです」

「そうか」と松崎先生はポケットからアルマーニの財布を出した。指を舐なめて紙し幣へいをめくる。「……大将、一万でどうだ？」

「いいです！　いりませんよ金なんて！」

「そうか、すまんなぁ……タダで」

「せ、先生っ!?　ノーっ！　ノーです！　僕ぼくはノーと言っています！」

　松崎先生は財布をポケットに戻もどし、猫ねこのように目を細めて笑った。慶介の肩かたにぽんと手を乗せて言う。

「というわけでみんな、こいつと仲良くしてやってくれ」

「「はーい」」

　無む邪じや気きで残ざん酷こくなハーモニーを奏かなでるクラスメイト達。

「お前の席はあそこださあ座れ遠えん慮りよするな。ああ教科書まだないんだな、隣となりの女子に見せてもらっていいぞ。おい春日かすが野の、こいつに教科書見せてやってくれんか？」

「えっ？　あっ、はーい」

　急に早口になった先生の指示で、ぽかーんと慶介に見とれていた少女が我われに返った。立ち上がって、がたがたと自分の机つくえを隣の空あき席にくっつける。

「いやあの俺おれ、え？　なにこの展開」

　松崎先生が馴なれ馴れしく腕うでを肩に回してきた。机を移動させた少女を指差して「可愛かわいい子の隣で嬉うれしいだろ？　ええ？」と、なにやら嬉しそうに目を細めて囁ささやいた。

「嬉しくありませんよ！　おかしなこと言わないで下さい！」

「なんだ、ああいうのは好みじゃないのか？　よく見てみろ、可愛い子だぞ？」

　先生に指差されたその子は、ちょっと地味だが確かに可愛らしい顔立ちをしていた。あずき色の髪かみをおさげにしていて、ぱっちりした大きな瞳ひとみも髪と同じあずき色。顔は卵を逆さにしたような丸っこい輪りん郭かくで、襟えり元もとのリボンも綺き麗れいに結んでいる。見るからにおとなしくて優しそうな子だった。

　彼女は自分を指差してひそひそ話をしている二人を見て、上品に首をかしげて、不思議そうにぱちくり瞬まばたきしていた。

「可愛かわいくないか……。まあ価値観は人それぞれだしな。だが勘かん違ちがいしたらいかんぞ？　お前さんの目には不細工に見えたとしても、絶対的な醜しゆう美びの基準なんてものはな──」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　誰だれも可愛くないなんて言ってないじゃないですかっ！」

「ほうそうか。おい春日かすが野の。こいつ、お前のことが好きらしいぞ」

「え？　ええ─────っ!?」

　春日野さんとやらが驚おどろいて飛び上がった。白いほっぺがたちまち真っ赤になる。

「ちょっ……先生っ！　俺おれそんなこと一言も！」

「おっともうこんな時間だ。すまんが席についてくれ、ホームルームの時間が終わってしまう」

　松まつ崎ざき先生はぽんぽんと親しげに慶けい介すけの肩かたを叩たたいて背中を押おした。

　なんだよこのおっさん!?　俺になんか恨うらみでもあんのか!?

　混乱と憤いきどおりに軽い目め眩まいさえ覚えながら席に向かうと、見るからに怯おびえている春日野さんが、泣なき笑いのような顔で慶介を見上げていた。慶介は内心の動どう揺ようを悟さとられぬよう平静を装よそおい、とても紳しん士し的に挨あい拶さつをした。

「やあ、こんにちは」

「えっ？　あっ、は、はい。こ、こんにちは？」

　慶介は椅い子すを引き、隣となりと少し距きよ離りを取って座った。腕うで組ぐみをして悠ゆう然ぜんと構える。

　春日野さんは真っ赤になった顔を伏ふせ、息さえも止めてじっとしていた。腿ももの上に置いた手が、スカートをぎゅっと握にぎり締しめている。

　そして慶介は平静を装いつつ、心中で人知れずのたうちまわっていた。

『こんにちは』って変だったよな!?　まだ朝だし、普ふ通つうは『初めまして』とか『よろしく』だったよ、あーもーっ、くそっ！

　松崎先生はさっさとホームルームを済ませて教室を出ていった。入れ違ちがいに一時間目の担当教師がやって来て、授業が始まった。




　　　　＊




　春日野鮎あゆ美み。

　あずき色の髪かみと、桜色に染まった柔やわらかそうなほっぺ。シミ一つなく洗い上げられたブラウスと、かすかに漂ただよってくる石せつ鹼けんの香かおり。なんとなく上品で、いかにも人じん畜ちく無む害がいそうな雰ふん囲い気きの彼女は……ちょっと変な子だった。

　一時間目も半なかばを過ぎた頃ころだった。慶介の視線は、春日野さんの手元に釘くぎ付づけになっていた。

　教科書の右下の余白。彼女がそのたおやかな手で、脇わき目めもふらずに一いつ生しよう懸けん命めい書き込こんでいたのは、なんと砲ほう弾だんの絵だった。

　──装弾筒付翼安定徹甲弾ＡＰＦＳＤＳだとぉ……。

　妹が欠かさず見ているディスカバリーチャンネルのミリタリーなんとかという番組のせいで、近ちか頃ごろ妙みように兵器に詳くわしくなってしまった慶けい介すけは度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。

　なんだあれは……。

　なぜ徹てつ甲こう弾だんの絵を描かいてるんだこの子は……。

　春日かすが野のさんがギクッとして手を止めた。横目でちらりと慶介を見て、慌あわてて消しゴムを取った。慶介は無言で顔を逸そらした。

　……いや、そんなばかなことがあるはずがない。女の子が授業中に徹甲弾の絵なんか描いてるはずがないじゃないか。そうだ、きっと見み間ま違ちがいだ。あれはそう……おそらく極ごく太ぶとの製図用ペンの絵だ。運ぶのに台車が要いるくらいのサイズの。そうか、この子は授業中に一生懸命巨きよ大だい製図ペンの絵を描いていたんだな。まったく驚おどろかせやがって、ははっ。

　慶介は冷静にそう結論付けて黒板に視線を戻もどした。

「えー、地図帳の五十六ページを開いてー」

　地理の教師が指示をして、クラスメイト達が各おの々おのの地図帳のページをめくっていた。慶介はまだ持っていないので失礼して隣となりを覗のぞかせてもらう。

　すると……そこは戦場になっていた。

　地図上の至るところに△とか凸とかの記号がびっしり書き込まれ、意味ありげな矢印があっちこっちに伸のびていた。ちなみに、三つ並んだ凸印の下には『ガンタンク』とある。

　視線を上げて横顔を見ると、春日野さんは耳まで真っ赤になっていた。

　彼女は消しゴムを取って大慌てで落書きを消し始め、勢い余ってページそのものをビリッ！　と根本から引きちぎった。

　破れて脱だつ落らくしたページの下にはもっとすごい落書きがあった。

　秋あき吉よし台だいの鍾しよう乳にゆう洞どうの紹しよう介かい写真に『ガギャーン！』というシュールな効果音が書き込まれ、ピンク色のズゴックが長い爪つめの生えた腕うででジムのコクピットを貫つらぬいている絵が描いてあったのだ。

　……んなばかな。

　豪ごう快かいな落書きを手で隠かくしつつ、春日野さんは引き出しに手を突つっ込み、使いかけの瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざいを取り出すと（なぜそんなモノを引き出しに入れていたのかさっぱりわからない）慌てて修理を始め、焦あせるあまり自分の指先を地図帳に接着した。

「──っ!?　……っ!!」

　少々強引にくっついていた指をひっぺがし、閉じてしまった地図帳をぱらぱらめくって元のページを探す春日野さん。しかし彼女は、南米大陸の見開きではっとして手を止めた。見てはいけないと思いつつも、慶介の視線が大陸の左上に吸い寄せられる。




【　　◎　[image: ←]ジャブロー　】




「ぶはっ！」

　いきなり吹ふき出した慶けい介すけにクラス中の視線が集まった。板書をしていた先生が振ふり返る。

「君は転校生の……えーっと、あ、北ほう条じようくんか。どうかしたかね？」

「げほっ！　げほっ！　す、すいませんなんでもないです」

　そうか、と先生は背を向け、板書を再開した。クラスメイト達もそれぞれの手元に視線を戻もどす。慶介は深呼吸してからもう一度咳せき払ばらいをした。

　くそう……なんで地ち球きゆう連れん邦ぽう軍ぐんの司令本部の場所を書き込こんでんだよこの子は。笑っちゃったじゃないか。

　隣となりを見ると春日かすが野のさんがしゅんとしていた。

　肩かたを落とし、あずき色のお下げが顔に掛かかるほど俯うつむいている。彼女は力なくシャーペンを取って、地図帳の隅すみにこう書いた。

『　ごめんね　』

　すごい落ち込みっぷりだった。

　やれやれ……と慶介は自分のノートの隅すみに、『　ガンダム好きなの？　』と書いて見せた。ズゴックにガンタンク、さらにジャブロー（作中に登場する架か空くうの地名）とくれば間ま違ちがいない。

　春日野さんが顔を上げた。目を一いつ杯ぱいに見開いて、不思議そうな顔をしている。慶介が訝いぶかしんでいると、春日野さんは地図帳の隅にこう書いた。

『　ガンタンクのほうが好き　』

　いや、そうじゃなくて……。

　返答に窮きゆうしていると、彼女は続けて『　なんでわかったの？　』と書いた。

　慶介は自分のノートの隅に『　地図帳にこれ以上書き込まないように　』と書いて見せた。このままでは彼女の教科書が使い物にならなくなってしまう。

　メッセージを見て、春日野さんがまたしょんぼりしてしまった。消しゴムを取って字を消し始める。あんまりしょげているので、慶介は改めてノートに返事を書いてやった。ペンのお尻しりで彼女の肘ひじをつんつんしてノートを指し示す。

『　深夜に一挙放送してた劇場版を見てたから　』

　春日野さんが身体からだを寄せてきた。手を伸のばして慶介のノートにペンを走らせる。

　俺のノートに書くなよ……と思いつつ慶介はメッセージを見た。

『　こないだのゴールデンウィークに一ひと晩ばん中じゆうやってたやつ？　』

　いかにもその通りだった。別に隠かくすことでもないので、慶介は素直に『　そうだよ　』と書いた。春日野さんが慶介の顔を見上げた。やはり不思議そうな顔をしている。彼女は水玉模も様ようの可愛かわいらしいペンで、またしても慶けい介すけのノートに返事を書いた。

『　会長さんだよね？　』

　またこれだ、と慶介はうんざり顔になった。生徒会長というだけで、誰だれもがすぐ超ちよう絶ぜつ真面目まじめで勤勉な生徒みたいなイメージを抱いだいてくるが、慶介自身は授業中に居い眠ねむりをしたりすることも、うっかり宿題を忘れたりすることもあるごくふつうの人間なのだ。妙みような幻げん想そうや期待を抱かれるのは迷めい惑わくでしかない。

『　生徒会長だってアニメくらい見る　』

　慶介はそう書いてそっぽを向き、むっつり顔で頰ほお杖づえをついた。

　せっかく黙だまっていたのに面めん倒どうなことになってしまった。なんとかしてこの誤あやまったイメージを〝親しみやすくて楽しい人〟に軌き道どう修正しなくては。

　心の中で自己アピールのプランを練ねり始めたところで、腕うでにむにゅっとしたなんとも言えない柔やわらかい感かん触しよくと温ぬくもりを感じて目をやると、身を乗り出して人のノートにペンを走らせている春日かすが野のさんの胸むねの先っちょが当たっていた。ぎくりとして顔を見るが、彼女は瞳ひとみをキラキラさせながら夢中で返事を書き続けていた。どうも気付いていないらしい。慶介はそっと腕を引っ込こめてからノートを見た。

『　なんかイメージとちがうね。落書き見られてしかられるかと思った　』

　慶介はむっとしつつも、彼女の妙みように可愛らしい字の隣となりに返事を書いた。

『　褒ほめはしないけどな　』

『　[image: ↑]『ほめる』を漢字で書くひと初めて見た！　』

　呆あきれ顔になる慶介。この子はちゃんとこの学校の入試に合格しているんだろうか。

『　中学で習っただろう。君にだって書けるはずだ　』

　春日野さんが眉まゆをぎゅっと寄せた。なんだか難しい顔をしてペンを走らせる。

『　褒？　』

　俺のノートで漢字の練習をするなよ！

　思わず声を上げてツッコミそうになった。しかし、ここでそんなマジツッコミをしたらますます真面目な奴やつだと思われてしまう。慶介は咄とつ嗟さに機転を利きかせて、三色ボールペンの赤を出して丸をつけてやった。右下に『１００点』と付け加え、さらに『よくできました』マークもつけてやる。これはなかなかナイスな判断に違ちがいない。

『　ほめられてしまった！　』

　何故なぜひらがなにしたんだ。

　脱だつ力りよくしすぎて返事も書けないでいると、彼女は続けてこう書いた。

『　そういえば会長って、お休みの日とかってなにしてるの？　』

　よい質問だった。任期中は自宅でも議案の検けん討とうや資料調べ、学校内外各所の連れん絡らく調整などに忙いそがしかった慶介だが、夏休み等の長期休きゆう暇かにはそれらから解放される。急にぽっかりと空あいた余暇を何に使うかといえば……。

『　アニメ見てゲームしてる　』

　なんと凡ぼん庸ようで非生産的な過ごし方だろう。だが友達のいない慶けい介すけにはこうするしかなかったのだ。ちなみにゲームはほとんど一人プレイのＲＰＧか、妹と一いつ緒しよにやる紛ふん争そう地ちなどを舞ぶ台たいにした兵隊さん視点のアクションシューティングだ。

『　わりとふつうなんだね（笑）　』

　ふふふ……そうだ。俺おれは本当は普ふ通つうの人間なんだ。

　慶介は隣りん人じんが抱いだく自分の人物像を〝普通の子〟に軌き道どう修正できた手て応ごたえを感じた。

「──で、このカルデラというのが、九州南部や立たて山やま、それに箱はこ根ねも小さな……」

　ふいに教師の声が耳に入って慶介は我われに返った。

　しまった、俺はなにをやってるんだ。今は授業中じゃないか。

　慶介は手を伸のばしてくる春日かすが野のさんの先手を打ってメッセージを書いた。

『　っていうか授業中だぞ。雑談は休み時間にしよう　』

　せっかくの楽しい会話をぶった切る、野や暮ぼなこと極きわまりないメッセージだが、春日野さんはなぜか嬉うれしそうな顔をした。

『　あ、やっぱり会長だ（笑）　アウト　』

　慶介は首をひねった。アウト？
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『　何がアウトなの？　』

『　無線用語。意味は〝交信終了〟でした　』

　そう書いてから、彼女はこう書き足した。

『　あたし春日かすが野の鮎あゆ美み。よろしくね北ほう条じようくん　』




　　　　＊




　午前中の授業が終わった。

　まだ友達のいない慶けい介すけは一人でもそもそと弁当を食べていた。

「うわー、あゆちーのお弁当、また可愛かわいいなぁもう！　コラっ！」

「ええー、なんであたし怒おこられてるの？」

「だってあゆちーってお弁当自分で作ってるんでしょー、そんな出来た子はお仕置き！」

「あ、若わか菜なちゃんの卵どろぼう！　あ、でもそれならいいよ。失敗してちょっとしょっぱくなっちゃったやつだから」

「あ、ほんとだ、ちょっとしょっぱい……なんか損した気分」

　隣となりでは春日野さんと二人の女子が、机つくえをくっつけて仲良くお弁当を食べていた。信じがたいことに、春日野さんにはちゃんと普ふ通つうの友達がいた。こんな変な子なのに。

　ばかな……なぜこんな普通に会話しているんだ。ノートに徹てつ甲こう弾だんを描かくような子なんだぞ。

　慶介は無関心を装よそおいつつ、しかしつぶさに隣の楽しげな会話に耳をそばだてていた。ごく普通の生徒とは一体どうすれば仲良くなれるのか研究するために。

「あ、そうだ。今日はデザートもあるよ、食べるー？」

　デザート！　弁当に!?　どんだけ食うんだ君達は!?

　横目で見ると、春日野さんが弁当とは別のタッパーを開けていた。中にはパインとりんご、グレープフルーツなどが切って入れてあり、ご丁てい寧ねいにプラスチックのフォークもつけてあった。

　視線に気付いた春日野さんが振ふり向いた。にっこり微笑ほほえんで尋たずねてくる。

「北条くんもひとつ食べる？」

　慶介ははっとして、「いや、お気持ちだけで結構です」と微び妙みようにおっさん臭くさいことを言いながら愛あい想そ笑いを返して視線を逸そらした。

「遠えん慮りよしなくていいのにー。はい、あーんして」

　にこにこしながらフォークに刺さしたグレープフルーツを差し出す春日野さん。あふれる果汁が今にも滴したたり落ちそうになっている。俺おれの机がベタベタになるじゃないか！　と慌あわてて手で汁を受けようとすると、春日野さんは「はい、どーぞ」と、慶介の手の上にグレープフルーツを乗っけて、びっくりしている友達との会話に戻もどった。

　慶介は、ちょっとぬるいグレープフルーツを食べながら途と方ほうに暮れていた。

　不本意ながら、このへんちくりんな隣りん人じんにすっかり気に入られてしまったようなのだ。

　決め手は、やはり彼女の落書きだった。

　冷静に振ふり返ってみると何がそんなに面白かったのかよくわからないが、笑ってはいけないと思うと箸はしが転んでもおかしくなるのが人間の不思議なところで、ページを捲めくるたびに現れるシュールでヘタウマなセンスの落書きがおかしくてたまらなくなってしまったのだ。

　もちろん慶けい介すけも、顔面中の筋肉を総動員して平静を装よそおっていたのだが、ついに一度、英語の教科書を開いた時、ナンシーなる人物が『You did it!やつたね！』というセリフを言っている挿さし絵えの横にあった、『やらせはせんぞ！』と叫さけんでいる変なおっさんの絵を見て、ポーカーフェイスのまま鼻はな水みずを噴ふん射しやしてしまったのだ。これには春日かすが野のさんも顔をそむけて手で口をおさえつつ、肩かたを震ふるわせていた。

　慶介にとっては痛つう恨こんのミスだが、どうもこの一件が彼女の心の琴きん線せんに触ふれてしまったらしい。

　だんだん春日野さんも調子に乗り始め、なんとか慶介を笑わせようと、わざと授業と関係ないページをチラチラ見せてきたりした。迷めい惑わくもいいところだ。

　ロボットアニメが好きで、勉強は嫌きらい。携けい帯たいの着信音は電話がホワイトベースのアラーム音でメールはビームライフルの発射音らしい。友達は欲しいが、もう少し普ふ通つうの人がいい。

　慶介は弁当箱を鞄かばんにしまいながら周囲を見み渡わたした。教室にいるクラスメイトは半分程。仲良く向かい合って昼食を取っていたり、雑談やゲームをしていたり、中には椅い子すの上に正座して真顔で将しよう棋ぎを指している者もいる。

「ねぇ北ほう条じようくん、あたしが校内を案内してあげよっか？」

　振り返ると、互たがいの鼻はな先さきが触ふれ合うほど近くに春日野さんの顔があった。あずき色の瞳ひとみが宝石のようにきらきらしている。慶介は思わずのけぞって離はなれた。

「いっ……いやいい。自分で見て廻まわる」

「遠えん慮りよしなくてもいいってー。ほら、行こ行こー」

　彼女はあんまり人の話を聞かない子らしい。空からになった弁当箱をぱぱっと片付けて、突とつ然ぜんの行動にぽかーんとしている女友達を置き去りにしたまま、慶介の手を引っ張って立ち上がった。

　教室を出て廊ろう下かを抜ぬけて、二階から一階へと降り、慶介がまだ行ったことのなかった校舎の北側から外に連れ出された。

「な……なんだこりゃ」

　そこはいきなり薄うす暗ぐらく湿しめっぽい、まるで繁はん華か街がいの路ろ地じ裏うらのような空間だった。

　校舎と僅わずかな隙すき間まを挟はさんで二階建てのプレハブ長屋が並び、その前の狭せまい通路は今日も昨日も雨など降っていないのにぐちょぐちょにぬかるんでいた。一応、朽くちかけのすのこが渡してあるものの、大半は泥どろの中に没ぼつしていて、ちょうど目の前を横切った男子生徒が、いやそうに爪つま先さき立ちで苦労しながら歩いていた。

「ここは部室長屋。教室が足りなくなって、いろんな部の部室がここになったんだって」

　ああ、なるほど。と慶けい介すけは少し納得した。近年の少子化のせいで学校数が減へり、代わりに一校当たりの生徒数が増えた。先週まで在ざい籍せきしていた高校でも教室数はぎりぎりだったが、ベッドタウンとして発展したこの地域は現在、メガフロート建設事業に由来する大量の転居者を抱えている。教室数の不足は深刻だろうが、人口増加は一時的なものにすぎない。後々の事を考えると校舎を増築する訳わけにはいかないので、こうした苦肉の策でしのいでいるのだろう。

　春日かすが野のさんは、その狭せまくて暗くてジメジメした空間に躊ちゆう躇ちよなく足を踏ふみ入れていった。泥どろから顔を出している乏とぼしい足場を、飛び石のように渡わたって振ふり返り、にこにこ顔で手招きする。慶介は靴くつが汚よごれないよう注意しながら足を下ろして後に続いた。

　この狭きよう窄さくな通路には結構な数の生徒の往来があった。慶介はしばしば立ち止まり、端はしに寄って、向かってくる生徒に道を譲ゆずったが、春日野さんは無む謀ぼうに進んで泥に踏み入れ「ひゃあ」とか悲鳴を上げていた。彼女はちょっとどんくさい子のようだ。

　幾いく度ど目かのすれ違ちがいで、柔じゆう道どう着ぎを着た一団と出くわした。慶介と、片足が茶色になった春日野さんは校舎寄りに並んで道をあけた。「うすっ、うすっ」という一種の業界用語的なお礼の言葉を聞きながら、慶介はこの最高にイケてない空間を見渡した。

　部室長屋はいかにも臨時に用意したっぽい造りで、文化系と体育会系が雑多に並んでいた。

　たまたま半開きになっていた目の前の将しよう棋ぎ部の部室を覗のぞくと、中は四よ畳じよう半はんくらいしかなかった（狭い室内では五人の生徒がひしめき合って人生ゲームをしていた）。

　間取りが狭いせいだろう、どの部室も、当初は室内に備え付けだったと思おぼしきロッカーを外に出してあり、そのせいで通路がますます狭くなっている。そして、それらに加えて往来の妨さまたげになっているのが、あちこちに置かれている大きなブルーシートの塊かたまりだった。

　どれも慶介の背丈くらいの大きさがあり、中には斜ななめになっているものや、謎なぞの棒が突つき出しているものもあった。

「なあ、春日野さん。このデカいのは何？」

　慶介の問い掛かけに、春日野さんは曖あい昧まいな苦笑を浮うかべて「あとのお楽しみー」と答えた。慶介はなんだかちょっとイヤな予感がした。

　むくつけき柔道青年達の集団が通過して、二人は先へと進んだ。

　苦労して部室長屋を抜ぬけると、ちょうど学校の敷しき地ちの角にあたる場所に出た。日当たりも良く、軽くキャッチボールが出来そうな広さの場所に、やや大きなプレハブがぽつんと一軒けん建っていた。周囲には大小様々な無数のブルーシートの塊と、もうちょっと高級なシルバーの防水シートを被かぶった巨きよ大だいで四角い物体が二つ並んで鎮ちん座ざしている。

「なんだこの怪あやしげな空間は……」

　春日野さんはシルバーの防水シートを被った大きな何かのもとへと駆かけ寄っていった。シートが飛ばないように置かれているブロックの重しを次々と退どかしていく。

「おいおい、勝手に触さわっていいのか？」

「だいじょーぶ！」

　巨きよ大だいな謎なぞの物体の周囲をぐるりと一周して、全すべてのブロックを取り除のぞいた春日かすが野のさんはシートの端はしを摑つかんだ。慶けい介すけの方を振ふり返り、悪戯いたずらっぽく笑う。

「刮かつ目もくして見よ！　ええ──いっ！」

　春日野さんが勢い良くシートをひっぺがした。ばさばさと盛大な音を立てて滑すべり落ちる銀色のヴェール。その向こうから現れたのは……なんと『　戦　車　』だった。

　どんよりした緑と茶色の迷めい彩さい柄がら、極きよく端たんな平面で構成された巨大な車体、でっかい車輪と太いキャタピラ、電柱なみの太さのりっぱな主しゆ砲ほう。どう見ても、戦車以外の何物でもない。

「な……なんだこれは……」

　自分で剝はがしたシルバーのシートに埋うもれてもがいていた春日野さんが顔を出した。

「９きゆう０まる式しき戦車！　すごくない!?」

「そんなばかな……なぜこんなものが学校に」

　目を剝むいて仰ぎよう天てんしている慶介に、春日野さんが駆かけ寄ってきた。さっきまで白かったブラウスがすっかり茶色く汚よごれている。

「実はこれ、なんと〝プラモデル〟なの！」

　プラモ？　これが……？

　慶介は改めて威い風ふう堂どう々どうたる戦車を見上げた。艶つやのない砲ほう塔とう、黒い煤すすのついた砲口、太いピンで繫つながれた分厚いキャタピラ。やっぱり本物にしか見えない。

「すごいでしょ！　鋼管製のフレームに外装は炭素繊維強化プラスチックＣＦＲＰ。内部も精せい密みつに再現されてるし、発電機とモーターを内蔵してて自走も可能！　おまけに！」

　春日野さんが慶介の耳元に口を寄せて囁ささやいた。

「内ない緒しよなんだけど、主しゆ砲ほうの一二〇ミリ滑かつ腔こう砲ほうは発射も可能なの。すごくない？」

「すごいな……銃じゆう刀とう法ほう違い反はんだ」

「模型だからだいじょうぶ！」

　春日野さんが片目をつぶってピースサインをした瞬しゆん間かん、

　ばすっ！　ちゅいーん！

「うわぁっ！」

　慶介の足元で火花が散った。

「警告は一度だけだ！」

　やおら響ひびき渡わたる凜り々りしいソプラノボイス。

　見ると、プレハブの前に巨大なライフルを構えた女子が立っていた。アップにして纏まとめた銀髪アツシユブロンドをブルーのリボンで結び、薄うすい蒼碧シアンの瞳ひとみで鋭するどく睨にらみつけている。

「今すぐその場を離はなれないと今度は貴様の…………あれっ、鮎あゆ美み？」

　春日野さんは「大だい丈じよう夫ぶ、あれただのエアガンだから」と、慶介に耳打ちしてから少女に向かって言った。

「美み樹きちゃん、それ銃じゆう身しんにガタがあるんだからみだりに撃うつと危ないよ。当たったら怪け我がじゃすまないんだし」

　え？　いまなんて？

「いきなりシートを剝はがすからびっくりしたじゃないか」

　そう言って少女がライフルを下ろした。スカートのおしりを手で押おさえながらプレハブの前に腰こしを下ろし、銃を抱えたまま、横に置いていた小さな包みからサンドイッチを取り出す。

　慶けい介すけはおそるおそる尋たずねた。

「なあ……おれの足元にあるブロックの耳が欠けてるのは前からだよな？」

　彼女は美味おいしそうなデニッシュサンドをもぐもぐ食べながら、胡乱うろんな目で慶介を睨にらんだ。

「鮎あゆ美み、そいつは誰だれだ？」

「転校生の北ほう条じようくん！　超ちようすごい人なんだよ！」

「あのさぁ、俺おれの足元にあるブロックなんだけど……」

「またか、どうせすぐいなくなるのに」

「それは美樹ちゃんが追い払はらっちゃうからだって～」

「あのぉ……さっき火花が飛んだような気がするんだけど」

「ふん、ヘタレの男子なんかに用はない」

「そんなこと言って～、ホントは自分の」

「こら──────────────────────────っ！」

　慶介の絶ぜつ叫きように、春日かすが野のさんは驚おどろいて飛び上がり、もう一人はライフルを構え直した。

「俺の存在を無視するな！　ここはなんだ！　あいつは誰だれだ！　コンクリのブロックを撃ち抜ぬいたあの銃はなんだ！」

「模型部の部室、友達の絢あや城しろ美樹ちゃん、《ＡＳ50対物狙撃銃アンチマテリアルライフル》」と春日野さん。

「銃の名前を聞いてるんじゃない！　本物じゃないのかって聞いてるんだ！」

　絢城さんとやらが鼻はなで笑って言った。

「本物の五〇口こう径けい弾だんがあんな近くをかすめていたら無事で済むわけないだろう。バカじゃないのかお前」

「誰がバカだ！」

　怒り心頭の慶介に、春日野さんがにっこり笑って言った。

「だからエアガンだってば。圧が高いから威い力りよくがすごいだけ。あっ、でも弾たまが直径十一ミリのパチンコ玉なの。本物は一二・七ミリだからちょっと小さいよね」

　空気銃の取得には免めん許きよが必要です。




　　　　＊




　おかしな二人組に委細を問いただそうとすると、慶けい介すけはなかば無理やりプレハブの中に連れ込こまれた。工作機械やら、わけのわからないがらくたがずらりと並んだ室内にパイプ椅い子すとテーブルが用意され、春日かすが野のさんが小こ汚ぎたない軍手をはめて、飯はん盒ごう片手にいそいそと外に出て行った。

　飯盒なんか持って何をするのかと思って見ていると、彼女はそこらへんの水道から水を汲くんできて、カセットコンロで湯を沸わかし、別のカップに入っていた出で涸がらしのティーバッグを放り込み、煮に出だされた紅茶をブリキのマグカップに注いで、その小汚い軍手をはめたままの手で慶介の前にカップを置いた。

「粗そ茶ちやですがぁー」

「まったくだな…………あっちぃっ！」

　慶介はカップの取っ手を摑つかんで火傷やけどした。

「あー、素手だと火傷するよ。はい」

　差し出された使い古しの軍手をいやそうに受け取る慶介。

「よし、準備できたぞ」

　黙もく々もくと準備をしていた絢あや城しろさんが振ふり返った。部室内にはいつの間にか古ふる臭くさいプロジェクターとスクリーンが用意されていた。慶介に淹いれた粗茶の残りをカップに入れて美味おいしそうに飲んでいた春日野さんが「らじゃー」とカーテンを引いた。プロジェクターに携けい帯たいを繫つないで動画を再生する。黄ばんだスクリーンに映し出される昔の映画っぽいカウントダウン。

　おいおい、自主制作映画かよ……と慶介はうんざり顔になった。文化祭実行委員として、上映作品の審しん査さのために生徒の撮とった映画を死ぬほど見てきた慶介は知っていたのだ。生徒が撮った映画なんて、一〇〇パーセントしょぼくてチンケでつまらないということを。

　だが慶介の予想は外れた。〈　[image: ]　模型部新世紀の夜明け　[image: ]　〉と題されたこの映像は、まさに尋じん常じようならざるものだったのだ。

　いきなり『お前ら！　毎日プラモなんか作ってて満足か！』という、じゃあお前はなんで模型部に入ったんだと聞きたくなるようなセリフから、そのカオスな記録映画は始まった。

　画面が明るくなり、男子生徒が大勢いる教室が映し出された。黒板の前にガタイのいい男子が憤ふん然ぜんとした様子で立っている。『部長　徳とく田だ慎しん之の介すけ』というテロップが入る。

　徳田君はカッと目を見開くと、一番前の席にいた生徒が熱心に作っていたティーガー戦車のプラモを奪うばい取り、あろうことか床ゆかに叩たたきつけて粉ふん砕さいした。

『刮かつ目もくせよ！　こんなものがティーガーか!?　連れん合ごう国こく軍ぐんを震ふるえ上がらせた戦車か!?　否いな！　これは子供騙だましの玩がん具ぐである！　あえて言おう、カスであると！』

　無理にガンダムのセリフに繫げるなよ……と、出来の悪い脚きやく本ほんに慶介が顔をしかめた。画面の中の部長は続ける。

『プラモなんて見るだけだ！　女子と一いつ緒しよだ！　見るだけ、触さわらないでくださぁ～い。徳とく田だ君マジキモぉ～い……ふざけるなっ！　短いスカート！　まぶしい太もも！　見せるなら触らせろ！　触らせないなら見せるな！』

　彼はこの撮さつ影えいの前に何かあったに違ちがいない。救急車か警察を呼んでやるのが本当の友情というものだが、画面の中の生徒達はみんな固唾かたずを飲んで見守っているだけだった。

　早速頭が痛くなってきた慶けい介すけが眉み間けんをもみもみしていると、背後で衣きぬ擦ずれの音がした。振ふり返ると春日かすが野のさんと絢あや城しろさんが無言でスカートの下にジャージを穿はこうとしていた。慶介は見なかった事にして前を向く。

『いつもそうだ！　見ることは出来ても触らせてもらえない！　みんなまやかしだ！　お前達は生きながらにして死んでいるのだ！　目覚めよ戦士達！　今この時から伝説が始まる！　我われ々われの、我々による、我々のための特大の夢の結けつ晶しようを造るのだ！　ジーク・ジオッ……』

　ヤバそうなセリフが途と中ちゆうでぶった切られて、生徒達がうおおおーっ、という喝かつ采さいを上げているカットに変わった。一体どうしてこの演説で盛り上がれるのかさっぱりわからないが、映像は見る者の理解を待ってはくれなかった。画面が切り替かわり、生徒達がなんだか色んな部品を作っているシーンが続いた後、じゃじゃーんというＢＧＭとともに、夕焼けをバックにした９０式戦車が大写しになった。

『──我々は、十年の歳さい月げつを要してこの９０式戦車を完成させた』

　まんま徳田君の声でナレーションが入った。

「十年って話盛りすぎだろ！　徳田君どんだけダブってんだよ！」

「ううん」と背後から春日野さんがフォローした。「ほんとに十年掛かかってるんだよ。もちろん作り始めた世代は全員卒業してるけど、手伝いに来たりバイト代寄付したりしてたんだって」

「マジかよ……」

　映像は９０式の各部の紹しよう介かいに変わっていた。

　肉厚な砲ほう身しんや極ごく太ぶとのピンで連結されたキャタピラ、独特のどんよりした色合いの塗と装そうなど、外観のリアリティはもちろんのこと、この模型は内部まで容よう赦しやなく作り込こまれていた。ごちゃごちゃした車内に据すえられた味も素っ気もないシートや、その周りに配置された謎なぞの配管、古い電車の運転席を思わせる操作パネルなど、どこを見ても本物にしか見えない。妹と一いつ緒しよに見た『グランドウェポンズ』なる番組で９０式特集を見たばかりの慶介は、その再現度の高さに言葉を失った。

　画面が切り替わり、砂さ塵じんを巻きあげてグラウンドを爆ばく走そうしつつ主砲をぶっ放すという、後のことを考えるとぞっとするような映像が流れて画面がフェードアウトした。

『──９０式を完成させた我々が、次に挑いどんだのはＡＨ─１Ｓ、〝コブラ〟だった』

　今度はなんとなく見覚えのある対戦車ヘリコプターだった。

　製作中の風景がフラッシュバックのように次々と映し出された。部室前で櫓やぐらのような細い骨組みが組み立てられ、中に〈ヤンマー〉と書かれた発電機が積まれ、モーターやらパソコンやらが次々と組み込こまれてゆき、最後に外板とローターが取り付けられて、鰯いわしのように細長いシルエットを持つ対戦車ヘリコプターが完成した。

『いくぞー！』

　いきなり画面が変わった。学校の中庭のど真ん中にＡＨ─１Ｓコブラが置かれていて、コクピットに人ひと影かげが見える。

『テイクオフ！』

　カメラマン自身の声が入って、自作対戦車ヘリのローターが回り始めた。ごーっという風切り音のようなノイズが入る。おそらくは発電機の音だろう。回転を上げたローターが本物のヘリのように砂すな埃ぼこりを巻き上げ始めた瞬しゆん間かん、いきなり、ヒュン！　と音がした。同時に、がしゃーん！　というガラスの割れる音と「うわーっ！」という悲鳴。画面の中のコブラはローターが一枚無くなっていた。多分根本からちぎれて飛んでいったのだろう。回転物の重量バランスがおかしくなったコブラは発はつ狂きようしたオットセイのように激はげしくヘッドバンギングしながら横転し、倒たおれざまに残った方のローターも地面に当たってどこかに飛んでいった。

『次に我われ々われが挑いどんだのは鋼鉄の荒あら鷲わし、戦せん闘とう機きの傑けつ作さく、Ｆ15〝イーグル〟だった──』

「すごすぎる」

　いろんな意味で手に汗握にぎる映像は容よう赦しやなく続いた。模型部の製作物はＦ15、９きゆう６ろく式しき装そう輪りん装そう甲こう車しや、軽装甲機動車と物ぶつ騒そうなモチーフのオンパレードで、いずれも強力な発電機と危険すぎるギミックを内蔵していた。

「……なんでみんな自衛隊の装備なんだ？」

　慶けい介すけが尋たずねると、絢あや城しろさんが答えた。

「資料が日本語で手に入るし、取材もしやすいのだ。基地祭などでも見学させてもらえるしな」

「へぇ、ちゃんと本物見て作ってるんだ」

「はっ、現物を見ずに作れるわけがないだろう。これだから素人しろうとは困る」

　紹しよう介かい映像は何かの製作シーンに変わっていた。部員達がパイプを切ったり鉄板を曲げたり、型に練れん乳にゆうのような樹じゆ脂しを流し込んで何かを鋳ちゆう造ぞうしたりしている。出来上がったパーツがすべてつや消しブラックに塗と装そうされ、組み立てられると、それは映画でよく見るショットガンになっていた。いかにもガンマニアっぽい色白で眼鏡めがねを掛かけた男子生徒が真顔でカメラに銃じゆう口こうを向け、がしゃこんとポンピングしてみせる痛々しい映像が流れた。

「日本人が銃を構えると、なんでこんなにうそ臭くさく見えるんだろうなぁ……」

「こいつの構えがなっていないからだ」と絢城さん。

「でも美み樹きちゃんもいつもあんな感じだよ？」と春日かすが野のさん。

　模型部は銃じゆう器きも色々作っていた。映画でよく見る拳けん銃じゆうや、釘くぎ打うち機のような未来的なデザインの短機関銃、さらには映画『ターミネーター２』に出てきた小型ガトリング砲ほうまで、色々な銃が画面に現れた。ほとんどは発射可能なエアガンで、撃うつとちゃんと薬やつ莢きようが排はい出しゆつされるという凝こった作りだった。

「でも、エアガンって普ふ通つうに売ってるよな？　なんで買わないんだ？」

「対象年ねん齢れいが十八歳さい以上だから三年以外買えないだろう。それに買うのは自腹だが、製作なら部費で出来るしな」

「動機が微び妙みようにセコいな……」

『るんるんらー♪』

　いきなり耳の奥おくが痒かゆくなるような声がした。さっきまで銃火器だらけだった画面に、緑色の髪かみの女の子が踊おどりながら現れて歌を歌っていた。

「え……なんだこれ？」

「なんか昔のバーチャルアイドルなんだってー」

「それがなぜ模型部に……？」

「ヒント～。これはバーチャルじゃないリアル画像だよ？」

　慶けい介すけは、はて？　と首を捻ひねった。ややあってはっとする。

「ま……まさか、ヒューマテックか？」

〈人型汎用作業機械ヒユーマテツク〉とは高次ＡＩを実装した所謂いわゆるアンドロイドだった。街中ではあまり見かけないが、介かい護ご福ふく祉しの分野や危険を伴ともなう特とく殊しゆな作業現場などで活かつ躍やくする一方、フィギュア界にも有史以来最大の革かく命めいをもたらしていた。

「そのとーり」と春日野さんがいやに嬉うれしそうな声で答えた。「この頃ころから一いつ般ぱん用ヒューマテックが普ふ及きゆうしはじめたんだけど、さすがに本物は高すぎて買えないから、１／８スケールの可動式フィギュアを八倍サイズで複製して、フィギュア用の制せい御ぎよシステムを組み込こんだのがこの自作ヒューマテックなのですよぉー」

「考えたことはあるけど、本当にやる奴やつがいたのか……」

　もともとおかしかった模型部の製作志向は、このへんから違ちがう方向におかしくなっていった。

　画面には見てる方が恥はずかしくなるような、可動式等身大フィギュアが次々と現れはじめた。魔ま法ほう少女、女騎き士し、巫女みこさん、ネコミミ少女、メイドさん、この学校の制服を着た女の子（なんの為ために作ったのか理解に苦しむ）ときて、最後にでっかい柄ひ杓しやくを持った小学生というへんてこりんなキャラがどアップでウィンクして画面が暗転した。

『　～　It's only beginning…　～　』

　なんだかかっこいい白文字が出て映像は終わった。

「うーむ……これはすごい」

　慶けい介すけは唸うなった。最後の方はさておき、９０式を始めとする製作物のクオリティが常じよう軌きを逸いつしている。しかもきちんと動くなんて前ぜん代だい未み聞もんだ。

「すごいでしょ！　楽しそうでしょ!?　どうどう？　一いつ緒しよに模型部やらない？」

　春日かすが野のさんが後ろから慶介の肩かたをもみもみし始めた。

「入部したら作品を好き勝手に使って遊べるよぉ～。グラウンドで９０式走らせてもいいし、ＡＨ─１Ｓコブラのガトリング砲ほうで空あき缶かんを跡あと形かたもなく吹ふき飛ばしたりできるし、超ちよう可愛かわいい等身大フィギュアと一いつ緒しよにダンスしたりもできるし、それはそれはもう夢のような毎日だよぉ～？」

「ううむ……面白そうでは、あるけど、なぁ」

　慶介は返答を渋しぶった。

　春日野さんの言う通り、このとんでもない部活は、たしかに面白そうではあった。等身大フィギュアとダンスは勘かん弁べんして欲しいが、あの戦車はちょっと乗ってみたいし、ヘリのコクピットにも座ってみたい気がする。

　だが、いいのだろうか……。予定していた青春っぽいのとはちょっと違ちがう。なんとなく甘あま酸ずっぱくないというか、キラキラしてないというか……。具体的に言うと、グラウンドを走り回ったあとマネージャーから冷たいタオルを渡わたされて、こっそり小声で「……先せん輩ぱいならレギュラーになれるって、あたし信じてます」なんて言われてしまうような展開は無さそうだ。

　慶介が渋じゆう面めんで唸っていると、春日野さんが肩を揉もみながら横から顔を覗のぞき込こんだ。

「北ほう条じようくんなら、特別に部費とかタダでもいいよ？」

　妙みように優しい声だった。なにかイヤな予感がした。慶介はゆっくりと振ふり返って尋たずねる。

「……俺おれは素人しろうとだぞ？　模型作りなんて小学校の時以来だし、好こう待たい遇ぐうで迎むかえられる理由がない」

「大だい丈じよう夫ぶ、あたしも美み樹きちゃんもそんな上手じゃないし」と、春日野さんが目を伏ふせた。胸むねの前でぎゅっと手を握にぎり、わずかな逡しゆん巡じゆんの後のち、意を決したように口を開いた。

「実は今、模型部は廃はい部ぶの危──」

「やっぱいいや。じゃあさよなら」

　いきなり立ち上がった慶介に春日野さんがすがりついた。

「ちょっ！　まだ最後まで言ってないのに！」

「どうせすごくめんどくさいトラブルを抱えてるんだろ？」

「なんでわかったの!?」

「聞かんでもわかる。そして君は俺の経歴を聞いて、その問題の解決を頼たのもうと思ったわけだ」

　ぱっと春日野さんの表情が明るくなった。

「しかし俺の返事はノーだ」

「ええ～……」と、今度は一気に半はん泣なきになる春日野さん。

「んな事に関かかわってたら貴重な高校生活がパーになるじゃないか。俺おれは一刻も早くキラキラした青春っぽい毎日を送りたいんだ」

「青春できるよ！　楽しいよ！　最初はちょっと怖こわいかもしれないけど、すぐ慣れてだんだん気持ちよくなってくるから！」

　春日かすが野のさんが涙なみだ目めでなんだかいかがわしいセリフを言う。

　一方、絢あや城しろさんは悟さとり切ったような表情で戸を開けた。燦さん々さんと降り注ぐ陽ひの光がまぶしい。

「鮎あゆ美み、気持ちはわかるが離はなしてやれ。やる気のない奴やつに無む理り強じいしても無む駄だだ」

「だって北ほう条じようくんって授業中にあたしの落書き見ても怒おこらなかったんだよ！　超ちようウケてたし！」

「ほっといてくれ」

「落ち着くんだ鮎美、模型部に必要なのはピュアなハートだ。ガンダムが好きなだけで務まるような甘あまいものじゃない。それにこの顔を見てみろ。醜しゆう悪あくで無機質でぬめぬめして……ああ、おぞましい。まるで爬は虫ちゆう類るいのようだ」

「なに君、俺の事ディスってんの？」

「北条くんって中学でやり手の生徒会長だったんだよ！」

　絢城さんがぴしゃんと引き戸を閉めた。

「……それは本当か？」

「しかも学級委員とか文化祭実行委員長とか安あん保ぽ理り議長とかもやってた超すごい人なの！」

「安保理議長はまだやってない」

　やおら絢城さんが片かた膝ひざをついた。

「──数々の非礼、どうかご容よう赦しやを」

「い……いきなりなんだ？」

「模型部に御ご来らい駕がを賜たまわり、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます。貴方あなた様こそ伝説の勇者……ああ、まぶしい」

「……君、頭大だい丈じよう夫ぶか？」

　絢城さんの隣となりで春日野さんも土下座した。

「どうか参さん謀ぼう、いや総そう帥すいとして北条くんのその知恵をお借りしたく！」

「いやだ。悪いが他を当たってくれ」

　慶けい介すけがそう言ってプレハブを出ようとすると、二人がすがりついてきた。

「そんなこと言わないでぇーっ！」「どうか！　どうかお考え直しを！」

「くどい。いやだと言ったらいやだ」

「どうしてっ!?」「何故なぜでございますか!?」

　涙なみだ目めで懇こん願がんする二人。

「俺に何のメリットがあるんだ!?」

「すごい模型が一いつ杯ぱいで楽しいよ！　銃じゆうもいっぱい、爆ばく弾だんもいっぱい！　美み樹きちゃんはスタイルいいし、うれしはずかしいあんなことやこんなことがあるかも！」

　絢あや城しろさんが真っ赤になって手で胸むな元もとを隠かくした。

「俺おれは貴重な高校生活を棒に振ふりたくない」

「そんなこと言わないでぇー。あ、北ほう条じようくんなら、部長の座をあげてもいいからぁ。ねぇねぇ～」

　慶けい介すけの腕うでにのの字を描かく春日かすが野のさん。でも、手はしっかりとシャツの裾すそを摑つかんでいる。

「いらん。部長とか委員長とか、そういうのはもう二度とやりたくないんだ」

　慶介はそう言ってプレハブを出た。春日野さんがシャツを摑んだままついてくる。

「じゃあ普ふ通つうの部員でいいからぁー」

「いやだ」

「毎日お茶淹いれたげるよ？」

「あんな粗そ茶ちやはタダでもいらん」

「バレンタインには胸むね焼やけするくらいチョコをプレゼントしちゃうよ？」

「結構だ。そんなに食ったらにきびができる」

　足早に校舎脇わきを進む慶介。それでも春日野さんはしがみつき、すがりつき、中庭にまでついてきた。いい加減頭にきた慶介が、こめかみに青筋を浮うかべて振り返った。

「嫌いやだと言ってるじゃないか！　手を離はなせ、シャツがシワになるだろう！」

　春日野さんがびっくりして手を離した。後ろについてきていた絢城さんも驚おどろいて固まる。慶介は二人の顔を交こう互ごに睨にらんだ。

「君達がおかしな幻げん想そうを抱いだいてるようだから言っておいてやる。俺は確かに生徒会役員や委員を数え切れないほどやってきたが、だからといって特別頭がいいわけでも、すごい人望や能力があったわけでもない。やる奴やつが他にいなかったからやってきただけだ」

　慶介は、さらに春日野さんの鼻はな先さきに指を突つきつけて言った。

「だいたい春日野さん、君は間ま違ちがってる。頼たのみ事があるなら初めからそう言えばいいじゃないか。何が『校内を案内したげる』だ。人を騙だますようなことを……え？」

　春日野さんの大きな瞳ひとみがじんわりと潤うるんでいた。口元がきゅーっとへの字になって、「ひっく」と、しゃっくりが出て、冗じよう談だんみたいに大おお粒つぶの涙なみだがぽろっとこぼれる。

「うあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　春日野さんはいじめられっ子のように両手で顔を覆おおって走り去っていった。絢城さんは敵意のこもった目を向け、「おっ、覚えてろよ！　この野や郎ろうっ！」というチンピラみたいな捨て台詞ぜりふを残して春日野さんを追っていった。

　校舎の窓まどにちらほらと人ひと影かげが見えた。ぎくりとして見上げると、男子は何事かと不思議そうな顔をしているだけだが、女子は一様に汚お物ぶつでも見るような目で見下ろしていた。

　な……なぜ俺が悪者みたいになってるんだ……。
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　午後の授業は非常に気まずい感じになってしまった。

　さすがに言い過ぎたかと思って、教室に戻もどってきた春日かすが野のさんに謝ろうとしたのだが、いまいちタイミングをつかめないまま授業が終わってしまったのだ。

　後ろめたい気持ちはあるものの、道理を違たがえたのは彼女の方だ、俺おれが謝る理由はないんだ。慶けい介すけはそう自分に言い聞かせることにした。

　放課後、慶介は校内を散歩してみた。だが、あんまりおもしろくなかった。

　どの部活も実績はいまいちだし、それ以前に校内があまりに手て狭ぜまで窮きゆう屈くつだったのだ。

　教室数が不足しているというのは部室長屋の件で知っていたが、付帯設備も完全にキャパシティを超こえている。慶介がグラウンドを見に行った時も、サッカー部がパス回しをしている横で陸上部がストレッチをしていて、周囲を野球部がランニングをしているという過か密みつぶり。体育館はもっと壮そう絶ぜつで、卓たつ球きゆう部員同士が熾し烈れつなラリーを演じている卓球台にバスケ部のボールが飛んできて一ひと悶もん着ちやくがあり、それをマットを敷しいて受け身の練習をしていた柔じゆう道どう部員と合気道部員が仲ちゆう裁さいに入ったところ、卓球部員のラケットでビンタされた合気道部員がマジギレして暴れ出したので、柔道部員が上かみ四し方ほう固がためを決めて押おさえ込こむというカオスっぷりだった。

　どこに行ってもとにかく狭い。そして、それに拍はく車しやをかけているのがブルーシートを被かぶった模型部の作品達だった。物ぶつ騒そうなオブジェは部室前のみならず中庭、体育館の周囲、駐ちゆう輪りん場じようなど至る所に遺い棄きされていた。この学校の問題の根本的な原因は生徒数が多すぎる点にあるのだが、こう目に付いたのでは模型部に対する風当たりも強いだろう。

　だがおかしな事に、校舎の東側には手付かずの空あき地があった。通りすがりの教員に聞いてみると、以前そこに新校舎を建設してグラウンドを拡大するという計画があったらしいが、残念ながら途と中ちゆうで府議の方針変へん更こうがあって予算が下りなくなり、計画が頓とん挫ざしてしまった。以来ずっとその空き地は放置されたままで、誰だれも手入れをしないのでジャングルと化しているのだという。現在周囲には柵さくが作られ、足場が悪いという理由で立ち入りを禁じているらしかった。

　放置しているくらいなら整備して使えばいいのに……。

　部室長屋の移転、軽運動場の建設……いやそれはさすがに無理か。だが用務員さんに頼たのんで校務課の人型汎用重機ボルテツクも動員すればかなり本格的な工事も出来るはずだが……。

　慶介は無意識のうちに空き地活用プロジェクトの草案を練ねりながら、校舎の東側にやってきた。

　塀へいと校舎に挟はさまれた幅はば五メートルほどのそこには、大きなレンガ造りの花か壇だんが三つ並んでいて、木製のちょっとおしゃれなベンチまで置いてあった。いかにも校内の憩いこいの場っぽい造りで結構なのだが、そこらかしこに置かれたブルーシートの塊かたまりのおかげで雰ふん囲い気きがぶち壊こわしになっていた。

　慶けい介すけは手近なベンチに腰こしを下ろした。

　隣となりの花か壇だんでは園芸部と思おぼしきジャージ姿の集団が枯かれた花の植え替かえをしていた。土も替えるつもりなのか、大きなスコップで花壇の土をごっそり掘ほり返している。どこからともなく吹すい奏そう楽がく部の練習の音も聞こえてきて、わけもなく切せつない気分になってくる。

　慶介は、ふいに去年のある日の放課後のことを思い出した。

　この場所と似た、校舎脇わきのスペース。

　生徒会長であり文化祭実行委員長でもあった慶介は、同じように吹奏楽部の練習を聴ききながら、数日後に迫せまった文化祭で校門に設置するゲートのペンキ塗ぬりを一人で黙もく々もくとやっていた。

　運営の準備で忙いそがしいのに、なぜ実行委員長自みずからそんなことをするハメになったのか、自分でもさっぱりわからない。ゲート製作は有志の面々がやるはずだったのだ。それが、進行具合を見に行ったら骨組みだけで何もできていなかった。それから口論になって、気がついたらみんなどこかに行ってしまっていたのだ。

　バケツとローラーを手にペンキを塗る慶介のもとには、誰だれも手伝いに来なかった。

　妹の由ゆ紀きは風邪かぜを引いて学校を休んでいて、クラスメイトも現れず、慶介が当時ちょっと好きだった書記の女の子を始めとする執しつ行こう部役員は、会長不在の生徒会室で書類と格かく闘とうしていた。

　頻ひん繁ぱんに文化祭実行委員会の生徒や執行部役員がやってくるが、彼らは手伝うどころか各クラスや部などで発生した問題を報告して、どうすればいいかを尋たずねてくるだけだった。慶介はその度たびに手を止めて、どうすればいいかを決め、時には自ら足を運んでトラブルを解決した。案件が片付くと校舎脇に戻もどってまたペンキを塗り、文字や飾りの取り付けをした。

　そして、出来上がったゲートは、翌朝校門前に設置され、登校してきた生徒達から「地味」という悪評に晒さらされることになる。

　誰か一人でもいいから、横でペンキ缶かんを持ってくれるだけでもいいから、手伝いに来てくれていたら、この思い出に対する慶介の心象は違ちがっていたかもしれない。




　慶介は頭を振ふって立ち上がった。

　もう俺おれは好き勝手に生きるんだ、このフロンティアで。そんな決意を胸むねに歩き出そうとすると、花壇の向こうに春日かすが野のさんの姿が見えた。ジャージ姿で大きな台車を押おし、慶介に気付いて遠えん慮りよがちな笑みを浮うかべている。慶介は曖あい昧まいな愛あい想そ笑いを返した。

　花壇をいじっていた女子生徒達が春日野さんを振ふり返った。あんまり好意的には見えない視線を向けている。春日野さんは少し気まずそうに会え釈しやくをしてから台車を停とめ、ブルーシートを被かぶせられた遺作の前でしゃがみ込こんだ。結んであった紐ひもをほどいてシートをめくると、中身は迷めい彩さい柄がらの大きな四角い部品だった。

「んっ、よい……っしょ」

　春日かすが野のさんはその箱を持ち上げようとしていたが、見た目通り結構重いらしく、少し浮うかせただけでぺたんと尻しり餅もちをついてしまった。

「それ、台車に乗せたいの？」

　声を掛かけると、春日野さんは「えっ？」と慶けい介すけの方を向いて、恐おそる恐る頷うなずいた。

　慶介はやれやれと彼女のもとへ行き、箱に手を伸のばした。持ち上げてみると結構重い。しかも下のほうが何やらぬるぬるしている。なんだろうと見てみると、黒いオイルが漏もれていて、地面には真っ黒なオイルの跡あとが残っていた。慶介は見なかったことにして罪深いオブジェを台車に乗せた。

「ありがと」

　春日野さんはそう言って遠えん慮りよがちに微笑ほほえんだ。よく見ると、汗でびっしょりになっている。

「お……お礼にお茶でも淹いれるよ？」

「それは遠慮しておく。粗そ茶ちやのために撃うたれたくない」

　春日野さんは一いつ瞬しゆん小さく首をかしげた。「ああ」と気がついて笑う。

「美み樹きちゃんなら今はいないよ。部活中だから」

「部活？　あの子は模型部じゃないのか？」

「美樹ちゃんは吹すい奏そう楽がく部。お昼休みとか、練習のない日に手伝いに来てくれてるの」

　そう言って、春日野さんは台車に手をかけた。

「じゃあねー。よいっしょ、っと」

　春日野さんが重たそうに台車を押おし始めた。持ってきた台車自体は大きめのしっかりしたものだが、下が土なので車輪がめり込こむのだろう。

　重そうだし、手伝ってあげようかな……。

　慶介がそんなことを考えながら去ってゆく後ろ姿を見守っていると、花か壇だんの所にいた生徒が立ち上がって春日野さんに声を掛けた。何かを言いながら、隣となりの花壇の脇わきに並んでいるブルーシートの塊かたまりの群れを指差している。春日野さんが小さく頷くと、後こう輩はいと思おぼしき部員達に指図してシートを剝はがさせ、その下にあった雑多な部品達を次々と台車に乗せ始めた。

　あっという間に部品が山積みになった。車輪が完全に地面に埋うもれている。春日野さんは一いつ生しよう懸けん命めい台車を動かそうとしているが、もはやぴくりとも動く気配がない。

　さらに別の生徒がやってきた。手にはパイプを繫つなげた謎なぞの部品を持っている。

「それ以上積んでも車輪が埋もれて動かないぞ」

　見かねて慶介が言った。思いのほか大きな声だったので、花壇で作業をしていた生徒達も思わず振ふり返った。部品を持った制服姿の男子が不満そうな目を慶介に向ける。

「でもこれ邪じや魔まなんだけど」

「だけど君、動かない台車の上にそれを重ねても、なんの解決にもならないぞ」

　慶介の物言いに、相手は露ろ骨こつに不ふ愉ゆ快かいそうな顔をした。長めの前まえ髪がみに隠かくれた目で慶介を睨にらみ、「一年？」と尋たずねる。

　そうだ、と答えてから、慶けい介すけは相手のネクタイの色が違ちがう事に気付いた。何色が何年生なのかは知らないが、上級生なのは間違いない。慶介は会長職を長くやりすぎたせいで、上から目線が癖くせになっているが、今はもう会長でも最上級生でもないのだ。先週まで在ざい籍せきしていた学校でも、上級生をついうっかり『君』と呼んでしまって睨にらまれたばかりだった。

「え……あー、えっと、すいません、そういえば一年でした」

　急に弱よわ腰ごしになる慶介。

「じゃあこれ、〝君〟が運んどいて」

　相手の生徒はそう言って部品を慶介に押おし付け、ついでに冷ややかな一いち瞥べつをくれてから花か壇だんへと戻もどっていった。春日かすが野のさんが恐おそる恐る上うわ目め遣づかいでこちらを見上げている。

　慶介は渡わたされた部品を地面に置き、やれやれと台車の上に重ねられた部品を見上げた。

「あの……ごめんね。なんか、北ほう条じようくんは関係なかったのに」

　申し訳わけなさそうに言う春日野さん。

「まあいいよ。手伝ってあげようかと思ってたところだし」

　そう言って慶介が部品を下ろし始めると、春日野さんも慌あわてて手伝った。
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　空そら模も様ようが怪あやしくなってきた。

　慶介が大きな部品を乗せた台車を押し、春日野さんが小物や折り畳たたんだブルーシートを抱えて部室との間を行ったり来たりしていると、だんだん周囲が暗くなりはじめた。ぬるーい風が頰ほおを撫なで、いよいよ最後の謎なぞの椅い子す（多分何かの航空機のシートと思われる）を台車に乗せていると、ついに、ごろん……と遠くで雷かみなりが鳴った。

　二人は顔を見合わせた。

　慶介は急いで台車を押し始め、春日野さんは椅子に被かぶせていたブルーシートを手早く畳み、椅子の隣となりに遺い棄きされていた謎のアルミフレームと一いつ緒しよに抱えて後に続いた。

　やがてぽつぽつと水すい滴てきが落ち始め、花壇の所にいた生徒達が、作業を諦あきらめて校舎の入り口へと歩いてゆく。遠くから、ざぁーという雨音が近づいてくるのが聞こえて、二人は全力ダッシュした。花壇脇わき、美術教室横を抜ぬけて部室前に辿たどり着くと、いよいよ雨は本降りになってきた。

　慶介は肩かたのあたりが冷たく濡ぬれていくのを感じながら台車を押して部室の玄げん関かん前につけ、載のせていた椅子をプレハブの中に運び込こんだ。わずかに遅おくれて春日野さんも駆かけ込んできた。

「はぁっ、はぁっ、なんとか間に合ったぁー」

　春日かすが野のさんが喘あえぎながらそう言って、部室の床ゆかにぺたんと腰こしを下ろした。大きく胸むねを上下させながら、えへへ、と笑って慶けい介すけを見上げる。

「ごめんねー、北ほう条じようくんも濡ぬれちゃったね。あたしのタオルあるから使ってー」

　春日野さんは「よいしょっ」と立ち上がり、部室の奥おくに置いてある自分の鞄かばんを取りに行った。

「いや、そんなに濡れてないから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　慶介は部室の横にあった水道で手を洗い、ポケットから妙みようにおっさんくさいデザインのハンカチを出した。手を拭ふきながら外を見ると、無数のブルーシートの塊かたまりと、どんよりした色合いの９０式戦車が静かに雨に打たれていた。

「こうして見ると、戦場にいるみたいだな……」

　春日野さんがタオルを二つ持ってきた。予備があるならいいか……と慶介は一つを受け取って髪かみを拭いた。春日野さんも自分の髪を拭きながら、並んで外を眺ながめる。

「あの……お昼のこと、ごめんね。なんていうか、あたし、ちょっと」

「いいよもう」と慶介は素っ気なく言い、手近にあったパイプ椅い子すを開いて腰を下ろした。外を眺めながら尋たずねる。

「この部、他に部員はいないの？」

　傍かたわらに立つ春日野さんは、小さく「うん」と言って自分も椅子を出して座った。

「……実はね、あたしも部員じゃないの」

　慶介が訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。春日野さんは椅子の上で膝ひざを抱え、小さく唇くちびるを尖とがらせて外を眺めていた。

「どういうことだ？　部員じゃないって」

「模型部は今休部中。それであたしは『模型部問題担当委員』。学校中の作品を捨てる係なの」

　慶介は、やっぱりそうか……と視線を外に向けた。校内の様子を見て、なんとなく予想がついていたのだ。

「昼の話って、なんだったんだ」

「え……？」

「昼の話だよ。俺おれに何を頼たのもうとしたんだ？」

　横目で様子を窺うかがうと、春日野さんがあずき色の瞳ひとみをキラキラさせてこちらを見ていた。慶介は慌あわてて付け加える。

「聞くだけな！　あくまで聞くだけだぞ！」

　ちょっとしょんぼりする春日野さん。しかしすぐに立ち直り、「うん、それでもいいよ！」と言って、慶介と同じように視線を外に向けた。

「実はね、従姉いとこのお姉ちゃんが模型部だったの。それでこの部のことを知ったんだけど──」

　春日野さん曰いわく、すごい作品を作る本当にすごい部活だった模型部は、あの紹しよう介かいビデオを撮とった頃ころには衰すい退たいしていて、廃はい部ぶ寸前の状じよう況きようだったらしい。

　原因は、ネタ切れによるモチベーションの低下だった。

　戦車や戦せん闘とう機きというものは普ふ通つうに生きている限り一生乗れない。もちろん自衛隊などに入ってそういう隊に配属されれば乗ることは出来るが、勝手に乗り回すというわけにはいかないし、都合よく操そう縦じゆう者しやになれるとも限らない。それ故ゆえに〝好き勝手に乗って遊べる兵器〟の存在が強きよう烈れつな魅み力りよくを持っていたのだ。

　しかしながら、長い年月を掛かけてめぼしい兵器をひと通り作ってしまった後は、それに代わるモチーフが見つからずに迷走した。１ひと０まる式しき戦車やＦ37（＊開発に失敗したＦ35の代だい替たい機き。ロッキード製）などといった新型機の配備が進んだ事に伴ともなって、模型部でもそれらの製作が行われたりもしたが、基本的に先代の後追いに過ぎないこれらでは、モチベーションが持続しなかった。製作は停てい滞たいし、やがて中止されるという事態が相あい次ついだ。校内に遺い棄きされているのは、半分以上がこの時期に生み出されたものらしい。

　大規模製作を諦あきらめた模型部の活動は徐じよ々じよに小規模かつ個人主義になり、技術も失われていった。

　近年になり、あの恥はずかしくも可愛かわいいヒューマテック群のような傾けい向こうで一時的に活気を取り戻もどすものの、個人的な趣しゆ向こうを色いろ濃こく反映した萌もえ系作品群は情熱の個人差が激はげしく、部員数、活動規模共に再び減げん少しよう、結局昨年度末に部員全員が卒業した事で休部となった。

　そして新年度に入り、四月に入学した春日かすが野のさんは入部届を出し、却きやつ下かされた。

「それはおかしい。廃はい部ぶの場合は創そう部ぶ申しん請せいが必要だが、休部中なら入部は自由なはずだぞ？」

　慶けい介すけがそう言うと、春日野さんが不満そうに口を尖とがらせて答えた。

「そうでしょ？　だからなんで入部がダメなのか聞きに行ったら、生徒会長さんが入部は自由だけど、学校中に置きっぱなしの作品を全部片付けるまで、部活動の再開は認められないって」

「執しつ行こう部が判断したのか？　文化部の統とう括かつ組織じゃなくて？」

「うん」と、春日野さんが言った。「最初『ぶんかぶそうかい』ってところに話をしに行ったんだけど、生徒会長に聞いてくれって言われて。だから生徒会室まで行って話をしたの。そしたら浅あさ野の会長が出てきて、『そんなにやりたいなら、作品を片付ける委員をやるかい？』って。あたしが委員にならなかったら模型部はそのまま廃部になっちゃうし、そうなったら作品がみんな捨てられちゃうから、だからやることにしたの」

　ふむふむ……と慶介は頷うなずいた。

「あの、危険な吹すい奏そう楽がく部の子は？」

「美み樹きちゃんは体育の授業の時にたまたま仲良くなったの。着き替がえしてる時に、ブレザーの下にホルスター着けてるのが見えて、面白いひとだなー、って思って話しかけた」

「君……勇気あるなぁ」

　慶介は思わず春日野さんを見た。ホルスターと言えば、刑事さんなんかが拳けん銃じゆうを上着の下に隠かくすために着けるアレのことだろう。小学生の時は憧あこがれたが、まさかいい歳とししてそんなのを着けていたなんて……。

　春日かすが野のさんは不思議そうに「そう？」と首を傾かしげた。

「美み樹きちゃんはＦＢＩとかが出てくる映画とかドラマが好きなんだって。それでホルスター着けてたんだけど、模型部のエアガンとかモデルガンとかを見せてあげたら感動して『一いつ緒しよに模型部復活させよう』って。最初は吹すい奏そう楽がく部も辞めるって言ってたんだけど、美樹ちゃんって中学の時にコンテストで金賞とか取ってたくらい演奏上手だから、辞めるのもったいないし、顧こ問もんの先生にも引き留とめられたから掛かけ持ち中なの」

「なるほど。まあこの場合は、掛け持ちというより非正規の協力員だな」

　春日野さんが頷うなずいた。

「でも練習のない時は手伝ってくれてるし、中庭とかに放置されてるのは、ほとんどわけのわかんないものばっかりだったから、二人で結構処分も進んでたんだけど、こないだ生徒会から言われたの、部室の周りも片付けないとダメって」

　春日野さんが横から身を乗り出してきた。

「あの９０式とか他にもいろいろすごいのもあるのに、全部捨てなきゃいけないなんてあんまりでしょ!?　だから元会長の北ほう条じようくんに、なんとかこの辺の場所だけでもこれまでどおり使わせてもらえるように、浅あさ野の会長と交こう渉しようしてもらいたいの！」

「今までに一度でも交渉してみたのか？」慶介が渋しぶい顔をして尋たずねた。

「したけど一いつ瞬しゆんで断られちゃった」

「じゃあ無理だ」

「できないの？　ほら、映画みたいになんか難しいこと言い合って、いつの間にか、あれれ？　みたいな感じで」

「できるかそんなこと。それに、執しつ行こう部の言い分も正しい。校内に遺い棄きされている作品はすみやかに処分すべきだ」

　春日野さんが肩かたを落とした。「そっか……でも、そうだよね」と力なく笑う。

　慶介は腕うで組ぐみをして唸うなった。しばらく考えて尋ねる。

「春日野さん、君はなぜこの模型部にこだわるんだ？　たしかにこの模型部はすごい部活だけど、立て直すにはあまりにも問題が多い。模型部をやりたいなら、いっそ別の部を立ち上げてしまったほうが手っ取り早いぞ」

　春日野さんが顔を上げた。濡ぬれて頰ほおに張り付いていた髪かみを耳元にかき上げながら、とても優しげな笑えみを浮うかべた。

「北条くんは、小さい頃ころ大事にしてたものってなにかある？」

「大事にしてたもの？　いや、ちょっと思いつかないけど……ミニカーとかかな？」

　男の子だ、と笑ってから、春日野さんが言った。

「あたしね、幼よう稚ち園えんくらいまでくまのぬいぐるみをずっと大事にしてたの。いつも一緒でね、ごはん食べるときも、寝ねるときも、お出かけも、ぬいぐるみだからお風呂は一いつ緒しよじゃなかったけど、でもほんとに一日中一緒にいて、話しかけて、抱っこし過ぎでお腹なかが破れちゃったときは泣ないてお母さんに直してもらったくらい大事にしてたの」

　春日かすが野のさんはまた椅い子すの上で膝ひざを抱えた。

「でもね、いつの間にかそれ、どっか行っちゃってたの。どうしたのか覚えてないし、あったことも忘れて、見つけたのは中二の時の年末。大おお掃そう除じで物置の片付けを手伝ってたら出てきたの。ぼろぼろで、どろどろに汚よごれてて、虫食いだらけになってた。かわいそうで、でもそれ以上にすごいショックだった。とっても大好きだったのに。大切にしてたはずなのになんでこんな事になってたんだろうって。お母さんに聞いたら、弟が生まれてから遊ばなくなったかららしいんだけど。でも、それでその時、怖こわくなったの」

　春日野さんは、大きなあずき色の瞳ひとみを伏ふし目がちにして、雨に打たれている作品達をじっと見つめていた。物もの憂うげな、昼間とはまるで別人のような横顔だった。

「何が、怖くなったんだ？」

「今大好きなものも、いつか飽あきちゃって……こんなふうにしちゃうのかな、って。好きな気持ちがなくなって、ほったらかしにして、そのうちどこかに仕し舞まい込こんだり、捨てちゃったり。今はそんな事、絶っ対にしたくないのに、それが平気になっちゃうのかなって。でも、そんなのはイヤ。大事にしてた物は、絶対に大事にし続けたい。もし飽きちゃっても、ちゃんと綺き麗れいにしたまま捨てずに置いておいてあげたい。あのぬいぐるみみたいにはもう絶対したくない」

　春日野さんが膝を下ろして立ち上がった。

「あたしも、模型部の作品全部が好きなわけじゃないの。でも、ここにある作品って、どれも誰だれかの『大好きなもの』だったはずなんだよね。だから大事にしてあげたいの。あたしがお金持ちだったら、おっきな博物館作って飾ってあげるんだけど、でも、誰も見向きもしなくなっても、いらなくなっても、いつか誰かが好きになるかもしれないし、だからできれば捨てずに残しておいて、えっと、だから……えっと」

　春日野さんが慶けい介すけの方を見て、照れくさそうに笑った。

「えへ……なんだろ、自分で言っててわかんなくなってきちゃった。ごめんね。なんか、あたしうまく言うの苦手なの」

　あ、そうだ。と春日野さんが手をぽんと叩たたいて、部室の奥おくに行った。壁かべ際ぎわにあったスチール製の棚たなからダンボールを出して戻もどってくると、床ゆかに置いて蓋ふたを開けた。中には銃じゆう器きやよくわからない装飾具がぎっしり入っていた。

「これもぜんぶ模型部の作品。小さいやつで完成してるのを入れてあるんだけど、運ぶの手伝ってくれたお礼に、気に入ったのあったらあげるよ？　たとえばほら、これとかどう？」

　春日野さんは中から一丁のちょっと未来的なデザインの拳けん銃じゆうを取り出した。スライドの上部に透とう明めいの薄うすい板状の部品が付いている。春日野さんが銃を握にぎると、その板がぴょこんと立ち上がり、薄うすい緑色の照準とデジタルな目め盛もりが表示された。

「ほらほら、これすごいカッコイイでしょ？　持ってみて」

　拳けん銃じゆうを受け取ると、それはまるで本物のようにずっしり重かった。しかもディスプレイに表示されている縦たてと横の目盛りが銃の動きに連動している。きちんと傾かたむきを検知しているのだ。

「こ、これはすごい……」

「その銃は、昔やってたアニメで主人公が使ってたやつなんだけど、売ってるのはプラスチック製の安物しかないの。でもそれ、ずっしり重いでしょ？　フレームが金属で出来てるの。しかもセーフティレバーとかも全部ちゃんと動くし、フレームマウントディスプレイもちゃんと連動してるし」

　春日かすが野のさんが膝ひざ立だちになって慶けい介すけが握にぎっている銃にそっと手を添そえた。スライドを摑つかんでがしゃんと引くと、本物そっくりな空から薬やつ莢きようが排はい出しゆつされて床ゆかに落ち、ちゃりーんと音を立てた。

「モデルガン用の火薬買ってきたら使えるよ。欲しかったらあげる。これは捨てたくないから」

　そう言って春日野さんは床に落ちた薬莢を拾ひろって慶介に手て渡わたすと、すっと立ち上がった。

「ごめんね、わけわかんない話しちゃって。でもがんばる。変なのとか、作品じゃなくて余った廃はい材ざいとかもいっぱいあるから、そんなのを全部綺き麗れいに片付けたら、作品もちょっとは置いとかせてもらえるかもしれないしね！」

　と、胸むねの前で小さく拳こぶしを握り締しめる春日野さん。

　慶介は銃を持ったまま黙だまり込こんでいた。

　彼女の希望的観測が甘あますぎることを知っていたのだ。敷しき地ちの使用権を確保するには部の存続が必要だ。しかし、この部の命運は既すでに尽つきている。

　過去の作例を見る限り、不ふ祥しよう事じの回数も相当なものだろうし、校内の敷地はすでにパンク状態だ。こんな無茶苦茶な部活を容認することなどできまい。そもそも今こん日にちに至るまで、この組織と活動が認められていた事自体がでたらめなのだ。再興の方法も無くはないが、それにはかなりのリスクが伴ともなうし、相当の労力も必要だろう。そんなことに付き合っていたら……。

「君が、いくら処分を進めても、この部は──」

　そう言いかけた時、慶介の脳のう裏りに先ほどの花か壇だんでの光景が蘇よみがえった。

　台車に作品を山積みにされ、もはや動きもしない台車を押おそうとする春日野さんと、それをさも当然の報むくいであるかのように振ふる舞まう生徒達。

　確かに模型部の罪は看かん過かできざるものだ。

　だが、咎とがは彼女にあるのではない。

　今日の惨さん状じようを招いたのは問題を先送りにしてきた過去の部員達と学校側であって、春日野さんではない。それを、なぜだれも手を差し伸のべないんだ。なぜ彼女に責任を押し付けて平気でいられるんだ。

　慶けい介すけは立ち上がった。雨はかなり小降りになっている。空も明るくなり、薄うすい雲越ごしに届いた光が見み渡わたす限りのブルーシートの数々を照らしていた。

　およそ二十年以上に亘わたる歴史と遺産。それはここに溢あふれかえり、まさに飽ほう和わ状態に陥おちいっている。春日かすが野のさんは、それを背負わされているのだ。慶介がかつて負った責任よりも、はるかに重いものを。最後の一人として、この部の、避さけがたい終しゆう焉えんに立ち向かっているのだ。

　慶介は胸むねポケットから湿しめった生徒手帳を出した。学校生活にまつわる様々な規約が書かれたページを繰くってしばらく目を走らせる。

「三ヶ月……といったところか」

「えっ？　なにが？」

　慶介は振ふり返って、手にした銃じゆうを春日野さんにちらつかせた。

「この銃の代金代わりに知恵を貸そう。この作品群を保管する場所と組織の確保、それから保管しきれない作品も、完成している物については捨てずに済むようにしてやる」

　春日野さんの瞳ひとみが一度大きく見開かれた。目元が潤うるみ、まるで子供が泣なき出す瞬しゆん間かんのように表情がゆがんでゆく。慶介は春日野さんの肩かたに触ふれ、優しく微笑ほほえんで言った。

「泣かなくていい。俺おれが君の」「はっくちょんっ！」

　え……？

　くしゃみ？

　慶介は言葉を失った。感かん極きわまってたんじゃなかったの？

　ぐしゅぐしゅと鼻はなを啜すする春日野さん。

「ごめんごめん、ほこりでお鼻がむずむずしてしまった。で、なんて？」

「もういいよ。二回も言え──」

　慶介の背中に何かが押おし付けられ。春日野さんが「あっ」と口を０の字の形にしている。

「……お前には黙もく秘ひ権けんがある」

　忘れもしないソプラノボイスだった。慶介は震ふるえ上がって春日野さんに銃を手渡した。

「よ、よせ、俺は無実だ……」

「みんなそう言うのだ。さあ、白状しろ。鮎あゆ美みがおとなしいのをいいことに、銃で脅おどして何をしようとしていた？」

　春日野さんがにっこり笑って言った。

「美み樹きちゃん、北ほう条じようくんは大事なお友達だから撃うっちゃだめだよ」




　　　　＊




　慶介は行動を開始した。

　計画の立案から細部の煮に詰つめを一ひと晩ばんで終わらせ、翌日から早速実行に移った。

　まず手始めに昼休みの時間を使って、校内に遺い棄きされている作品のリストを作り始めた。

　一人ではとても手が廻まわらないので、後の二人にも手伝ってもらいながらシートを剝はがして回り、写真を撮とって場所を記録する。正体が分かるものはそれでいいとして、何か分からないものは部の製作レポートと照らし合わせたり、あとで二人に見せて何の部品か聞いてみたりした。あまりにも数が多いので、校内の全すべての遺作を網もう羅らするのになんと丸一週間掛かかった。

　もちろん放課後の作品処分も同時進行で行う。

　授業が終わるとジャージに着き替がえ、明るくてちょっとアホな春日かすが野のさんと、危険で無ぶ愛あい想そうな絢あや城しろさんの三人で解体作業を行う。最初は手近なものからやっていたが、リストが完成してからは、未完成品やわけのわからないものから優先的にやるようになり、かなり効率が上がった。

　とはいえ、作品の解体はなかなか大変な作業だった。

　どれも重いし、分解を前提に作られていないので手間がかかる。さらに、ただ分別して捨てるだけではない。よく出来たものや、丁てい寧ねいに作られていたものは、なにかそのアイデンティティとなる部品を残して保管する。これは春日野さんが始めたことだが、慶けい介すけも同意した。それが存在した記念であり、日の目を見ずに葬ほうむられる作品の墓ぼ標ひようでもあるのだ。

　さらに、モーターやベアリングなどの部品は、後日新作を造る際に再利用できるのでダンボールに入れて分類し、部のデータベースに登録する。これは模型部のスゴイ伝統だった。いちいちめんどくさいが、記録しておけば使う時探しやすいし、無む駄だな買い物をせずにすむのだ。そして再使用の困難なＦＲＰなどの部材は裁断してゴミに、鉄やアルミは後日使えそうなものはプレハブの裏手に積んでおいて、それ以外は素材ごとに分けて捨てていった。

　お陰かげで慶介の手はすっかり怪け我がだらけの真っ黒になり、腰よう痛つうにも悩なやまされるようになった。

　図はからずも色々な事があった。

　部室前の作業スペースが狭せまくなってきたので、９０式戦車の駐ちゆう車しや場所を変えようと校内を運転していたところ、うっかり園芸部の花か壇だんを踏ふみつぶしてしまい、粉々になったレンガ造りの花壇と寸すん分ぶん違たがわぬ物を作るハメになったり（これが慶介にとって初めての作品製作となった）、９６式装そう輪りん装そう甲こう車しやの擲てき弾だん発射装置が解体中に暴発し、たまたま塗ぬりあがったペンキを乾かすために部室長屋脇わきに並べられていた、演劇部大道具係製作の舞ぶ台たいのセットを木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛ばしたせいで、代だい替たいの舞台セット一式を製作するはめになったりと波乱万丈の毎日だった。

　ちょっと特とく殊しゆな放課後ライフだが、それでもくたくたになるまで働いた後、部室前で紙パックのレモンティーを飲みながら、三人並んで夕焼けを眺ながめていたりすると、ちょっと青春しているような気がしてまんざらでもなかった。

　余談だが、ＦＢＩとかが出てくるような〝法ほう執しつ行こう機関系ドラマ〟にしか興味がないと言い張っていた絢城さんが、ちょっとした不注意から日曜の朝八時半からやっている女児向け変身少女アニメも好きである事が判明した。春日野さんと二人でそれをネタにからかっているうちに絢城さんも多少慶介に対して打ち解け、時々「このくらいの駄だ賃ちんはくれてやる。今逃にげられても困るしな」とか言いながらジュースを奢おごってくれるようになった。

　一方、春日かすが野のさんとも毎日一いつ緒しよに帰るうちに、二人でゲーセンに寄ったり映画館にアニメを見に行くくらい仲良くなった。キャッキャウフフとまではいかないまでも、それなりに華はなのある毎日に慶けい介すけも満足を覚えていた。慶介だって年とし頃ごろの男の子なのだ。

　そして徐じよ々じよに慶介の策も功を奏し始めた。

　策といっても大したものではなく、要するにちゃんと形になっている作品を譲じよう渡としてしまおうというものだった。

　ただし、譲渡した相手が作品を不法投とう棄きしたりすると後々問題になってしまうので、譲渡先は個人ではなく会社などの法人に限定した。ゲームセンターや模型店、テーマパークや遊園地、さらには映画のセットの製作会社などに的を絞しぼり、夜な夜な纏まとめた資料をメールで送りまくっていると、ゲームセンターの経営をしている会社から反応があった。Ｆ15の機首部分を、来週導入予定の空戦シミュレーターゲームの客寄せに置きたいという事だった。

　願ってもない申し出だったのだが、先方の希望は譲渡ではなく貸し出しだった。貸し出し期間はそのゲームの人気次第だが、早ければ秋頃ごろにこの厄やつ介かいなオブジェは里帰りしてくる。根本的な解決にはならなかった。

　残念な限りだが、意義はあった。その会社の担当者の男性は結構若い人で、Ｆ15の完成度の高さに驚おどろき、他にも見てみたいと言い出した。件くだんの９０式戦車や９６式装そう輪りん装そう甲こう車しやなど、完動状態の作品を見せてやると、立ち会いに来ていた生徒会の執しつ行こう部役員にその素す晴ばらしさを説き、廃はい棄きしてしまうのは惜おしいとまで言ってくれた。

　大人がここまで言うのだから、やはり模型部は凄すごい集団だったのだ。勇気づけられた春日野さんは終始上じよう機き嫌げんで、絢あや城しろさんも無ぶ愛あい想そうながら「やるじゃないか」と言って微笑ほほえんだ。作品全部は無理でも、完成度の高いものはきっと里親が見つかるに違ちがいない。

　かすかに希望が見えてきた、ようにこの時は思えた。




　　　　＊




　七月二十日。

　期末テストも終わり、一週間程の消化試合みたいな授業を経て終業式の朝を迎むかえていた。

　慶介は毎日なんと朝の七時半過ぎに登校する。

　もちろん教室にはまだ誰だれもいない。窓まどを開けて教室の空気を入れ替かえながら、人ひと影かげのないグラウンドを眺ながめつつ朝食を食べるのが生徒会長時代からの日課だったのだ。

　登校する途と中ちゆうで買ったクリームパンの袋ふくろを開け、コーヒー牛乳とともに食べる。澄すんだ朝の空気と、雀すずめの鳴き声が実に清すが々すがしい。半分ほど食べたところで席に戻もどり、おもむろに昨日出たばかりの学校新聞を広げる。これもまた長年の生徒会生活で染み付いてしまった習慣だった。彼はほとんど病気に近い。

　学校新聞の一面には『駅前のゲーセンに模型部の戦せん闘とう機き！』『執しつ行こう部だより　～一問一答、部活のススメ～』『生徒会定例報告』と、見出しが並んでいた。

　Ｆ15を貸し出した一件は校内でもちょっとした話題になっていた。先日新聞部から取材の依い頼らいがあり、春日かすが野のさんと絢あや城しろさんがインタビューに応じたのだが、模型部の苦境については一切書かれていない。二人は不満に思うかもしれないが、まあそんなもんだろう、と慶けい介すけは『執行部だより』に目を移した。

　これは毎号載のっているコーナーで、生徒からの質問や要望に対して、生徒会長の浅あさ野のという生徒が回答を兼かねたコラムを書くという趣しゆ旨しのものだった。今号の内容は、


『　はじめまして、匿とく名めいで失礼致いたします。

　　わたくし、弓道の心得がございまして、興味があるというお友達と弓道部を

　　作りたく思っております。的前は、休日に神社の弓道場を利用させていただくと

　　しても、初心者の方をご指導するとなりますと、せめて巻まき藁わら練習の出来る場所が

　　必要と思います。ですが校内は御存知の有様。弓道部の設立は諦あきらめるべきでしょうか？




【　匿名　一年生　女子　】』



　というものだった。

　回答のコラムでは執行部が自由闊かつ達たつな課外活動を是ぜとする方針がアピールされ、創そう部ぶを勧すすめた上で、練習場などについては活動内容や実績を考こう慮りよすると書いてあった。

　深読みすると、模型部へのあてこすりみたいにも思える内容だったが、慶介は、

「ふっ……ふふふ。これでチェックメイトだ」

　と、なんだか怪あやしいセリフを呟つぶやきながら不敵な笑えみを浮うかべていた。おもむろにポケットからペンと手帳を出して何かを書き込こみ、新聞に目を戻もどす。

　残る記事は生徒会定例報告だった。しかしこれは目を通すまでもない。うやむやのうちに就任させられてしまった学級委員として、慶介は毎回律りち儀ぎに出席していたのだ。

　就任に至る経けい緯いには納得のいかないものがあるが、奇くしくもこれは計画に役立った。目もつ下か模型部の命運を握にぎっている執行部を、会議の場で直じかに観察できるのだ。

　実際に生徒会経験のある慶介から見て、この執行部は羨うらやましくなるほど活発で充実した活動を行っていた。

　先の質問状に対する回答のように、部活動への積極的な支し援えんを行ったり、単なる内輪の年中行事に過ぎなかった体育祭をより現代的なエンターテイメントへと改かい革かくし、文化祭と並ぶ一大イベントに生まれ変わらせるなど、発想も独どく創そう的で行動力にも溢あふれている。各役員も優ゆう秀しゆうなのだろうが、おそらくは生徒会長の浅野という三年生の手しゆ腕わんだろう。会議での言葉の端はし々ばしにやや権けん威い主義的なところが見られるが、必要以上に熱心に生徒会活動をするような生徒は、よほどのお人ひと好よしか自己顕けん示じ欲よくが強いかのどちらかしかいない。模型部に関かかわっていなければ、慶介も素直に敬意を払はらっていただろう。

　時計を見るとまだ七時四十五分だった。

　慶けい介すけがパンを食べ終え、教室の後ろのくずかごにゴミを捨てようと立ち上がった。すると、どこからともなく焦こげ臭くさい匂においが漂ただよってきた。なんだろうと思って窓まどから外を見ると、敷しき地ちの端はしにある模型部部室前で、数名の生徒が巨きよ大だいな銀色のシートの塊かたまりに消火器を吹ふき付けていた。

　おいおいおいっ！

　慶介は慌あわてて教室を飛び出した。階段を駆かけ降り、非常口から外に飛び出し、花か壇だんの並んだ校舎脇わきを駆け抜ぬける。模型部部室脇には生徒が五人いて、一人は生徒会長の浅あさ野のだった。

　浅野は《生徒会長》という記号から少し外れた風ふう貌ぼうをしていた。身長は高めだがやや童どう顔がんで、少し明るい色のくせっ毛を短めにカットしている。日に焼けた肌はだは健康的で、いつも人ひと懐なつっこい笑えみを絶やさない。だが、血相を変えて駆け寄ってきた慶介には、さすがに驚おどろいた表情を見せていた。こんな早くに登校している生徒などいるはずがないのだ。

「何があったんですか!?」

　慶介が乱れた息を整えながら尋たずねる。

「火災だよ。たまたま用があって早く来てみたら煙けむり臭くてねぇ。見に来たら小さく燻くすぶっていたから慌てて消したんだ」

　と、浅野が一歩前に出て、慶介の前に立った。火元を背にする形で大げさに手を広げ、「いやぁ、びっくりしたよ。初めて消火器を使ってみたんだけど、なかなか上手うまく消せないものだねえ」などと言っている。見ると、役員と思おぼしき生徒達が動どう揺ようした様子で浅野を見ている。浅野は笑って言った。

「ところで君はだれだい？　こんな時間に学校にいるなんて珍めずらしい」

「……一年の北ほう条じよう慶介です」

　ああ、と浅野が思い出したように言った。

「新任された一年三組の学級委員だね。会議にきちんと出席してくれてありがとう」

　浅野が親しげに慶介の右肩かたをぽんぽんと叩たたき、手を差し出した。慶介が反射的に手を出すと、浅野は一度しっかりと手を握にぎり、絶ぜつ妙みようの間をおいて離はなした。役員達を振ふり返る。

「とりあえず火は消えたし、もう大だい丈じよう夫ぶだろう。周囲に水をまいて規制線を張っておいてくれ。後始末は終業式の後だな」




　　　　＊




　春日かすが野の鮎あゆ美みは、教室に入るなり慶介と目が合った。

　慶介が無言で席を立ち、廊ろう下かに出て行ったので、鞄かばんを机つくえに置いてすぐに後を追う。廊下では慶介が険けわしい顔をして待っていた。

「その様子だと見てきたんだな」

「うん……美み樹きちゃんとも連れん絡らくつかないし、どうしよう」

「あの作品の設計図を持ってないか？」

　鮎あゆ美みは「あるよ」と言って携けい帯たいを出した。

「送ってくれ。見ておきたい」

「いいけど……見てどうするの？」

「嫌いやな予感がするんだ。早く送ってくれ」

　慶けい介すけは設計図を受け取るとどこかに出かけて行った。終業式が始まっても戻もどらず、成績表を渡わたすホームルームの時間にも現れなかった。

　終業と夏休みの始まりを告げるチャイムが鳴り、直後に放送で呼び出しがかかった。

　生徒会の対応は予想以上に早かった。




　鮎美と美樹が生徒会室にやってくると会長の浅あさ野のは不在だった。

　二人はスチール製の書しよ架かで区切られた、通つう称しよう《会議室》で待たされていた。室内に他の人間はいない。来た時には副会長の藍あい原はら響ひびきがいて茶を出してくれたが、会長が戻るまで待っているようにと告げて出て行ってしまった。携帯の画面の時刻表示を見ると、もう三十分近くが経過している。

　鮎美は窓まどの外を見た。生徒会室は四階にあるので、見えるのは対面の校舎の屋上と入道雲がそびえ立つ夏空だけだった。

「夏休みに入ったら一気に計画を進める。忙いそがしくなるから予定は一切入れるな。『花火を見に行きたーい』とか、『海に行きたーい』とか、そういうのは一切諦あきらめろ。禁止だ」

　そんなことを慶介が言っていたのを思い出していた。

　忙しくても楽しい夏休みになるはずだったのに、なぜこんなことになってしまったんだろう。

　あの９０式の安全装置は万全だった。

　動力部には難なん燃ねん素材を多用しているし、主電源にはバッテリーとの接続を物理的に遮しや断だんするカットオフスイッチもついている。それに、見たところ火元は車しや軸じく付近だった。あんな泥どろとグリスだらけの場所が自然発火なんかするはずがないのだ。

　すっかり冷たくなった茶を飲み干し、湯のみがかさかさに乾く頃ころになって、生徒会長の浅野が入ってきた。

「やあやあ、待たせて済まなかったね」

　浅野は飄ひよう々ひようとした様子で向かいの席に座った。持って来た一枚のプリントを差し出す。

「君達の心境を思うとやるせない気持ちになるが、これはどうにも仕方ない事でね」

　鮎美が手を伸のばしてプリントを受け取り、美樹は横から覗のぞき込こんだ。





『　　〈生徒会緊きん急きゆう活動要よう項こう〉

　　　本日未明の事件を受け、生徒会執しつ行こう部は校内の安全を鑑かんがみ、

　　　遺い棄きされている模型部の作品群を生徒会代執行により処分する事を決定した。

　　　体育会系、並びに文化系の各部は補助作業員として一名ずつ人員を供きよう出しゆつし、

　　　一三〇〇時に中庭に集合の事。

　　　尚なお、回収した残ざん骸がいは校務課預かりとし、順次廃はい棄き処分とする。　　　　　　　　　』






　鮎あゆ美みが弾はじかれたように立ち上がった。窓まどに駆かけ寄って勢い良くカーテンを開け、思わず息を吞のんだ。

　見下ろす中庭で、数名の生徒が隅すみに置いていたＡＨ─１Ｓコブラの分解した尾び翼よく部分に群がって、被かぶせていたシートを剝はがしていたのだ。少し離はなれた場所では二十人以上の生徒が集められていて、腕わん章しようをつけた生徒会役員からなにか説明を受けている。そばには校務課の人型汎用重機ボルテツクが立っていて、ずんぐりむっくりした機体の後ろには大きな上開きのコンテナを牽ひいていた。

　それは校内の粗そ大だいゴミを入れるための廃棄物コンテナだった。

　美み樹きも席を立って鮎美の横にやってきた。眼下の光景を見て浅あさ野のを振ふり返る。

「どういうことだ！　作品処分は鮎美に一任してくれていたんじゃなかったのか！」

「つい先程、彼女の『模型部問題担当委員』の解任が決定したんだよ。後任には副会長の藍あい原はら君がなってくれている。こちらの都合で申し訳わけないが、事情が事情だけにね」

　鮎美が浅野に覆おおいかぶさるように詰つめ寄った。

「ちょっと待ってください！　そもそもあの車体は自然に発火するはずがないんです！　他の作品だって同じです！　今朝けさのあれは誰だれかがいたずらで火をつけただけで、けして危険なものじゃ！」

「──たとえそうだったとしても、やはり危険なものだ」

　浅野の口調は穏おだやかだが冷然としていた。

「〝不ふ審しん者しやの関心を惹ひく〟という時点で、それはもう既すでに危険物なんだよ。失火にせよ、放火にせよ、模型部の作品をこれ以上校内に置いておくわけにはいかない。すまないね」

　鮎美がもう一度窓の外を見ると、引きずり出されたＡＨ─１Ｓコブラの尾翼が校務課のボルテックに持ちあげられ、コンテナに押おし込こまれていた。細いアルミ管とＦＲＰ製の軽量な尾翼は、小型のパワーショベルほどもあるボルテックの力でくの字に折れ、コンテナの底に消えていった。

「ひどい……そんな……ゴミじゃないのに」

　ＡＨ─１Ｓ〝コブラ〟はビデオにあった離り陸りく失敗事件後、飛ばすことは諦あきらめて、フライトシミュレーターゲームを楽しむための改修を受けていた作品だった。コクピットのガラスにフィルムモニターを貼はって、操作機器をゲームに連動させているので、本当にヘリを操そう縦じゆうしている気分が味わえるのだ。いつか文化祭で出し物にしようと、処分せずに置いておいた作品なのに。

　鮎あゆ美みが振ふり返った。

「処分はあたしがやります！　夏休みも全部使ってでもがんばりますから、責任もってやりますから！　お願いです、あたしにやらせてください！」

「いや、もう大だい丈じよう夫ぶだ。今日中に終わる」と、浅あさ野のは気味が悪いほど優しい声で言った。「それより、いきなりだが本日付けで模型部の活動再開を許可しよう」

「え……？」

　鮎美は耳を疑った。なぜ部活を許可してくれるんだろう。美み樹きがすごい形ぎよう相そうで浅野に詰め寄り、低い声で言った。

「どういう事だ……？」

「校内に遺い棄きされている作品を撤てつ去きよ、処分すること。これが部活動再開への条件だった。代だい執しつ行こうという形にはなったが、君達に非があるわけじゃないしね。再開を許可するよ」

「……部室は、どうなるのですか？」

「長屋の一室を空あけてある。そこに引っ越こしてほしい」

「長屋だと!?　あんな狭せまい場所で何をしろと！」

「模型を作りたまえ。模型部なんだろう？」

「そういうことか。貴様は、はなから模型部の活動など認めるつもりはなかったんだな！」

　怒いかりに頰ほおを赤らめている美樹。一方浅野は落ち着いた様子で肩かたをすくめて見せた。
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「認めると言ってるじゃないか。だが、模型部だけ特別扱あつかいはできない。文化部は芸術系を除のぞいて部室はみな部室棟とうの一室だ。その基準を当てはめざるを得ないんだよ。それに、再設されたばかりの部が、いきなり広大な敷しき地ちを専せん有ゆうする理由をどう説明するんだい？」

「どうして、そんなにダメなんですか……？」

　鮎あゆ美みが震ふるえる声で尋たずねた。浅あさ野のが振ふり向いて、優しく微笑ほほえんだ。

「何がだい？」

「模型部が、どうしてそんなにダメなんですか？　たしかにあたしも、学校中に作品置きっぱなしにしてるのはちょっとダメだと思います。でも、あれは一いつ生しよう懸けん命めい作ったすごい作品ばっかりです。見ればわかります。ぜんぶ手作りで、何よりあれは作った人の──」

「君の気持ちはわからなくもない」と、浅野が鮎美の言葉を遮さえぎって言った。「たしかに模型部の作品はよくできているし、捨てるには惜おしい物もある。だが、学校中に溢あふれかえっている作品群が、他の生徒にはどう見えるか想像したことがあるかな？　大きい、危ない、わけがわからない、どうでもいい、そして〝邪じや魔ま〟だ。ましてや今回は火災を招いた。これを排はい除じよし、再発を防ぐ。それが僕ぼくの使命であり、全校生徒の総意じゃないかな？」

「でも……でも……好きな人だっていると思います。今はバラバラのやつも、ちゃんと組み立てて動いてるとこを見れば、かっこいい事に気付いて好きになる人だっていると思います」

「春日かすが野の君、残念だが、世界は君のように優しくはない。模型部はあまりにも悪目立ちしすぎたんだよ。興味を持つ生徒がもっと多ければ、多少の無理も通ったかもしれないがね」

　鮎美は唇くちびるを嚙かみ締しめた。「わかりました」と言って、窓まど辺べから離はなれる。

「鮎美……？」

　美み樹きの呼びかけにも答えず、鮎美は生徒会室を出て行った。美樹が慌あわてて後を追おうとすると、浅野が「待ちたまえ」と呼び止めた。

「君はここにいるんだ。僕はヒマじゃない。二度手間はごめんだ。部費の支給額や、部室引ひき渡わたしの段取りをさせてくれないか。年度中だが、今なら──」

「善ぜん人にん面づらをするな！　貴様の恩着せがましい配はい慮りよなんか願い下げだ！」

　ふふっ、と浅野は笑った。

「それでいいのかい？　二度は言わないよ。今なら少なくとも〝模型部〟の存在は守ることが出来る。だが、今ここを出て行けばそれも消える。よく考えてみたらどうかな？」

　美樹は無言で廊ろう下かに出て、叩たたき付ける様に戸を閉めた。
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　鮎美は校舎を飛び出し、塀へい際ぎわに並んだ花か壇だんの横を駆かけ抜ぬけて、部室前にやってきた。

　乱れた呼吸を整えながら周囲を見渡すが人ひと影かげはない。生徒会の作業班も、まだここまで来てはいないようだ。

　鮎あゆ美みは敷しき地ちを囲うように張られた黄色いテープを引きちぎって９０式戦車に駆かけ寄った。

　キャタピラに足をかけてよじ登り、主しゆ砲ほうの左下にある操そう縦じゆう席のハッチを開けて中に飛び込こむ。狭せまい操縦席のシートに収まると手を伸のばして、左側の壁へき面めんに取り付けられた操作パネルの中央、黄色い丸で囲まれたグレーのスイッチレバーを回した。

　ぱちぱちっ、と一いつ斉せいに計器類が点てん灯とうする。電圧計を確認して主電源スイッチの横にある赤い大きなボタンを押おし込むと、車体後方から低い唸うなり音が聞こえ始めた。始動用モーターが強制的に発電機のコンプレッサーを回しているのだ。正面パネルにあるエンジン回転計の針がゆっくりと上がっていく。唸うなり音が徐じよ々じよにその音程を上げ、一定の回転数を超こえた瞬しゆん間かん、唸り音にごぉーっという排はい気き音が重なった。始動成功だ。排気温度計の針が跳はね上がり、車体後部に搭とう載さいされたガスタービン発電機は自みずからの力でみるみるその回転数を上げていく。低音だったエンジン音が中音域を越こえ、やがて耳みみ障ざわりな高周波を奏かなで始めた。車体が共きよう振しんして耳鳴りがする。目の前の電圧計と排気温度計の針がさらに上がってゆく。

　いつやってもこのエンジン始動はかっこ良くて胸むねがドキドキした。でも、もうすぐこの作品も捨てられてしまう。だって、みんなが好きじゃないから。

　そんなのとっくに知っていた事だった。小学校の頃ころからプラモなんか作るのは一部の子だけで、それも中学生になるとみんな冷めてしまった。

　クラスでもロボットアニメを見る子は結構いた。でも、そのキットを買う子はほとんどいなくなった。あんなにプラモが好きだった弟も今は見向きもしなくなり、模型部に入って部を立て直すんだと言っていた従姉いとこも、すっかり普ふ通つうの人になってしまった。

　そして、ここに残された作品達、誰だれかの『大好き』だったもの。たとえ夢の残り滓かすだったとしても、ゴミなんかじゃない。

「おい！　なんでエンジンが掛かかってるんだ！」

「誰だ、勝手に乗り込んでるのは！」

「おーい、やめろー。降りてこーい」

　外から声が聞こえて、鮎美は我われに返った。

　覗のぞき窓まどから外を見ると、腕わん章しようをつけた生徒達が、校舎の方から駆け寄って来ていた。

　鮎美はきゅっと唇くちびるを結び、震ふるえる手でパーキングブレーキを解かい除じよした。アクセルペダルをそっと踏ふむと、車体後部が僅わずかに沈しずみ、９０式はキャタピラを鳴らして動き始めた。

　小さな覗き窓に顔を押し付けて外を見ると、腕章をつけた生徒が、慌あわてふためいているのが見えた。鮎美は操そう舵だレバーを切って、車体を校舎脇わきの通路に向けた。

「この戦車は、ただのハリボテなんかじゃない」

　鮎美はアクセルを踏み込んだ。

　９０式の後部サスペンションがぐっと沈み、泥どろを蹴け立たてて走り出した。狭きよう窄さくな覗き窓の中で、校舎と塀へいが凄すさまじい勢いで後方に流れてゆく。車体がガタガタと震ふるえて、お尻しりが硬かたいシートの上で跳はねまわっている。室内に熱気が籠こもり始め、どこからともなく焦こげ臭くさい匂においまで漂ただよってきた。久しぶりの全開走行で何か不具合が起きているのかもしれないが、今はそんな心配をしている暇ひまはない。この瞬しゆん間かんも、中庭で模型部の作品がゴミにされているのだ。

　覗のぞき窓まどの向こうに、校舎の切れ目が見えた。中庭に行くにはあそこで右折しないといけない。

　鮎あゆ美みはアクセルを離はなし、軽くブレーキを踏ふんだ。

「ぶっ！」

　いきなり車体がつんのめり、鮎美は覗き窓に顔面を強打した。

「いったぁ～……。いけない、この子のブレーキ超ちよう効くの忘れてた」

　涙なみだ目めで鼻はな頭がしらを押おさえる鮎美。本物には時速五十キロから、なぜかたったの二メートルで停止できるという、通つう称しよう〝殺人ブレーキ〟が付いているが、模型部の９０式のブレーキもそれに近い。もっともこの場合は、再現なのか、ずさんな設計の結果なのかはわからないが。

　そろそろと９０式を発進させ、曲がり角で今度はそっとブレーキペダルを踏んだ。きゅっ！　という音がしてまた車体がつんのめる。どうも効き具合の加か減げんはできないらしい。

　鮎美は操そう縦じゆう席正面右側のパネルに手を伸のばした。

　ギアセレクターレバーを一番左の位置にして、Ｔ字型の操そう舵だレバーをいっぱいに右に切った。ゆっくりアクセルを踏むと、９０式はその場で、ざりざりと地面を掘ほり返しながら右に超ちよう信しん地ち旋せん回かいを始める。覗き窓の中で景色が流れ、作業の手を止めてぽかーんとこちらを見ている生徒達の集団が見えた。

　セレクターを戻もどしてアクセルをめいっぱい踏み込こむと、９０式はその車体の前半分をなかば浮うかしながら一気に中庭に突とつ入にゆうした。蜘蛛くもの子を散らすように逃げ惑まどう生徒達。

　鮎美はブレーキを踏んだ。また覗き窓に顔をぶつける。

　車体はヘッドスライディングのような体勢で、激はげしくスリップしながら停車した。停まると同時に右のキャタピラからぶつんと音がして、ガラガラと転輪から滑すべり落ちる音が聞こえた。ジョイントのピンが折れたのだろう。製作レポートの指し摘てき通り、素材が強度不足だったのだ。

　鮎美は鼻頭を押さえながらハッチを開けて外に出た。砲ほう塔とうに駆かけ上がり、砲手側ハッチを開けて中に飛び込んだ。狭せまい砲塔内も本物そっくりな計器と操作機器がぎっしり収められている。

　狭い隙すき間まを縫ぬって手を伸ばし、即そく用よう弾だんのラックから灰色の筒つつを取り出すと、砲ほう尾びの蓋ふたを開けた。本物の９０式の主砲は自動装そう塡てんだが、その機構は軍事機き密みつで教えてもらえなかったために再現できなかったのだ。積んでいるのはそれっぽい形をしているだけのダミーなので、装塡は人の手でやらねばならない。『火気厳禁　さわるな』とマジックで書かれた筒を砲尾の穴に押し込んで蓋を閉めた。席に座り、照準器を覗く。




「おい……なんだあれ？」

「あれが噂うわさの模型部の遺品か？　すげぇ～」

「なんかキャタピラ外れたけど……？」

　ざわつく生徒たちから三十メートルほど離はなれた場所で、場ば違ちがいすぎる威い容ようを見せつけていた９０式は、ゆっくりとその砲ほう塔とうを旋せん回かいさせた。砲口をぴたりと生徒たちに向けると、今度は砲身を上げ、最大まで仰ぎよう角かくを取って停止した。

　生徒たちが固唾かたずを飲んで見守っている。

　ガスタービンエンジンの騒そう々ぞうしい排はい気き音だけが中庭に響ひびいていた。




　どっ、ぱぁぁぁ───────ん！




　いきなり一二〇ミリ滑かつ腔こう砲ほうが火を吹ふいた。

　落らく雷らいになにかが破は裂れつする音を混ぜたような爆音だった。本物に比べればささやかなものだが、生徒たちは仰ぎよう天てんしてひっくり返った。火薬が湿し気けっていたのか発はつ砲ぽう炎えんはほとんどなく、砲口から濃こい煙けむりがもうもうと吹き出している。

　地面に倒たおれていた生徒たちが一いつ斉せいに背はい後ごの校舎を見上げた。角度からして校舎は上半分を無残な残ざん骸がいと化して…………は、いなかった。撃うったのは空砲だったのだ。

　鮎あゆ美みは満足気に笑って、砲ほう尾びの蓋ふたを開けた。出てきた空からの筒つつががらんと音を立てて床ゆかに転がり、同時に車内が煙でいっぱいになる。

「げっほ！　げほっ！」

　たまらず頭上のハッチを開けて上半身を外に出した。すると、慶けい介すけが決死の形ぎよう相そうで砲塔に駆かけ上がって来た。

「北ほう条じようくんっ!?」

　慶介の手が鮎美の手首を摑つかみ、有無を言わせぬ力で彼女をハッチから引きずり出した。
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　慶介は怒ど鳴ならずにいられなかった。

「なんてことしてくれるんだ！　この深刻な状じよう況きよう下かで、あろうことか戦車を持ちだして、主砲をぶっぱなすなんて！　馬ば鹿かか君はっ！」

　春日かすが野のさんはいきなり怒鳴りつけられて驚おどろいているのか、瞳ひとみを見開いたまま固まっていた。

「鮎美っ！」

　振ふり返ると、絢あや城しろさんが駆け寄ってきていた。車体によじ登り、春日野さんの手首を摑んでいた手を引き剝はがして肩かたを抱き、慶介を睨にらみつける。

「貴様、今まで何処どこに行ってたんだ！　散々探したんだぞこのバカっ！」

「何がバカだ！　俺おれは調査をしてたんだ！　この茶番の真相のな！」

「だまれ！　おおかたビビって逃にげ出し…………えっ、茶番？」

「ああそうさ！　まさか君達、今朝けさの火災を不ふ審しん者しやの仕し業わざだなんて思ってないだろうな！」

　春日かすが野のさんが「えっ……？」と顔を上げた。

「ち、ちがうの？」

「当たり前だ。どこの世界に朝っぱらから出没する放ほう火か魔まがいるっていうんだ。もちろん失火なんてありえないしな。俺は生徒が終業式で講堂に集まっている間、この戦車を調べてた。そうしたら火元は車しや軸じく付近で、何かの燃ねん焼しよう剤ざいを使おうとした痕こん跡せきを見つけたよ。だが素人しろうともいいところだ。燃焼剤は引火せず、その容器だけが燃えた。そして、俺がちょうど車体の下に潜もぐっている時、終業式中にも関かかわらず、一人の生徒が講堂側からやってきて痕跡を回収していった。俺は隠かくれてたから顔までは確認できなかったが、その必要もないだろう。俺以外で終業式を欠席、あるいは途と中ちゆう退出した奴やつが容疑者だ」

　春日野さんの細い肩かたがびくっと震ふるえた。絢あや城しろさんがぎゅっと抱きしめる。慶けい介すけは深呼吸をして尋たずねた。

「春日野さん。生徒会室で何があったかはだいたい分かる。なぜこんなばかな事をしたんだ」

「み、みんなをびっくりさせようと思って……」

　慶介は呆あきれてやれやれと頭を搔かいた。

「そりゃびっくりするだろう。だが、こんな事をしてどうするんだ。状じよう況きようを覆くつがえせないばかりかむしろ悪化するだけだ。それも致ち命めい的に」

「だって……みんなもこの９０式のすごさを見たら、気持ちが変わるかと思って」

「は……？」

「会長さんも、みんなも知らないから……模型部の作品のすごさを。だから、無くなっちゃう前に、あたしが一番すごいと思ったこの子の、この子の動いてるところを見せれば、北ほう条じようくんみたいに気が変わるかも……って」

「俺、みたいに？」

「だって北条くん、あの銃じゆうを見たら急に助けてくれるって。それに、あのゲーセンの会社の人も、この子とか９６式見たらすごいって、だから……」

　慶介は思わず額ひたいに手を当てて天を仰あおいだ。まさに神に祈いのりたい気分だった。気が変わったのは模型部の作品に感動したからじゃない。彼女の苦境を見捨てておけなかったからなのに。

　春日野さんは、目に涙なみだを一いつ杯ぱいに溜ためてしゃくりあげていた。

「ひっく、諦あきらめたら、おしまいだから……みんな捨てられちゃうから」

「ああー、わかったからもう泣なくな。君のお陰かげで舞ぶ台たいも整ったし、あとは黙だまって見てろ」

「舞台……？　あたしのおかげ……って？」

　涙目で見上げている春日野さんに、慶介は不敵な笑えみを見せた。

「心配するな、模型部も君も、俺おれが守ってやる」

　中庭の反対側では、執しつ行こう部役員や作業に駆かり出されていた部員達が、すごすぎるパフォーマンスの驚おどろきから立ち直りつつあった。さっきの砲ほう声せいを聞いた一いつ般ぱん生徒も、空前の事件の現場を見ようと集まり始めている。

　模型部を救うための仕し込こみは既すでに九く分ぶ九く厘りんまで終えていた。最後の一歩まで来ていたのだ。

　だが、生徒会と模型部、それぞれを一歩も引けない状じよう況きように置き、さらに衆しゆう人じん環かん視しの中で発動させない限り、この仕込みは効果を発はつ揮きしない。まさに決死の一いち撃げき。死中に活を求めるこの手でしか、模型部の終しゆう焉えんは回かい避ひ出来ないだろう。

　春日かすが野のさんの暴走は、まさにワイルドカードだった。模型部は致ち命めい的に信しん頼らいを失い、もはや廃はい部ぶは不ふ可か避ひだろう。だが、それでいいのだ。

　条件は整った。中庭という劇場と観客である一般生徒達、そして暴走の果てに涙なみだを流している最後の模型部員。この日この瞬しゆん間かん、慶けい介すけにはどうしても作り出せなかった理想の舞ぶ台たいが出来上がっていたのだ。
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　浅あさ野のは校舎の一階に降り、人だかりをかき分けて中庭に出た。そこには作業班と対たい峙じする、巨きよ大だいな陸戦兵器の姿があった。砲ほう口こうからはまだうっすらと煙けむりが立ち上っている。

　威い嚇かく射しや撃げきと暴走行こう為い。もはやチェックメイトだ。これで模型部は終わった。

「あっ、会長。これはなんの騒さわぎですか？」

　何事かと見守っていた一人の女子生徒が、浅野の姿に気付いて尋たずねてきた。

「ああ、心配はないよ」と言いかけて浅野の表情が険けわしくなった。戦車の上に立っている生徒の顔に見覚えがあったのだ。名前は、確か『北ほう条じよう慶介』。

　浅野は悠ゆう然ぜんとした足取りで解体作業班の群れに近付いて行った。横目で模型部の戦車に乗った三人の様子を窺うかがうと、慶介が何かを指示し、後の二人が砲ほう塔とうから降りるのが見えた。二人を視覚的にも下位となる台車に降りさせたのは、彼が、主導権が自分にあることを周囲にアピールするためだろうということは想像がついた。

　なるほど、身を挺ていして彼女達を守る、というわけだな。

「藍あい原はら君！」

　浅野は副会長の藍原響ひびきに声を掛かけた。切れ長の目と長い黒くろ髪かみを持ち、理知的で落ち着いた容よう貌ぼうの彼女も、今回ばかりは度ど肝ぎもを抜ぬかれたようだ。表情にかすかな動どう揺ようが見て取れた。

「会長……」

「拡声器を持ってこさせて！　迂う闊かつに近付いて轢ひかれたくない！」

　浅野は心にも無いことを言った。あの生徒がそんな無む謀ぼうなことをするはずがないのは承しよう知ちの上だ。これは、周囲にいかにも相手の存在が危険であるように思わせるための小技にすぎない。

　藍あい原はらが執しつ行こう部の生徒に指示を出し、作業前の説明で使った拡声器を持って来させた。浅あさ野のは拡声器を受け取り、ボリュームを絞しぼってから言った。

『これはなんの真似まねだっ！　今すぐその戦車のエンジンを切りたまえ！』

　拡声器を下ろして藍原に尋たずねる。

「僕ぼくが怒おこってるっぽく聞こえた？」

　藍原はかすかに驚おどろいた顔をした。

「怒っていないのですか？」

「べつに。単なるアピールさ。見てごらん」

　戦車の上で慶けい介すけが二人に何か指示を出し、騒そう々ぞうしい戦車のエンジン音が止まった。

　浅野はうれしそうに笑いながら藍原にささやいた。

「彼の目的は交こう渉しようだ。だけどあんなにエンジンがうるさくてはろくに話もできない。彼はそれでエンジンを切らせただけだが、第三者にはどう見えるかな？」

「会長の指示に従った……と？」

　浅野は小さく頷うなずく。

「ま、これはほんのお遊びだけどね」

　そして拡声器を構えて叫さけぶ。

『三人とも、今すぐその威い圧あつ的な戦車から降りたまえ！』




　　　　＊




　慶介は深呼吸をしてから拡声器を構えた。

『俺おれは一年の北ほう条じよう慶介だ！　生徒会執行部に話がある！』

　返答は少し間をおいてからきた。

『私は生徒会長の浅野だ！　話を聞く前に確認したいことがある！　君は模型部員か！』

『違ちがう！　俺は模型部とはなんの関係もない！』

『では本件と無関係の部外者という事だな！』

『その通りだ！　しかし、それ故ゆえに中立な立場にある！』

　慶介はここで意図的に一呼吸置いた。ここまでは挨あい拶さつのようなものだ。慶介は自分の立場を明確にし、〝調停者〟であるという事を暗に伝えた。それに対して浅野が沈ちん黙もくして待っているという事は、彼がこの宣言を了りよう承しようしたと解かい釈しやくしていいはずだ。慶介は再び拡声器のトリガーを引いた。

『本校生徒の一人として執行部に尋ねる！　この生徒会代執行は代表者会議の議決を経ていない！　執行部が独断でこの代執行を決定した法的根こん拠きよはなんだ！』

『定例会議は夏休み明けまで無い！　およそ一ひと月つき半に及およぶ期間、危険物を校内に放置しておくわけにはいかない！　故ゆえに執しつ行こう部内での会議の結果、代執行を決定した！』

『〝未明〟の事件を受けての事か！』

　慶けい介すけは浅あさ野のの落ち度から突とつ破ぱ口こうを開くことにした。生徒会執行部の公式通知は各階の廊ろう下かの掲けい示じ板ばんにも貼はり出されていたが、文面にひとつ誤あやまりがあった。

　火災があったのは今朝けさのことで、夜明け前、すなわち〝未明〟などではない。

　秘ひ密みつ裏りに松まつ崎ざき先生に頼たのんで調べてもらったところ、浅野の現国の成績は学年トップクラスだ。そんな人間が語句の誤用などするはずがない。

　とすれば。

　この誤記が成立する条件は一つ。この事件は夜間の不ふ審しん火びになるはずだったのだ。

　あくまでも推測の域を出ないが、先日のＦ15貸し出しの件は浅野にも報告が上がっていたはずだ。当然その後の情報追つい跡せきも行っていただろう。だが、先の学校新聞の記事にもあったように、模型部の遺作は好評を博してしまった。これは浅野にとって痛つう恨こんの出来事だったはずだ。

　これまでごみくそのように扱あつかっていた物が、突とつ如じよ外部からの高い評価を得てしまったのだ。

　こうした場合、為い政せい者しやの対応は三種類に分かれる。無視するか、掌てのひらを返すか、あるいは、自身の判断が否定される前に葬ほうむってしまうか。

　そして彼は、三番目を選んだ。

　不ふ祥しよう事じを理由とする強制代執行。安あん易いで脆もろいシナリオだが、学期最終日というタイミングで実行したことで、模型部から潔けつ白ぱくを証明する時間的猶ゆう予よを奪うばった。一切の反はん撃げきも許さない荒あら業わざだ。事件の発生時刻を夜間に設定したのも目撃者を無くしつつ、犯人を生徒ではなく、外部の人間と思わせるためだろう。この策を考え出し、躊ちゆう躇ちよなく実行した浅野の手しゆ腕わんは、善ぜん悪あくを別にすれば称しよう賛さんに値する。

　しかし、予想外の出来事がこの計画に穴を開けてしまった。

　第三者、すなわち慶介がその場に居合わせてしまったことで、事件の発生時刻を偽いつわることができなくなってしまったのだ。計画の変へん更こうを余よ儀ぎなくされた浅野は、混乱の中にあって文章の誤りを見落とした。二流の暴君、と呼んでやれば彼は激げき怒どするに違ちがいない。

　浅野から返答がかえってきた。

『不審者の関心を惹ひき、生徒を無用の危険にさらすような物を放置しておくことはできない！　だが〝未明〟は〝今朝〟の誤りだ！　公式文書での誤字を見落としたのは私のミスで、これは直ただちに訂てい正せいを行い、以後留りゆう意いする！』

　その場に居いる誰だれもが不思議そうな顔をした。なぜこの場で誤字の謝罪などするのだろう、と。

　だが、慶介だけは違った。

「……いいだろう、理想的だ」

「え？　なにが？」

　春日かすが野のさんが振ふり返って慶けい介すけを見上げた。

「戦車に火をつけたのは自分だと自白したよ。たった今ね」

「えっ？　えっ？　どゆこと？」

「もちろん公式に認めるわけにはいかない。だから、書類の誤あやまりを今朝けさの一件になぞらえてるのさ。俺おれにだけわかるようにね」

　慶介は答えた。

『了解した！　ではもう一度、模型部の作品を排はい除じよせねばならない根こん拠きよについて伺うかがいたい！』

　春日野さんが首をかしげた。

「さっき危険だからって言ってたのに、なんでまた聞くの？」

「奴やつの自白と謝罪を俺が了りよう承しようした事で、こっちが不ふ審しん火びの真相について追求しない代わりに、向こうもそれを、模型部を排除する口実に使わないという合意が成なったのさ」

　今度は絢あや城しろさんが、うさんくさげな目で慶介を見上げた。

「北ほう条じようがそう思ってるだけじゃないのか？」

「違ちがうね。奴の返答を聞いてごらん。俺の思う通りなら別の根拠を挙げるはずだよ」

　浅あさ野のが拡声器を構えた。

『実物かと見み紛まがうような兵器模型を校内に放置することは公こう序じよ良りよう俗ぞくに反する！』

　慶介の予想は正しく、浅野は別の根拠を挙げた。

「ほんとだ……」「本当だ……」

　慶介は感心している二人には目もくれず、再び拡声器を構えた。

『では保管場所を提供すべきだったのではないのか！　部室があのプレハブ一軒では、作品を保管する事はできない！』

『作品を製作する以前から、模型部に与えられた専せん有ゆう活動範はん囲いはあの部室だけだった！　敷しき地ちが狭せまいのではなく、製作物が大きすぎたのだ！』

『浅野会長！　あなたは部活動を、予あらかじめ決められた枠わく内でのみ行えとおっしゃるのか！　野球部を例にするならば、グラウンドが狭ければ外野の守備練習を諦あきらめろと言うのか！』

『その場合は何らかの支し援えんを行うだろう！　現状でも実績に応じて一部の部への支援を行っているように、生徒会は基本的に生徒の闊かつ達たつな課外活動を是ぜとしている！　だが、模型部の創そう作さく志向は健全と言いがたい！　そのような部活動を支援することはできない！』

『ではなぜ柔じゆう道どう部や空手部などの格かく闘とう技ぎ関連の部は、その活動を非難されないのか！　彼らは日々、他者を傷つける技術の習得を行っているではないか！』

「なんだとぉーっ！」

　慶介の発言に野次が飛んだ。

「俺たちはスポーツとしてやってるんだ！」「てめぇー黙だまって聞いてれば！」

　騒さわいでいるのは補助作業員として駆かり出された格闘技系の部員達だろう。この反応も織おり込こみ済みだった。浅あさ野のはこれらをなだめて抑おさえこまなければならない。浅野の集中が削そがれているであろう間に慶けい介すけは畳たたみ掛かける。

『それら実質的脅きよう威いをもった部に比べれば、模型部の脅威などたかが知れている！　この戦車にしても、実態は単なるプラスチックと軽金属に過ぎず、あなた達が先程苦もなく破は壊かいしていたように、所しよ詮せんは──』

「主しゆ砲ほうは発砲可能だぞ！　さっきのを見ただろう！」

　絢あや城しろさんがツッコんできた。慶介は慌あわててトリガーを離はなす。

「しっ！　余計なこと言うなっ！　言い負かされるじゃないか！」

　絢城さんは不満そうに唇くちびるを尖とがらせて黙だまった。慶介は気を取り直して続ける。

『とはいえ！　このように大量の作品群を校内に放置した模型部にも非はある！　そして！』

　慶介は春日かすが野のさんを指差した。

『戦車を操そう縦じゆうして、この騒そう動どうを起こした彼女の行こう為いもまた、看かん過かできざるものだ！』

「え……」

　春日野さんが青ざめた。

「北ほう条じよう、お前どういうつもりだ！」

　絢城さんが怒いかり狂くるって怒ど鳴なってくる。気持ちはわかるが今は説明している余よ裕ゆうはない。慶介は手をかざして絢城さんの発言を制しつつ続ける。

『だが！　彼女をここまで追い詰つめたのはどこの誰だれだっ！』

　慶介の声が中庭に響ひびいた。

『これほど大量の作品群の処分を、たった一人の、それも一年の女子生徒にすべて押おし付けてきたのは誰だ！　彼女は作品に携たずさわった者達の想おもいを知っている。これらは大量生産の既き製せい品ひんではない！　過去の模型部員達が、その手で一つ一つの部品を作り、組み上げていったものだ！　だから彼女は、今あなた達がしているように無造作に破は壊かいしてコンテナに詰めるような事はしない！　家族を埋まい葬そうするように丁てい寧ねいに解体し、その作品を象しよう徴ちようする部品を、墓ぼ標ひよう代わりに何かしら一つずつ残しながら処分を続けていたのだ！　毎日毎日、放課後も、休日も使ってだ！　その彼女の気持ちがどんなものであったか、あなた達にわかるかっ！』

　慶介の叫さけびが響き渡わたった。しかし、浅野の回答はあくまで冷静だった。

『春日野君は我われ々われからの説明を聞いた上で、自みずからの意志で担当委員となった。処分にまつわる負担を理解していなかったとしても、それは本人の認識不足にすぎない』

　すでに中庭の周囲は生徒と教師で埋うめ尽つくされていた。先の慶介の発言で聴ちよう衆しゆうの意識は春日野さんへの同情の方へと傾かたむいているはずだ。浅野の返答が続く。

『無論私も人間だ、彼女を気の毒に思う気持ちはある。だがこの問題は、本件と関かかわりない事だ！　校内の敷しき地ちの不法占せん拠きよを看過する理由とはならない！』

『それには同意する！　このような無法は許されない！　そこで提案する。生徒会は作品の処分に時間的猶ゆう予よを与えて頂いただきたい。保安上の問題点については、校内に遺い棄きされている作品群を部室周辺に集め、監かん視し警備装置を設置する。それに伴ともない、一時集積地としての部室周辺の土地の使用許可と、保安設備の設置をお願いしたい！』

『いいだろう！　夏期休暇中については臨時措そ置ちとしてただちに執しつ行こう部判断で実行しよう。ただし、これはあくまで作品処分のための措置であり、処分完了後の継けい続ぞく的な使用は認められない！　模型部の専せん有ゆう範はん囲いは部室のみを原則とする！』

『柔じゆう軟なんな対応に感謝する！　では、模型部の活動再開後の作品の保管場所についてはどう解かい釈しやくすればよいのか！』

『部室以外認められない！　模型部は通念上、一部室でその活動を完結できるものだ！』

『では尋たずねるが、昨日発行の学校新聞にあった弓道部の設立に関する質問に、あなたは是ぜと答えた。これはいかなる根こん拠きよを元に回答されたのか！　新設される部に対して、あのような特例が認められる条文は生徒手帳の何処どこにも記き載さいされていない！　これは超ちよう法規的判断、有り体に言えば〝えこひいき〟ではないのか！』

『規約を良く読みたまえ！　執行部には一定の裁量権が認められている！　先も言ったように本校生徒会はその基本精神として、闊かつ達たつな課外活動を是としている。よって法規上、部の専有活動範囲は一部室を原則と定められてはいるが、活動内容や実績によっては──』

　浅あさ野のの声が途と切ぎれた。慶けい介すけがにやりと口くちの端はを吊つり上げる。

「俺おれの勝ちだ」

　意味がわからず困こん惑わくしている二人にウィンクして、慶介は拡声器を構えた。




『──では、この場を借り、私は生徒会執行部に〝原寸模型部〟の設立を申しん請せいする！』
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　　　　　＃２　『　孤独なファンタジスタ　』








『　補習がんばってる？

　　このあいだはほんとにありがと。

　　浅あさ野の会長のおかげで、原寸模型部はなんとか設立できるみたい。

　　申しん請せい書しよに北ほう条じよう君のサインがいるみたいだから、補習の後にでも部室に来てください。

　　それから、もう知ってるかも知れないけど、あたし、浅野さんと付き合う事になっちゃった。えへっ。　』






　えっと……ギャグ？

　慶けい介すけは携けい帯たいを見つめて、ぱちぱちとまばたきして、眉み間けんをもみもみして画面を見直した。

　今日は夏休みの三日目だった。

　一学期最終日に一いち躍やく時の人となった慶介は、夏休みが始まるなり補習を受けさせられていた。担任の松まつ崎ざき先生の科目で本人もびっくりするような点をとってしまったのだ。

　うだるような暑さの中、クーラーをつけさせてもらえない夏休みの教室で、受けたくもない補習をやっと終えたと思ったらこのメールが届いていた。不思議なことに、何度読み直しても内容が頭に入ってこない。

　付き合うって何？　ラブでチュッチュなあれのこと？

　いやそんなばかな。

　だが文面にはそういうふうにしか書いていない。別に春日かすが野のさんのことが好きだったとか、そういう訳わけではないのだが、これはあまりにも嬉うれしくないお知らせだった。しかも相手は……

「って！　浅あさ野のだとぉ!?」

　慶けい介すけは目を剝むいた。何回も携けい帯たいを見直す。

「ばかな……人を見る目がないにもほどがあるぞ。あの外道の……いや、しかし、だが、まさか……」

　慶介はカバンを肩かたに掛かけ、既すでにさっきから何回も見ている画面を凝ぎよう視ししながら、教室を出ようとしてドアにぶつかった。やっぱり携帯を見たまま手探りでドアを開けて廊ろう下かに出る。

　しかし、何度見ても文章が変わるわけがないし、どう解かい釈しやくしようにも、やはり答えは同じだった。接続詞などの誤あやまりで意味がまるで変わることもあるが、どうもそんな感じではない。

　慶介は階段を降りて校舎を出た。やはり携帯を見ながらポケットに手を突つっ込こみ、いろんなことを考えながら部室前にやってきた。

　プレハブの周囲は、ロボットアニメに出てくるジャンク屋のような惨さん状じようになっていた。学校中から回収してきた作りかけの車両や火か砲ほう類、さらには航空機の翼つばさやコクピット部分などが積み上げられ、遊園地の立体迷路のようになっている。

　ブルーシートの塊かたまり達の僅わずかな隙すき間まをすり抜ぬけつつプレハブに近づいていくと、部室前に空あけられた作業スペースで、なんだかよくわからない大砲のようなものを分解しているジャージ姿の春日野さんと絢あや城しろさんがいた。そして、そのすぐ横にはレジャーテーブルを出してのんびり茶なんぞを飲んでいる浅野がいた。心底楽しそうな顔をして手を振ふってくる。

「やあやあ、遅おそかったね北ほう条じよう君！　まあ僕ぼくは今、幸福なひとときを満まん喫きつしているところだから、待つのは苦じゃなかったがね！」

　なにが「やあやあ」だこの野や郎ろう。しかも、いやに晴れ晴れとした顔しやがって……。

　慶介はなんだか急につまらなくなってきた。この晴れやかな顔、「幸福なひととき」というセリフ。これはやはり、あの文面通りの意味なのだろう。つまり、彼女ができてハッピーなのだ。

「どうしたんだい北条君？　随ずい分ぶんとつまらなそうな顔をしてるじゃないか。こんなにいい天気なのに！　はっはっは！」

「別に。僕は毎日こんな顔です。これまでも、そしてこれからも」

　慶介が不ふ愉ゆ快かいさもあらわな顔で見下ろすと、浅野は楽しそうな笑えみを浮うかべたまま、一枚のプリントを出した。

「さて、さっそくだが、お客様のご署名をこちらにどうぞ」

　わざとらしい仕草でペンを差し出す浅あさ野の。慶けい介すけはむっつりと言った。

「原寸模型部の申しん請せいは春日かすが野のさんか絢あや城しろさんにでも出させてください。僕ぼくは降ります」

　春日野さんはきょとんとして首をかしげ、絢城さんは怒おこって駆かけ寄ってきた。

「降りるってなんだ！　お前がやると言ったじゃないか！」

　慶介は肩かたをすくめてみせた。

「いや、別に申請者なんて誰だれでもいいんじゃないか？　そもそも俺おれは模型に興味ないんだし」

「え？　北ほう条じようくん、ガンダムとか戦車とか、好きじゃなかったの……？」

　春日野さんがすごく悲しそうな顔をしていた。

「好きではあるけど、高校の三年間を抵てい当とうに入れてまで模型に関かかわろうとは思わないね」

　慶介はそう言ってふんと鼻はなで笑った。春日野さんがゆっくりと視線を地面に落とす。結ばれたお下げが肩から胸むな元もとにするりと滑すべり落ちた。

「まぁ僕としては──」と、浅野がにやにや笑いながらプリントをポケットにしまった。「別に申請者が誰だろうと構わないけどね」

　春日野さんが顔を上げた。「なぁんだ……」と、少し寂さびしげに苦笑する。

「そっか。ごめんね、なんか無理に付きあわせちゃってたみたいで」

　妙みようにしょげている春日野さん。慶介はちょっと気の毒になって言い直した。

「ま、まぁ……これで部も出来るみたいだし。まあ時々は遊びにも来るよ」

「えっ？」「えっ？」

　春日野さんと絢城さんが同時に声を上げた。

「そうなんですか？」と、春日野さんが尋たずねると、浅野は曖あい昧まいに頷うなずいた。

「そうだね。ではそろそろ本題に入るとしよう。三人共こっちに」

　浅野は自分の向かいの椅い子すを指差した。慶介は椅子に座らず、テーブルの向かい側に立った。春日野さんと絢城さんも椅子には座らずに慶介の横に並ぶ。

「まず最初に尋ねるが、今月号の学校新聞、あの匿とく名めいの弓道少女からの質問。あれを書いたのは君だね？」

「ええまあ」

　慶介がつまらなそうに答え、春日野さんと絢城さんが驚おどろいて慶介の横顔を見上げた。

　浅野はにやりと笑った。

「やっぱりか。なるほど君の経歴は伊達だてじゃなかったというわけだ。失礼して調べさせてもらったが、君はなかなかの策士のようだね。おかげで僕は本校に弓道少女がいたのかとぬか喜びさせられた挙あげ句く、『部の専せん有ゆう活動範はん囲いは実績と内容に依よる』という言げん質ちまで取られてしまった。痛つう恨こんの極きわみだよ」

「あー、そりゃどうも」

　実に気のない返事をする慶けい介すけ。浅あさ野のは気に留とめる様子もなく続ける。

「そしてあの申しん請せい。君の発想は実に素す晴ばらしい。称しよう賛さんに値するアイデアだよ。再建に拘こだわらず、過去の不ふ祥しよう事じや悪行もろとも模型部を葬ほうむり去った上で、潔けつ白ぱくな新部を受け皿として用意する。しかもそれが〝原寸模型部〟なら、活動内容からしてそれなりの専せん有ゆう活動範はん囲いを申請する道理も通る。だが、生徒会執しつ行こう部としては、こんな申請を認める事など当然出来ない」

　慶介が少しむっとして言った。

「話が違ちがうじゃないですか。あなたは──」

「最後まで聞きたまえ」と、浅野が言って、慶介は不ふ承しよう不ぶ承しよう口をつぐんだ。

「だが、僕ぼく自身は本校模型部を実に意義ある部活だったと認識している」

「何をいまさら……」「そうだ、まったく白々しい」

　慶介と絢あや城しろさんがそれぞれ呆あきれたように言い、春日かすが野のさんだけがちょっと嬉うれしそうな顔をした。

「噓うそじゃない。設計、製作、予算の管理、どれをとっても高校生の水準を大きく超こえているし、新入生の育成システムも驚きよう異い的だ。君達は知らないだろうけど、模型部出身者の多くが卒業後、進学して後に博士号を取得したり、優すぐれたエンジニアやプログラマーとなっているんだ。……まぁ、例外なく留年や浪ろう人にんをしているけどね」

　春日野さんと絢城さんがいやそうな顔をして、慶介はにやりと笑った。ここで手を引いた俺おれは勝ち組だな！　と心中でガッツポーズをキメる。

「進路を追つい跡せきしてゆくと、それら模型部ＯＢは後に、三みつ菱びし、富ふ士じ重じゆう、川かわ崎さき、ＩＨＩなどの大手重工業メーカー、他にもＪＡＸＡや自衛隊の技術本部などにもいて、最さい先せん端たんの研究開発に携たずさわったりしている。つまり、この荒こう唐とう無む稽けいな部活はそうしたエンジニア達のゆりかごだったというわけだ。そして彼らの活かつ躍やくや実績は、本校の誉ほまれとして内外への宣伝に利用されている。校内の不法占せん拠きよが看かん過かされてきたのは、そうした模型部ＯＢ達への配はい慮りよがあったからなんだが──」

　浅野の声が一段低くなった。

「……僕が模型部を許せない理由はまさにそこだ。君達も知っているだろう。ここ十年、模型部は何ら有意義な活動をしていない。予算と寄付金を浪ろう費ひし、校内の敷しき地ちを不法に占拠し、大量の未完成品を乱造する。少ない完成品も個人的な趣向を満足させるためのものでしかない」

　春日野さんがしゅんとして顔を伏ふせた。浅野は続ける。

「で、極きわめて不当かつ不ふ明めい瞭りような理由、すなわち〝大人の事情〟で好き勝手をしてきた模型部を、僕は抹まつ殺さつしたかったというわけだ。生徒会としても、怠たい惰だで自じ堕だ落らくな道楽集団にくれてやる金も場所もないしね」

　浅野は自分を睨にらんでいる慶介を見上げた。

「……と、言いたいところだが、今回はこちら側にも非があった。そこで、僕は君達それぞれにすてきな妥だ協きよう案を用意した。三人のうちのいずれかがそれを承しよう諾だくし、実行すれば創そう部ぶを認めよう。敷しき地ちに関しては制限せざるを得ないが、少なくともこのプレハブを中心として、戦車や装そう甲こう車しやを停めておける程度には確保してあげよう」

　浅あさ野のは春日かすが野のさんと絢あや城しろさんを交こう互ごに見た。いたずらっぽいまなざしで言う。

「春日野君と絢城君が選べるプランは、今ここで僕ぼくとキスをすることだ。あるいは胸むねを触さわらせてくれてもいいよ。ジャージやブラウスの上からじゃなく直接ね」

「ょえっ!?」「くっ……」

　春日野さんが変な声を出し、絢城さんは凄すごい形ぎよう相そうで浅野を睨にらんだ。

「よくそんな情けない事を臆おく面めんもなく言えますね……」

　慶けい介すけが呆あきれて言った。浅野は悪びれた様子もなく慶介を見上げた。

「そうかい？　彼女らはとても可愛かわいい女の子だ。そんな子にあれこれしてみたいと思うのはごく自然な事じゃないか。口には出さなくても君だって心の中じゃあ思ってるだろう？」

　春日野さんが慶介を見上げた。「あ、あはは……」と微び妙みような笑えみを浮うかべて、胸を腕うでで隠かくしている。

「お、思ってません！　おかしな事言わないで下さい！」

「噓うそはいけないな。君がホモだって言うんなら信じもするけどね。ではまず春日野君、答えを聞こうか」

「え……えっと、あのあのあの……い、いやです、そんなの」

　春日野さんは真っ赤になって断った。

「そうか、じゃあ絢城君、君はどうする？」

「ふ、ふざけるな！　できるかそんな事！」

「ふふっ、二人ともありがとう。『はい、わかりました』と言われたらさすがに途と方ほうに暮れていたところだ。個人的には嬉うれしいが、対価にしては安すぎる。……では、北ほう条じよう君」と、浅野が慶介を見上げた。「君のプランだ。実績を作りたまえ」

「実績……ですか？」

「そう、実績だ。安直だがこれに勝るものはない。今ここにいる人間が、〝原寸模型部〟という器を与えられて、どれほど意義のある事が出来るのか、その可能性を証明するに足りる実績をこの夏休みの間に作りたまえ。内容は問わない。模型部の施し設せつと敷地の使用も許可する。必要ならいくばくかの活動資金を貸たい与よしてもいい。新部設立申しん請せいの審しん議ぎは二学期始業式後の定例会議において行うので、その場で原寸模型部の可能性を証明してみせるんだ。プレゼンの機会は審議前に時間を取る。むろん口先だけの演説では、どれほど聴ちよう衆しゆうの涙なみだを誘さそったにせよ、僕は絶対にそれを認めない。しかし、その内容が事実有意義なものであれば、僕は全力で支持しよう。あらゆる手段を使って設立させてみせる」

「つまり浅野会長を納得させればいいと」

「ま、現在の僕ぼくの支配力を考えるとそうなるね。僕は過半数を超こえる票を掌しよう握あくしているし」

「どうせ何やっても認めないつもりなのだろう」

　絢あや城しろさんが冷ややかに言った。浅あさ野のはすまし顔で答える。

「そんなことはないよ。有意義なものを僕個人の感情で握にぎりつぶすようなことはしない。僕は噓うそはつくけど約束は守る」

「なんですかそのパラドックスに満ちた論理は……」

　慶けい介すけが言うと、浅野はきょとんとした。しばらく考え込こみ、ぽんと手を叩たたく。

「ああ本当だ。間ま抜ぬけなことを言ってしまった」浅野は照れくさそうに頭を搔かいた。「では基準を設定しよう。昨年度執しつ行こう部は、放課後のグラウンド専せん有ゆう権を申しん請せいしてきた野球部に、〝地区大会ベスト４入り〟を果たせば認めると約束した。これでどうだい？」

　春日かすが野のさんがうーん、と悩なやんで浅野に尋たずねた。

「でも、模型部って試合とか、無い……ですよねぇ？」

「そのへんは自分達で調べたまえ。で、どうするね？　北ほう条じよう君」

　慶介は即そく答とうした。

「いやです。めんどくさいし」

「なんだめんどくさいって！」と絢城さんが慶介に詰つめ寄った。「模型部を救ってくれると言ったじゃないか！」

「言ったけど、別にそんな苦労しなくても、誰だれかさんが今ここで浅野会長のチンケな欲望を満足させてやれば済む話じゃないか」

　慶介がちらりと目をやると、春日野さんが思わず後ずさりした。半笑いで自分を指差して、

「え……えっと、あ、あたし？」

　と尋ねる。その瞬しゆん間かん、絢城さんが力いっぱい慶介の頰ほおをひっぱたいた。パァン！　と小気味の良い音がして慶介がよろめく。

「最低っ！　信じられない！」

「ぶははははははっ！」

　いきなり浅野が吹ふき出した。椅い子すからひっくり返って笑い転げる。

「最高だ！　いい気分だよ！　ぶっ、ぶはははははっ！」

「何がおかしい！」

　絢城さんが怒ど鳴なりつけると、浅野は涙なみだを拭ぬぐいながら起き上がった。

「いや失礼。北条君がひどい態度をとっているのには理由があるんだよ。春日野君、これまでに君が彼に送ったメールを確認してごらん」

　え？　と、春日野さんが首を傾かしげてぱちくりまばたきをした。ジャージのポケットに手を入れる。

「あれ？　あれれ？」

　ポケットにはなかったらしく、彼女は腰こしの両脇わきとおしりの両方をぱんぱんと叩たたいた。振ふり返ると、車輪付きの大たい砲ほうの上にちょこんと白い携けい帯たいが乗っていた。携帯を取り、ディスプレイを開く春日かすが野のさん。

「あれ？　今日？」

「ついさっきさ。そうだな……一時間ほど前かな？」

　浅あさ野のはレジャーテーブルの上に置いていたカップに口を付けながら答えた。携帯を見る春日野さんの表情が驚おどろきに変わる。

「ええっ!?」

「驚いたかい？」

　嬉うれしそうな顔をする浅野。絢あや城しろさんが駆かけ寄って携帯を覗のぞき込こんだ。驚いて春日野さんを見上げる。

「あ、鮎あゆ美み、浅野と付き合って……？」

「ないないないっ、付き合ってなんかないよっ！」

　春日野さんが泣なきそうな目で慶けい介すけを見た。

「ちっ、ちがうよ？　あた、あたし……」

　慶介ははっとして浅野を振り返った。

「まさか、貴様……」

「そ、僕ぼくが打ったのさ。春日野君のお尻しりのポケットから抜ぬき取ってね。なかなかのスリルだったよ。しくじれば僕は痴ち漢かん扱あつかいだ」

　あっ、と春日野さんが浅野を指差した。「さっき砲ほう架かを運ぶのを手伝ってくれた時！」

「そ、最初妙みように君の近くを持ったろ。あの時さ」

　浅野はにやにやしながら慶介を見上げた。

「と、いうわけさ。メールほどいい加か減げんで、あいまいで、不確かなものはない。気をつけることだね。でないと肝かん心じんな時に足をすくわれるよ。ま、何はともあれ、これで僕のちっぽけな自尊心は満たされたわけだ。いやぁー、実に満足だ」

　慶介はあまりの怒いかりと屈くつ辱じよくに目め眩まいがした。とっさに何かを言おうとするが、言葉が出ない。

「言葉も出ないだろ？」

　浅野は心底嬉しそうな笑えみを浮うかべて言った。

「諦あきらめたまえ、こんな不意打ちを喰くらって冷静に切り返すなんて普ふ通つうは出来ない。だからあの時、君は僕に一杯食わせる事ができたのさ。さて、どうするね？　北ほう条じよう君」

　慶介は怒りに顔を歪ゆがめ、鼻はな筋すじに皺しわまで寄せていた。ゆっくりと低い声で言う。

「……いいだろう、受けてやる。あんたが小しよう便べん漏もらすような実績を出してやるから覚かく悟ごしてろ」

「決まりだな。困った事があれば相談してくれ。応おう援えんしているから。これは偽いつわらざる僕の気持ちだけど、噓うそつきと自白してしまった以上信しん憑ぴよう性せいがないけどね。はははっ」

　書類にサインを済ませると、浅あさ野のは満足気な様子で立ち上がった。慶けい介すけの殺意のこもった視線を背に受けながら鼻はな歌うた交じりで校舎へと歩いていった。
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　三人が部室脇わきでレジャーテーブルを囲んでいた。

　真っ赤な顔でもじもじしている春日かすが野のさんと、不満気に頰ほお杖づえをついている絢あや城しろさんが、怒いかり心頭の慶介を見つめている。絢城さんが冷めた目で尋たずねた。

「で、どうするつもりなんだ、あんな安やす請うけ合あいして勝算はあるんだろうな？」

「あのイカサマ野や郎ろうに一ひと泡あわ吹ふかせてやる！　空前の傑けつ作さくを作り上げて、ぶっちぎりの実績を挙げるんだ……っ！」

　慶介のテンションはまさに沸ふつ騰とう寸前だった。乱暴に自分の鞄かばんをひっつかみ、レポート用紙を出してテーブルの上で開いた。ボールペンで三人の名前を書く。

「己おのれを知れば百戦之これ危うからず。まず個々のパーソナリティを確認するぞ。絢城さん、君になにか特技はあるか」

「フルートが吹ける」

　慶介は〈　絢城さん　フルートが吹ける　〉と書いて手を止めた。

「……フルートが模型作りの何か役に立つのか？」

「まさか。ちょっと考えたらわかるだろう。バカじゃないのかお前？」

「バカは君だ！　俺おれは模型製作に関する特技や技能を聞いたんだよ！」

「それならそうと言えばいいのだ。まったくややこしい。ちなみに、エアガンの分解組立はしょっちゅうやっているが、模型を作ったことはない」

　慶介の手からボールペンがぽとりと落ちた。

「ないの？」

「ない。もともと私は拳けん銃じゆうと音楽が好きなだけの普ふ通つうの女の子だからな」

「ほーう、そうかわかった。ちなみに銃が好きなのは普通の女の子じゃないからな」

　慶介は絢城さんの名前の横に〝　＊戦力外　文句言うだけ　〟と書いて春日野さんを見た。

「じゃあ春日野さんは？」

「えっと、ピアニカなら」

「演奏をしようってんじゃない！　模型製作に関する能力を聞いてるんだ！」

　ああそっち？　と春日野さんは斜ななめ上を見上げてしばらく考えた。

「えーっと……ガンプラなら色々作ったことあるけど、模型部のみたいな大きいのはないなぁ。あと、ラジコンとかゾイドとかみたいな動くのは苦手かなぁ」

〈　春日かすが野のさん　プラモのみ。動作機構は不得手　〉

　なんだこれは、まるで烏う合ごうの衆しゆうじゃないか。慶けい介すけのテンションが若じやつ干かん下がった。

「そういう北ほう条じようは何かできるのか？　模型作りに役立つような何かが」

　絢あや城しろさんが尋たずね、慶介は、「ん？　俺おれは、そうだな……」と、用紙に書いた自分の名前をペン先でつんつんしながら、脳内で模型製作をシミュレートしてみた。

　設計、材料の加工、組立て、塗と装そう。いずれかに発はつ揮きできそうな技術の持ち合わせは……

〈　俺　特になし　〉

　慶介は難しい顔をして紙面を睨にらんだ。

「うーむ……これは俄が然ぜん厳しくなってきたな」

「最初から無理難題だ。それをまんまと浅あさ野のの挑ちよう発はつに乗って、まったくバカじゃないのか？」

「今度バカって言ったら本気で怒おこるからな」

「……バーカ」

「言ったな貴様ぁーっ！」

　まぁまぁ、と春日野さんが二人の間に割って入った。

「みんな素人しろうとだけど、部室には作り方とかの解説本があるし、作品のレポートもあるから、それ見ながら頑がん張ばればなんとかなるよ、たぶん。それよりまずは何作るか決めないと」

　いやに建設的かつ前向きな意見を述べる春日野さん。慶介と絢城さんはちょっと反省して椅い子すに座り直した。

「私達でやるとなると、やはり過去の作品の中から使えそうなものを探して利用するしかないんじゃないか？　初期の作品なら完成度も高いし」

　いや、と頭かぶりを振ふる慶介。

「それじゃダメだ。奴やつの出した条件は今ここにいる人間の可能性だ。過去の作品を使っても俺達の実績にならない。新規製作が条件だ」

　春日野さんが元気よく手を上げた。

「じゃあ、《ＲＴＸ４４０、陸りく戦せん強きよう襲しゆう型がたガンタンク》作りたいでーす。カッコイイし重じゆう装そう甲こうだし」

「却きやつ下か」と慶介。「今の状じよう況きようでそれはマズイ。〝原寸模型部〟と銘めい打うってしまった以上、縮尺模型の製作は論外だ」

「？　あたしが言ってるのは原寸模型なんだけど？」

「デカすぎて作れないだろ……原寸ガンタンクってどんなサイズだよ」

「通常形態なら全高一三・七メートルに全長二五・六メートル」

「そんな雑居ビルみたいなサイズの物が作れるか！」

「え？　そんな大きい？」

　絢城さんが足元の工具箱から、蚊か取とり線せん香こうみたいなでっかいメジャーを出した。

「鮎あゆ美み、９０式と並べて測ってきてみろ」

　春日かすが野のさんは素直に９０式の元へと走っていった。車体のフックにメジャーの先せん端たんを引っ掛かけ、そのまま中ちゆう腰ごしで後ろ歩きをしながらどこかに行ってしまった。

　慶けい介すけが腕うで組ぐみをして唸うなる。

「……しかし、実際問題として、相当のものを作らないと創そう部ぶは不可能だろうな。正直、この条件を引き出せただけでもほとんど奇き跡せきみたいなもんなんだが……よく考えてみると、ちょっと厳しいよなぁ」

　テンションが下がり切った慶介はだんだん冷静になってきた。中学時代の文化祭を振ふり返ってみても、あのベニヤ造りのチンケな校門ゲートでさえ製作には一週間かかっていたのだ、この人数で本物と見み紛まがうような完成度の巨きよ大だい作品を造るなど夢物語だろう。

　春日野さんが戻もどってきた。

「メジャーの長さが足りなくて、あと五メートルが測れなかったぁ……」

「ちょっとは工夫しろよ！　折り返して足りない分を測るんだよ！」

　慶介が思わず声を裏返してツッコんだ。

「うーん……じゃあガンヘッドは？」

「なんだよそれは？」

「ストーリー超ちよういみわかんないんだけど、ロボットが超かっこいい昔の特とく撮さつ映画の主役メカ」

「サイズは？」

「ちっちゃいよ、ガンタンクの半分くらい」

「それでもでかい！　却きやつ下か！」

　春日野さんは難しい顔をしてしばし考えた。困ったような目で慶介を見る。

「なんで〝原寸模型部〟なんて名前にしちゃったの？」

「君はもう黙だまってろ！」

　絢あや城しろさんが長い溜ため息いきをついてから、おもむろに口を開いた。

「……やはりどう考えても新作は無理だ。未完成品なら色々あるのだから、めぼしいものを選んで完成させるという手があるが」

「あっ、それなら」と、春日野さんが元気よく身を乗り出して挙手した。「いいのがあります！　ボナパルトなら！」

「なんだそれ？」と慶介。

「鮎美、あれはいくら探しても見つからなかった。もう諦あきらめたほうが……」

「でも部品がひとつも見つからないなんて変だよ。きっとどこかにあるよ！」

「だからなんだよボナパルトって」

　慶介が尋たずねると、春日野さんが答えた。

「去年までの部員さん達が作っていた作品なんだけどね……えーっと」

　と、携けい帯たいを出した。画面を繰くって何かを探している。

「……完成まであとちょっとだったみたいなんだけど、文化祭前に作るのやめちゃったの……あっ、あった。ほらこれ」

　差し出された携帯を受け取ると、一枚の写真が表示されていた。

　それは見覚えのない作業場を背景にした集合写真だった。小こ汚ぎたないジャージ姿の男子二人と女子一人が仲良く腕うでを組んで笑えみを浮うかべていて、その後ろに西洋甲かつ冑ちゆうをマッチョにしたようなデザインのボルテックらしきものが立っていた。人物比で全高は三メートルほど。色は下半身が明るいグレーで、腰こしから上はまだらな影かげに隠かくれていた。

「実はその真ん中に写ってる人が、前言ってたあたしの従姉いとこのお姉さんなの。プラモの上手な作り方とかいっぱい教えてくれた人なんだけど……」

　慶けい介すけは中央の人物を見た。春日かすが野のさんと似たあずき色の髪かみを大きなリボンで結んでいて、両脇わきの男子と腕を組んでカメラを指差している。黒く汚よごれた頰ほおと、快活な笑顔が印象的な子だった。

　ちなみに、よーく見てみると、彼女の胸むねが両側の男子の肘ひじに当たっている。カメラを前にしてこの二名の男子はさぞ複雑な心境だったことだろう。無む邪じや気きで無防備な感じがいかにも春日野さんの血けつ縁えんっぽい。

「それはＡＸ─１《　雷らい神じん　》っていう、自衛隊が試作した装そう甲こうボルテックなの。模型部としてはひさびさの大型原寸模型企き画かくだったんだけど、未完成のままみんな卒業しちゃって、今はどこにあるかわかんないの。学校の中とかは色々探したんだけど」

「ふーん……」

　慶介は周囲を見み渡わたした。校内に遺い棄きされていた作品達は全すべてこの場所にある。回収作業には慶介も参加していたが、このボルテックの部品らしきものは見ていない。

「じゃあその従姉いとこのお姉さんに、どこにあるのか聞いてみればいいじゃないか」

「聞いたの……でも『模型部のことはもう忘れて』って」

「なんだそりゃ？」

「わかんない。でも、模型部のこと聞こうとすると、彩あや夏かお姉ちゃん、すごく嫌いやそうにするからそれ以上聞けなくて……。設計したのも彩夏お姉ちゃんだから、時々メールで作りかけの状態のを見せてくれてたんだけど、その写真の後、急に何にも教えてくれなくなっちゃった」

　慶介はもう一度携帯を見た。未完成なのは何らかのトラブルがあったか、あるいは技術的に行き詰づまったかだろう。

　しかし、見たところ立体物としてほぼ完成に近い状態にあるし、いまだに見つからないくらいだから執しつ行こう部も存在を知らないはずだ。それにもし、先代の残したものだと知られたとしても、途と中ちゆうで投げたものを完成させたとなれば、先代を凌しのぐ可能性の証明だと言い張ることもできる。

「この写真、見たことない場所だけど、どこで撮とったんだ？」

「わかんない。もともと作業場所は『最高機き密みつだから』って教えてくれなかったし」

　改めて春日かすが野のさんの携けい帯たいを見た。画面は写真表示モードからメール画面に戻もどっていた。縮小された写真の上に『ボナパルト大地に立つ！』という件名と『明日から期末テストとか（笑）』という、デコレーションされた本文メッセージがあった。

　慶けい介すけは写真をタッチして詳しよう細さい情報のメニューを開いた。ファイル名とサイズと『16：45・32』という撮さつ影えい時刻は表示されたが、ＧＰＳは切っていたらしく位置情報は記録されていなかった。今度は画面を写真に戻して拡大してみた。満面の笑えみの部員達、上半身が陰かげに隠かくれたボルテック。床ゆかはコンクリートのようだが泥どろでひどく汚よごれていた。

「断定は出来ないが、十中八九、これは学校の敷しき地ち内だな」

　絢あや城しろさんが「まさか」と笑った。

「北ほう条じようが転校してくる前に、鮎あゆ美みと二人で校内を探したが、そんな場所はどこにもなかった」

「いや、この三人が学校をサボっていない限り校内だ。真ん中にいる春日野さんの従姉いとこの顔が黒く汚れているところからして、この写真はある程度の作業をした後に撮られているはずだが、撮影時刻は四時四十五分。ホームルームが終わるのはだいたい四時前くらいだから、教室を出て、着き替がえをして、さらに顔が汚れる程度に作業をしたとなると、教室からの移動時間はかなり短いと考えられる。近きん隣りんのどこかとも考えられるが、この辺りは過か密みつな住宅街だ。こんな大きな貸し倉庫があるとは思えないし、仮にあったとしても賃料を考えると非現実的だ」

　春日野さんが「ははぁ……なるほどぉ」と、顔を寄せて写真を見た。絢城さんもちょっと悔くやしそうな顔をしつつも横から覗のぞき見ている。

　慶介が写真に写っている作業場の地面を指差した。

「この写真では、人物の足元からほぼ真後ろに影かげが出来ている。したがって夕日を背に撮ったものだ。そして、ボルテックを見るとわかりやすいが、上部を覆おおっている影の輪りん郭かくがギザギザで、影自体も若じやつ干かんまだら模も様ようになっている。俺おれの予想が正しければ、ギザギザは生い茂しげった葉の輪郭で、まだらな模様は木こ漏もれ日、つまり背後に木があったことになる」

　慶介は周囲を見み渡わたしてから自分の携帯を取り出した。ＧＰＳ連動の地図を開き、航空写真を重ねて表示させた。

「探してみよう。この周辺で木が近くにあり、西日の当たる場所だ」

　衛えい星せいから撮られた市街地の写真は一面の過密な住宅街で、中央にぽつんと茶色いグラウンドが見える。慶介が現在東北東を向いているので、北が斜ななめ左になっていた。学校の真上と真下に真緑の土地がある。方角からいって上は隣となりの空あき地、下は近所の公園だろう。

　写真を拡大させてゆくと、途と中ちゆうでより精密な画像に切り替かわった。授業中だったのかグラウンドにちらほら人影が見え、校舎の屋上プールにも人影がある。画面いっぱいに学校の敷地を表示させたところで、慶介はスクリーンショットで航空写真を画像ファイルに変へん換かんした。簡単なお絵かきアプリを起動させる。

「夕日が当たる場所だから、西側に遮しや蔽へい物ぶつがある場所は除じよ外がいだな」

　描びよう画がツールのペンを選せん択たくし、指先で校舎の陰かげになる所を青く塗ぬり潰つぶした。

「中庭とかも無しだよね」

　と春日かすが野のさんが手を出して中庭、校門前など、ありそうにない場所を塗り潰す。今度は絢あや城しろさんが手を出して、校舎そのものと西日は当たるが木の無い場所を塗った。

　学校の敷しき地ちがすべて真っ青になった。

「全部つぶれちゃったよ？」と春日野さん。

「そうだな」と慶けい介すけ。

「だめじゃないか」と絢城さん。

「うーん……おかしいなぁ。春日野さん、もう一度写真を見せてくれ」

　伸のびた影かげ……泥どろだらけの床ゆか。

　泥だらけということは、周囲が土だということだ。しかもかなりの量なので、足元がぬかるんでいる可能性がある。記き憶おくにあるのは部室長屋の前だが、あそこはそもそも日が当たらない。

　と、部室長屋を振ふり返った慶介の目に、長屋の背面に設置されている金かな網あみが映った。あの向こうには空あき地がある。

　慶介は思わず立ち上がった。金網に駆かけ寄って空き地を見下ろす。

　地形的に空き地の地面は校舎のある土地よりかなり低くなっていた。斜しや面めんはワッフルみたいなでこぼこのコンクリートで固められていて、太い蔦つたのようなものが縦じゆう横おうに走っている。木々が生い茂しげっていてよく見えないが、風に揺ゆれる枝葉の合間から茶色い地面が見えていた。

「おいおい……マジかよ」

「どうしたの？」

「ひょっとしたら……いや、あまりそうあってほしくないんだが」

　慶介は部室の中に入った。雑然とした室内を奥おくに進んで窓まどの前に立ち、窓枠わくのレールをじっと見る。

「見つけたぞ、二人ともこれを見てみろ」

　春日野さんと絢城さんが慶介の左右から顔を出して窓枠の下の部分を見た。アルミ製のレールの中に砂利が溜たまっていて、ふちには一度潰れたような跡あとがあった。

「泥のついた靴くつでここを踏ふんだんだ。つまり、この窓が秘ひ密みつ基地の入り口だ」

　重い手て応ごたえの窓をじゃりじゃり鳴らしながら開けた。すぐ目の前に金網があって、その向こうには鬱うつ蒼そうとした森が見える。身を乗り出して金網と支柱の繫つなぎ目を見ると、窓の前のその金網だけが、蝶ちよう番つがいを介かいして支柱に取り付けられていた。ぱっと見では分からないよう同色の緑に塗られているが、明らかに加工した跡がある。蝶番の反対側にも巧こう妙みように隠かくされたフックがあって、それを外すと、金網は扉とびらのように音もなく開いた。

「うわぁ……ドアになってる」

「模型部の罪深さは予想以上だな。よい……しょっと」

　慶けい介すけは窓まど枠わくに足を掛かけてよじ登り、金かな網あみの向こう側へとすたんと飛び降りた。振ふり返ると、春日かすが野のさんも窓枠によじ登ろうと両手をついて足を上げていた。白い太ももがかなり上の方まで丸見えになって、あわやスカートの中が見えそうになる。慶介は慌あわてて前を向いた。

「よいしょっ」

　春日野さんが慶介の真横に飛び降りた。にーっと嬉うれしそうに笑う。

「なんかワクワクするね」

「俺おれはハラハラしたよ」

　背後ですたんと足音がして、絢あや城しろさんもやって来た。いつの間にか黒いウィンドブレーカーを羽は織おっている。さらに左手にはバトンみたいなデカい懐かい中ちゆう電でん灯とうを、右手には拳けん銃じゆうまで持っていた。（銃は本物にしか見えないので、きっと模型部の作品だろう）

「なんだよその装備……」

「万一の備えだ」

　絢城さんは真顔で答えて、ＦＢＩ捜そう査さ官かんみたいに拳銃を構え、逆手に持った懐中電灯を添そえた。この子は本気でアメリカの刑事ドラマの見過ぎだなと慶介は思った。

「で、秘ひ密みつ基地はどこだ？」

「俺に聞かれてもわからないけど、多分この先だろう」

　慶介は足元のコンクリートの斜しや面めんを指差した。でこぼこのグレーのコンクリートは、慶介達が立っている場所の下だけが、黒っぽくくすんでいる。汚よごれた靴くつで昇のぼり降りしているうちに汚れが染み付いてしまったのだろう。

　三人は恐おそる恐る斜面を降りて行った。初めて足を踏ふみ入れた空あき地はちょっとしたジャングルになっていて、振り返って校舎や部室長屋を見上げてみても、木々が邪じや魔まで校舎の上の方がかすかに見えるだけだった。

　草木をかき分けて、ぬかるんだ小路を進んでゆくと、少し開けた場所があった。木の陰かげには朽くちかけたドラム缶かんが放置されていて、枝にロープがぶら下がっている。明らかに人の手が入った痕こん跡せきは見られるものの、建物などは見当たらず、鬱うつ蒼そうと茂しげる草に覆おおわれた小山があるだけだった。

「あっ。北ほう条じようくん、あれ」

　春日野さんが指差した先、小山の下に茂っている草の合間にライムグリーンのナイロンベルトの端はしっこが見えた。慶介が駆かけ寄って手に取った。泥どろ水みずの染みたベルトは結構長く、手た繰ぐっていくと小山の根本の方に繫つながっていた。

「なんだろこのヒモ」

「分からないが、どこかに括くくりつけられてるみたいだな」

　ベルトの一方はどこかに固定されているらしく、慶けい介すけが手た繰ぐり寄せるとすぐにピンと張った。少し力を入れて引っ張ってみると、小山全体が、かさかさと音を立てた。

　慶介は屈かがみこんだ。ベルトの先を目で追って、二人を振ふり返ってにやりと笑った。

「見つけたぞ。入り口だ」

　慶介は小山の下に手を差し入れた。何かを摑つかんで引っ張り上げると、まるで偽ぎ装そうハッチのように、小山の一部ががさがさと葉を鳴らしながら持ち上がった。

「うわぁ……」

　小山に見えたものは、偽装された格納庫だった。内部は、まさに春日かすが野のさんの写真にあった通りの場所で、薄うす暗ぐらい庫内の広さは教室一つ分ほど。泥どろに汚よごれたコンクリートの床ゆかに脚きや立たつや工具箱、さらには鋼管等の資材が散乱していた。

　春日野さんが吸い寄せられるように格納庫の中に入って行った。絢あや城しろさんが懐かい中ちゆう電でん灯とうと銃じゆうを構えながら後に続き、最後に慶介が中に入った。

　格納庫の最さい奥おうに巨きよ人じんがいた。

　校舎の貯水タンクほどもある灰色の巨人は、片手と片かた膝ひざを地面に付け、まるで力尽つきたかのような姿勢でひっそりと佇たたずんでいた。

　未み塗と装そうのグレーの外装は、戦場から戻もどってきたばかりのようにひび割れて欠け落ちていた。太い手足も内部機構やフレームが剝むき出しの状態で、頭部についていたツノのようなブレードアンテナも根本から折れて床に転がっていた。

「ボロボロだね……」

　春日野さんが恐おそる恐る近づいてゆく。

「おい、北ほう条じよう」

　と、絢城さんが慶介の袖そでを引っ張って、逆手に持ったライトで庫内の一角を照らした。そこには事務デスクが置かれていて書類が山積みになっている。目の前の壁かべには大きなカレンダーが貼はられ、あの巨人の製作スケジュールと思おぼしき書き込こみがあった。奇くしくも一年前の夏休み、七月と八月のカレンダーだった。

　慶介は事務デスクのもとへと行き、置かれていたノートをパラパラとめくった。それは製作日誌のようで、記入日ごとに字体がバラバラだった。おそらくあの写真の三人が日ひ替がわりで書いていたのだろう。順に追ってゆくと八月十七日で一度記録が途と切ぎれ、次のページに製作者の独白が書かれていた。その最後の一文はこうだった。

〝──ごめんね、みんな。三年間付き合わせて〟

　とても綺き麗れいな、しかし女の子らしい華きや奢しやな字だった。きっとこれは春日野さんの従姉いとこが書いたのだろう。振り返ると、春日野さんは、頭こうべを垂たれて沈ちん黙もくしている巨人の前に立っていた。恐る恐る手を伸のばし、ドラム缶かんのように太い腕うでに触ふれて、こう囁ささやいた。

「……こんにちは。やっと、会えたね」




　　　　＊




　秘ひ密みつ基地は模型部内で〝格納庫〟という隠いん語ごで呼ばれていたらしい。

　庫内を捜そう索さくすると様々なものが見つかった。折り畳たたみベッド、テレビ、冷蔵庫、洗せん濯たく機きを始めとする、なんでそんなものを持ち込こんだんだとツッコミたくなるような物資の数々と、莫ばく大だいな量の手書きの図面、キャンパスノート十四冊分にも及およぶ製作日誌だった。

　日誌には、この巨きよ人じんがいかにして生み出されたかが、克こく明めいに記されていた。

　それによると模型部は、やはり三年以上前から存亡の危機に立たされていたらしい。校内での敷しき地ちの不法占せん拠きよや、設備の破損などの悪意なき悪行によって、浅あさ野のが生徒会長に就任する以前から校内で蔑べつ視しされていたのだ。部員数が減へり、活動規模も縮小してゆくなか、春日かすが野のさんの従姉いとこである芹せり沢ざわ彩あや夏かが入部し、彼女の立案によって、《ＡＸ─１原寸模型建造計画》がスタートした。

〝──過去の偉い大だいな作品に並ぶ傑けつ作さくを創つくり出し、学校の内外に向けて模型部の意義を証明してみせるのだ！〟

　日誌の一冊目はそんな言葉から始まっていた。春日野さんの従姉はかなり情熱的な人物だったようで、日誌を追ってゆくと、時々罫けい線せんを思いっきり無視した殴なぐり書きがあった。内容は何かがやっと完成したとか、部品が手に入ったとかで、中には『テストが終わった！　あたしも終わった！』という製作と無関係な上に笑えないものもあった。

　そして、折しも現在の慶けい介すけ達と本質的に同じ目的で始まったこの計画には、明確な目標が設定されていた。

　それは全国高等学校総合文化祭、通つう称しよう総そう文ぶん祭さいへの出展だった。

〝──総文祭で優勝して、模型部の名を日本中に轟とどろかせ、偉大な作品達をゴミ扱あつかいしてきた蒙もう昧まい共どもを驚きよう嘆たんせしめるのだ[image: ]〟

　彩夏さんとやらは、クラスにいたら、ちょっとめんどくさい感じの子かもしれない。何はともあれ、そんな意気込みから計画はスタートし、仲間を集め、ボナパルトは順調に組み上がっていった。

　内部構造は、春日野さんが言っていた通り、《１／24ボナパルト》という可動式フィギュアのフレームを拡大して複製し、制せい御ぎよシステムはフィギュアのものを転用した。『スタンドアローンでないと！』という理由から、本来外部に設置するサーバー筐きよう体たいを胴どう体たいに内蔵している。

　外装に関しては完全オリジナルで製作され、まさに不ふ眠みん不ふ休きゆうの作業を丸二年続け、先代達はついに完成の一歩手前までこぎつけた。その苦労と歓かん喜きがどれほどのものであったのか、想像もつかない。

　しかし、こうして形になったボナパルトは、歩けなかった。

　本体が二十四倍のサイズなのに、ソフトがそのままでいいはずがないのだ。詳しよう細さいは記録が途と絶だえていて不明だが、最後のページに転てん倒とうと、計画を推進した事そのものを悔くいる独白が記されていた。

　さらに、出展を目指していた総そう文ぶん祭さいも規則が変わり、展示物のサイズ上限が変へん更こうされたことで大きすぎるボナパルトは出展できなくなった。

　かくして彼女らは、高校生活の殆ほとんどを費やして挑いどんだ作品を発表する機会を失い、転倒によって外装も破損したために、校内の文化祭での展示も見送らざるを得なくなったのだった。

　日誌を読み終えた春日かすが野のさんは、珍めずらしく何も言わず、ただじっと、いつまでも最後のページを見つめていた。
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　絢あや城しろさんがどこからともなくパイプ椅い子すと折り畳たたみのアルミテーブルを見つけてきて、格納庫のど真ん中に置いた。さらにこれまたどこから持ってきたのか、会議室にあるような大きいホワイトボードを引っ張ってきてテーブルの横に置く。春日野さんが嬉うれしそうにマーカーを取り、《原寸も型部作戦会議》と書き込こんで、慶けい介すけが〝も型〟を〝模型〟に書き直した。『模型部』と書かれた立派な表札が部室の入り口にあるのに、この子は毎日一体何を見ていたのだろう。

　春日野さんがお下げをひるがえして席につき、元気よく挙手して言った。

「あたしはこの子を完成させるのがいいと思いまーす！」

　ホワイトボードの前に立ち、マーカーを弄もてあそんでいた慶介も頷うなずいた。

「俺おれもそれがいいと思う。無視できない問題点があるものの、完成に最も近いし、大きさも理想的だ。心情的にも、これを手がけた連中の無念を晴らしてやりたくもあるしな」

　春日野さんと、絢城さんが小さく頷いた。

「……で、期待はしてないんだが、君達プログラミングとかは出来ないよな？」

　二人が同時に頷いて、慶介はボードに［　問題点①ソフトウェアの調整：保留　］と書いた。

「まあこれは後で考えるとしよう。できれば回かい避ひしたい問題でもあるしな。次に、実績を上げる方法だ。日誌にもあったように総文祭はダメだから、何か他の手段となると……模型雑誌にそういうコーナーなかったか？」

　春日野さんが「あー、あるにはあるけど……」と言葉を濁にごし、絢城さんが「あれは実績には多分ならない」と補足した。模型雑誌には読者から投とう稿こうされた作品の写真を載のせるコーナーがあるが、これは漫まん画が雑誌の読者イラストコーナーに近いノリなのであまり権けん威いがない。実際ピンぼけの写真や、小学生が作った稚ち拙せつな作品が載っていたりもするのだ。

「じゃあダメだな。となるとコンテストか……」

　携けい帯たいで調べてみると、若じやつ干かんではあるが販はん売ばい店てん主しゆ催さいの模型コンテストは存在した。だがこれは非常にローカルなイベントで応募数も少なく、優勝しても『商品券五千円分を進しん呈てい』とか『最さい優ゆう秀しゆう作品は店内のショーケースにて展示』だった。イメージとしては『町内のど自じ慢まん大会』的なノリなのだろう。これでは弱い。ごく希まれに模型メーカー協賛の大きなコンテストもあったが、どれも規定で最大サイズが定められていた。コンテストによって多少ばらつきはあるものの、だいたいは三辺がそれぞれ一メートル程度まで。これでは応募できない。

　三人は無言で携帯をいじくっていた。

　ひたすらネットを彷徨さまよって探し回るが、なかなか思ったようなイベントは発見できない。途と中ちゆうで春日かすが野のさんが一度トイレに行き、慶けい介すけがジュースを買いに行き、絢あや城しろさんが蚊かに刺さされたといって部室から蚊か取とり線せん香こうを取ってきた。

　渦うず巻まき状の線香が一回り小さくなった頃ころ、ふいに慶介が「あっ」と声を出した。

「なんだ北ほう条じよう、お腹なかすいたとか言ったら蹴け飛とばすぞ？」

「そんな事言うか。それより、本物ならコンテストがあるぞ。アドレスを送るから見てみろ」

　慶介が発見したホームページのアドレスを二人の携帯に送信した。

　ズギュ───────ン！

　春日野さんの携帯からビームライフルの発射音が鳴った。

「あ、きたきた。えーっと…………〝ＧＳ／ユアサ　エクストリームカップ〟？」

　絢城さんが一度出した自分の携帯をポケットに戻もどして、春日野さんの手元を覗のぞき込こんだ。

「〝──ヒューマテックとボルテックによる白熱のバトルロワイヤル！〟なんだこれは？」

「いやその前に、なんで君、自分の携帯を見ないんだ？」

「ああ、今メールが来たのだが、送信者の名前が『ドキ☆ラブ　恋こい人びと掲けい示じ板ばん』になっていたので見る気がなくなった。浅あさ野のの仕し業わざだな。私の携帯までいじっていたとはまったく油断も隙すきもない変態だ。ちなみにメールは開かずに速そつ攻こうで削さく除じよした」

「俺おれのってわかってるのに消したの!?」

　慶介と絢城さんが揉もめているなか、春日野さんだけが真面目まじめに大会ホームページを見ていた。

　このイベントは、東京ビッグサイトで三日間にわたって行われる、フィギュア及およびボルテック・ヒューマテックマニアの祭典、ワンダーフェスティバルの併へい催さいイベントだった。競技そのものはトーナメント形式のバトルで、色んなカスタムヒューマテックやボルテックが撃うち合いをしたり、斬きり合いをして戦うらしい。公式サイト内には前回大会のレポートも掲けい載さいされていて、トップにあった決勝の動画を再生すると、小さいコロシアムのようなスペースで、シャープな造形のロボットと槍やりを持ったワルキューレが、スピード感溢あふれるかっこいい戦いを演じていた。

「すごいイベントだねー。面白そう……だけど、戦うの？」

　え？　と口くち喧げん嘩かに夢中になっていた慶介が我われに返った。気を取り直して説明に戻もどる。

「あ、そうそう。それで、このイベントそのものはバトルなんだが、実はそっちはどうでもいいんだ。フィギュアを拡大して作った可動模型で本物相手に戦うなんて、万に一つも勝ち目はないしな。で、俺おれが目をつけたのはコンデレ部門だ」

「なにでれ？　つんでれ？」

　春日かすが野のさんが絢あや城しろさんを見た。絢城さんはふるふると髪かみを揺ゆらして首を振ふった。

「コンデレだ。『コンクール・デレガンス』の略だよ。要するにカスタムした外装の出で来き栄ばえを競うコンテストだ。ラジコンレースなんかだとよくあって、なかにはメインの競技よりもこちらに注力する参加者もいるくらいだ」

「へーえ、北ほう条じようくんラジコンすきなの？」

「いや、中学の時、うちの学校にラジコンが好きな生徒がいて、そいつがタミヤグランプリに出場したんだ。で、応おう援えんついでに見に行って知ったんだ。ちなみにそいつは五位で終わったけど生徒会で表ひよう彰しようしてやった。予備費から計上して金きん一いつ封ぷうも付けたんだぞ」

　ちょっと得意げな顔をする慶けい介すけ。絢城さんが冷ややかに言った。

「浅あさ野のみたいだな。偉えらそうに」

「なんだとキサマーっ！」

「へぇー。あっ、ほんとだ。去年のレポートがあ……うわぁ」

　春日野さんがイベントレポートのページを開いて、いろんな感情がないまぜになった複雑な顔をした。大会レポートのコンデレ部門トップにでかでかと掲けい載さいされた優勝作品は、ピンクのリボンを身体からだに巻いただけという格好の美少女ヒューマテックだったのだ。とってもエッチ。

　絢城さんが横から画面を覗のぞき込こんで、汚お物ぶつでも見るような目を慶介に向けた。

「……言いたいことはわかるが、そんな目で俺を見ないでくれ」

「北条、お前こういうのが好きなのか？　ああ、すみませんが、こっちに来ないで下さい。鮎あゆ美み、これからは気をつけような。絶対に目を合わせるなよ。物もの陰かげに連れ込まれて乱暴されるぞ」

「断片的な情報で人を犯罪者予備軍扱あつかいするな！　グランプリはさておき、四位のとかはちゃんとしてるだろ！」

「四位……四位……ああこれ？」

　エフェクトを仕込みすぎて動作の重いページをスクロールさせていくと、無骨なロボット兵器が現れた。扁へん平ぺいな胴どう体たいをグレーと青の都市迷めい彩さいに仕上げ、手にはたいそう立派な機き関かん砲ほうを持っている。絢城さんがほう、と感心して、慶介が胸むねを張る。

「へー、これは米軍の装そう甲こうボルテック《Ｒ１》だねー。でもほかはみんな……」

　春日野さんがちょっとほっぺを赤くしながら画面を繰くっていた。一方、慶介は自分の携けい帯たいで色々調べつつ説明を続ける。

「ざっと調べたところ、他にも似たようなイベントはあるけど、開かい催さい時期が合わないからこのイベントしかないな。というか、この《エクストリームカップ》が国内最大のイベントだから、他の主しゆ催さい者しやが時期を外してるんだろうな。そして、ここからが重要なんだが、コンデレはトーナメントでの勝ち負けとは関係がない。参加機すべてが対象で、順位は審しん査さ員いんと来場者による投票で決まるんだ。六位に入れば決勝後にメインステージで表ひよう彰しようされ、十位でもホームページのレポートに載のる……と。どうだ？」

「いーんじゃない？」「ふん、悪くないな」

　慶けい介すけは頷うなずいて、「だがそうなると問題が……」と、格納庫奥おくの巨きよ大だいフィギュアを振ふり返った。

「コンデレは全機が対象の投票ではあるんだが、予選落ちだと結構厳しいらしいんだ」

　なんでも、このエクストリームカップには毎年一〇〇を超こえるエントリーがあるらしい。その中にはプロまがいのすごい人もいるが、冗じよう談だんで応募してきたとしか思えないようなショボイ機体を持ってくるのもいる。玉ぎよく石せき混こん淆こうの機体をごちゃ混ぜで戦わせていてはイベントが間ま延のびして興ざめになるので、数年前から予選システムが導入されたらしい。

「予選とは言っても内容は障しよう害がい物ぶつ競走みたいなもんで、順位は関係なく、規定時間内にゴールすればいいそうだ。要するに普ふ通つうに立って走ることが出来れば問題なくクリアできる程度のものみたいなんだが、これを突とつ破ぱ出来なかった場合、コンデレ入賞も絶望的になる」

「なんで？　お客さんの投票で決まるんじゃないの？」春日かすが野のさんが尋たずねた。

「それはそうなんだが、予選落ちの機体の展示場所は、お客さんがあまり来ない会場の外になるらしい。必ひつ定じよう、誰だれも来ないから票も入らない」

　慶介がボナパルトを振り返った。

「やはり、運動制せい御ぎよプログラムの問題をなんとかしないといけないわけだ」
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　下校時間になった。

　とりあえず基本方針が決まったところで会議はお開きになった。絢あや城しろさんは用があるといって先に帰ってしまったので、慶介と春日野さんは格納庫を軽く片付けてから、設計図や日誌などの資料をそれぞれの鞄かばんに詰つめた。これから場所を変えてもう少し無い知恵を絞しぼらなくてはならないのだ。件くだんのプログラムの問題もさることながら、肝かん心じんの外装製作に関しても色々頭が痛い。慶介自身素人しろうとだし、春日野さんは市販のプラモデルの製作しか経験がない。現状は例たとえるなら手て漕こぎボートで大おお海うな原ばらに漕ぎ出そうと言っているようなものなのだ。

「さて、忘れ物はないな？」

　慶介は跳はね上げ式のハッチに手をかけて、隣となりの春日野さんに尋ねた。

「うん」と言って、春日野さんは重くなった鞄を肩かたに掛かけ直した。奥おくで身を伏ふせて沈ちん黙もくしている巨人に小さく手を振る。

「また明日ね、ボナパルト」




　二人は校内に戻もどり、部室の鍵かぎを返してから校門を出た。

　駅に向かって夕暮れの住宅街をとぼとぼ歩く。模型部という異常空間にいると感覚がおかしくなってくるが、この学校は本当に普ふ通つうの街中にある、ごくありふれた高校なのだ。このへんにお住まいの皆みなさんは、僅わずかな距きよ離りと塀へいを挟はさんだ向こう側に、戦車や装そう甲こう車しやがあるなんて夢にも思わないだろう。

　と、目の前の歩道にトラックが停まっているのが見えた。周りに数人の大工さんっぽいおじさんがいて、彼らに見守られながら黄色いボルテックが荷台によじ登ろうとしていた。

　ああ、本物か……と慶けい介すけはボルテックの動きを目で追った。ボルテックもヒューマテックも珍めずらしいというほどではないが、頻ひん繁ぱんに見られるほど普ふ及きゆうしてはいない。

　黄色いボルテックはトラックに溶よう接せつ付けされたバーを摑つかんで荷台に上がると、そこで膝ひざをついて座った。周囲のおじさん達が引ひつ越こしのトラックの荷造りのように、ボディとの間に毛布を挟んで、ロープを掛かけて固定を始める。

　そういえば、運うん搬ぱんの手段も考えないといけないんだなぁ。どうしよう、デカすぎて宅急便じゃ無理だし、ピアノ運搬とか引越し屋さんとかってボルテック運べるのかな……。

　慶介が新たな問題に気付いて頭を痛めていると、春日かすが野のさんが急に意を決したように言った。

「慶介　　　　　　　　　　　　くん？」

「なんだよ、その空白の間は……」

　春日野さんは胸むねに手を当ててすーはー深呼吸した。にへらー、と照れ笑いを浮うかべて慶介を見上げる。

「名前で呼んでしまったぁ」

「なんだそりゃ……」

　慶介が、何言ってんのこの子？　みたいな顔で見つめ返すと、春日野さんが急にもじもじし始めた。

「なんだよ、どうかしたのか？」

「あの……その、あ、ありがと」

「ん？　なにが？」

「ボナパルト見つけてくれて。それから、終業式の日も」

　慶介は、ああ……と実に素っ気ない返事をして顔をそむけた。少し照れくさそうに鼻はなの横をぽりぽり搔かく。日々学校や生徒達のために働き続けてきた慶介だが、不特定多数への献けん身しんは感謝の対象になりにくい。面と向かってお礼を言われたのは、そういえば初めてだったのだ。

　春日野さんがいたずらっぽく笑って「えいっ」と慶介に身体からだをぶつけてきた。柔やわらかい肩かたが、慶介の二の腕うでに当たって担かついでいた鞄かばんがずり落ちた。

「なんだよいきなり」と、鞄かばんを肩かたにかけ直す慶けい介すけ。春日かすが野のさんは笑って言った。

「これから名前で呼びっこしよーよ」

　はぁ？　と慶介が訝いぶかしげに眉まゆを互たがい違ちがいにした。さっきから話題が飛びまくっていてよくわからない。

「またいきなりだな。なんでだよ？」

　春日野さんは、まるで小さな子供に大事な決まり事を教える先生のように、すまし顔で人差し指を立てた。

「部の決まりなのでしたぁ。部員は名前を呼び合うこと」

「？　なんの意味があるんだ？」

「知らない。でも決まりだから。さっき思い出したの」

「俺おれ達は原寸模型部だぞ？」

「いやならいいよ？」

「いやというほどじゃないけど……」

「じゃあ決まりねっ」

　そう言って春日野さんは「よいしょっ」と肩にかけていた鞄を担かつぎ直した。

「持ってやろうか？」

「え？　あ、ううん、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「遠えん慮りよするなよ。重いだろ」と慶介は手を出して鞄を持ってやった。「で、どうする？　カフェかファミレスが理想だが、春日野さん、どこか知らないか？」

「ううん。あたしほとんど寄り道しなかったからわかんない」

「そうか……はて、どうしよう」

　慶介は、茜あかね色いろから群ぐん青じよう色いろに変わりつつある空を見上げた。

　春日野さんはつい最近まで毎日模型部の作品処分にかかりきりだった。絢あや城しろさんが一いつ緒しよに残って手伝ってくれてはいても、彼女は帰りの方向が違ちがうし、毎日下校時刻ギリギリなので寄り道をする時間の余よ裕ゆうもなかったのだろう。

「あ、寄り道といえば」と春日野さんが顔を上げた。「たまーに日につ本ぽん橋ばしにプラモ見に行ってたんだけど、そういえばあそこ、ヒューマテックのショールームもあったよ？」

「ん？　あそこって電器屋街じゃないのか？」

「えっと……電器屋さんもあるんだけど、ショールームがあったのはプラモとかフィギュアとかいっぱい売ってる店。そこの一番上がヒューマテックとボルテックのショールームだった。カスタムもやってるみたいで、チラシだけもらって帰ったことあったんだけど、ソフトの書き換かえとか、セッティングもやってるみたいだったよ？」
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〝鮎あゆ美み〟の情報提供を受けて、慶けい介すけは少々遠回りな寄り道をすることにした。

　日につ本ぽん橋ばしは秋あき葉は原ばらに次ぐ西日本最大のオタクの聖地だった。規模こそ劣おとるが、もともと電器屋街だったものが、なかばオタクショップに制圧されつつある点も変わらない。メイド喫きつ茶さと同人ショップとえっちビデオ屋さんが林立し、大小様々なフィギュアショップも軒のきを列つらねている。

　カスタムボルテックやヒューマテックはフィギュアの上位カテゴリーに位置するので、それらの専門店もこの混こん沌とんの地にショールームがあるらしい。情報収集にはうってつけだった。

　市内を縦じゆう横おうに走っているちょっとレトロな路面電車に乗り、『恵え美び須す町ちよう』なる駅で降りると、それはそれはカオスな空間が広がっていた。

　通りの両側に並ぶビルの壁へき面めんには、スカートが短すぎる女の子とかの絵が容よう赦しやなく描かかれ、店てん舗ぽの入り口にもことごとくアニメのポスターが貼はられている。モニターもたくさんあって、それらすべてがアニメやゲームを映し出している。どこからと言わず可愛かわいすぎる声の歌が聞こえ、ホットドッグの屋台にはネコ耳をつけたおっさんがいて、初はつ詣もうでの参道並みに人で溢あふれかえった歩道のあちこちで、何人ものメイドさんがビラ配りをしていた。

「これは……なんて無茶苦茶な空間なんだ」

　初めてこの禁断の街にやってきた慶介は、眼前に広がる光景に眉まゆをひそめた。

「まあねー、あたしも初めて来た時びっくりした」

　鮎美は携けい帯たいで地図を表示して、うーんと顔をしかめた。

「えーっと、店の場所は……どこだっけ？」

「俺おれに聞かないでくれよ。君は何回も来てるんじゃないのか？」

「何回来ても、鮎美ちゃんはアホなので途と中ちゆうでどっち向いて歩いてるかわかんなくなるの」

　自分でアホって言うなよ……と思いながら慶介も携帯を出して地図を開いた。

「なんて店？」

「え？　あー、えー、〝テクノフレックス二号店〟だよ」

「テクノフレックス……は、ああここか。じゃあこっちだな」

　慶介は携帯をポケットにしまって歩き出した。歩道を埋うめ尽つくした人の奔ほん流りゆうに分け入ると、そこになんとなく出来ていた流れに紛まぎれ込こむ。一方鮎美は慶介のシャツの裾すそを摑つかんで後をついてくる。

「あんまりひっぱるなよ、着衣が乱れるじゃないか」

「えー、だって迷子になっちゃう……あ、じゃあ」

　ぎゅっ……。

　慶介が振ふり返った。

「……なんで俺おれの小指を握にぎり締しめるんだ？」

「だって、シャツはダメって言うから」

「小指一本だけを握られた状態で、人にぶつかったりしたらどうす」

　どんっ。

「あっ」

　ごきっ。

「うおおおおお─────っ！」

　慶けい介すけが一いつ瞬しゆんあさっての方向を向いた小指を押おさえてのけぞった。

「今、すごい角度だったよ？　鮎あゆ美みちゃんびっくり」

「だから！　だから言ったのに！　君は拷ごう問もん吏りかっ！」

　涙なみだ目めの慶介が小指をふーふーした。くいくいと曲げ伸のばしをして無事を確認する。

「……ったく、折れたかと思ったじゃないか」

「前向いて歩かないとあぶないよ？」

「誰だれのせいだ！」




　二人はいろんな人にぶつかりながら、メイドさんからチラシを受け取りながら、鮭さけのように流れに逆らって進んだ。混みあった大通り沿いから、狭せまい路地に入って少し大きな通りに出ると、目の前にぴかぴかのビルがあった。壁へき面めんに大きくプラモデル、鉄道模型、ラジコン、フィギュア、ヒューマテックと書かれている。

「ここか。ヒューマテックは……五階だな」

　慶介はつかつかとビルに向かって歩いて行く。鮎美は途と中ちゆうでまたメイドさんからチラシをもらいつつ後に続く。一階は各カテゴリーの人気商品をひと通り置いているようで、ショーウィンドウを見ると、Ｎゲージの鉄道模型の横にＦ22Ｄ〝スーパーラプター〟と魔ま法ほう使いっぽい女の子のフィギュアが展示されていた。店の中に入るとまたすごい人で、なぜかみんなリュックを背負い、でかい紙かみ袋ぶくろを持っていた。慶介がそれらをかき分けて店の奥おくへと向かおうとすると、陳ちん列れつ棚だなの陰かげから出てきた人とぶつかった。

「あっ、すみません……」

「うんにゃ、こちらこそごめんなさいだっぴ。大だい丈じよう夫ぶ？」

　綺き麗れいな声でおかしな謝罪の言葉を述べたのは、サイズが合ってなくてぴちぴちのセーラー服を着た女の人だった。ピンク色の髪かみに大きな水色の瞳ひとみをしているが、そんな人間は地球にいない。彼女はヒューマテックだった。

「お……？　あ……えっと、すみません大丈夫です」

　慶介が答えると、彼女はにーっと微笑ほほえんだ。よく見ると首からタグが下げられている。




　新発売！

　アホの子ヴァルキリー☆アリアン　カスタム外装フルキット

　￥３７８０００─




　慶けい介すけはなんだか嫌いやなものを見てしまった気がした。

「お兄たまー、アリアン買って。ねっ？　ねっ？」

　無む邪じや気きで可愛かわいいヒューマテックが慶介の手を摑つかんでおねだりしてきた。ぐっと顔を近づけてきたので瞳ひとみの奥おくにあるレンズが細かくピント調整をしているのが見えた。少し離はなれると分からないが、間近で見ると人形なのがよく分かる。髪かみはポリエステル繊せん維いだし、握にぎってくる手も冷たくて感かん触しよくも樹じゆ脂しっぽい。アニメキャラの外装なのでこれは仕方ない面もあるが、顔や首の皮ひ膚ふのどこにもシワが一切無いというのはある種のリアリティを損なっている。

「慶介くんが美少女ヒューマテックとお手々つないで見つめ合っている……」

　後ろにいた鮎あゆ美みが呟つぶやいた。慶介は慌あわてて摑まれていた手を離し、そのまま店の奥のエスカレーターへと早足で向かった。思わず振ふり返ると〝アリアン〟が首から値札を下げたまま、別の客に「お兄たまー、アリアン買ってー」とまた同じセリフを言っていた。

　慶介は訳わけの分からないやるせなさに胸むねが張り裂さけそうになった。ああ大和やまとよ、日につ本ぽん丸まるは何処どこに行くのか……。

　二階はプラモのフロアで、三階は鉄道模型とトイガンだった。四階のフィギュアのフロアで、慶介は何気なくショーケースをチラ見して目を剝むいた。

「な、なんだこれは……!?」

「どうしたの？」

「みんな動いてる……」

　慶介が指差したショーケースの中には、大小さまざまなフィギュアが陳ちん列れつされていた。カクテルドレスを着たオトナっぽいキャラから、ランドセルを背負った小学生まで、そのモチーフはワイドなバリエーションで……なんとそれらすべてが動いていた。

　座ってまばたきをしているだけのもの、同スケールのシーソーに乗って二人（二体というべきだろうか？）できこきこ遊んでいるもの、なかにはおもちゃのモップでひたすら床ゆかを拭ふいてるメイドさんタイプもある。数体は慶介に気付いて手を振ったり、スカートの裾すそを摘つまんでお上品に挨あい拶さつをしているのもいた。

「このサイズでこれはすごい。どうやって制せい御ぎよ機構を内蔵したんだ……」

「あー、これはただの端たん末まつだよ。ほら、カタログ」

　鮎美は棚たなから薄うすい冊子を取って慶介に渡わたした。表紙にはタワー型のパソコンみたいな四角い筐きよう体たいの写真が映っていて、〝集中コントロールユニット　三体まで同時制御可能！〟と書かれていた。

「制せい御ぎよは基本的にこのサーバーでやってるの。で、フィギュア自体は無線ＬＡＮでコントロールされてるだけ。だからちっちゃくできるの。ボナパルトも基本これとおんなじだよ。サーバー内蔵で有線コントロールだけどね」




　二人は五階に上がった。

　エスカレーターが終点に差し掛かかって、フロアの踊おどり場が見えてくると、見覚えのある後ろ姿が見えた。柱の陰かげに隠かくれて、ちらちらと店内の様子を窺うかがっている。

「あれ、美み樹きちゃん？」

　ひっ!?　と女の子っぽい悲鳴を上げて〝美樹〟が振ふり返った。

「鮎あゆ美み!?　それに北ほう条じようまで！」

　二人はエスカレーターを降りた。美樹がちょっと早足でやってくる。

「こ、こんなところで何をしてるんだ二人とも」

「そういう君こそ、何を下手へたな探たん偵ていみたいにコソコソしてたんだよ？」

「私は調査に来たのだ。あの作品をなんとかする為ためにな。ちょうどいいから三人で行こう。さあ、北条から行け」

　なぜか後ろに回って慶けい介すけの背中を押おす。

「なんで俺おれからなんだよ、君から行けばいいじゃないか」

「いいからさっさと行け！」

　なにこいつ、何様？　とか思いながら慶介はフロアに入った。

　そこは、これまでの雑然とした雰ふん囲い気きとはうってかわって、なんだかシックで高級な空間だった。下のフロアのような光量過か剰じよう気味の白色照明はなく、代わりに柔やわらかい色合いのダウンライトが室内を照らしていた。もちろん商品でいっぱいの陳ちん列れつ棚だななどという無ぶ粋すいなものは一切置かれておらず、広々とした店内はその多くが展示ブースになっていた。

　女性型の外装を纏まとったヒューマテックや、迷めい彩さい柄がらに塗と装そうされた無骨なボルテックがゆったりとした間かん隔かくをおいて展示され、それぞれのキャラに対応したセットまで作られている。学校の教室を模したもの、泉のほとりを模したもの、戦場をイメージしたのか瓦が礫れきだらけの廃はい墟きよを模したものなどもあって、まるで博物館のようだった。

「ここはまた、ずいぶん下界と雰囲気が違ちがうな……」

　慶介が感心していると鮎美が言った。

「新品のヒューマテックとかを買いに来る人はＶＩＰだからねー。ほとんど車と同じ値段だし」

「え？　一階にいた子は何十万とかじゃなかったか？」

「あー、あれは外装の値段だよ。本体はゼロが一個多いくらい。あれ？　もっとしたかな？」

「んなばかな……じゃあ美少女ヒューマテックで遊んでる連中は、何百万もする機体にアニメキャラの格好をさせてるっていうのか……？」

「そーだよ。まあほとんどは中古だけどね。あと最近は遊び用に、性能を落としたお手て頃ごろモデルも売ってるよ？　ナンバー取れないから外には連れていけないけど」

　慶けい介すけが人間の業ごうの深さみたいなものに戦せん慄りつしながら店内を眺ながめていると、スーツ姿の店員さんが三人の元にやってきた。美み樹きがとっさに慶介の後ろに隠かくれる。

「いらっしゃいませ、どうぞ遠えん慮りよなく見て行って下さい。ただ、展示品に手をふれないで下さいね。どれも高いですから」

　なんとなくエレガントな物もの腰ごしで話す店員さん。明らかに買う金のなさそうな学生にも丁てい寧ねいに対応するとは大したもんだ、と慶介は感心しつつ尋たずねた。

「すみません、実はボルテックの制せい御ぎよプログラムの調整についてお伺うかがいしたくて来たのですが」

「ああ、失礼しました。では担当の者を呼んで参まいりますので、あちらにどうぞ」

　店員さんはとっても親切そうな笑顔で「どうぞご遠慮なく」と三人を展示場の横にある、高級ホテルのカフェラウンジみたいなテーブルに促うながした。おっかなびっくり行ってみると、天板はガラスで指し紋もんひとつなく、立派な椅い子すのクッションはふかふかだった。鮎あゆ美みは足を揃そろえてちょこんとお行ぎよう儀ぎよく座り、慶介はぴんと背筋を伸のばしたまま座った。最後に美樹が、ガチガチになりながら椅子の先っちょに恐おそる恐る腰こしを下ろした。

　ははーん、さてはコイツ、あまりに高級な雰ふん囲い気きにビビってやがったな。

　慶介が美樹の意外な一面に気付いてにやにやしていると、スーツ姿の綺き麗れいな女性がアイスコーヒーを三つ持ってきてテーブルに置いた。

「もう少々お待ち下さい。今担当の者が参りますので」

　スーツのお姉さんは、まことに丁寧な口調でおっしゃった。妙みように大人慣れしている慶介が「あ、どうかお構いなく」とか言っていると、鮎美がグラスにひょいと手を伸ばした。シロップとフレッシュを遠慮会え釈しやくなく投入し、ストローを突つっ込こんでちゅーちゅー飲み始める。

「君、容よう赦しやないなぁ……」

「え？　なにが？」

「お待たせしました」

　さっきとは別の店員さんがやってきた。ソファーに浅く座り、脇わきに紙のファイルとタブレット端たん末まつを置く。

「ご用命は新規インストールでしょうか？　それとも現機調整のご用命で？」

「えっと……一応プログラムは入ってるんですが、上手うまく動かなくて……」

　なるほど、と店員さんは笑顔のまま小さく頷うなずいた。

「お客様のお使いの機種は？」

「それが……自作なんです」

　慶介がそう言った途と端たん、店員さんの目が点になった。

「……えっと、カスタムではなく、ですか？」

「はい。しかもフィギュアを拡大して作ったんです。これってなんとかなりますか？」

　店員さんの笑顔がちょっとうそ臭くさくなった。料金表の紙をテーブルの上に置く。

「それですと、おそらくアルゴリズムを一から見直す事になります。一度機体をお預かりしての作業になりますので、基本料金は三十パーセントオフで六十万九千円と……」

「えっ!?　そんなにかかるんですか!?」

　はい、と店員さんは微かすかな苦笑を浮うかべて続けた。

「ですがセッティング開始前に全センサーと駆く動どう系チェックが必要です。その作業に八万六千円、異常箇か所しよがあった場合、直さなくてはいけないのでそれぞれ部品代と工賃が必要です。ボルテックということですので、大型テストベンチの使用料が一時間当たり一万六千円、さらに燃料代が必要になりまして──」

　慶けい介すけは知った。ボルテック遊びは金持ちの道楽なのだと。




　　　　＊




　北ほう条じよう家の食しよく卓たく。

　由ゆ紀きと母親の祐ゆう子こは、しかめっ面で箸はしと茶ちや碗わんを持ったままぴくりとも動かない慶介を見ながら、何やらひそひそと小声で話していた。

「ねえお母さん、お兄ちゃんがまた止まってるよ」

「あら、ほんと。何か考え事始めるとすぐこれなんだから。今度は何に首を突つっ込こんだのかしら？　懲こりない子ねぇ」

「文化祭の実行委員かな？」

「あれはまだ先でしょ？　ちょっと早いんじゃない？」

「そっか……。あ、もしかしたら、席が隣となりになったファッキンシットに、何かそそのかされたのかも」

「なぁにそれ？　そんな楽しそうな話はお母さんに聞かせなさい」

「なんかね、学校にキャタピラ付きロボットが好きな屁へこき女と、いつも上から目線でサイコな猟りよう奇き殺人犯のビッチがいるらしいよ。で、強欲で共産主義の二匹のブタは──」

「ああ、なるほど。困ってる女の子に余計なお節せつ介かい焼いて後あと戻もどりできなくなったのね」

　由紀が母の顔を見上げた。

「……お母さん、なんで今の説明でわかるの？」

「なぜならお母さんだから。うふふふ……あ、由紀ちゃん、その慶介の肉じゃが食べちゃいなさい。この子にはあとでレトルトカレーでも食べさせるから」

「わーい。ごめんねお兄ちゃん。いただきまーす」

　慶けい介すけは目の前の皿が全すべて空からになるまで全まつたく気付かなかった。やがて食事を終えた母と妹が、がたがたと席を立つ物音で我われにかえった。

「あっ！　俺おれのおかずが消えてる！」




　慶介は毎日日記をつけている。この日も生き真面目まじめにその日あった事を書きとめていた。

『──かくして、基本方針が決定した。

　我われ々われは諸しよ般はんの事情から、作りかけで放置されていた可動式巨きよ大だいフィギュアをもって、エクストリームカップなる競技会に出場することになった。

　他に選せん択たく肢しがないとはいえ、俺はとんでもないことに足を突つっ込こんでしまったようだ。プロショップでソフトウェアの調整の値段を聞いたところ、なんと基本費用だけで五十万以上かかると言われてしまった。冗じよう談だんじゃない。俺は一体どうすればいいのだ。

　余談だが、模型部は各人を名前で呼び合うものらしい。おかしな習慣だが、拒きよ否ひするのもよそよそしい気がしたから呼こ称しようを変へん更こうしたのに、絢あや城しろさんを美み樹きと呼んだら『馴なれ馴れしい』と言われてしまった。彼女はいったい何様のつもりなのだろう。　　』

　慶介は日記のページを閉じた。顔を手で覆おおってベッドに寝ね転ころがる。

「前ぜん途と多た難なんだぁ。ぬおぉぉ……」

　とはいえ、結果を出すにはあの巨大フィギュアを何とかする以外ない。

　敷しき地ちの使用権を認めさせる為ためには、製作物は大きくなければならないが、新規製作では間に合わない。やはりボナパルトを利用するのがベストなのだ。過去の作例に重複するものもないし、〝現役部員による可能性の証明〟という点においても、先代が挫ざ折せつしたものを完成させたとなれば実績としては充じゆう分ぶんだ。

　それに損得だけでなく、鮎あゆ美みの従姉いとこの事を思うと、やはりあの作品は世に出してやりたかった。

　作品を発表する機会を失い、ろくに歩けない為に外装まで壊こわれて、展示することも出来なかったのだ。高校生活をまるごと費やして結局無む為いに終わった製作者達の失意はどれほどのものだっただろう。

　しばらく呻うめいていた慶介だが、虚うつろな目で携けい帯たいを取り出すと、フィギュア愛好者の掲けい示じ板ばん、ブログ、メーカーサイトなどを見て回りはじめた。

　調べてみると、可動式フィギュアの運動制せい御ぎよプログラムは、初期のボルテック／ヒューマテックの運動アルゴリズムを簡略化したものらしいとわかった。あの巨大フィギュアに使われているアルゴリズムは、なかなか実績のあるソフトで、オープンソースでもあるため、いまだに第三者によってアップデートされたものが自作機などに使われているらしい。

　市販の機体ならチューニング済みの物が安価で手に入るが、ボナパルトは良くない意味でのオンリーワンなので一からセッティングしなければならない。

　マニアのブログを見ていると、結構な割合でソフトを色々カスタマイズしている記事がアップされていた。書き換かえ自体は専用のソフトを使えば可能らしいが、上手に調整するのはなかなか難しい。絵の具があるだけでは名画は描かけないのだ。

　あちこちのホームページを見て回っているうちに、慶けい介すけはこのアルゴリズムを使っているマニアが集まる掲けい示じ板ばんを発見した。しばらく悩なやんだものの、思い切って書き込こみをしてみることにした。具体的な状じよう況きようを書いて対策法を尋たずねる。

　母親に促うながされて風呂に入り、部屋に戻もどって再度アクセスすると、レスがいくつも入っていた。

「何が『着ぐるみ作って中に入れ』だ。バカにしやがって……」

　思わず独ひとり言を呟つぶやいてしまった。こうした掲示板に初心者が書き込みをすると、大体からかいのネタにされてしまう。中には親切な人が初心者にもわかりやすい解説書の存在を教えてくれたり、実績のあるプロショップの存在を教えてくれたりしていたが、そのどちらも時間や予算の都合で困難だった。慶介はまだ湿しめっている髪かみをくしゃくしゃと搔かいた。画面をスクロールしていき、最後の書き込みまでたどり着いて目を剝むく。

『　設計図を見せてください。なんとか出来るかもしれません。アドレスは一時間後に消去します。　』

　文末には本当にメールアドレスが記き載さいされていた。

　不特定多数が見る掲示板にアドレスを載のせるなんてフィッシングかワンクリ詐さ欺ぎ以外にありえない。ばかめ、そんな手に乗るか、と慶介は鼻はなで笑って掲示板を閉じた。

　別の掲示板に同じような書き込みをして反応を見るが、有効な解決策は見み出いだせなかった。

　考えてみれば、本来は何十万と掛かかる作業なのだ、それをなんとかしてもらおうなど虫が良すぎる。やはり、専門書を読みといて自分でやるしかないか……と思いながら最初の掲示板に戻った。

『　あと十分で消します。役に立てなくてごめんなさい。　』

　書き込みが増えていた。




　　　　＊




　慶介と鮎あゆ美みと美み樹きが校門前に立っていた。時刻は午前十一時過ぎ。夏休み中なので人ひと気けは少なかった。美樹が呆あきれたように言った。

「……で、メールしたというのか？」

「そうだ。すぐに返事が来て、相手はなんとあの運動アルゴリズムの開発者の娘むすめさんだったんだよ。すごいだろう。信念のなせる業わざだ」

「そいつの言っていることが事実ならな」

　美樹が実にうさんくさそうな目で慶介を見上げた。隣となりの鮎美は「楽しみだね～。どんな人だろ」と目をキラキラさせていた。

　慶けい介すけは昨夜その自じ称しようスペシャリストと深夜までメールでやり取りをし、今日実機を確認してもらう事になっていた。というより、先方がそれを提案してきたのだ。

　そろそろ約束の時間だった。何気なく通りの先に目をやるが、草色のパーカーを着た黒くろ髪かみの男の子が一人歩いているだけだった。慶介はすぐに視線を外した。あれは違ちがう。どう見てもせいぜい中学生くらいだし、昨日言っていたのは女の子だ。

「やはり来ないじゃないか」と、美み樹きが恨うらめしげに慶介を横目で見た。

「君、せっかちだなぁ……」

　鮎あゆ美みが口に手を当て、こっそりあくびをした。涙なみだで潤うるんだ瞳ひとみで慶介を見る。

「寝ね坊ぼうしたのかなぁ……」

「まさか。君じゃあるまいし」

「すみません。十九秒遅おくれました」

　えっ？　と三人が正面を向くと、駅の方から歩いてきていた草色パーカーの小こ柄がらな男の子が立っていた。短くて癖くせのある黒髪と、つぶらな大きな瞳が印象的な子だった。小さなリュックを肩かたから下げている。

「昨日メールでお話しした『マナ』の代理で来ました。カスミといいます。はじめまして『ケイスケ』さん」

　可愛かわいらしい声だった。髪が短いので遠目には男の子に見えたが、どうも女の子だったようだ。

　目が大きいせいか、どことなく猫ねこっぽい印象の顔立ちで、長いまつげと桜の花びらのような唇くちびるが愛らしい。パーカー越ごしの胸むな元もとには男の子以上女の子未満の膨ふくらみがあった。

　慶介が「それはそれは……」と妙みようにおっさんくさい挨あい拶さつをしつつ不安げに尋たずねた。

「あの、マナさんは何かご都合でも？」

「マナは少々複雑で有機的な事情からここに来ることはできないのです。しかし、ご安心ください。私の得た視覚、聴ちよう覚かく情報は常時彼女の端たん末まつに転送していますので」

　慶介が首をかしげた。「えっと……転送って？」

「私はヒューマテックなのです」

「ええ───っ!?」

　鮎美がいきなり大きな声を上げた。やおら詰つめ寄り、カスミの顔をじろじろ眺ながめ回し、頭をなでなでして髪を触さわったり、ほっぺをつんつんして感かん触しよくを確かめる。

「すごい！　すごすぎる！　人間そっくり！」

「おいおい、失礼じゃないか。そんな不ぶ躾しつけな……」

「かまいませんよ。それに驚おどろかれるのも無理はありません。私の完成度は市販の機体の及およぶところではありまえんあら……」

　鮎美がカスミのほっぺをぐにーっと引っ張ったので、発言の後半がおかしくなった。慶介が手をひっぱたいてやめさせた。

「私はとある研究所で作られた試作機だったのですが、研究が打ち切られて廃はい棄き予定だったところをマナの祖父に引き取られ、家事手伝い兼けん介かい護ご用として運用されています」

「試作機っ!?」

　鮎あゆ美みの瞳ひとみがプリキュアもかくやというほどにキラキラになった。たしかに試作機や実験機というのはある種胸むね躍おどる単語ではある。慶けい介すけも男の子なので思わず胸がときめいてしまった。

　失礼とは思いつつもつぶさに観察してみると、昨日見た日につ本ぽん橋ばしの萌もえヒューマテックとは明らかに違ちがう。色白な肌はだも黒目がちな大きい瞳もショートのくせっ毛も、どこをどう見ても人間のそれにしか見えない。

「ターミネーターみたいだな」

　美み樹きが余計なことを言って一気にテンションが下がった。

「Ｔ─８００などよりも私は優ゆう秀しゆうですよ？」

　カスミはしれっと言った。しかも映画『ターミネーター』を見たことまであるらしい。ひょっとしてこの子、他のロボットとかにライバル心でも抱いだいてるんだろうか……と慶介は思った。

　カスミは改めて自分が代理で来たこと、機体のチェックには肉眼よりも彼女自身に内蔵された各種センサーを利用したほうが効率的であることなどを述べた。

「質問があれば、私にしていただければマナがお答えしますので、ご安心を」

「はぁ……なるほどぉ」

　鮎美は一歩下がって居住まいを正し、「よろしくお願いしまーす」と、律りち儀ぎにぺこりと頭を下げた。遅おくれて美樹も遠えん慮りよがちにお辞じ儀ぎをする。ヒューマテックを介かいしてこの様子を見ているであろう少女に自じ己こ紹しよう介かいをしたのだ。ややあって、カスミが言った。

「こちらこそ、だそうです」

　カスミが慶介の方を向いた。慶介は背筋を伸のばし、かしこまって自己紹介した。

「北ほう条じよう慶介です。本日はありがとうございます。ご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願い申し上げます」

　慶介は人前やカメラの前だと、妙みように言葉遣づかいが大人っぽくなったりサラリーマンくさくなったりする癖くせがあった。カスミはまた少し間をおいて言う。

「……おじさんくさい人（笑）、だそうです」

　美樹が、「ふっ……」と憐あわれむように笑った。

　ちゃんとした挨あい拶さつだったのに……と、慶介はちょっと憤ふん慨がいした。




　三人はカスミを伴ともなって校門脇わきの守衛室に行った。守衛のおじさんが来客者帳ちよう簿ぼを出して、ペンを差し出す。

「じゃあここに名前書いて」

　カスミはすこし間をおいてから尋たずねた。

「どうしても必要なのですか？」

「うーん……一応ねぇ」とおじさんはごま塩頭をぽりぽり搔かいた。

「わかりました。ただし約束して下さい、絶対に笑ったり茶化したりしないと」

「ああ、そりゃもちろん」

　振ふり返ると三人も「「もちろん」」とハモって頷うなずいた。

　カスミはペンを受け取り、さらさらと書き込こんだ。帳ちよう簿ぼには綺き麗れいな字で『　初潮　愛撫　』とあった。慶けい介すけと守衛さんは思わず吹ふき出し、鮎あゆ美みと美み樹きは無言で目を剝むいた。三人とも、いまだかつてこれほど恥はずかしい名前は見たことがない。

「これって、なんて読むの……？」と、慶介。

「ういせまな、です」

　三人は、えっ？　これってそう読むの？　という顔で帳簿を覗のぞいた。よく見てみると、『初潮愛撫』ではなく『初瀬愛撫』と書かれていた。

「くれぐれも自然に反応してくださいとお願いしたではないですか」

　カスミがジト目になっていた。慶介は恐きよう縮しゆくしながらもう一度字面を目で追う。

「う～む……なるほど、これはなんというか……」

「苗みよう字じはよく誤読されます。ちなみに〝愛ま撫な〟という名前は、彼女が生まれて最初に母に抱かれた時、その労をいたわるように頰ほおを撫なでたというエピソードに由来しています」
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「それは感動的なエピソードだけど、大変な字を当てたなぁ……」

「彼女の両親は研究一筋の、所謂いわゆる〝学者バカ〟という人種だったのです」

「届け出る前にだれか教えてやれよ……かわいそうじゃないか」

「おっしゃる通りです。が、この話題はこのくらいにしましょう。愛ま撫なからの反応がなくなってしまいました」

「いやしかしだな、名前は一生の──」

「あっ、綺き麗れいな蝶ちよう々ちようが飛んでいるぞ」

　美み樹きが不意に声を上げて全員の注意を逸そらした。その隙すきに肘ひじで思い切り慶けい介すけの脇わき腹ばらを突つく。

「えっ？　どこどこ？　ちょうちょ大好き！」と、鮎あゆ美みがキョロキョロする。

「すまない、見み間ま違ちがいだった。さあカスミさんを部室に案内しよう」

「そーだね。さぁカスミちゃん、行こ行こー」

　カスミを伴ともなって校門をくぐってゆく美樹と鮎美。身体からだをくの字に折って呻うめきながら慶介も後に続いた。




　秘ひ密みつ基地の全容には、さすがのカスミも驚おどろいたようだった。

「この学校は変わっていますね。北ほく晴せい学院にはこんな場所はありません」

「え？　カスミちゃんって北晴に通ってるの？」と、鮎美が驚いて振ふり返った。

　北晴学院は同じ学区にある、学費が超ちよう高いお金持ち御ご用よう達たしの有名校だった。時折駅でベージュとグレーの品のある制服姿を見かけるが、雰ふん囲い気きからして一いつ般ぱん人じんには縁えんのない世界の住人達ばかりだった。初うい瀬せさんとやらはなかなかのお嬢じよう様さまのようだ。

「鮎美、カスミさんはヒューマテックだぞ？」と美樹がツッコんだ。

「ん？　ああ、そっか」

「はい。私はヒューマテックです」と言ってからカスミは格納庫の中をぐるりと見み渡わたした。リュックを下ろし、奥おくで沈ちん黙もくしているボナパルトに近づいた。

「少し動かしても構いませんか？　数歩歩かせるだけですので」

　カスミが尋たずね、鮎美と美樹が慶介を振り返った。朝から発電機に燃料を入れたり、バッテリーの充じゆう電でんなど準備はしていたが、まだ一度も起動させていないのだ。

「ん？　ああ、いいけど、どうなるかわからないぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶです、私はとても力持ちなので」

　うーん……それなら、と慶介が指示をして鮎美がボナパルトの背中によじ登った。背面のハッチを開けて中に入っている制せい御ぎよユニットの電源を入れる。タワー型パソコンに似たユニットの電源インジケーターに緑色のランプが灯ともる。だがこれはまだ起動状態ではない。動かすにはユニットに端たん末まつを繫つないで起動指示を出すか、音声入力での命令が必要なのだ。

「〝彼〟の呼こ称しようはなんですか？」

「ああ、〝ボナパルト〟だよ」

「〝ボナパルト〟ですか？　〝雷らい神じん〟ではなく？」

「ああ、これ制せい御ぎよユニットの中身がボナパルトってフィギュアのものなんだよ。設定いじれないからそのままなんだ。まあ、気にしないでくれ」

　慶けい介すけがそう言って一歩離はなれた。納得したのか、カスミは頷うなずいて鮎あゆ美みと美み樹きも下がらせ、一人でボナパルトの目の前に立った。満まん身しん創そう痍いで膝ひざを付いている巨きよ人じんを見上げて言う。

「ボナパルト。起動シークェンス、スタート」

『オオ────────────────ッ！』

　合成音声の野太い叫さけび声がして、カスミ以外の全員がびっくりして飛び上がった。ごぉーっという騒そう々ぞうしい音とともに胸きよう部ぶのスリットから熱風が吹ふき出す。発電機が始動したのだ。両目がぴかっと光り、巨大な原寸模型がゆっくりと身を起こす。大きな握にぎりこぶしが地面から離れ、パラパラと乾いた土が床ゆかに落ちる。

　傷だらけの巨人が上半身を起こした。曲げていた膝を伸のばし、格納庫の床をずしんと踏ふみしめて立ち上がる。さらに両手をバンザイするように差し上げると、力こぶを作るようにぐいっと曲げた。

『オオ──────ッ！』

　ちょっと間ま抜ぬけな起動モーションに、慶介はなんだこりゃ、と目が点になった。美樹も苦笑している。鮎美は鳥とり肌はだを立てて「かっこいい……」と感激の声を漏もらしていた。

「起動確認。異常なし」

　さして感かん銘めいを受けた様子もなく、カスミは一歩下がってボナパルトを手招きした。

「機動制限を解かい除じよ。歩きなさい、ボナパルト」

『オオッ！』

　いちいち大げさな返事をして、ボナパルトが片足を前に出した。反そらした上体を前に倒たおしながらずしんと床を踏みしめる。体重を前方に移し、更さらにもう一歩踏み出す。大きな足を交こう互ごに前に出す度たびに、カスミは少しずつ後ろに下がって距きよ離りを保っていた。

「なんだ、歩けるじゃないか」

　慶介が拍ひよう子し抜けした様子で言った。少々オーバーアクションでぎこちないが、意外と足取りはしっかりしている。

　カスミが後退をやめて一歩前に出た。同時にボナパルトの上体がぐらりと右に傾かたむく。

「ボナパルト、止まりなさい」

　カスミの命令でボナパルトは一度歩みを止めた。同時に、上体が右に左にと酔よっぱらいのようによろめき始める。カスミはボナパルトに近づき、その腰こしをがっしりと摑つかんだ。大きさの違ちがいがメロンとりんごくらいあるので見ている方はちょっと怖こわいが、カスミは本当に力持ちらしく、ボナパルトの身体からだの揺ゆれがぴたりと止まった。

「そのまま片かた膝ひざをつきなさい」

『オオ～……』

　なにやら元気のない返事をして、ボナパルトは膝を曲げた。片方の腕うでも地面につけて三点で自身を支える。カスミも、支えていた手を離はなした。

「稼か働どう肢しの慣性が制せい御ぎよしきれていないようです。動き自体はスムーズで反応も悪くはありませんから、ふらつくのはソフトウェアの問題でしょう。機体は良く出来ています。これが自作とは思えない、と愛ま撫なも言っています」

「初うい瀬せさん、お世辞はひぎいっ！」

　慶けい介すけの太ふと腿ももに、美み樹きの膝ひざ蹴げりがめり込こんだ。声にならない悲鳴を上げてのた打ち回る慶介。びっくりした鮎あゆ美みがどうしていいかわからずに、あたふたとポケットから絆ばん創そう膏こうを出そうとしている。

「お世辞ではありません。噓うそを言ってもメリットはありませんし。……大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ももが！　おれのももがわれそう！」

「余計なことを言おうとするからだ」と、美樹が乱れて顔にかかった髪かみを払はらいのけて腕を組んだ。冷たい目で慶介を見下ろす。

「ちがうわ！　お世辞は抜ぬきで予選通過できるようになるか聞こうとしたんだよ！　鮎美もズボンの上から絆創膏を貼はるな！　糊のりが残る！」

「で、でもでも、絆創膏貼ったらちょっとだけ痛くなくなるような気がするし！」

　執しつ拗ように絆創膏を貼ろうとする鮎美の手を払いのけて、慶介が立ち上がった。二人に「ったくもう！　俺おれに最後まで話させろ！」と言ってからカスミに向き直る。

「すまない。で、昨日話したエクストリームカップなんだが、本戦での格かく闘とうは度外視していい。目的はコンデレでの入賞なので、予選の障しよう害がい物ぶつ競走をクリアできるようになればいいんだが、どうだろう」

　カスミはぱちぱちと二度まばたきをしてから言った。

「ちょっと時間かかるけど、それでもいいならやってあげる。面白そうだし。だそうです」

　そうか、と慶介は安あん堵どの吐と息いきを漏もらした。鮎美が嬉うれしそうに笑って美樹と顔を見合わせる。

　カスミは優しい微笑ほほえみを浮うかべ、慶介を見上げて言った。

「愛撫がやる気のようですので、作業は私も手伝いましょう。力持ちですから」




　　　　＊




　いよいよ製作がスタートした。

　大会まではちょうど一ヶ月あるが、予想外のトラブルなどが起きる可能性を考こう慮りよして、慶介は完成予定を十日前の八月十五日と定めた。

　基本的に改修を行う点は三つ。

　一つ目は外装の作り直しだった。

　破損していた外装は当初修復して再使用するつもりだったが、実物の写真と比ひ較かくすると随ずい所しよにデフォルメや省略が見られ、かなりディテールが甘あまい事が明らかになった。加えて破損が酷ひどい事もあり、結局旧バージョンは破は棄きして、新規に製作する事とした。

　もう一つは、初うい瀬せ愛ま撫なの協力による運動制せい御ぎよシステムの改修だ。

　フィギュアは基本的に室内の、それも机つくえの上など平へい坦たんな場所で動かす事しか想定していないので、制御が著いちじるしく簡略化されている。予選ではアップダウンのあるコースを走らなくてはならない事も考こう慮りよして、ここは思い切ってフルサイズのアルゴリズムに変へん更こうし、機体各所にセンサーを増設する事にした。セッティングを一から行う必要性が生じるが、愛撫によると「三日あれば充じゆう分ぶん」とのことだった。ちなみに色々詳くわしく説明してはもらったが、慶けい介すけ達にはちんぷんかんぷんだった。

　そして三つ目は、作業開始初日に発覚した、予定外の作業メニューだった。




　一週間が経たった。

　格納庫のど真ん中。ステンレスのアングルで出来た台座の上に、洗せん濯たく機き二つ分ほどの大きさの発電機が鎮ちん座ざしていた。緑色をした側面には〈ヤンマー〉の文字。

　なんであろう、ボナパルトである。

　慶介達はいきなり全員総出でボナパルトを分解するハメになっていた。大会規約で、出場機は主動力源を大会スポンサーであるＧＳ／ユアサ製バッテリーにしなければならなかったのだ。

　床ゆか一面にターミネーターの中身のような、フレーム剝むき出しの手足が並べられた格納庫の中で、一同がホワイトボードを前に会議をしていた。

　誰だれもがなんとなーく『発電機を下ろしたら、そこにバッテリー入れるだけだよねー』みたいに思っていたのに、届いたバッテリーが発電機よりも一回り以上小さかったのだ。おまけに、鋼鉄製の筐きよう体たいを持つ発電機と比べると強度も劣おとるので、これを機体内部に収めるために堅けん牢ろうなマウントフレームを造る必要が生じたのだ。

　ホワイトボードには、慶介、鮎あゆ美み、美み樹きの三人がそれぞれに書いてきた設計図が貼はられていた。慶介のはいかにも設計図らしいもの、鮎美と美樹は定規も使わない鉛えん筆ぴつ手書きで寸法の書き込こみもない落書きのようなものだった。

　慶介がホワイトボードに貼はりつけられた三つの図面を一いち瞥べつしたのち、美樹に言った。

「君、昨日自信満々で『設計図なら私が書いてきてやる』って言ってたよな？」

「私の設計図になにか問題でもあるのか？　おにいちゃ……兄にも見て貰もらったが、よく出来てると褒ほめてくれたぞ。まあ私は何をやっても褒められるのだがな」

　慶介は、それって、単に妹に甘いだけなんじゃ……と思ったが口には出さなかった。

「……で、鮎あゆ美みの、一見するともやし炒いためにさえ見えるこれはなんなんだ？」

「え？　図面だよ？」

　慶けい介すけが助けを求めるようにカスミを見た。ややあってカスミが言った。

「愛ま撫なが、鮎美ちゃんのお父さんに見てもらったら？　と言っています」

　鮎美の父親が建築工学博士だということは、作業中の雑談の際に判明していた。ボルテックの設計は専門外だが、ここにいる誰だれよりもはるかにマシだろうということで、鮎美が三つの設計図を写真に撮とって父親にメールした。

「まあ俺おれのが一番に決まってるけどな」

　慶介が自信満々の発言をして、美み樹きと口論になった。

　ズギュ───────────────ン！

「あ、返事きた」

　相変わらず騒そう々ぞうしい着信音がして、鮎美がメールを見る。

「えーと……『──曲げ部材を多用しているのは鮎美が描かいたものだね、すぐ分かったよ。軽量で強度も高いが構造材の加工に求められる水準が高い。もう一つの鉛えん筆ぴつ書きの案は、手て堅がたく纏まとまっていて製作も容よう易い。慣れている感じがする。側面の筋すじ交かいは半分にして接合面に当て板を入れるといい』だって」

「俺のはどうした!?」

「『三枚目は寸法の書き込こみがある点がよかった。おかげで対象の大きさが分かった』……返事はこれだけ」

「ば、ばかな……それって要するにダメってことじゃないか。ちょっと、どこがダメだったのか聞いてくれよ」

　鮎美がぽちぽち携けい帯たいをいじくると、すぐ返事が来た。

「えーとね、『父さんは今いそがしいから、仕事が終わってからにしてくれ』って」

「ホントかよ!?　今返事すげー早かったぞ!?」

「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ慶介。おとなしく私の設計図を清書しろ」

　美樹がそう言って立ち上がった。自分の設計図を慶介の目の前でひらひらさせて、サディスティックな笑えみを浮うかべる。屈くつ辱じよくに震ふるえながら図面を受け取る慶介の肩かたにカスミが触ふれ、「私は慶介さんの案もそんなに悪く無かったと思いますよ」と優しく言った。鮎美はホワイトボードから慶介の設計図をはがして丁てい寧ねいに折りたたみ、そっと自分のポケットに入れた。




　設計図の清書が終わったところで、部材の加工が始まった。

　材料は部室の裏に山積みの資材を利用した。加工作業は部室の工作機械を使って三人で行い、出来上がったものをカスミが格納庫に運んだ。二日がかりで必要な部材をひと通り作り終えると、組立ては美樹とカスミに任まかせ、慶介と鮎美は外装の製作に取り掛かかった。

　模型部部室内で、ずらりと並んだ工作機械を前にして慶けい介すけが言った。

「鮎あゆ美み、頼たのんでおいたモノは出来てるな？」

「うん、持ってきたけど、これどうするの？」

　鮎美は紙かみ袋ぶくろからプラモの箱を出した。慶介が受け取って箱を開けると、中には、組み立て済みのＡＸ─１が入っていた。手足や胴どう体たいがバラバラの状態で、塗と装そうもされていないが、これは慶介の指示だった。一つ一つ手にとって検品する。

「言われた通りバリは綺き麗れいに取って、パーツの合わせ目も消したよ？　あと、中にも渡わたされたシリコン入れてある。ちょっと空気はいってるかもしれないけど」

「うん、多少は構わないんだ……よし、綺麗に出来てるな、ありがとう」

　そう言って、慶介は鮎美が作ったＡＸ─１の胴体を、高速精せい密みつ裁断機にセットした。

「え……ちょ、慶介くん？」

　きゅい───ん……がしゃこん！

「ぎょええぇぇ──────────────────っ！」

　鮎美が悲鳴を上げ、慶介は容よう赦しやなくちょん切られた胴体の断面を確認して満足気に頷うなずいた。

「け、慶介くんひどい……」

　涙なみだ目めの鮎美に慶介はにやりと笑った。

「よし、うまくいった。これで型が造れるぞ」

「ど、どういうこと？」

　それはだな、と慶介が得意げな顔で説明を始めた。

　ボナパルトの外装は強度と重量の都合から、俗に言う〝ウェットカーボン〟すなわち炭素繊Ｃ維強化プラスチックＦＲＰで作ることになっていた。繊せん維い強化プラスチックの作り方は単純で、硬こう化か剤ざいを混ぜたレジンという液状の樹じゆ脂しでびちょびちょにした繊維を、型に貼はり付けて固まらせるだけでいい。いまいちピンとこない人は、水で濡ぬらしたティッシュを、コップの内側に貼り付けて冷れい凍とう庫こで凍こおらせたらどうなるかイメージするとわかりやすい。ティッシュは綺麗にコップの形通りに固まっているはずだ。この場合、水がレジンでティッシュが炭素繊維、コップが型に相当する。レジンは硬化剤で固まるので冷れい却きやくする必要はない。

「だがこの場合、正確な型作りが必要だ。俺おれや君がすごい彫ちよう刻こくセンスを持ってるならいざ知らず、素人しろうとが頑がん張ばったところで無残な結果になるのは目に見えてる。そこでこれだ」

　慶介はほれぼれするほど綺麗な断面のプラモの残ざん骸がいを見せた。

「この断面をコピー機で二十四倍に拡大コピーすれば、俺達は正確な原寸大の断面を手に入れることが出来るわけだ。そしてあれ」

　と、慶介が部室の外においてあるダブルベッドサイズの巨きよ大だいな軽石みたいなものを指差した。それは、先週から作業の合間にベニヤ板で枠わくを組み、中に樹脂を流し込こんで作った高強度ウレタンだった。普ふ通つうの発はつ泡ぽうウレタンはクッションなんかに使われるスポンジの事だが、高強度ウレタンは石のように硬かたい特とく殊しゆなものだ。

「あのウレタンに出来上がった型紙を当てて削けずっていく。１／24のプラモを五ミリ間かん隔かくでカットするから、十二センチ刻きざみだけど、それでもかなり正確な造形が出来るはずだ」

「はは～、なるほどぉ。よく思いついたねぇ、そんなの」

「ふふふ……発想の勝利だ。じゃあ俺おれはカットをするから、君はそれを持って職員室でコピーを取ってきてくれ。コピー機の使用許可は取ってある。言うまでもないが複数枚に分割しないといけないから気を付けてな。バラバラにすると後でパズルをするハメになるぞ」

「らじゃ！」

　鮎あゆ美みがびしっと敬礼してプレハブを出ていった。




　それから慶けい介すけは丸一日掛かけてプラモをちょん切り続け、鮎美はひたすらコピーを取った。

　翌日からは莫ばく大だいな量のコピーを繫つなぎ合わせ、それを厚紙に転写して切り抜ぬく作業だった。単純ではあるが量が多いので、これだけでなんと三日掛かった。型紙が出来上がると、コンクリート用の歯を付けたグラインダーでウレタンを削る。高強度とはいえ所しよ詮せんはウレタンなので切せつ削さくそのものは簡単だったが、全身粉まみれになるし、削る機械が重いのでかなりしんどい。この期間中、鮎美は休きゆう憩けいのたびに「腕うでが太くなってきたかも」と悲しそうに袖そでをめくって自分の二の腕を眺ながめていた。

　八月の二週目の土曜日にやっと型が出来上がり、完成品にザラつきが出ないよう表面処理を行って、翌週には型に炭素繊せん維いを貼はり付ける作業を始めた。一ひと晩ばん寝ねかして硬こう化かしたら、型から剝はがして余分な部分を削ったり、パテを盛って細部の整形加工を行ったりして形を整えると（このへんで完成予定日を超ちよう過かして慶介は大いに焦あせり始めた）、次は塗と装そうが待っていた。




　プレハブ横の空あきスペースに、カーテンの如ごとくビニールシートを張り巡めぐらして、即そく席せきの塗装ブースが作られていた。その中で、顔の下半分をタオルで覆おおい、コンプレッサーに繫がれた霧きり吹ふきのようなものを持った慶介が一心不乱に働いていた。

　しゅ──っ。しゅ──っ。しゅ──っ。

　霧吹きのノズルから正確に十五センチ離はなれた先で、グレー一色だったボナパルトの胸きよう部ぶパネルが徐じよ々じよに深い青色に変わってゆく。傍かたわらにある脚きや立たつの上には、『君にも出来る！　マイカー塗装術』と書かれた本が伏ふせて置かれていた。

　部品がすっかり青一色に染まると、慶介は虚うつろな目で笑った。

「ふ……ふふっ……この色、この艶つやたるやもう……」

　塗ぬり終えたばかりの部品を、大事そうにそっと抱え、ブースの外の塗装済み部品の列に並べる。しっとりと濡ぬれたような深い光こう沢たくが、頭上の夏空を映り込こませていた。

　とその時、恍こう惚こつとした表情の慶介の前を、ぷーん、と蚊かが横切った。

「むっ！　モスキート！　モスキート！　殺さつッ！」

　必死で追い払はらおうとする慶けい介すけ。しかし蚊かは巧たくみな回かい避ひ機動で慶介の迎げい撃げきを逃のがれると、今塗ぬり終えたばかりの部品の上に、空母の甲かん板ぱんに降り立つＡＶ─８Ａハリアーのごとくふわりと着陸した。

「ファ───────────────ック!!」

　慶介がお下品な悲鳴を上げた。生乾きの塗と装そう面に貼はり付いた蚊はジタバタともがき、周囲にさんざん足あし跡あとを付けてから息絶えた。マジギレしたヤンキーみたいな顔で、無残に荒あれ果てた塗装面を覗のぞき込こむ慶介。

　雑ぞう巾きんと研けん磨ま剤ざいを持った鮎あゆ美みがひょっこりとブースに入ってきた。

「慶介くーん、そろそろお昼ごはんにしよー……うっ、シンナーくさっ！」

「アユミー！　モスキート！　見てこれぴーぷー！」

「うわっ！　慶介くんの顔がナメック星人みたいな色になってる！　写真撮とっていい!?」

「いいの！　いまおれ頭痛くて気持ち悪いけど超ちようハッピー！」

「おい、二人とも。そろそろ昼食の時間だからジャンケンを……うっ!?」

　美み樹きがカーテンを開けて顔をしかめた。後ろにいたカスミが冷静に言う。

「風かぜ除よけの遮しや蔽へいカーテンが仇あだになったようですね。換かん気き不足です」

「ミキー！　見てこのクライシス！　俺おれの塗装がぴーぷー！」

　カスミがつかつかと塗装ブースの中に入って行った。『君にも出来る！　マイカー塗装術』を手に取り、パラパラとページをめくって振ふり返る。

「〝──虫が付着しても慌あわてないように。乾いてからペーパーで研とげばいい〟だそうです」

「ホント!?　これ大だい丈じよう夫ぶ!?　おれ、もはや泣ないてた!?」

「はい。大きな虫でなければ大丈夫だと書いてあります」

「慶介！　もういいからちょっと休め！」

「やだなの！　もっと塗りたいの！　もっと……あはん」

　なにやら艶つやっぽい桃もも色いろ吐と息いきを漏もらして、慶介が生乾きの部品の上に倒たおれこんだ。

　この部品は後日、一から塗り直しになった。




　慶介達が面白おかしい製作劇を演じている間、自宅にいる初うい瀬せ愛ま撫なも遊んではいなかった。

　ボナパルトのＣＰＵはフィギュア用なので、本物に比べると処理能力が低い。したがって、フルサイズのアルゴリズムで動かすには処理の過程を最適化して、処理落ちを避さける必要があったのだ。様々なケースを想定して、およそ十種類を超こえるアルゴリズムを作成していた。

　美樹とカスミが半分くらいまで機体を組み上げたところで、愛撫は日数短縮のために出来るところから調整を始めることにした。カスミに指示をして、とりあえず付いている足や腕うでに配線を繫つないで動かしつつプログラムを修正してゆく。その頃ころには塗装作業も一段落したので、組み立てには慶介と鮎美も加わった。

　晴れの日も雨の日も、たとえ台風が来ても、作業はちまちまとだが休みなく続き、大会までいよいよあと四日に迫せまった八月二十一日、ついにボナパルトは出来上がった。

　ＡＸ─１〝雷らい神じん〟を正確に再現したそのフォルムは、西洋甲かつ冑ちゆうを四角くずんぐりむっくりにしたようなシルエットで、手足は丸太のように太く、単眼の光学センサーを備えた頭部には、目的不明のツノがピンと立っている。

　そして、このなんとも威い風ふう堂どう々どうとした巨きよ体たいが、抜ぬけるような青を基調とした幾き何か学がく的なツートンのスプリッター迷めい彩さいに塗ぬり上げられていた。

　どう見ても兵器には見えないカラーリングだが、これは慶けい介すけの創そう作さくではなく、ちゃんとした公式塗装を再現したものだった。

　ＡＸ─１は実験機とはいえ、れっきとした陸戦兵器なので本来は無骨なオリーブドラブ一色だった。しかし、当時まだボルテック自体が珍めずらしかったこともあり、各基地や広報課からのイベント出展依い頼らいが殺さつ到とうした。そこで開発チームは、子供ウケのいいブルーインパルスに着想を得て、試験任務を終えた一号機をお色直ししていたのだ。

　資料を当たっていた慶介はこのデザインに一いち撃げきでハートを鷲わし摑づかみにされ、ついでに後日校内で保管する時の心象も考こう慮りよして、ハイセンスでかっこいいスプリッター迷彩にしたのだった。

　ちなみにこのバージョンでは、肩かたや胸むねなどに太い白文字で『　Ax-1 Prototype　』とか『　SuMR System　』（機体制せい御ぎよシステムの略りやく称しようらしい）なんかのレタリングが入る。きっとこのプロジェクトに関かかわったスタッフに、ガンダムセンチネルのマニアがいたに違ちがいない。

　カスミが端たん末まつを繫つないで電源システムの設定を始め、美み樹きと鮎あゆ美みはせっせと支えにしていた周囲の鋼管の檻おりを外す。慶介は外した鋼管を受け取って、ジョイントとただの鉄パイプに分解していった。起動の準備を終えたボナパルトを見て、慶介は満足気な笑えみを浮うかべて呟つぶやいた。

「どうだこのリアルな造形と塗と装そう。ふふっ……自分の才能にため息が出るぜ」

　端末を抜ぬいて戻もどってきたカスミが、慶介の顔を見て言った。

「〝感無量〟ですか？」

「まあね。でも中身に関しては君と初うい瀬せさんのお陰かげだよ、ありがとう」

「どういたしまして、だそうです。私からもどういたしまして」

「ま、あいつがちゃんと歩けるかまだ分からないんだから、安心するのは早いけどね」

「……先に言われた（笑）、だそうです」

　各部の点検を終えた鮎美と美樹がバインダー片手に戻ってきた。鮎美が慶介にびしっと敬礼した。

「準備かんりょーですっ、隊長！」

　慶介が頷うなずいて視線を送ると。鮎美はおさげをひるがえしてボナパルトに向き直った。

「ボナパルト、起動シークェンス、スタート！」

　唸うなりをあげて冷れい却きやくファンが回り始め、鮎美が握にぎりしめた携けい帯たいのディスプレイにいくつものパラメーターとグラフが表示される。各機能が次々と自己診断を始め、アラートがひとつも出なかったというメッセージが表示されると、ボナパルトの単眼モノアイがぴかっと光った。ゆっくりと立ち上がり、バンザイするように両腕うでを上げてぐいっと曲げた。

『オオ───────ッ！』

　この一連の動作に意味はないのだが、今回は慶けい介すけもちょっと感動した。

「かっこいい……」

　感動の涙なみだを流している鮎あゆ美みに、カスミはさらりと言った。

「さて、問題はこれからです」

「え？　あ……そ、そうだね。じゃあボナパルト、こっちへおいでー」

『オオッ！』

　勇ましい返事をして、ボナパルトが巨きよ大だいな右足を前に出し、ずしんと床ゆかを踏ふみしめた。

「おー、動いたー」

　慶介が満足気に見上げていると、カスミが風のような疾はやさでボナパルトに駆かけ寄り、その腰こしを支えた。

「今、一いつ瞬しゆんですが処理落ちしました。これは彼には重すぎたようです」

『オオー……』

　ちょっと弱々しくボナパルトが声を上げた。

　カスミの指示で美み樹きが端たん末まつを繫つなぎ、別のアルゴリズムをインストールし直すと、ボナパルトはすっくと立ち上がり、のっしのっしと歩いて格納庫から出て戻もどってきた。

「やったぁ！　やったぁ！」

　と、鮎美と美樹は感動のあまり抱きあって喜んだ。だが、カスミが首を横に振ふる。

「悪くはないのですが、遊ゆう脚きやくの動きにブレがあります。センサーとの相性が良くないようです」

　また端末を繫いでの再インストールになった。

　何度も何度もやり直し、最も相性の良さそうな組み合わせを探す。鮎美も美樹も終始嬉うれしそうにボナパルトを眺ながめていたが、慶介は四回目くらいになるとさすがに飽あきてきた。

　ああそうだ、とやるべき事を思い出して、格納庫の隅すみの事務デスクに座った。設計図や大会資料の紙の束を見つつ、携けい帯たいを出して調べ物を始める。

　スケジュールがぶっちぎりで遅ち延えんしてしまったせいで、当初テストを兼かねて参加しようとしていたローカルイベントに出られなかったが、今からでもなんとか事前にテストの機会を設もうけたかったのだ。
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　茜あかね色いろの日差しが格納庫を照らしていた。

　床ゆかには部品やら配管やらが散乱し、壁かべ際ぎわのデスクでは椅い子すに座ったままの慶けい介すけが力尽つきて居い眠ねむりしている。ハッチの外で、二人と一機がその姿を見て笑っていた。

「慶介さんはお疲つかれのようですね。明日は休ませてあげたら？　と愛ま撫なが言っています」

　草色のパーカーと膝ひざ丈たけのデニムに着き替がえたカスミが、リュックを背負い直しながら言った。

「だよね。慶介くん、部品の手配とか色々調べ物したりとかで毎まい晩ばん夜よ更ふかししてたみたいだし」

　薄うす汚よごれたジャージ姿の鮎あゆ美みがそう言って、同じく小こ汚ぎたない格好の美み樹きが頷うなずいた。

「一昨日おとといは、来るのが昼前になると言うから何をしていたのかと聞いたら、テストを兼かねて行く予定にしていた、ヒューマテックのイベントに偵てい察さつに行っていたそうだ。始発に乗ってな」

「ええー、あれ行ってたの？　なんかすごい山やま奥おくでやってたやつだよね？」

　美樹はこくんと頷き、眉み間けんにぎゅっとしわを寄せて慶介のモノマネをした。

「ローカルイベントだとナメていたが、どの機体も恐おそるべき機動性とパワーだった……っ！」

　慶介は時々喋しやべり方が芝しば居い臭くさくなる。口調が妙みように似ていたので鮎美は思わず「ぷっ」と吹ふき出した。

「私のほうが優ゆう秀しゆうですよ？」

　へっ？　と二人はカスミを見た。

「コスト優先で作られた市販機など大したことはありません」

　カスミはしれっと言って、二人を見上げた。

「えっと……う、うん、そうだよね」「そ、そうだな。カスミの方が凄すごいと私も思うぞ」

　二人がそれぞれに答えると、カスミは満足気に頷いた。

「さて、ではそろそろ私は帰ります。一応、部室前に上げる為ための登攀クライミングプログラムはインストール済みですから、先ほど言った手順通りやれば問題なく出来るはずです」

「うん、ばっちり覚えたから大だい丈じよう夫ぶ！　メモも取ったし！」

　鮎美が自信満々に言ってガッツポーズをした。ボナパルトと相性のいいアルゴリズムの選定が済んだので、次はいよいよグラウンドに出して、走ったりジャンプさせたりしながらセッティングを詰つめる作業だった。とはいえ、白昼堂々金かな網あみを外してボナパルトを部室前に上げたりすると格納庫の存在がバレてしまうので、予定ではこの後夜や陰いんに乗じて行う事になっていた。

「グラウンドでテストなんて、なんか楽しみだねー」と鮎美。美樹は頷いて、

「数字を一つ替えるだけで、動きがあんなに変わるなんて知らなかった。見ていて面白かった」

　カスミが小さく笑って答える。

「地味な作業ですよ。少し動かしてはマップを調整してまた動かす、その繰くり返しです。ただ、今夜は雨の予報ですから気を付けて下さい。セッティング作業は一日あれば充じゆう分ぶんですし、移動は一日延えん期きしても構いません。では、私はこれで」

　そう言ってカスミは帰っていった。

　鮎美が携けい帯たいを出して天気予報を見た。

「あー……ほんとだ。八十パーセントで雨になってる。どうしよ？　やる？」

　美み樹きは、うーん、と少し考え、椅い子すに座ったまま力尽つきている慶けい介すけの後ろ姿を見て言った。

「そうだな、私も疲つかれているし、今夜はやめておいたほうがいいかもしれない。そろそろ荷造りと、あと買い物にも行っておきたいし」

　鮎あゆ美みは携けい帯たいをポケットにしまい、「そうだ」と顔を上げた。

「じゃあ一いつ緒しよに買い物行こうよ。慶介くんも誘さそって」

「そうだな、慶介も疲れているだろうし、たまにはケーキでもおごってやろう」

　うん、と嬉うれしそうに笑って鮎美は慶介のもとに駆かけ寄った。

「慶介くーん、起きてー。け・い・す・け・くーん」

　居い眠ねむりしていた慶介は、鮎美に肩かたを揺ゆさぶられて飛び起きた。

「うはあ！　ね、寝ねれた！」

　寝起きで舌が回らず嚙かんでしまう慶介。鮎美が「うん、ぐっすり寝てたよ」とおかしそうに言った。

　慶介は慌あわてて辺りを見回した。

「カスミはどうした!?　ボナパルトは!?」

　鮎美は格納庫の外で膝ひざをついて待機姿勢を取っているボナパルトを指差した。

「ボナパルトはあそこ、ちゃんと歩けるようになったよ。で、カスミちゃんは今帰ったところ」

　しまった！　と慶介は立ち上がり、途と端たんに「おおう……」と額ひたいを手で押おさえながらよろよろと椅子に腰こしを下ろした。寝起きでいきなり立ち上がったので、立ちくらみを起こしたのだろう。

「まさか寝てしまうとは……なんたる不覚」

　やっぱり芝しば居い臭くさいセリフを言う慶介。鮎美と美樹は顔を見合わせて笑った。

「大だい丈じよう夫ぶだよー、アルゴリズムの選定とインストール済んだから、あとはグラウンドでテストするだけ。一日あれば出来るって言ってたから余よ裕ゆうだよ」

　鮎美はデスクにあったうちわを取った。ひらひらと慶介を扇あおぎながら言う。

「ねえ慶介くん、今夜は雨みたいだからボナパルトの移動は明日にして、一緒に買い物行こうよ。試合行くのに色々買うものあるでしょ？　で、ついでに美味おいしいケーキでも」

「ダメだ」

　慶介がぴしゃりと言った。汗の滲にじんだ青白い顔で鮎美を見上げる。

「俺おれ達は予定を大おお幅はばに超ちよう過かしている。移送の日取りを遅おくらせることは出来ない」

　鮎美の後ろから美樹がやってきて言った。

「だが慶介、今夜は雨だぞ？」

「知ってる。予報を見たが、雨量は大したことないから強行する。これ以上日程をずらすわけにはいかない」

　慶けい介すけはデスク脇わきに置いていたホワイトボードを指差した。

「今夜部室前に上げて、明日グラウンドでテスト。そして、時間的に少しきついが、明後日あさつてに河か川せん敷しきに持ち込こんで傾けい斜しや地ちでの運動試験とデータ収集を行う。最終調整と仕上げ作業は明々後日しあさつてだ」

「え？　でも出発は明々後日しあさつてって」

　きょとんとする鮎あゆ美み。大会は金曜からなので、三日後の木曜日の夕方に学校を出発する予定だったのだ。

「早朝から作業を行う。機材や予備部品の積み込みの時間を考こう慮りよしても充じゆう分ぶん間に合うはずだ」

「でも慶介くん、それじゃ全然休む時間ないよ……？」

「試合が終わったらいくらでものんびりしろ。それよりぶっつけ本番で挑いどむのはリスクが高すぎる。経験上、大事な時に限ってわけの分からないトラブルが起きるんだ。備えは充分にしておきたい。したがって、ボナパルトはどうあっても今夜、部室前に上げる」

　鮎美は残念そうに肩かたを落としたが、すぐに笑顔に戻もどって、小さく「らじゃ……」と呟つぶやいた。
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　格納庫の奥おく、衝つい立たてで仕切られた一角。

　ここは謎なぞのリビングスペースだった。自作シャワー室があるというのもすごい話だが、反対側の隅すみであるここにはご丁てい寧ねいにマットを敷しいたスペースがあって、簡単な炊すい事じ場ばとテレビがあった。小さなちゃぶ台や、折りたたみベッドまで出てきたところからして、だれかが以前ここに住んでいたに違ちがいない。相変わらず模型部のやる事はむちゃくちゃだ。

　さーっ、という雨音が外から聞こえるなか、慶介は難しい顔をして、ちゃぶ台の上に広げた去年の日誌を睨にらんでいた。

　正直なところ雨の中作業をしたくはなかった。本番に備えて身体からだを休めたくもある。だが、無用の不安を与えても仕方ないので二人には告げていなかったが、ボナパルトには一つ気き掛がかりな点があったのだ。

　日誌には、ボナパルトが転てん倒とうした時の記録がない。初起動時には、ちゃんと歩いたとも記され、記録が一いつ旦たん途と切ぎれた後の日誌でボナパルトは歩けないと記き載さいされているだけだ。つまり、何が原因で転倒したのか、そして歩けなくなったのか分からないのだ。

　とはいえ、今回の改修でボナパルトは生まれ変わった。制せい御ぎよシステムの一新は言うまでもなく、主動力源を大きくて重い旧式の発電機から、バッテリーに換かん装そうした事で重心位置もかなり改かい善ぜんされているし、組み立て時には各部のモーターやアクチュエーターもテストをして、不具合のあったものは思い切って交換し、フレームにも補強も施ほどこした。

　杞き憂ゆうであるかもしれないが、多少無茶をしてでも事前にテストをしておきたかったのだ。

　ちゃぶ台を挟はさんだ向かい側には美み樹きが座っていた。作業着のジャージから制服のブラウスとスカートに着き替がえて、真しん剣けんにテレビのＦＢＩ捜そう査さチームのドラマを見ている。

　夏休みとはいえ、私服での登校は許されていないので、三人は毎日制服でやってきて作業用のジャージに着替えていた。今夜の移送は急に決まったので着替えはこれしか無かったのだ。

　と、衝つい立たての向こうから声がした。

「いやーさっぱり！」

　制服姿の鮎あゆ美みがスポーツタオル片手に部屋に入ってきた。お下げをほどいて下ろした髪かみが少し濡ぬれている。格納庫内のシャワー室に水浴びをしに行っていたのだ。

　以前外装用の型を削けずっていた時に、全身粉まみれになった鮎美は、そのまま帰ることに耐たえられず、あのシャワー室を使った。以来すっかり気に入ったらしく、わりと頻ひん繁ぱんにあそこで水浴びをするようになり、今やボディソープや洗顔フォームまで常備されている。

　日誌に視線を戻もどそうとした慶けい介すけの横に、鮎美がすとんと腰こしを下ろした。妙みようにしどけない仕草で女の子座りをして手を伸のばし、慶介の腕うでに触ふれてきた。

「ん？　え？　なんだ？」

「慶介くんにタ～ッチ。冷れい却きやくこうげきー」

　水浴びを終えたばかりの鮎美の手はとてもひんやりしていた。

「慶介くんも水浴びしてくる？　気持ちよかったよ？」

「いや、俺おれはいいよ……」

　見るとはなしに目をやると、彼女は「ん？」と小鳥のように首をかしげて見つめ返してきた。

　最近気づいた事だが、鮎美は髪を下ろすと妙に印象が変わる。普ふ段だんの話題が「なんとかキャノン」とか「陸りく戦せん強きよう襲しゆう型がたなんとか」ばかりなので、子供っぽいというか、違ちがう方向の夢見る乙女なのに、こうして髪を下ろしていると「ちょっと優しいお姉さん」に見えるのだ。白いワンピースという今やコスプレに近い服装も、この状態なら自然に似合いそうなのだが……

「ねぇねぇ、そういえばＡＨ─１Ｓについてる発射筒型有線光学誘導ＴＯＷミサイル、ボナパルトの肩かたに取り付けたらカッコ良くない？」

　見た目は変わっても中身は変わらない。しゃべると台無しだった。

「付けることはできるぞ」

　ずっとテレビを見ていた美樹が言った。

「私も少し考えてカスミと愛ま撫なに聞いてみたのだ。制せい御ぎよユニットには外部接続ポートがあるから、作品の中にあるミサイルや機き関かん砲ほうの発射制御もできるんじゃないのかと」

「うんうん！　で、なんて!?」

「結論から言って、発射は可能でも照準が出来ないそうだ」

「ええ～……」

「カスミが言うには、射しや撃げき管制は計算が非常に複雑な上に、模型部の火器は弾だん道どう特性のデータを取るところから始めないといけないので非現実的らしい。市販のヒューマテックバトル用の銃じゆう器きなら管制プログラムとデータがオプションで設定されているが、カスミに言わせるとあんなものは火器管制システムＦＣＳとはいえない、と」

　鮎あゆ美みが残念そうに肩かたを落とした。慶けい介すけが補足する。

「それにＡＩの問題もあるから戦うのは無理だぞ」

「えっ？　そうなの？」

「ヒューマテックもボルテックも、標準のＡＩは保安三原則が有効だから敵という概がい念ねんがないし、無意味な破は壊かい行動もしない。競技に出る人はみんなＡＩを専用のものに変へん更こうしてあるんだ」

「そうなんだー、ざんねん。でもまぁ、フレームも細かったし、ボディにも傷入っちゃうから、やっぱ戦うのは無理だよね。……あっ、そうだ」

　鮎美が、ちゃぶ台の反対側に置いてある自分のカバンを取ろうと、うーん、と不自然に上体をひねって手を伸のばした。スカートから覗のぞく意外なほど白いふとももが持ち上がり、膝ひざががちゃんとちゃぶ台の裏に当たった。置いてあったコップが倒たおれて、こぼれた麦茶が卓たく上じようにさっと広がる。

「あっ！　ゴメン！」

　鮎美が膝ひざ立だちになり、布ふ巾きんでこぼれた麦茶をせきとめた。

「まったく気をつけてくれよ……」

　慌あわてて書類一式を片付ける慶介。軽い抗こう議ぎの視線を向けようとして、鮎美の襟えり元もとに目が行った。前かがみになった彼女の、だらしなく開いたブラウスの襟元から、白い鎖さ骨こつと胸むな元もとが……。

「──っ!?」

　視線に気付いた鮎美がはっとして襟元を押おさえた。麦茶に濡ぬれた手でブラウスをぎゅっと押さえる。ほっぺがじんわりと赤くなった。

「み……見えた？」

「い、いや、あと少しだっ……あ」

　慶介がうっかり口を滑すべらしたところで、向かい側の美み樹きがすっくと立ち上がった。腰こしに巻いたサマーセーターの後ろに手を入れる。慶介は黙だまって正座した。彼女は夏服の時にはあそこに拳けん銃じゆうを隠かくしているのだ。

「なぜ鮎美の胸むねを覗いた？」

　美樹の声がした。彼女は男子のえっちな点に関して非常に厳しい。

　そんなこといわれてもなぁ……と思いながら答える慶介。

「ごめんなさい。たまたまです」

　別にわざと覗いたわけではないが、こればっかりはどうしようもない。慶介だって年とし頃ごろの男の子なのだから、見えそうな瞬しゆん間かんにはつい目がロックオンしてしまうのだ。
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　おそるおそる見上げると、美み樹きが汚きたないものでも見るような目をして拳けん銃じゆうを突つきつけていた。あれはきっとエアガンだろうが、侮あなどってはいけない。どう見ても本物にしか見えないから模型部のエアガンだ。撃うたれたらただでは済まないだろう。慶けい介すけは冷や汗を垂たらして下を向いた。

「あ、あの、美樹ちゃんそんな怒おこらないで。あたしがその……暑いからって、だらしない格好してたのが悪いんだし……」

　隣となりでは、トマトみたいに真っ赤になった鮎あゆ美みがしゅんとしてボタンを留とめていた。

「たしかに鮎美の不注意だが、隙すきあらば覗のぞこうとする慶介がそもそも悪いのだ。まったくいやらしい。最近は毎日頑がん張ばっていたから、多少は見直していたところだったのに、これだから男子は……」

　なんでこんな怒られてんだろ、俺おれ。

　慶介はだんだんおかしくなってきた。母親にエロゲーをやっているところを目もく撃げきされた奴やつだって、こんなに怒られたりしないだろう。今なら模型部の紹しよう介かいビデオにあった徳とく田だくんの気持ちも分かる気がする。『見せるなら触さわらせろ』とまでは言わないが、隠かくしたいならちゃんと隠しておいて欲しい。こっちはほとんど制せい御ぎよ不能なのだ。

「男子はみんな変態だ。夏はシャツが透すけるとか、ニーソがどうとか、そんなことばかり考えて。放課後の音楽室で、大事にしていたクラリネットを舐なめられているのを発見した女の子が、一体どんな気持ちになるか考えたことあるのか！」

　最後のは変に具体的だな！　と慶けい介すけは思わずツッコミそうになった。察するに彼女自身がそんな目に遭あったのだろう。聞いてる方にしてみれば噴ふん飯ぱんモノの珍ちん事じ件けんだが、本人にとっては大変な悲劇なのだろう。茶化したりしたらどんな残ざん虐ぎやくな制裁が加えられるかわからない。

「いやあの、俺おれはそんなことしないし……」

　とりあえず無難な回答をする慶介。怒いかり心頭の美み樹きが低い声で言った。

「お前も浅あさ野のと一いつ緒しよだな。毎日私達を見て、いやらしい事を考えていたのだろう」

　えっ……、と鮎あゆ美みが顔を上げた。

「美樹ちゃん、それは言い過ぎ──」

「もう一度言ってみろ。誰だれが誰と一緒なんだ？」

　慶介が立ち上がった。今の発言は許せない。鮎美が慌あわてて立ち上がる。

「やめようよ、慶介くんはそんな人じゃないよ！」

　美樹がふんと鼻はなで笑った。

「おかしいと思ってはいたのだ。鮎美自身の事情は言うまでもないし、私は銃じゆう器きが好きで鮎美の友達だ。この部に関かかわるのにもきちんとした動機がある。だが、慶介にはそれがない。なのになぜ、急にここまで親身になっているのだ？　別に模型好きでもなかったのに」

　それは……と言いかけて慶介は口をつぐんだ。今現在は模型部への愛着も執しゆう着ちやくもある。この部を無くしたくないし、過去の作品群も毎日間近で見て触さわっているうちに愛着も感じている。ゴミにするなんてとんでもないとさえ思う。だが、きっかけは違ちがった。それは……。

「雨、小降りになったよ！　だからほら、ボナパルト移動させて今日はもう帰ろ？　ねっ？」

　鮎美が二人の間に割って入った。美樹は何も言わずに部屋を出て行った。




　　　　＊




　三人はお揃そろいの迷めい彩さい柄がらのポンチョを着て格納庫の外に出た。

　周囲の森は真っ暗で、ぽつぽつと木々の葉を打つまばらな雨音だけが響ひびいている。

「ボナパルト、おいでー」

　鮎美がボナパルトを呼んだ。

『オオ──』

　格納庫で膝ひざを付いていたボナパルトが立ち上がった。事前に言い含ふくめてあったので、やや控ひかえめな返事だった。のっそりと外に出てきて、無言で三人を見下ろす。

「ついてきて、ボナパルト。木にぶつからないよう気を付けてね」

『オオー……』

　鮎美がボナパルトを先導して歩いて行く。慶介と美樹が無言で後に続いた。

　ボナパルトは少し身体からだを横にして、濡ぬれた木々の間に進んで行った。少しぎくしゃくしているが、器用に枝を避さけて進んでいく。なかなかこのアルゴリズムは優ゆう秀しゆうなようだった。

　校舎側の土手まで来ると、美み樹きが工具箱を持って土手を上がり、部室のプレハブから少し離はなれた場所の金かな網あみを外し始める。慶けい介すけは部室から校内に入って、用意しておいた太い金属製ワイヤーを９０式戦車と９６式装そう輪りん装そう甲こう車しや、さらに植えられていた樹きの幹と部室の基き礎そのコンクリートに繫つないだ。これら四本のワイヤーにもう一本、太いフック付きのワイヤーを繫いでボナパルトの前に下ろした。やおら斜しや面めんを滑すべり落ちてきたワイヤーをボナパルトがじっと見つめる。

「ボナパルトー」と、鮎あゆ美みが背後から指示を出した。「それを摑つかんで、この斜面を登って。ゆっくりでいいからね」

　ボルテックの運動プログラムには多くの基本動作群がある。《登攀クライミング》もその一つで、垂直斜面などは無理だが、有効な補助具があればかなりの急斜面でも登ることができる。

『オオー……』と、控ひかえめな返事をして、ボナパルトがワイヤーを摑んだ。大きな足を斜面に掛かけ、のっしのっしと登り始める。濡ぬれているのが若じやつ干かん心配だが、人間ならロープなしでも何とか登れる程度の傾けい斜しやだ。さほど心配は要いらないだろう。

「そうそう、ゆっくり」

　美樹が子供をあやす母親のような優しい声でボナパルトを励はげましている。

　……と、慶介の見下ろす斜面の下の方で、ワイヤー末まつ端たんのフックが、からからと音を立てながら斜面を駆かけ上がって来る。よく見ると右膝ひざ関節にワイヤーが引っかかっていた。

「あ……ボナパルト、ちょっと待って」

　鮎美がボナパルトに駆け寄った。手を伸のばして、ワイヤーの端はしを摑んで軽く揺ゆらす。可動部に巻き込こんだりしたら大変なのだ。

「おい鮎美、危ないぞー、機体の下に入るなー」

　慶介が小声で鮎美に言った。だが聞こえていないらしく、なんとかワイヤーを外そうと斜面に足をかけて揺すり続けている。慶介は「ったくもう……」と斜面を降りていった。ワイヤーを摑んだまま待機命令下にあるボナパルトに近づき、引っかかっていたワイヤーを外してやる。

　その瞬しゆん間かんだった。ボナパルトが急に伸び上がって上体を右に捻ひねった。

「おい、ボナパルト、どうしたんだ!?」

『オ？　オオ？』

　ボナパルトが、小こ刻きざみに上体を動かしていた。バグか……っ！　と慶介が息を吞のんだ瞬間、雨で濡れたワイヤーがボナパルトの大きな掌てのひらの中でずるりと滑すべった。支えを失った巨きよ体たいが空中に投げ出される。

　──っ！

　慶介が斜面を蹴けった。同時に、巨大な質量が鮎美の身体からだめがけて落下する。泥どろ水みずが飛び散り、ぐしゃりと何かが潰つぶれる嫌いやな音がした。




　　　　＊




　鮎あゆ美みはぬかるんだ地面に尻しり餅もちをついて呆ぼう然ぜんとしていた。目の前には青い巨きよ人じんが仰あお向むけに倒たおれている。

「け、慶けい介すけくん……？」

　慶介がうつ伏ぶせに倒れていた。腰こしから先がボナパルトの下した敷じきになっていて見えない。

「鮎美っ！　慶介っ！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　美み樹きが斜しや面めんを駆かけ下りてきた。倒れている慶介に気づかずに、その身体からだに躓つまずいてひっくり返った。

「いてぇ……てめぇ蹴け飛とばしやがったな……」

　慶介が顔を上げて、恨うらめしげに睨にらんでいた。美樹が慌あわてて起き上がる。

「だっ、大丈夫か慶介!?」

「ダブルで超ちよういてぇ……どうなってる？」

　鮎美も立ち上がって慶介の元に駆け寄った。

「足がボナパルトの下敷きになってるの、今どかさせるから！　ボナパルト！　手をついて上半身を起こして！　ゆっくりと！」

　ボナパルトは指示通り手をつき、身体を起こした。慶介の下半身が自由になる。鮎美と美樹がそれぞれ慶介の手を摑つかみ、ボナパルトの下から引きずり出した。

　慶介は全身泥どろだらけだった。苦しげに顔を歪ゆがめて呻うめいている。

「きゅ、救急車っ！　い、いま救急車を呼ぶからねっ！」

　鮎美がポンチョの中に手を入れ、ポケットから携けい帯たいを出す。震ふるえる手で通話モードを起動。〝１１７〟とプッシュする。

『──ただいまの時刻は』

　慶介がいきなり鮎美の足首を摑んだ。

「ちっ……ちがうの！　焦あせって！」

「救急車なんか呼ぶな！」

　慶介が鮎美にすがりついた。手を摑んでそのまま地面に押おし倒す。

「なっ……ちょっ、慶介くんっ!?」

「救急車を呼ぶな！　今呼んだらすべてパーだ！」

　慶介が鮎美の手から携帯をもぎ取って投げ捨てた。逃のがれようともがく鮎美の身体に覆おおいかぶさり、両腕うでを摑んで押さえ込こんだ。

「慶介くん……っ！　いっ、痛いっ！」

「いいかよく考えろ！　事故がバレたらどうなるか！　模型部は無くなり、浅あさ野のは嬉き々きとして原寸模型部の申しん請せいを棄き却きやくする。俺おれの負けだっ！　あのイカサマ野や郎ろうに俺が負けるんだ！　わかるかっ！」

「か、勝ち負けとか……そんな事言ってる場合じゃ……」

　立ち尽つくしている美み樹きが弱々しい声を上げた。

「黙だまれ！」慶けい介すけが叫さけんで一いつ瞬しゆん顔を歪ゆがめる。

「くっ……いてぇ……。いいかよく聞け！　俺は今から自力で病院に行く。お前達はボナパルトを格納庫に戻もどせ！」

「そ、そんな状態で病院までなんて無茶だよ……」

　怯おびえた目で見上げてくる鮎あゆ美み。

「言うとおりにしろ！　今、手で触さわってみたが開放骨折じゃないし、潰つぶれてもいない。指先も動く。タクシーを使えば病院まですぐだ」

　そう言ってから、慶介は美樹を見上げた。

「さっき言ったな、俺には模型部に関かかわる理由が無いと。今は愛着もあるが、あの日、模型部を救ってやると言った動機は確かに不純だよ。鮎美が目的だったんだからな」

　え……？　と鮎美が驚おどろいて慶介を見上げる。

「だがな、浅あさ野のが言ったような胸むねを触さわりたいとかじゃないぞ。たったひとりで、模型部のすべてを背負わされた鮎美を放っておけなかったからだ。以前、俺も似たような状じよう況きように置かれた。模型部の命運ほど重くはないが、それでも俺はそこに残った最後の一人だった。仕方ないからやったよ。だが、誰だれも手伝いには来なかった。最後の仕上げが終わるまで。鮎美もあんな寂さびしい思いをしているのかと思ったら、助けないわけにいかないだろうが！」

　美樹が顔を伏ふせた。小さく「……ごめん」と呟つぶやく。

　慶介が痛みに顔を歪めながら鮎美を見下ろした。あどけない顔は泥どろと雨に汚よごれ、ポンチョ越ごしの胸を上下させている。

「……いいか、まだゲームは終わっちゃいない。俺に最後まで続けさせろ。お前達はボナパルトを格納庫に戻し、金かな網あみを元通りにしろ。朝までに痕こん跡せきをすべて消せ。俺も処置が終わり次第戻る。悪いが、買い物も休きゆう憩けいも息いき抜ぬきも無しだ」

「うぃるこ……」

　消え入りそうな声で答える鮎美。慶介は首を傾かしげた。

「うぃるこ？　なんだそれは？」

「軍事無線用語……意味は」




〝　あなたに従います　〟










　　　　　＃３　『　有明へ！ＳＡＬＬＹ　ＦＯＲＣＥ！　』







　ボナパルトの転落の原因は、胴どう体たい内の旋回角ヨーレートセンサーの不具合が原因だった。

　このセンサーはもともと発電機の真上に配置されていたが、エンジンの排はい熱ねつのために熱ねつ損そん耗もうしていたのだ。

　転落の翌朝、愛ま撫なとカスミの協力を得て機体を徹てつ底てい的に検査した結果、通常の姿勢では何も起きないが、上体が特定の角度になった瞬しゆん間かんにだけ、水平方向の数値がジャンプする現象が発見された。運動制せい御ぎよシステムは、機体各所に取り付けられたＧセンサーや各関節の角度ジヨイントアングルなどの数値を総合して姿勢を判断しているが、その要かなめとなるのが、胴体の傾けい斜しや角と旋せん回かい角なのだ。ボナパルトはこの重要な数値の一つが突とつ如じよあらぬ数値を示したために、自分がどういう体勢なのかわからなくなり、転落するという事態を招いてしまったのだ。

　原因の特定ができた時、出発まではわずか二日。それからまさに不ふ眠みん不ふ休きゆうの修理と改修作業を経て、ボナパルトは再び大地に立った。グラウンドでの入念な機動テストとセッティングを終え、時刻は出発日の午後三時を回っていた。




　模型部《作品Ｎｏ・５》、９６式装そう輪りん装そう甲こう車しやが模型部部室前に停まっていた。

　迷めい彩さい柄がらに塗ぬられた平べったいくさび形の車体と、四つ並んだ大きなタイヤ。いかめしくもかっこいい車体の天井に、蘇よみがえったボナパルトがガリバーのように縛しばり付けられていた。

　そして、開け放たれた９６式の後部ハッチの中に、四人の女の子が次々とコンテナやらダンボール箱などを運び込こんでいた。それは、制服姿の鮎あゆ美みと美み樹き、草色のパーカーを着たカスミ、そしてもう一人は、カスミとよく似た背格好の、よく似たパーカーを着た少女だった。キャスケットを目ま深ぶかに被かぶっていて顔は見えない。

　カスミが小さめの洗せん濯たく機きくらいの大きさのスポットクーラーを屋根に積み、ワイヤーで固定した。腰こしに手を当て、うーん、と背筋を伸のばしながら言う。

「鮎美さん、これで全部ですか？」

　おでこに冷えピタを貼はった鮎美が、眉み間けんにぎゅっとしわを寄せて、難しい顔をしながら付ふ箋せんをびっしり貼りつけたバインダーに目を落としていた。ちらちらと中の兵員室を覗のぞいては赤ペンで項こう目もくをチェックしてゆく。

「うん。これで全部。あとは慶けい介すけくんを待つだけだね。……ところでカスミちゃん、もしかして腰痛いの？」

「いいえ、やってみただけですよ。だまされましたね」

　鮎美がかくんと肩かたを落とした。だがすぐに「むっ」と気合を入れて表情を引き締しめ、隣となりで紙パックのレモンティーを飲んでいる美み樹きに尋たずねた。

「ねぇ美樹ちゃん……なんか武器がちょっと多くない？」

「ん？　そうか？　一応最低限まで絞しぼり込こんだのだが」

　鮎あゆ美みが困り顔で車内を覗のぞいた。向かい合わせで配置されたベンチシートの奥おくには、コンテナやダンボールがぎっしり積まれ、その隙すき間まのいたるところに、巨きよ大だいな対物狙そ撃げき銃じゆうや機関銃、拳けん銃じゆう、ロケット弾だんから地じ雷らいまで、ありとあらゆる火器と弾薬が詰つめ込まれていたのだ。（全部エアガンなので正しくは火器ではなく、火薬を使わないので弾薬でもないが）

「あんなに持ってったら慶けい介すけくんが怒おこるんじゃないかなぁ……」

「東京は怖こわいところだとおにいちゃ……いや、兄が言っていた。銃がないと不安じゃないか」

「あの散弾地雷クレイモアとかは？」

「カバンとかは車内に置きっぱなしにすることになるが、９６式のハッチには鍵かぎがないから、代わりにあれを仕し掛かけておくのだ。着き替がえや下着を盗ぬすまれるかもしれないからな」

「あれの弾たま当たったら大おお怪け我がだよ……？」

　どうしたものかと鮎美が途と方ほうに暮れていると、四人目の女の子が「あっ」と小さな声をあげて車内に駆かけ込んで行った。

「ん？　どうしたの愛ま撫なちゃん？」

　鮎美が兵員室の奥に向かって尋ねる。横にいたカスミが言った。

「来ましたよ。慶介さんが」

　校舎脇わきを、ボストンバッグを下げた慶介が松まつ葉ば杖づえをついて歩いていた。右足に大きなギプスをはめている。鮎美はおでこの冷えピタをぺりっとはがして、スカートのポケットに隠かくした。バインダーをぎゅっと握にぎりしめる。

　駆け寄ったカスミにバッグを預け、身軽になった慶介がぎこちない足取りでやってきた。

「やあ、待たせたな。約束通り退院してきたぞ」

　鮎美はにっこり笑ってバインダーを差し出した。

「おはよ、慶介くん。これ、積み込んだ荷物のリスト。ちょっと、書いてないものも色々積んであるけど」

　慶介は赤ペンのチェックが入ったリストをじっと見て頷うなずいた。

「うん、まあこんなもんだろ。念のためを言い出したら人間の乗るところがなくなるしな」

　そう言って９６式を見上げる。屋根のボナパルトが首をぐりんと動かして慶介を見た。

「久しぶりだなぁ。元気だったか、ボナパルト」

『オオ～……』と、ボナパルトはわかっているようないないような、そんな曖あい昧まいな返事をした。

「慶介、足はもう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　美樹がレモンティー片手に、相変わらず胸むねを張って上から目線のまま、少しだけ気き遣づかわしげに尋ねた。

「ああ、まだ多少痛いけどな。……ところで、これほんとに乗ってって大だい丈じよう夫ぶなのか？　捕つかまったりしないよな？」

　慶けい介すけが９６式を見ながら尋たずねた。カスミが答える。

「スピード違い反はんなどをしない限り捕まる心配はありません。ヒューマテックの運転資格証明も申しん請せい済みですし、ナンバープレートも指定位置に取り付けてあります。すべて合法です」

「しかし、なんか不安だなぁ……」

　慶介は改めて威い風ふう堂どう々どうたる装そう甲こう車しやを見上げた。製作レポートによると、見た目重視の９０式戦車と違い、実用性をコンセプトに開発されたこの作品は、頑がん丈じような太い鉄製のフレームで作られているらしい。大型のディーゼル発電機を搭とう載さいし、モーターで一番後ろの二輪を駆く動どうする。設計上の最高時速は八十キロもあり、灯とう火か類るいやちゃんとしたブレーキも装備している。製作チーム曰いわく、公道での使用も可能なクオリティを誇ほこる……らしい。

　もちろん普ふ通つうの車として車検を取得するのは困難だが、主にお祭りのだんじりや映画の撮さつ影えいでプロップカーを公道で走らせる場合などに適用される『興行用特とく殊しゆ車両登録』なら、運動性能と車体寸法が基準をクリアしていれば比ひ較かく的容よう易いにナンバーを取得できる。ただし、運行は申請した期間内だけで高速道路なども利用できないが、元から一いつ般ぱん道どうオンリーの貧びん乏ぼうルートで有あり明あけまで往復するだけの彼らにはなんの不都合もない。

「念のために消火器も積んでいますし、事前に連続運転試験もしてあります。それに、そもそも選せん択たく肢しが他にありません。トラックを借りようにも免めん許きよのない高校生ばかりではレンタカー業者を利用できないのですから」

「まあな……そういう意味じゃこれがあってよかったけど」

「さて、そろそろ出発しましょう。何があるかわかりませんし」

　カスミがちょっと不安になるような事を言って車内に乗り込こんでいった。

　鮎あゆ美みは置いてあった梯はし子ごを９６式に立てかけて、スカートをひらひらさせながら屋根に登って行った。ボナパルトの固定ワイヤーが緩ゆるんでいないかチェックして降りてくると、今度は今使った梯子を畳たたんで部室に戻もどしに行った。中でがらがらーん、と何かをひっくり返したような音と小さな悲鳴が聞こえ、鮎美がすりむいた肘ひじを悲しそうに見つめながら出てきた。部室前に出しっぱなしだった洗車バケツやら荷造りロープをてきぱきと片付けて部室の鍵かぎを閉める。

「なあ、鮎美は一体どうしたんだ？　いやに張り切っているというか、せわしないというか」

　慶介が尋たずねると、美み樹きは「さあ」ととぼけた顔をした。

　鮎美が部室から駆かけ戻ってきて、そのままの勢いで車内に入って行った。慶介もハッチをくぐって中に入ると、鮎美は兵員室の奥おくにぎっしり詰つめ込まれたコンテナなどを、黄色いベルトと水色のネットでせっせと固定していた。遅おくれて乗り込んできた美樹も横から作業を手伝う。

　慶介はベンチシートに腰こしを下ろして松まつ葉ば杖づえを足元に置いた。車内を見回すと、荷物の合間に見覚えのある銃じゆう器き類るいが見えて一いつ瞬しゆんぎょっとしたが、すぐに犯人に思い当たり、「まあいいか、今から降ろさせるのも大変だろうし……」とあきらめた。

　荷物の固定が終わり、鮎あゆ美みが慶けい介すけの隣となりに腰こしを下ろした。「はぁ～」と大きく息を吐はき出して、運転席に向かって言った。

「固定終わりー。カスミちゃん、しゅっぱつしていいよー」

「了解しました。今エンジンを始動させますから、少々お待ちください」

　車内の左前方から、きゅきゅっ……ぼぼん！　と音がして車体が振しん動どうしはじめた。搭とう載さいしているディーゼル発電機を始動させたのだ。慶介はエンジンと反対の、右前方にある銃じゆう手しゆ席に引かれているカーテンを見て、隣の鮎美に小声で尋たずねた。

（なあ、さっき車内に駆かけ込こんだのが初うい瀬せさん？）

（そうだよ。なんか猛もう烈れつな人見知りちゃんみたいなの。気にしないであげて）

（でも君達、俺おれが来るまで普ふ通つうに喋しやべってなかった？）

（あたしと美み樹きちゃんはもう友達になったよ。一いつ緒しよにボナパルト直してるうちに。慶介くんは別に怖こわくないよって言ってたんだけどねぇ）

　どうも先日の転落事故に関して、ソフトウェアを担当した初瀬愛ま撫なは強きよう烈れつに責任を感じているらしい。ボナパルトの修理と調整はすでに済んだのだが、何かあったらいけないからと、現地まで同行することにしたそうだ。しかも、実は慶介達と同い年だったらしい。

「ふーん……」と慶介が、今度は普通の声で鮎美に尋ねた。「で、ボナパルトのセンサーって結局どうなったんだ？　部品が取り寄せで一週間かかるとか言われたんだろ？」

「うん、それじゃ間に合わないから、愛撫ちゃんのアイデアで、ナビとかに使うＧＰＳ受信機を両肩かたの付け根に取り付けて、それで角度を出すようにしたんだって。トンネルとかに入ったらダメだけど、予選は外だし、とりあえずは大だい丈じよう夫ぶ。グラウンドで走らせても平気だったよ」

「そうか……でも、少し不安ではあるなあ。結構誤差とかあるんじゃないのか？」

　慶介が渋じゆう面めんで顎あごを撫なでていると、向かいに座っていた美樹が言った。

「それは大丈夫だ。ＧＰＳの計測誤差はミリ単位なので、許容出来る範はん囲いだそうだ。ただし、上下動が続くとズレが大きくなるので、その場合は少し速度を落として補正が追いつくのを待たなければならないらしい。まあ、ほんの少しの間でいいらしいがな」

　鮎美が水色のメモ帳をポケットから出した。

「これ、愛撫ちゃんから聞いた説明とか、さっきやったテストの結果をメモしといた。見る？」

　大きなあずき色の瞳ひとみが、じっと慶介を見み据すえていた。

「お、おお……妙みように用意がいいな」

　意外なほどしっかりとした鮎美のまなざしに慶介は少し驚おどろきながらメモを受け取った。中を読もうとすると、「慶介さん」と、運転席からカスミが声を掛かけてきた。

「ん？　なんだ？」

「セーラー服姿の少女が車両の前に立ちはだかっていて発進できません」

　鮎あゆ美みが素に戻もどって「あれ？」と首をかしげた。この学校の制服はブレザーだ。セーラー服の子がいるはずがない。

「ま、まさか……」

　慶けい介すけが脂あぶら汗あせを垂たらしながら立ち上がり、カーテンをめくった。

「きゃっ！」

　悲鳴を上げて、銃じゆう手しゆ席の愛ま撫なが身体からだを縮こまらせた。帽ぼう子しをぎゅっと摑つかんで顔を隠かくす。

「ばかな……なぜあいつがここにいるんだ」

　慶介が顔を引きつらせていた。９６式の前にいたのは、今日は夕方まで部活の練習に行っているはずの妹の由ゆ紀きだったのだ。

「お兄ちゃんをかえせぇ────────────────────っ！」

　すごい絶ぜつ叫きようが車内にまで響ひびいてくる。

「け、慶介くん、まさか病院を……」

　鮎美が背後から慶介の顔を覗のぞき込こんで言った。

「いや退院したよもう！　あいつはお兄ちゃんっ子すぎてなぁ！　いやこまるよまったく！」

「先生も看護婦さんもカンカンになってたよ！　一いつ緒しよに帰らないと『もけいぶ』のこと全部ばらしちゃうから！」

「なにっ!?　なぜあいつが模型部のことを……はっ、まさか！」

「おんなじ部屋のじじいを締しめあげて全部聞いたんだから！　歩道橋から転落したなんて大おお噓うそじゃない！　聞いてんだろ返事しろこらぁーっ！」

「お前……脱だつ獄ごくしてきたんだな？」

　美み樹きが呆あきれた様子で言う。慶介は目を逸そらした。

「あー、カスミ？　エンジンを掛かけておいてくれ。おれはちょっとあいつと話をしてくる。すぐ発進できるようにしてくれ。いいか、すぐだぞ？　即そく応おう体制だ」

　そう言って慶介はカーテンを閉め、兵員室に戻もどって後部ハッチを開けた。

「由紀ぃ～？　お兄ちゃんはこっちだぞ～」

「お兄ちゃん！」

　シュバッ！　っと一いつ瞬しゆんで由紀が現れた。すがりつくようにして言う。

「お兄ちゃん！　帰ろうよ！　こんな所にいたら脳みそだけを食われるよ！」

「まあ落ち着け、ちょっと座れ。ほらほらこっちにおいで～」

　慶介がいやに優しく手を引いて由紀を車内に連れ込んだ。ベンチシートに座らせて、がちゃんとハッチを閉める。

「カスミ！　出発だ！」

「ええっ!?　むぐっ！」

　慶介が由紀の口を手で押おさえる。

「出発するのですか？」

「ああそうだ！　妹もついて来たいらしい！　いやはや困ったもんだ！　早く出せっ！」

「むむ────────────っ！」

「そうですか、まあいいでしょう。では、はっしーん」

　カスミが脳天気に答えた。ちなみにカーテンのせいで彼女からは兵員室の様子が見えない。

「ちょ、ちょっとまて慶けい介すけ！　妹さんは行きたいなんて一言も！」

「うるさいだまれ！　こうなったら連れてくしかない！　置いていったら全部バラされる！」

「むもぉ─────っ！　むむ────っ！」

「はじめまして。由ゆ紀きちゃんっていうの？　チョコ食べる？」

　ご─────っ！

　出力を上げたエンジンの音が四人の声をかき消す。

　ウィンカーをちかちか点てん滅めつさせながら、本物そっくりな模型装そう甲こう車しやは青い巨きよ人じんをその背に乗せ、部室前からゆっくりと発進していった。




　　　　＊




　国道一号線。

　かつての東とう海かい道どうをなぞる形で作られたこの国道は、ところどころで若じやつ干かんのルート変へん更こうを行われながらも、いまだ日本の東西を繫つなぐ動脈のひとつだった。その沿線のとあるスタンドが記録に残る来客を迎むかえたのは日も暮れかかった六時過ぎだった。

　絶句している若い男性店員の目の前で、大きな荷物を載のせた９６式装輪装甲車がスタンドに入ってきた。給油機の前に悠ゆう然ぜんと停車し、後部ハッチから続々と少年少女が降りてくる。あずき色の髪かみをお下げにした女子高生と、きらきらの銀髪アツシユブロンドの外人っぽい女子高生。松まつ葉ば杖づえを突ついている男子高生、セーラー服の女子中学生。そして、よく似た背格好の小こ柄がらな二人組の女の子。

「軽油を満タンでお願いします。現金で」

　小柄な二人組の帽ぼう子しを被かぶっていない方が当たり前のような顔で言った。

「え？　あ、はい！　軽油で現金満タンはいりまーす！」

　店員さんは訳のわからない事を言って給油機へと走って行った。




　各おの々おのトイレに行ったり、ジュースを買ったりして車内に戻もどってきた。向かい合わせのベンチシートの右側に慶介が座り、その隣となりに妹の由紀が座る。美み樹きと鮎あゆ美みは慶介の向かいで、帽子を被ったままの愛ま撫なは無言で銃じゆう手しゆ席に座ってカーテンを引いた。

　兵員室はすっかりすし詰づめ状態だった。鮎美が買ってきたばかりの制汗スプレーをブラウスの襟えり元もとからしゅっしゅして「あひゃあ、これつべたいやつだった」と身み悶もだえしていた。どうもメントールは苦手らしい。

「由ゆ紀きちゃん、この冷たくなるスプレーいる？　あたしこれ苦手なの。寒くなるから」

　スポーツタオルで額ひたいの汗を拭ふいていた由紀が、やおらぎょろりと目を剝むいてスプレーをふんだくった。セーラー服の裾すそを、おへそが見えるくらいめくって中に噴ふん射しやする。

　しゅ────────────────────────────────っ。

　襟と袖そでからもうもうと吹ふき出す煙けむり。由紀はすごく悪い子みたいな笑えみを浮うかべ「どうよ!?」と得意げに言った。でも首筋には鳥とり肌はだが立っている。

「すごーい。あたしそんなに吹いたら寒くてしんじゃうのに」

「ほう……じゃあたっぷり可愛かわいがってやる。二度と泣ないたり笑ったり出来なくなるまでしゅーしてやるっ！」

　慶けい介すけは鮎あゆ美みに襲おそい掛かかろうとする由紀の手から制汗スプレーを奪うばい取った。

「あっ、なにすんのお兄ちゃん！」

「狭せまい車内で暴れるな。よけい暑くなる」

「こいつらがいるから暑いんだよお兄ちゃん！　外に引きずり出してタイヤの前に並べて遊ぼうよ！」

「ああー、たしかに外のほうが涼すずしいよねー。由紀ちゃんもお姉ちゃんと一いつ緒しよに行く？」

「　し　ゃ　っ　ち　ゅ　う　あ　ま　ぁ　ぁ　う　す　」

「？　それなんて意味なの？」

　無む邪じや気きに尋たずねる鮎美に「黙だまれメス豚ぶた」と大いに意い訳やくして由紀はそっぽを向いた。

　慶介はため息をついた。

　言うまでもなく、慶介は退院などしていなかった。

　少なくともあと一週間は入院していないといけなかったのだが、ここまできてのんびりベッドで寝ねてなどいられない。このイベントの結果で全すべてが決まるのだ。勝つにせよ負けるにせよ、自みずからが陣じん頭とうに立っての結果でなければ納得がいかない。『止やむを得ない事情で外がい泊はくしてきます。ごめんなさい』と置き手紙を残して出てきたものの、まさか由紀に嗅かぎつけられるとは大誤算だ。今日は夕方まで部活だったはずなのだ。

　慶介の負傷と模型部の接点は闇やみに葬ほうむられなければならない。由紀は一度拉ら致ちした上で口止めし、どこかの駅で降ろすつもりだったが、拉致された当人は経けい緯いを全て聞くと、自ら同行を希望した。理由ははっきり言わないが、どうも慶介をこの謎なぞの集団に残して帰りたくないらしい。かくして、原寸模型部一行はやかましい便びん乗じよう者しやを連れて目的地に向かうことになっていた。

「お待たせしました。さあ、行きましょう」

　カスミが乗り込こんできた。一同の顔を見て言う。

「やはり、暑いですか？」

　全員がうんざりした様子で頷うなずくと、カスミは車内の奥おくに進んで天井最前列のハッチを開けた。

「ん？　そこは開けられなかったのではないのか？」と美み樹きが驚おどろく。

「今、ボナパルトに言って足をどかさせました。これで走っている間は風が入るでしょう」

　カスミはそのまま運転席につき、エンジンを掛かけて発進した。




　ごぁ──────────────────────────っ。

　これが車内の音の全すべてだった。実用性を重視して作ったという当時の部員達も騒そう音おんにまでは頭が回らなかったのだろう。おまけに天井のハッチを開けているので、風と一いつ緒しよに風切り音も容よう赦しやなく入ってくる。会話は大声を出さないと通じないので、兵員室の四人は無言でしばらくウノをした。蛍けい光こう灯とうが設置されているので車内は驚くほど明るく、三さん半はん規き管かんに自信があれば読書だってできるくらいなのだ。

　美樹がボロ負けして由ゆ紀きが大勝したところでウノ大会は休戦になった。幾いく分ぶん機き嫌げんの良くなった由紀が窓まどから外を見ると、空はもう薄うす暗ぐらくオレンジ色の街がい灯とうが窓の外を流れていた。

「いまどのへんかなっ!?」

　由紀が叫さけんで、慶けい介すけが携けい帯たいを出した。ＧＰＳ連動の地図を開く。

「うお！　まだ全然進んでない！」

　由紀も携帯を出した。時刻は六時過ぎだった。有あり明あけまでは五〇〇キロ以上あるというのにまだ一割も進んでいない。明日の朝までにたどり着くのだろうか……と慶介がちょっと心配していると、横で由紀がぷっと吹ふき出した。

「どうしたっ!?」

「あのねっ！　お母さんに、お兄ちゃんが脱だつ獄ごくしたから、一緒に東京まで行ってくるってメールしてたの！　そしたら、ほら！」

　由紀が携帯を見せた。

　しまった！　携帯で外部と連れん絡らくを取るという手があったか……！　と慶介がびくびくしながら画面を覗のぞくと、こんな文面が表示されていた。

『　なにその楽しそうなイベントは！　お母さんも連れていきなさい！　』

　慶介は自分の母の享きよう楽らく主義的な性格に感謝した。




　それから一行は一度、マクドナルドのドライブスルーに入って店員さんを仰ぎよう天てんさせつつ夕飯を買い込こんだ。騒そう々ぞうしい車内で兵員室の四人と銃じゆう手しゆ席のもう一人は黙もく々もくと食事を済ませ、後はぼんやり窓から外を眺ながめたり、携帯でテレビを見たり、ベンチシートに横になって居い眠ねむりしたりした。

　９６式は意外なほど順調に走り、十時過ぎになって、二度目の給油のためにスタンドに入った。兵員室の四人はうんざりした様子で車を降りた。それぞれおトイレに行ったりジュースを買いに行く。

「なんか体中べたべたする～。気持ちわるい～」

　と、ぶつぶつ不満を言いながらコンビニに行っていた由ゆ紀きが一いつ瞬しゆんで駆かけ戻もどってきた。

「しゃ、シャワーがあるよ！　お兄ちゃん！」

　トラックの運ちゃん向けに、街道沿いの大きなスタンドにはシャワー付きの店がある。これは慶けい介すけも事前に調べていたが、予定では到とう着ちやくの少し前くらいに入るつもりだった。今入ったところで、また汗をかくのはわかりきっている事だからだ。しかし由紀はダッシュで車内に駆け込こむと、自分のバッグを持って出てきた。

「お兄ちゃん！　あたしに十分！　いや、十五分ちょうだい！」

　由紀は洗面器を持ったおじさんが出てきたばかりの簡かん易いシャワー室へと駆け込んで行った。

　ま、多少のロスはしょうがないか……と、慶介は自分も何かアイスでも食べようと、松まつ葉ば杖づえをつきながらコンビニに入ろうとすると、店のゴミ箱の前で鮎あゆ美みと美み樹きが肩かたを寄せあってひそひそ話をしていた。肩かた越ごしに覗のぞいてみると、鮎美はストローを挿さした小さな瓶びんを握にぎりしめて震ふるえていた。

「やるのか、鮎美……」

「や、やる……明日から本番なんだもん。一気に体力を回復させて頑がん張ばらないと」

　よく見ると、鮎美が握りしめているのは、大人の、それもおじさん（漫まん画が家かとかも）が疲つかれた時に服用する、いわゆる一つのバリキドリンク、ユ○ケルだった。

「だが鮎美、それはもう女子としての最後の一線……」

「そんなこと言ってられないもん。あたしは、慶介くんの分までがんばらないといけないんだから。こんなはしたないところ、男の子には見せられないけど……」

　俺おれ、すぐ後ろにいるんだけどなぁ……。

　と、思っている慶介の目の前で、鮎美が震えながら桜色の唇くちびるをちっさいストローに寄せた。
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「あはん……」

　なんかへんな吐と息いきを漏もらして、鮎美が目をらんらんと輝かがやかせた。

「ああ～、なんか、元気出てきた気がする。あ、ちょっと鼻はな血ぢ出そう」

「今そんなの飲んだら寝ねれなくなるぞ？」

「きゃあ！」

　慶介の声に、鮎美がいやに可愛かわいい悲鳴を上げた。慌あわてて振ふり返り、瓶を後ろ手に隠かくす。

「え、何？　どうしたの慶介くん？」

　乙女ちっくに首をかしげて、ぱちぱちとまばたきする鮎美。

「いや、こんな時間にユン○ルなんか飲んだら寝れ……」

「慶介くんのばかぁぁぁぁぁ───────っ！」

　鮎あゆ美みが真っ赤になってどこかに走り去っていった。

「……最低」

　美み樹きが冷たい目をして言った。

「なんで俺おれが怒おこられるんだよ……」




　よくわからない侮ぶ蔑べつの視線から逃のがれるように慶けい介すけはコンビニに入った。アイスを買って出てくると、カスミが９６式の屋根に登って、ショートパンツ越ごしの小さなお尻しりをふりふりしながら、ボナパルトをいじっていた。

「どうかしたのか？」

　慶介が尋たずねると、カスミが立ち上がり、見上げるような高さの屋根からひらりと飛び降りた。とっ、とごく小さな足音で着地すると、肩かた越しに慶介を振ふり返った。

「さらなる快適さを提供するために策を講じていたのです。今終わったので、私もちょっとお手洗いに行ってきます」

「え？　君もおトイレ行くの!?」

「はい、手が汚よごれてしまったので」

　あ、そういうことか。と慶介は納得して車内に戻もどった。

　車内はかすかな甘あまい香かおりと、誰だれかさんの身体からだから発せられたであろう塩えん素そ臭しゆうがした。一行が全員男だったらこうはいかない。やはり女の子は別の生き物なのだ。

　兵員室の奥おくを見ると、カーテンがかすかに揺ゆれていて、ちらちらとうちわが動いているのが見えていた。慶介はベンチシートに座り、そこから尺取虫のように奥に進んだ。コンビニ袋ぶくろから余分に買ってきたアイスを出し、カーテンの切れ間から差し出した。小さく息を吞のむ声が聞こえる。

「アイスキャンデー買ってきたんだけど、いらない？」

　カーテンの向こうから白くて小さな手が伸のびて、遠えん慮りよがちにアイスキャンデーを取った。

「……ありがとう」

　カスミによく似た声だった。かさかさと袋を開ける音がする。

「君が初うい瀬せさん……だよね？」

　返事はなかったが、カーテンに映った小さな影かげが頷うなずくのが見えた。慶介はカーテンから少し離はなれて、初瀬愛ま撫なに話しかける。

「今回は助かったよ。なんか色々手伝ってくれたんだって、鮎美から聞いてる」

　少し待ったが返事はなかった。初瀬さんは美樹とならある程度話したりできるようだが、慶介とはまだ怖こわいのだろう。さくり、とアイスキャンデーを嚙かむ音がした。

「今回の転落は焦あせった俺のミスだった。早くグラウンドに上げて、トラブルを出してしまいたかったんだ。でも雨だったし、今思えばもっと慎しん重ちようにすべきだった」

　カーテンの向こうからは物音ひとつしない。

「でも助かったよ。すぐに来てくれて、トラブルの原因見つけて、対策までしてくれて。君がいなかったら、俺おれ達はどうしようもなかった。俺が掲けい示じ板ばんに書き込こみした時も、さんざんからかわれてるなか、自分のアドレス晒さらしてまで助けてくれたし」

　少し待ったが反応はない。慶けい介すけはまた続ける。

「君が書き込みをしてくれなかったら、ボナパルトは歩くことも出来なかった。ちょっと想定外のトラブルもあったけど、現場で起きるよりはるかにマシだった。だから、その、初うい瀬せさんが責任とか感じなくていいんだ。だから──」

　慶介はカーテン越ごしに愛ま撫なの背中を見つめて言った。

「助けてくれて、本当にありがとう」

　返事はなかった。




　由ゆ紀きに続いて鮎あゆ美みと美み樹きがシャワーを使い、カスミに連れられた愛撫がその後に続いた。慶介は時間を気にして出発することを提案したが、美樹と由紀の反対にあってしぶしぶシャワーを浴びに行った。ちなみに慶介のギプスは、防水でありながら通気性があるという紙おむつ並みにすごい素材なので入浴も難なく出来るのだ。

　狭せまいシャワールームから出て、苦労しながら着き替がえて戻もどってくると、車内はすごい事になっていた。左右のベンチシートの間の床ゆかにタオルケットが敷しかれ、美樹と鮎美と由紀と、さらにカーテンの隙すき間まから手だけを出した愛撫がウノをしていたのだが、黄色に緑の水玉模も様ようのパジャマという鮎美はさておき、美樹は体操服姿で、由紀に至ってはなんとスクール水着姿だった。

「君達……なんて格好をしてるんだ」

「だって着替えがないもん。これなら涼すずしいし、寝ね汗あせかいてもすぐ洗えるし」とスク水の由紀。

「お前が『これは部活動だから制服を持って来い』と言ったからじゃないか」と体操服の美樹。

「……こんなつまんない格好して、あたしばかみたい」と鮎美。

　まともな格好のはずの鮎美が、なぜか猛もう烈れつに落ち込こんでいた。「鮎美さんの着ているパジャマも可愛かわいいですよ」とカスミが優しく慰なぐさめている。

「ではそろそろ出発しましょう。みなさんはどうぞ寝ていて下さい」

　カスミが運転席に行ってエンジンを掛かけた。言葉を失っている慶介の横から美樹が手を伸ばしてハッチを閉めた。

「さて、私と鮎美がシート。慶介は床だ」

「あたしはどこよ？」と、由紀が美樹に尋たずねる。

「車体の下ならあいてるぞ。タイヤの前などがオススメだが」

「うちの妹を轢ひき殺さないでくれ」

　結局由紀は慶介と並んで寝ることになった。慶介はとても嫌いやがったが、他に場所が無いのでどうしようもない。それぞれタオルケットを寄せたり自分のバッグを枕まくらにして巣作りをしはじめたので、慶けい介すけは心底嫌いやそうにスク水姿の妹の隣となりで横になった。

「……なあ、だれか代わってくれない？　こいつ寝ねてる時妙みように体温高くって暑いんだよ」

　横になっていた鮎あゆ美みが、ごろんと寝ね返がえりをうって慶介の方を向いた。可笑おかしそうに何か言おうと口を開いた瞬しゆん間かん、

「……しゅーと、みぃ～、しゅーと、みぃ～」（訳　私を撃うって、私を撃って）

　由ゆ紀きがぎょろりと目を剝むいて、なんか気持ち悪いうわ言みたいな事をつぶやきだした。鮎美がギクッとして慌あわてて背中を向ける。

「なあ、やっぱりだれか代わってくれよ……ホントやなんだよ。実はこいつと一いつ緒しよに寝ると、いつも変な夢を見るんだよ……」

　だれかがぱちんと室内の蛍けい光こう灯とうを消した。

　必死にポジション変へん更こうを訴うつたえる慶介の弱々しい声と、由紀の気色悪いうわ言を、９６式の騒そう々ぞうしいエンジン音がかき消した。




　９６式の窓まどにはカーテンがないので、街がい灯とうの明かりがちかちかと容よう赦しや無く室内を駆かけ抜ぬけていく。慶介はそれを目で追っているうちにだんだん眠ねむくなってきた。だがなかなか眠れない。なぜかというと、床ゆかはなかなか涼すずしくて快適なのだが、タオルケットを敷しいただけなのでクッションがよろしくない。車体が段差を通るたびに後頭部が当たって微び妙みように痛いのだ。

　慶介はむくりと起き上がった。なにか枕になるものはないかと車内を見み渡わたすと、驚おどろいたことに隣のスク水中学生とベンチシートの二人は早くもぐっすり眠っていた。

　やれやれと兵員室の前方に置いていた自分のバッグを引っ張り出して枕にした。後頭部を打つことはなくなったが、今度はギプスの踵かかとが床の振しん動どうを拾ひろうのが気になってきた。また起き上がり、バッグから着き替がえを何枚か出して足の下に敷く。だんだん快適になってきた。

　慶介がようやくうとうとし始めた頃ころ、不意に車が左右に揺ゆれた。

「いってぇーっ！」

　足を襲おそった激痛に目を開けると、驚くほど近くに鮎美と美み樹きの顔があった。どうやら二人そろってベンチシートから転がり落ちてしまったらしい。美樹の下敷きになった由紀が「いたぁ～」と弱々しい声を上げている。美樹は穏おだやかな寝顔のままだが、鮎美は何が起きたのかわからない様子で、吐と息いきがかかるほどの距きよ離りで慶介と見つめ合いながら、ぱちぱちとまばたきをしていた。

　やがて、自分が男の子の上に乗っかっているという状じよう況きように気付いた鮎美は、口をぱくぱくさせながら慌てて自分の寝床に戻もどり、掛かけ布団代わりにしていたバスタオルを頭からかぶった。一方美樹も由紀に「ふぁっきんなんとか」とか「なんとかびっち」とか散々罵ののしられ、「うるさいなぁもぅ……」とか言いながらシートに這はい上がっていった。

　慶けい介すけは知った。鮎あゆ美みの胸むねは……ちょっとお姉さんだった。




　　　　＊




　有あり明あけに到とう着ちやくしたのは、午前七時を少し回った頃ころだった。

　かつて盛んだった埋うめ立たてによる臨海部の開発は防災上の観点から下火となり、いまは荒こう涼りようとした空あき地と、ぽつんと立った展示場のみが残されている。大きな橋を渡わたって遥はるか彼方かなたに見える逆さまのピラミッドのような建物〝東京ビッグサイト〟を目指して走って行くと、入場を待つ参加者の車が列を作っていた。

　９６式装そう輪りん装そう甲こう車しやはその最さい後こう尾びについた。並んでいるのはトラックや大型のバンばかりなので、威い風ふう堂どう々どうたる装甲車は周囲の視線を強きよう烈れつに集めた。バッテリーが切れてクーラーのなくなった車内から鮎美、美み樹き、由ゆ紀きの三人が外に出ていくと、あっという間に知らないおじさんやお兄さんに取り囲まれてしまった。

　一行は朝方の休きゆう憩けいでおかしなパジャマから制服に着き替がえていた。由紀は他に着るものがないからだが、美樹と鮎美が制服なのは、この参戦が〝現役高校生〟によるものであることをアピールするためだった。乗り降りが面めん倒どうなので車内に残っている慶介も、実はちゃんと制服を着ている。

「どこから来たの!?」「これ本物!?」「高校生!?　マジで!?」「娘むすめと同じ歳としだ！」

　空港に降り立った芸能人並みの質問の嵐あらしに晒さらされている鮎美達と共に９６式はのろのろ進み、建物の脇わきから裏手の駐ちゆう車しや場じように入ると、そこにはサーカスでもやるのかと聞きたくなるような巨きよ大だいなテントが建てられていた。周囲には協賛メーカーののぼりやバナーがずらりと並び、その向こうでは既すでに到着しているチームが、トラックなどから荷物を下ろして準備を始めていた。

　本部テント内でも設営が行われていて、たくさんのスタッフが立派なステージを組んでいたり、でっかいスピーカーを設置していたり、巨大なスクリーンを吊つり下げたりしていて、ちょっとした野外コンサート会場のような光景だった。

　改めて自分達が挑いどむ舞ぶ台たいの大きさを実感した慶介がビビって言葉を失っていると、ライムグリーンのスタッフジャンパーを着た係員さんがやってきた。まさかの装甲車に軽く引きながら受理書の提示を求めてくる。天井のハッチから身を乗り出していた慶介がポケットから封ふう筒とうを取り出すと、同時に外にいた鮎美がもう一通、同じものを提示した。

「え？　なんだそれ？」

　慶介が尋たずねると、鮎美はにこにこしながら答えた。

「カスミちゃんも出たいんだって」

　慶介が車内に戻もどって運転席のカスミに尋ねる。

「君も出るの!?」

「はい。まあちょっとしたお遊びです。たいした理由があるわけではありません。市販の機体をちょっといじった程度で得られるらしい〝軍用機並みの性能〟とやらに関心があるだけです」

「あ、あー……そうですか」

　この子、やっぱり市販の機体に対たい抗こう意識持ってるんだなぁ……と慶けい介すけは思った。

「あー、すいません。両チームともこっちじゃなくて第二パドックですね」

　係員さんがすまなそうな顔をして封ふう筒とうを二人に返した。

　この本部テントがある駐ちゆう車しや場じようは〝第一パドック〟で、今日からここに機体を置くのは前年度上位の優待チーム、いわゆる〝シード組〟のみ。慶介達一いつ般ぱん参加者は〝第二パドック〟に行かなくてはならなかったのだ。ちなみに第二パドックは、東京ビッグサイトの敷しき地ち内ではなく海沿いの、歩くと結構しんどいくらい離はなれた場所だった。

「なんという格差社会……」

　渡わたされた地図を見て慶介が愕がく然ぜんとしていると、鮎あゆ美み達が書類を持って車内に戻もどってきた。地図をカスミに渡す。

「なるほど、ではさっそく向かいましょう。準備もあることですし」

　カスミの運転で、９６式は東京ビッグサイトを後にした。のろのろと走って第二パドックに着くと、そこはなんにもない、本当にただの駐車場だった。中は人と車でごった返しているが、さっきの第一パドックがサーカス会場だとするなら、こちらは青空フリーマーケット会場といった雰ふん囲い気きだった。

　入り口にあった運動会の本部テントみたいな、明らかに見み劣おとりする受付に行くと、パドックの見取り図をくれた。

「この奥の三五番のスペースがあたし達の〝パドック〟なんだって。９６式ごと入っていいみたい。カスミちゃんはとなりの三六番スペースだから広々使えるね」

　見取り図には区分けされた図が書かれていて一番から二〇〇番台までがびっしり並んでいた。

　カスミが見取り図を見ながら９６式を中に入れた。

　パドックは大変な混雑だった。そこらじゅうで参加者が車から荷物を下ろしたり、派手な色合いの折りたたみテントを立てていたり、寝ね不ぶ足そくで青い顔をした人が大きな台車を押おして歩いていたり、いやにおしゃれなシャツを着た人がトロリーバッグを引いて歩いていたりしている。

　歩行者天国みたいな人混みをかき分けて、ついでにすごい注目も浴びながら９６式装そう輪りん装そう甲こう車しやはのろのろと進み、地面にチョークで［35］と書かれたスペースの前で停車した。

　パドックスペースはゼッケン番号ごとに割り当てられる。隣となりとは地面に引かれた白線で仕切られていて、幅はばが五メートル、奥おく行ゆきが八メートルある。下したっ端ぱ参加者はこのスペースで機体の保管、整備を行うのだ。

　意外と小回りの利きく９６式があっさり車庫入れに成功すると、鮎美が「むっ」と真面目まじめな顔をして腕うでまくりした。

「どうしたんだ鮎あゆ美み？　急に変な顔して」

　慶けい介すけが思わず尋たずねた。鮎美は「へっ？」と、いきなり素の表情に戻もどり、慌あわててまたきりっと顔を引き締しめた。ふんっ、と鼻はな息いきを荒あらくして、居並ぶ一同に向かって言う。

「さー、荷物を下ろそーっ！　愛ま撫なちゃんは固定ベルトを外して、あとのみんなは順番にー！　置く場所はぁ…………適当で！」

　いまいちしまらない号令のもと、バケツリレーの要領で荷物をどんどん下ろしていく。由ゆ紀きも「なんであたしが……」とぶつぶつ言いながらも、わりと真面目まじめに手伝った。荷物を全部下ろし終えると、カスミが９６式の屋根に登って固定ワイヤーを外し、ボナパルトを降りさせた。

　怪け我が人にんの慶介は荷物を運べないので、９６式の横にアルミテーブルと椅い子すを並べてみんなの休きゆう憩けいスペースを作った。ついでに偽ぎ装そうネットを９６式の屋根のフックに引っ掛かけ、反対側には足つきのポールを立てて結ぶ。ネットにはダミーの葉っぱが茂しげっている。ここではちっとも偽装にならないが、日差しが適度に遮さえぎられるのだ。

　鮎美が作業の手を止めてやってきた。

「慶介くんゴメン。カスミちゃんの分と一いつ緒しよに受付に行ってきてくれない？　なんかもうちょいで受付時間終わっちゃうみたいなの」

「ん？　入り口で受理書見せてたじゃないか」

「あれは入場だけなんだって、『せいしきさんかうけつけ』っていうのは、海側にある別のテントでやるみたい」

「なんだよ、とんだ二度手間だな……まったく」

　慶介がぶつぶつ文句を言いながら立ち上がった。

「ありがと。ごめんね、足痛いのに」

　鮎美は持っていた二通の封ふう筒とうをそっと慶介の胸むねポケットに入れ、ちょっと気き遣づかわしげに微笑ほほえんだ。ここで一番まともなのは案外この子なのかもしれないなぁ、と慶介は思った。




　慶介は、えっちらおっちらと参加受付をやっているテントまで行った。

　そこも運動会の本部テントみたいな感じで、長なが机づくえを前に座っている係員さんに受理書を渡わたし、書類にサインをし、引き換かえに大会プログラムやらゼッケンやらを受け取った。

　要件を済ませた慶介は、周囲の偵てい察さつを始めた。

　さすがに国内最大規模の大会とあって、こんな辺へん鄙ぴな場所に追いやられている参加者でもみんな気合が入っていた。どのチームもきちんとした折り畳たたみテントを建て、中にはどうやって持ち込こんだのか四面をパネルで覆おおってクーラーを入れているチームもあった。

　機体はボルテックが三割くらいであとはヒューマテック。多くは市販そのままの外観にシールを貼はっているだけだったが、オリジナルの外装に交こう換かんされている機体も少なくなかった。中にはガンダムっぽいロボットや、アニメかゲームのキャラと思われるヒューマテックもいた。

　所々で目を惹ひくような機体を見かけると慶けい介すけは立ち止まり、ゼッケンからエントリーリストのチーム名を確認してみた。すると、やはり過去の上位チームは機体も綺き麗れいだった。ボルテックにはせっせとワックスをかけているし、ヒューマテックにはなんとスタイリストっぽい人がついてお化け粧しようまでしている。

　うーん、ワックスまでは気が回らなかった。どっか近場で売ってないかな……。

　そんなことを考えながら、ついでに半はん裸らのヒューマテックなどをちらちら見ながらパドックに戻もどってくると、原寸模型部のパドックにも、へんな格好をした女の子がぽつんと立っていた。

　全身に白とグレーの装そう甲こうを身に付け、ジェットエンジンみたいな物と折りたたんだ翼つばさを背負っている。長い髪かみは薄うすい水色で、ヘッドギアのような被かぶり物をしていた。耳元から伸のびた平たいアンテナがうさぎの耳のようにぴんと立っている。

「おかえりなさい」

　謎なぞの女の子が慶介を見て言った。

「え、あ……誰だれ？」

「高度一万五〇〇〇っ！　なう、ばいげいとぉ───っ！」

　急に叫さけんだおかしな人に慶介はおもいっきり引いた。

「あ、おかえりお兄ちゃん」

　タオルを持った由ゆ紀きが９６式から出てきた。

「おお、由紀。こ、この方はどなた……？」

「カスミさんだよ」

　えっ、と振ふり返ると謎の少女がかすかに微笑ほほえんで言った。

「偽ぎ装そうは完かん璧ぺきなようですね。最終テストに協力してくださってありがとうございます」

　そういえば声は確かにカスミのものだった。

「なんでまたそんな格好を……」

　それはですね、とカスミが説明を始めた。

「実は極きわめて有機的で複雑な事情から、私の外装エクステリアは愛ま撫なを模したものなのです」

　話によると、カスミと愛撫の見た目は完璧に瓜うり二ふたつらしい。予選の様子は編集されて、後日公式サイトで公開されるのだが、カスミがそのままの姿で出場することを愛撫が嫌いやがったのだ。

「それで、偽装というかコスプレか……」

「外装の新造には大変な手間がかかるので、最も背格好の似たキャラクターを探すとこうなりました。設定に矛む盾じゆんが多数見られますが、私は気に入っています」

　そう言ってカスミはなんとなく得意げに胸むねを張った。白い装甲の下は黒のレオタードみたいなものを着ているが、おへそや、ぺたんこの胸むな元もとが丸出しでちょっと目のやり場に困る。

「今携けい帯たいで第一話見てたけど、空戦がリアルで面白かったよ」

　由紀が携帯を慶介に見せた。
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「なになに……？　──時速七〇〇ノットで恋こいをしました。『蒼そう空くうのアグレッサー　第一話、アンノンは十四歳さいの女の子』……なんだこりゃ」

　慶けい介すけが動画の紹しよう介かいを読んで首をかしげていると、カスミが胸むねを張って言った。

「私はなぜか少女の形をした戦せん闘とう機きなのです。驚おどろくべきことに、この形状でありながらマッハ２で飛べます。運動性も抜ばつ群ぐんでＦ22さえも敵ではありません。なう、ばいげいとぉー」

「その最後の言葉は？」

「ヒロインのセリフなのですが──」カスミは由ゆ紀きに尋たずねた。「似ていますか？」

「うん、そっくりだよ！」

　カスミは満足気にうなずいた。

「ありがとうございます。練習した甲斐かいがありました」

「れ、練習したの……？」

「もちろんです。偽ぎ装そうには万全を期さなくてはいけません。ちなみに第一期は最終回まで──」

「あ、そういえばもうじきチーム紹介の撮さつ影えいがあるらしいよ。ほら、あれ」

　由紀が通路の向こうを指差して言った。話の腰こしを折られたカスミがむっつりと黙だまりこむ。

　慶介達のいるパドックの二つ隣となりではカメラクルーの前で参加者が自己紹介をしていた。予選の模も様ようも公式サイトで公開されるのでその収録らしい。

　ライムグリーンのスタッフウェアを着た人がやってきて、慶介に尋ねた。

「原寸模型部チームさんは全員揃そろってますか？」

　慶けい介すけはパドック内を見み渡わたした。美み樹きは野菜ジュースを飲みながらボナパルトに繫つないだ端たん末まつを見ていて、愛ま撫なはその画面を指差しながら遠えん慮りよがちに何かを話している。

「あれ？　もう一人はどこだ？」

　振ふり返ると、鮎あゆ美みはテーブルの上にノートを広げて、一心不乱に夏休みの宿題をしていた。

　……なんでやねん。

　一いつ瞬しゆんツッコミたくなったが、咎とがめるのもなにか違ちがう気がしてほっとくことにした。

「はい、全員揃ってます」

「じゃあチーム紹しよう介かい撮とらせてもらいますね。皆みなさん機体の前に整列しといてください」

　スタッフのお兄さんが隣となりで収録を終えたクルーを呼びに行った。

　突つっ立っていたカスミが流れるような仕草でボナパルトの横に移動し、美樹が何事かとやってきた。全員で振り返ると、鮎美が「おや？」と顔を上げた。ささっとノートを片付けて黄色いトートバッグにしまい、整列している一同のもとにやってきた。

「え？　なになに？　なにしてんの？」

「チーム紹介の動画の収録だってさ。みんな横一列に並ぼう」

「こぴー」

　鮎美がまたよくわからない事を言った。

「コピー？　なんだそれ？」

「無線用語。意味は〝了解〟でしたぁ」

　ボナパルトとカスミの前に慶介が立った。左側に由ゆ紀きが立ち、右側に鮎美、美樹の順に並んだ。愛撫はあわててボナパルトの陰かげに隠かくれた。

　由紀がおすまし顔を作ってセーラー服のリボンをぴんと引っ張り、美樹は慌あわてて前髪を手ぐしで直し、鮎美は靴くつ紐ひもを結び直した。足元なんか絶対映らないのに何故なぜそんなことをしたのかさっぱりわからない。

　お兄さんと同じスタッフウェアを着たレポーターのお姉さんが、メモを片手に駆かけ寄ってきて、倍速再生くらいの早口で言った。

「よろしくお願いしまーす。晴せい明めい高校原寸模型部チームさんは尺が十五秒ありますので私がマイクを向けたら一言お願いします、でもしゃべる時間は五秒しか無いからチーム名とがんばりますくらいでね、ちなみに時間の都合上撮り直しはありませんのであしからず」

　早くも脳内で自己紹介の内容を考えていた慶介が若じやつ干かんがっかりした。

　照明のお兄さんがレフ板の向きを少年少女に合わせ、カメラマンがボナパルトを煽あおるように構えた。

　慶介がきりっと真面目まじめな顔をして休めの姿勢をとった。

　赤い撮さつ影えいランプが点ついて、すっ、とカメラがレポーターを向く。

「さあ！　次はなんと現役の高校生チームです！　しかもエントリーは二機ぃ！」

　お姉さんがレンズに向かって指を二本立て、ひらりと身を翻ひるがえした。カメラマンは両手でピースしている由ゆ紀きを映し、そこから直立不動の慶けい介すけ、にこにこ顔の鮎あゆ美み、緊きん張ちようで固まっている美み樹きへと動いて止まった。マイクがびしっと差し出される。

　てっきり自分が喋しやべると思っていた慶介は予想外の展開に驚おどろき、美樹はもっと驚いた。

「え……あ、えっと、晴せい明めい高校げんすゅん模型部で……あっ！」

　すかさずカメラがレポーターのお姉さんに向けられた。

「可愛かわいいですねぇ！　晴明高校原寸模型部チームの皆みなさんでした！」

　無情にも撮さつ影えいランプが消えた。カメラマンもお姉さんも美樹を一いつ顧こだにせず去っていった。

　慶介は顔を歪ゆがめて絶句し、「さのばびっち……」と、だれかさんがお下品なつぶやきを漏もらし、鮎美は無む邪じや気きに「げんすゅんって何？」と慶介に尋たずね、美樹はしゃがみ込こんで顔を手で覆おおった。

　カスミがやってきて美樹の肩かたに優しく触ふれ「とても可愛かったですよ」と言った。




　　　　＊




　残念な結果になってしまった収録を終え、愛ま撫なとカスミを除のぞいた四人はブリーフィング会場に向かった。

　ブリーフィング会場は件くだんの東京ビッグサイト駐ちゆう車しや場じようの本部テントなので、下しも々じもな参加者達は主催側が用意したシャトルバスに乗って本ほん陣じんに向かう。東南アジアのバスみたいにすし詰づめの車内から降りると、第一パドックとやらもすっかり設営が終わっていた。

　シードチームはさすがというべきか、ショールームみたいに綺き麗れいに機体を展示していて、『機体に手を触れないで下さい』と書いた札をぶら下げたロープを張っていた。すでにお客さんもちらほらいて、写真を撮とったりしている。ちなみにシードチームは予選免めん除じよになるのだそうだ。

「なんだこの好こう待たい遇ぐうは。圧あつ倒とう的じゃないか……」

　金曜の時点からこんな場所に展示できるのならコンデレ上位をとれるのも無理はない。いくら機体を綺麗に仕上げてきても、あんな辺へん鄙ぴな場所では勝負にならない。

「これは、なんとしても勝ち抜ぬいてこの場所に来なければならないな」

「そうだね」「そうだな」「お兄ちゃん、アイスたべたい」

　慶介の呟つぶやきに鮎美と美樹が頷うなずいた。三人目の訴うつたえは無視した。




　大きな本部テントの下にはぎっしりとパイプ椅い子すが並べられていた。後ろの方は満席だったので、慶介達は最前列の隅すみっこの方に座った。ステージ上にスーツを着た丸顔のアナウンサーが現れ、ひしめく参加者に向けてマイクを構えた。

『おはようございまーす。エクストリームカップにようこそ！　えー、皆みなさんご存知とは思いますが、一応ひと通りの説明をしますので、お手元の資料を御ご覧らんください』

　慶けい介すけと美み樹きが真しん剣けんな表情でプリントに目を落とした。鮎あゆ美みは半ギレ顔の由ゆ紀きと手をつないで、二人仲良く表の売店で買ったソフトクリームを食べつつプリントを見る。（由紀のは鮎美が買ってやった）

『えー、ではまずタイムスケジュールの方からご説明します』

　大会スケジュールは三日間にわたっていた。金曜日の今日は簡かん易い機体検査と一次予選で、明日土曜日に二次予選が行われる。これで二〇〇あまりの参加者が半分以下にまで絞しぼられ、晴れて第一パドックへの移動が許されるのだそうだ。

　説明が競技内容に移った。

　日曜の決勝では一対一の格かく闘とう戦せんが行われるが、予選の内容はやはり障しよう害がい物ぶつ競走だった。場所は第二パドックの隣となりにある、採石場とアリゾナ砂さ漠ばくを足して二で割ったような地形の空あき地で、基本的に着順は問われず、規定時間内にゴールしさえすればいい。

　渡わたされたコース図を見る限り、土を盛ったアップダウンや細い一本橋などがあるものの、基本的にコースは単純なものだった。一次での足切りタイムは七分。

　……これならなんとかなる。

　鮎美がグラウンドでのテストの様子と、愛ま撫なからの説明をメモに纏まとめてくれていたお陰かげで、ボナパルトのおおよその性能はわかっていた。序じよ盤ばんのアップダウンは機体位置の上下動が加わるので若じやつ干かんのペースダウンが必要だが、あとは基本的に平地だ。全力疾しつ走そうをさせても問題ない。

　それに、ボナパルトは素人しろうとが作った怪あやしげな機体ではあるが、一つだけ圧あつ倒とう的に優すぐれている点がある。はなから決勝での格闘を度外視して製作しているので、分厚い装そう甲こうや武器を装備する必要がなく、他の参加者の機体よりゆうに一〇〇キロ近く軽いのだ。

『さて皆さん！』

　アナウンサーが急に楽しそうな口調で言った。

『コース図を見て、なんか変だと思われませんでしたかーっ!?』

　参加者の間から、おおー、という微び妙みような同意を含ふくんだ声が上がった。

『じ・つ・は！　今大会の予選は、ただ走ればいいのではないのです！　スクリーンを御覧ください！』

　アナウンサーが身を翻ひるがえすと、背後の大きなスクリーンに大会ロゴが映し出された。

　スピーカーから大会のイメージソングが流れ、画面が埋うめ立たて地ちの３Ｄ映像に変わる。鳥ちよう瞰かんで捉とらえていた埋立地が一気にズームされ、予選コースのゴールゲート越ごしの東京ビッグサイトの姿が映し出された。

『──栄光の、エクストリームカップ決勝会場へと通じるヘブンズドア……』

　渋しぶい声のナレーションが入った。同時に画面がビッグサイトを捉とらえたままコースをバックしてゆく。うねりのある地形や、土を盛って作られた丘や、川を渡わたる一本橋が次々と現れ、その所々に白い人ひと影かげのようなものが見える。

『そして……挑ちよう戦せん者しやを待ち受ける死神達ぃぃぃ────っ！』

　画面がスタート地点からの映像になり、途と中ちゆうでちらほらと映っていた白い人影が真正面にアップで登場した。

　ばかな……っ！

　慶けい介すけが息を吞のんだ。芝しば居いがかった演出に参加者達が苦笑するなか、慶介達だけが度ど肝ぎもを抜ぬかれていたのだ。人間のように見えていたのは、武装したヒューマテックだったのだ。

『──アイリステクニカル社製、警備用ヒューマテック《歩哨センチネル》。卓たく越えつした運動性能と、クラスⅡの防ぼう弾だん装そう甲こう。これが諸しよ君くん達の行く手を阻はばむ死神達。生き残るのは一体何機か……っ！』

　画面が大会ロゴに戻もどった。

　アナウンサーが嫌いや味みなほど明るい口調で説明に戻った。

『さぁ、というわけで！　今大会の予選コースにはなんと皆みなさんの邪じや魔まをする敵がいまーす。センチネルはとっても頑がん丈じようなので、思う存分撃うって殴なぐって蹴け飛とばして戦ってくださーい』

　わーっ、と会場が盛り上がる中、鮎あゆ美みがゆっくりと慶介の方を向いた。美み樹きも慶介の顔を見る。慶介は言った。

「……そんな、ばかな」




　　　　＊




「話が違ちがうじゃないか！　何が『予選はただ走るだけでいいらしい』だ！」

　バスを降りるなり、美樹が慶介に食って掛かかった。

「しょうがないだろ！　去年まではそうだったんだから！　大体あの敵機の存在はサプライズだったんだ、いくら俺おれでもそんな事まで予知できるか！」

「なにが『いくら俺でも』だ！　役立たず！　ばかっ！」

「しゃっちゅうあまぁぁうす……」（訳　だまれ）

　慶介達は大おお慌あわてだった。限定的とはいえ、まさか予選から戦せん闘とうが行われるとは思っていなかったのだ。

《歩哨センチネル》なるヒューマテックは、サイズは成人男性より一回り大きいくらいだが、シルエットは防ぼう爆ばくスーツを着たようなゴツいものだった。ボディカラーは白色で、胸むねに製造元のメーカーと大会のロゴステッカーが貼はられている。

　本来は銀行や美術館などの警備向けに使用されるものだが、この大会の盛り上がりに目をつけたメーカーが宣伝効果を狙ねらって協賛してきたらしい。武装はほとんどがサーベル状の剣けんだが、中には銃じゆう器きを装備したものもいて、半径五メートル以内に入ったものを自動的に攻こう撃げきするよう設定されているらしい。

　これと会かい敵てきした際、参加者側の選せん択たく肢しは二つ、逃にげるか、戦うか。

　とはいえ、もちろんこれはゲームなので本当に破は壊かいし合うわけではない。センチネルは大きな衝しよう撃げきか、あるいは一定数以上の銃じゆう弾だんの直撃を受けると〝撃破〟されたことになり三十秒間停止する。逆に参加者側は、センチネルが装備している銃器のペイント弾を当てられたり、インクを染み込こませた特とく殊しゆな樹じゆ脂し製のサーベルを当てられると失格になるのだ。

　決勝で戦う為ためにカスタムされた他の参加者には大した問題ではないが、慶けい介すけ達にとっては大問題だった。

　パドックに戻もどってくると、とりあえず日ひ陰かげになっている偽ぎ装そうネット下に集まって一同が顔を突つき合わせた。

「……ボナパルトってキックとかパンチはできないよね？」

　鮎あゆ美みの問い掛かけに美み樹きが「無理だ」と首を振ふった。「そもそもあのＡＩは標準仕様のままだから、〝敵〟という概がい念ねん自体がない。戦せん闘とう行こう為いは不可能だ。仮に出来たとしても、ボナパルトは、はなからそんな激はげしい動きを想定していない。組み立て時にあちこち補強を入れはしたが、あの細いフレームじゃいつまで持つか……」

　慶介は椅い子すに座った。テーブルに肘ひじをつき、険けわしい表情で外に立っているボナパルトを睨にらむ。

　バッテリー換かん装そうのため、慶介達は一度ボナパルトを完全に分解している。カスミと一いつ緒しよに組み立てを最初から最後まで行った美樹は、ボルト一本に至るまで機体構造を知り尽つくしているだろう。その彼女が無理だと言っているのだ。それに、例の胴どう体たいのセンサーの問題もあるから格闘機動コンバツトマニユーバには対応できないだろう。あの機体はコンセプトとして、あくまで予選専用。平面の移動プラスアルファまでしか想定していないのだ。

　では出走を辞退するか……と考えたがそれもだめだった。一次予選棄き権けんでは、展示場所はこの辺へん鄙ぴな空あき地のままになり、コンデレの勝負権を絶望的に失う。無線を使った音声指令は可能なので、敵機を回かい避ひしながらコースを進ませる手もあるが、グラウンドのテスト結果を見る限り、さほど俊しゆん敏びんとは思えない。敵機を振り切るのは難しいだろう。

　不ふ穏おんな空気を察したのか、９６式の後部ハッチから愛ま撫なが恐おそる恐る顔を出した。中で一いつ緒しよに何かしていたのかコスプレ状態のカスミも出てくる。愛撫を残して、コスチュームのヒールをかつかつ鳴らしながらカスミがやってきた。

「どうしたのですか？」

「あ、カスミちゃん。実はね……」

　鮎美が事情を説明し始めたところで慶介がはっとした。

　足元に置いていた鞄かばんから大会規則書を取り出してページをめくり始める。

　──参加機同士の直接的支し援えんや妨ぼう害がいは禁止。出走順の変へん更こうは不可。だが追い越こしは可能。

　鮎あゆ美みと美み樹きから事情をひと通り聞いて、カスミは言った。

「問題ありませんよ、慶けい介すけさん」

　慶介が顔を上げた。規則書を閉じてテーブルに置く。鮎美と美樹がきょとんとして二人を見る。

「……構わないのか？」

「お安いご用です。私はそのへんのヒューマテックとは出来が違ちがいますから」

「すまない。……だが、これは俺おれの独断では決められない」

　慶介は立ち上がった。松まつ葉ば杖づえをついて９６式に近づいていく。愛ま撫なが驚おどろいてぴゅっと車内に隠かくれた。

「ねえカスミちゃん、いまのは何の話？　慶介くんは何しに行ったの？」

　鮎美が尋たずねると、カスミは言った。

「愛撫に許可をもらいに行ったのですよ」

「なんの？」

　カスミは鮎美を見上げ、愛らしい小さな唇くちびるの端はしを不敵にきゅっと吊つり上げた。

「私にボナパルトの進路の掃そう除じをさせる事のですよ」




　　　　＊




　縁えん日にちの射的屋みたいな銃じゆう器き検査場で、セーラー服にポニーテールで汗びっしょりのいたいけな女子中学生が、巨きよ大だいなライフルをぶっ放していた。

　ばすっ！

　横にいた係員さんが、目の前のテーブルに置かれた小型のレジみたいな機械を見た。ちりちりと音を立ててプリントアウトされたシートを見て目を剝むいた。

「えっと……これ、全然アウトです。威い力りよくが強すぎます」

「全然ってどのくらいよ!?」

「ゆうに上限値の倍くらいありますよ……？」

「ふぁっく！」

　お下品な声を上げて少女はライフルをたすき掛がけに担かつぎ、ポニーテールをひるがえして走り去って行った。……もちろん、少女は由ゆ紀きだった。




　想定外の敵機の存在に対たい抗こうするため、慶介はカスミによる護送プランを立案した。

　参加機の相そう互ご支し援えんは認められていないが、これは背中を押おしたり、手を引いたりという直接的な行こう為いのみを指していて、先行する機体によって停止させられたセンチネルのいるエリアを、後続がすり抜ぬけて行くことについては禁止されていない。

　慶けい介すけはこれを逆手に取り、美み樹きが持ってきたばかみたいな数の銃じゆう器きを、ありったけカスミに持たせて先行させ、進路上の敵機を掃そう討とうさせる事にしたのだ。

　ただし、競技に使用する銃器は威い力りよくを測定し、人型汎はん用よう機械の保安基準を満たしているかどうかの検査に合格しなければならない。だが、模型部の銃器群はひとつ残らずぶっちぎりでハイパワーだった。

　どでかい対物狙そ撃げきライフルを抱えた由ゆ紀きが、原寸模型部のパドックに駆かけ戻もどってきた。

「さのばびっち！　まだ全然超こえとるわあほっ！」

　偽ぎ装そうネットの下で地面に座って短機関銃の組み立てをしていた美樹の顔面に、さっきの紙切れを投げつけた。美樹が空気圧を調整する圧力バルブを置いて、ゆっくりと顔を上げた。

「きさま……私を怒おこらせたいのか？」

「やかましわ！　口を動かす前に手を動かせ！　どぅーいっと、なーおっ！」

「由紀ちゃーん、次もう一回これ！」

　鮎あゆ美みが９６式からちょっと未来的なデザインの黒い短機関銃を持って出てきた。

「まざーふぁっかーっ！」

　すごくダメな発言をしながら銃をむしりとる由紀。弾だん倉そうを抜いて弾たまが入っているのを確認すると、もう一度差し込こんでがしゃこんと装そう塡てんレバーを引いた。真夏の炎えん天てん下かでさっきから連続ダッシュを続けている彼女は汗びっしょりになっていた。ライフルを下ろし、テーブルに置いてあったポカリのボトルを引っ摑つかんでがぶ飲みする。丸い輪りん郭かくの顎あご先さきを、口元からこぼれたポカリがきらりと光って滴したたり落ちた。ちょっと青春っぽい。

「由紀ちゃん、ごめん急いで、あと十分しかないの！」

「あふたーばーなー全開っ！　現在なう、超音速ばいげいと──っ！」

　口元を乱暴に拭ぬぐいながら意味不明なことを言って由紀が走っていった。




　パドックの一番隅すみ、土手に的を並べた射しや撃げき場じようみたいな場所に慶介とカスミがいた。

　カスミがアメリカのパトカーに積んであるようなショットガンを構え、並んだ的めがけて発はつ砲ぽうした。ばすん！　と籠こもった音がして、可か倒とう式の的が勢い良く倒たおれる。

「弾道特性および散弾パターンの記録完了。次をください」

　慶介はショットガンを受け取って、代わりに拳けん銃じゆうを渡わたした。カスミはそれを一いち瞥べつしたのち、無造作に構える。

　ぱすっ、ぱすっ、ぱすっ。

　いかにも弱々しい発砲音を聞きながら、慶介が持っていたバインダーを開いて『モスバーグＭ５００』という名前にチェックを入れた。

「これはダメですね。威い力りよくが低すぎて的まで届きません」

　カスミが拳けん銃じゆうを下ろして言った。慶けい介すけは『グロックっぽいの』という名前にバツを付けた。

「圧を逃にがす穴が大きすぎたのかな？」

「それにしては威力が低すぎます。おそらく組み立て時にパッキンを組み損ねたのでしょう」

　慶介はリストを見た。

「これは美み樹きがバラしたやつか。まったく……あとで直させるよ」

「お願いします。ですが慶介さん、余計な事かもしれませんが、彼女達を叱しかってはいけませんよ。これだけ短時間に分解組立と加工をしているのです。ミスが起こるのは必然です」

「ああ、そうだな。気をつけるよ。まあ俺おれも手伝えれば良かったんだけど、俺が分解したら元に戻もどせなくなるからな」

「そうですね。では慶介さん、次をください」

　慶介は頷うなずいて、台車からグレーのアサルトライフルを取り出した。




　　　　＊




『さあ、現在コース上にいるのは＃30〝アーマードギアＡＳライトニング〟だ！　過去の戦歴は第六回二次予選進出！　さあ今回は雪せつ辱じよくを果たせるか！　おーっと、セクター３で一度に二機のセンチネルに捕ほ捉そくされたぁーっ！』

　一次予選が始まった。

　場内は一気に賑にぎやかになり、アナウンスが景気のいい声で実況中ちゆう継けいしている。

　参加者の機体がゼッケン順にパドックを出て、さながら巡じゆん礼れいのように列をなして隣となりの予選コースへと向かい始めていた。

「よし、各員の配置と作戦を確認するぞ」

　慶介はボナパルトの前に集合した一同を前に言った。

「目のいい鮎あゆ美みはスタンドからボナパルトの誘ゆう導どうだ。俺が全体を見て指示を出すが、基本的には先に進むことよりも、安全性を最優先とする」

　興こう奮ふんに頰ほおを赤く染め、口をきゅっとへの字に結んだ鮎美が頷いた。

「充じゆう分ぶんな距きよ離りを取って回かい避ひ、アップダウンの通過は速度を落として、だね」

「そうだ。それから、美樹は由ゆ紀きとともに９６式でコース脇わきの側そく道どうを先行し、観測ポイントで待機。敵機の位置と風向きを逐ちく一いち報告しろ。敵機が前を行く機体に撃げき破はされた場合は由紀、お前が復帰までの時間を計測しろ」

　美樹が頷き、首から携けい帯たいをぶら下げた由紀が「さーいえっさーっ！」と元気よく返事した。

「この作戦の成否は、後続のカスミがスタートするまでの三十秒をいかに凌しのぎきるかにかかっている。ボナパルトに戦せん闘とう能力はない。捕捉されたら最後だ。ワンミスで俺達は予選落ちになる。各員、警けい戒かいを厳に。スタートしたら一いつ瞬しゆんたりとも気を抜ぬくな、いいな！」

「「おーっ！」」

「カスミ、準備は出来たか!?」

　慶けい介すけが９６式を振ふり返ると、ばたんと後部ハッチが開いた。支度を終えたカスミが姿を現す。

　白とグレーの航空迷めい彩さい柄がらのコスチュームはそのままに、背中には巨きよ大だいな対物狙そ撃げきライフルを背負い、右手にはアサルトライフル、左手には黒いショットガンを、腰こしにぐるりと巻いたベルトには二つの拳けん銃じゆうと釘くぎ打うち機のようなデザインの短機関銃をぶら下げていた。

「お待たせしました。準備完了です」

　全身の武器をがちゃがちゃ鳴らしながら、カスミが鮎あゆ美み達の列に加わり、四人と一機がボナパルトを仰あおぎ見た。声を揃そろえて叫さけぶ。

「「ボナパルト、起動シークェンス、スタート！」」

『オオ────────ッ！』

　青い巨人が雄叫おたけびを上げて立ち上がり、ヘンなポーズを取った。なんだこりゃ、と周囲の参加者達が目を点にしているなか、目をらんらんと輝かがやかせた四人と一機は誰だれひとり笑っていなかった。




　予選コースのスタート位置は土を盛った四角い土ど俵ひようのような場所で、モトクロスのスタート位置に似ていた。

　スタートラインにはライトが縦たてに五つ並んだシグナルが設置され、各機が三十秒間かん隔かくでスタートする。タイムは機体に貼はられたゼッケンに内蔵した薄うす型がたの発振器を使って計測され、足切りタイムは七分ジャスト。これをクリアしさえすればトップだろうがビリだろうが、二次予選に進むことが出来る。

　シグナルのグリーンが灯ともって、バズーカを担かついだ薄うすい水色のボルテックが、どたどたとスタートランプを駆かけ下りて行った。

　セクター１、緩ゆるやかなアップダウンの続くコース上に配置されたセンチネルは十二機。ほとんどが剣士型ソードフアイターなので戦せん闘とうは近接戦闘が主体となる。あちらこちらで可愛かわいいヒューマテックやいかめしいボルテックが白い敵機とダンスをするように戦っている様子は、遠目には人ひと気けのまばらな舞ぶ踏とう会かいのように見える。

『＃34〝シーテックＧ２ＴＶＷ〟が今スタート！　セクター１に入ってぇー……いきなり最初のセンチネルに接せつ敵てきしたぁ！』

　水色のボルテックが、ぽつんと単独で徘はい徊かいしていたセンチネルの接敵ゾーンに入った。センチネルの頭部に取り付けられたランプが赤く点てん灯とうし、サーベルを構えて襲おそい掛かかってくる。捕ほ捉そくされたボルテックが立ち止まり、バズーカを構えた。だが、動きが遅おそい。巧たくみに進路をジグザグに変えて迫せまるセンチネルになんとか照準を合わせようと、バズーカの向きを右に左にと変えるうちに懐ふところに飛び込こまれ、樹じゆ脂し製サーベルの一いつ閃せんが胴どうを薙ないだ。ボルテックが大きく仰のけ反ぞり、同時に、ばすん！　と遅おそすぎた迎げい撃げき弾だんが発射され、黒い弾体が青空めがけて飛んでいった。

『ああー……残念。＃34はセンチネルに撃げき破はされました。また来年お会いしましょう！』

　血のような赤いペンキを付けられたボルテックが、がっくりと膝ひざをついた。〝Ｃ１〟と名付けられた競技用プログラムが機体制せい御ぎよに割り込んだのだ。この時点で機体は完全にＣ１の支配下に入り、自じ我がを奪うばわれる。以降は競技本部に設置された大型サーバーに行動を操られ、無線コントロールでゾンビのようにゆらゆらとコース外に退出するのみとなるのだ。

『さて！』と、気を取り直すまでもなく、はなから気楽なアナウンスの声が響ひびいた。『次のスタートは……あっ、これは噂うわさの高校生チームですね！』

　スタート位置にいた係員が順番待ちの列に向かって手招きした。

　ボナパルトがのっしのっしとスタート台にその姿を現した。抜ぬけるような青を基調にしたスプリッター迷めい彩さいが陽光を浴びてきらりと光った。それまでの単色の機体と明らかに違ちがう、ハイセンスでビビッドなカラーリングが目を惹ひく。

『さあさあ、本大会始まって以来の高校生チーム！　エントリー名は〝晴せい明めい高校原寸模型部ＡＸ─１ボナパルト〟！　外装もオリジナルですね！　ちょっとなつかしい《雷らい神じん》のレプリカですが、このカラーリングはマニアックだ！』




　観客席から上がる拍はく手しゆを聞きながら、観測員スポツタースタンドにいた慶けい介すけは今いま更さらながらに予選の厳しさを痛感していた。

　今、目の前であっけなく撃破された機体は見るからに頼たのもしそうだったのに、一発の反撃もできずに終わってしまった。正直なところ、ボナパルトがあの機体より優ゆう秀しゆうとは思えない。しかも武装もなく、自律制せい御ぎよも頼たよりない。これではまるで生まれたての子こ鹿じかをサバンナに放り出すようなものだ。

　隣となりの鮎あゆ美みがインカム越ごしに指示を出していた。

「ボナパルト、その場で停止」

　スタートラインまでの誘ゆう導どうを終え、鮎美が一度目を閉じた。すーっ、はーっと大きく胸むねを上下させて深呼吸する。彼女も緊きん張ちようしているのだろう。ぎゅっと口をへの字に結んで難しい顔をしながらコースを見つめている。

　鮎美の役目は機体の誘導だった。

　機体には主しゆ催さい者しや側から提供されたファイルＣ１に付ふ随ずいする競技ルールをインストールしてある。シグナルが変われば機体は自己の判断でゴールへと走り始めるが、細かな状じよう況きよう判断が必要な場合は、このスタンドから音声で指示を行うのだ。他の参加機は放っておいてもさほど問題ないが、ボナパルトのおつむはあまりあてにならない。ほとんど付きっきりで指示をしなければならないのだ。慶介は常に全体を把は握あくできるポジションにいたかったので、鮎美にボナパルトの観測員スポツターを担当させていた。

　見回してみると、他の参加者はだれもが双そう眼がん鏡きようを首から下げていて、ビデオカメラを持っていたり、中にはレーザー計測器で地形をスキャンしている人までいるが、原寸模型部チームにはそういった観測機器は何もなかった。

「うーん……やっぱり双眼鏡を買ってくるべきだったなぁ」

　慶けい介すけは、模型部作品の狙そ撃げき銃じゆう〝ＰＳＧ─１〟から外して持ってきたスコープを手の中で弄もてあそびながらぽつりと漏もらした。倍率はまあまあなのだが、視野が狭せまいので使いにくいのだ。

『どうかしましたか？』

　インカムにカスミの声が入った。

「いや、なんでもないよ。そっちはどう？」

　慶介ははた目にもそれとわかるスコープを構えて、スタート台の方を覗のぞいた。

　順番待ちの列の一番前にボナパルトの巨きよ体たいがあり、その後ろに全身フル装備のカスミの姿が見えた。照準線クロスヘアの入った丸い視野の中でぴたりと目が合い、慶介は思わずギクッとした。スタート位置とスタンドの間には結構な距きよ離りがあるのだが、視力が人間と違ちがうのだろう。

『ボナパルトに異常は見られません。難なく完走できるでしょう』

　カスミは口を動かさずに返答してきた。ヒューマテックである彼女は、いちいち声に出さずとも音声データを直接送信できるのだ。わかってはいても、ちょっと違い和わ感がある。

「そういえばさ、君でも緊きん張ちようするの？」

『しませんよ。少々不安ではありますが』

「そっか。おれは緊張してきた」

『心配は要いりません。愛ま撫なのプログラムは問題なく作動しています。お二人は、私が出るまでの三十秒間、彼を上手うまく誘ゆう導どうしてあげてください。それだけが、今回の勝利条件です』

　ボナパルトの目の前のシグナルが点てん灯とうした。赤いランプが上から順に点灯し、最後に一番下のグリーンが灯ともった。

『オオ─────っ！』

　ボナパルトがずしんずしんと茶色い土を踏ふみしめて走り出した。

『今ボナパルトが出ました。異常なし』

　慶介はスコープを下ろした。やはり視野が狭くてこれでは指し揮きできない。

　コースを見ると、スタートしたボナパルトは少々ふらつきながらスタートランプを駆かけ下りているところだった。軟なん弱じやくな地面の為ために走りにくいのだろう。だがすぐに学習して安定を取り戻もどす。ようやくまともな走行姿勢になったところで、ボナパルトが乱戦のコースに降り立った。最初のセンチネルへと近づいてゆく。

「ボナパルト、進路を二時方向に！」

　隣となりの鮎あゆ美みがインカムに向かって指示を出した。青い巨体が命令を受けて進路を斜ななめ右に取る。先ほど参加機を葬ほうむり去ったばかりのセンチネルを大きく迂う回かいしてコースを進む。
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　半径五メートル、これがセンチネルの接せつ敵てきゾーンだ。この中に入りさえしなければ襲おそわれる心配はない。

　行く手に長ちよう剣けんを持った女騎き士しコスチュームのヒューマテックが一度に二機を相手取っての華か麗れいな殺陣たてを演じているのが見えた。センチネルの攻こう撃げき対象は一機のみなので、交戦中であれば近づいても襲われる心配は無い。だが、慶けい介すけは鮎あゆ美みに言った。

「女騎士と戦ってるセンチネルは間もなく交戦時間を過ぎる。回かい避ひしろ、十時方向」

「ボナパルト、進路を十時方向に！」

　鮎美が頷うなずいて指示を伝えた。ボナパルトは大きな上体を捻ひねって進路を変える。同時に、斬きり合いをしていたセンチネルの頭上のランプが消えた。交戦時間が切れたのだ。急にサーベルを下ろして踵きびすを返す。その目がボナパルトを捉とらえた。

　……が、反応しない。事前の進路変へん更こうによって、ボナパルトは半径五メートルという接敵範はん囲い外を走っていたのだ。

「あぶなかったねぇ……あのまま行ってたら捕つかまるとこだった」

　安あん堵どの吐と息いきを漏もらす鮎美。慶介はコースを見たまま言った。

「ボナパルトに集中しろ。俺おれがコース全体を見る、鮎美はとにかくあいつの前方にだけ気を配るんだ」

「ら、らじゃ」

　ボナパルトの前方にはコースの幅はばいっぱいに等とう間かん隔かくで配置された三機のセンチネルが行ったり来たりしていた。現在交戦中の機体はなく、すべてが哨しよう戒かいモードだ。今行けば捕ほ捉そくされる。

「進路を十一時方向に！　あ、待って、止まって！」

　鮎あゆ美みが回かい避ひに手間取っていた。まだ接せつ敵てきゾーンには入っていないが、これ以上前進すると三機いずれかのゾーンに入ってしまいかねないのだ。早く先に進ませたいのは山々だが、無理に突つっ切ろうとすれば捕捉されてしまう。

『火器管制システムを起動。以降、四し肢しの稼か働どうレンジをミリタリーモードに』

　慶けい介すけのインカム越ごしにカスミが何か言っているのが聞こえた。

「ボナパルト、やっぱ八時方向に移動、ゆっくりでいいよ！」

　青い巨きよ人じんは言われた通り、のんびりとした足取りで斜ななめ後方に移動しはじめた。哨戒モードで横方向の往復を繰くり返している二機が、互たがいに反対方向に向かうタイミングで一気に突とつ破ぱするつもりなのだろう。出来ればこの場に留とどまってカスミの到とう着ちやくを待ちたい処ところだが、背後からは今しがたやり過ごしたセンチネルが徐じよ々じよに近付いて来ている。行くしかない。

「よし、今だ、二機の間を突っ切れ」

「らじゃ。ボナパルト、そこで進路を十二時方向、ダッシュ！」

　ボナパルトが走り出した。ただし、それまで向かっていた斜め後方に向かって。

「違ちがう！　四時方向だぞ！」

　慶介が慌あわてて言った。鮎美が驚おどろいてボナパルトを停止させる。

「ボナパルト！　止まって！」

　ボナパルトは数歩かけて減げん速そくして止まった。

　これは双そう方ほうの主観の違いによって生じたミスだった。鮎美はコース前方を十二時方向として命令していたのだが、ボナパルトにとっての十二時方向は、その瞬しゆん間かんの自機正面なのだ。そしてその進路上には先程回避したセンチネルがいる。

「え、えっと……四時方向！　四時方向に、あっ！」

　センチネルがゆっくりとボナパルトを見上げた。戦闘態勢アクテイブを示す赤いランプが点てん灯とうする。

「まずい！　捕捉された！　逃にげろ鮎美！」

「四時方向にダッシュ！　最大速度で！」

　ボナパルトが一目散に逃げ出した。わずかに遅おくれて追つい撃げきを開始するセンチネル。

　青い巨人と白い剣けん士しの鬼おにごっこが始まった。巨大な手足を振ふってどたどたと走り出すボナパルト。見るからに鈍どん重じゆうな動きだが、センチネルの足も思ったほど速くはなかった。おそらくは難なん易い度調整のために速度の上限規制を掛かけているのだろう。だが、ボナパルトの足取りが急に怪あやしくなった。酔よっぱらいのように身体からだがふらつき始める。

「まずい、ボナパルトがふらつき始めた！」

　インカム越ごしのカスミの声が聞こえた。

『うねりのある地形で最大速度を出しているので補正が間に合わないのでしょう。鮎あゆ美みさんに言ってください、速度を落とさせるようにと』

「だめだ、速度は落とせない！　そんなことしたらやられる！」

『距きよ離りがあるので第三戦速まで落としても大だい丈じよう夫ぶです。それで補正も多少追いつくでしょう』

　ボナパルトはコースを彼なりの全速力で走っていた。前方にはさっきまで通過のタイミングを図っていたセンチネル達の防衛ラインがあるが、鮎美からの進路変へん更こうは出なかった。追手が付いた今、減速や転進を命じれば追いつかれてしまう。

　澄すんだ青色の巨きよ体たいが、三機が形成するラインのど真ん中を通過した。同時に直近の二機のランプが点てん灯とうする。戦闘態勢アクテイブに入り、二機がサーベルを構えてボナパルトの追つい撃げきに加わった。追手が三機に増え、さらに前方には軽機関銃じゆうを持ったセンチネルがいた。この銃士型ガンナーは剣士型ソードフアイターに比べて接せつ敵てき範はん囲いが倍の十メートル。射撃は単発で発射間かん隔かくも遅おそいが、ボナパルトにこれを回かい避ひする能力はない。慶けい介すけはインカムに向かって叫さけんだ。

「カスミ、シグナルは点ついたか!?」

『まだです。ボナパルトを減速させて下さい。そろそろ処理落ちを起こしそうです』

　コース上では三機のセンチネルが徐じよ々じよに距離を詰つめていた。ボナパルトのエラー頻ひん度どが増加して速度が落ちてきたのだ。このままでは追手を振ふり切る前に、姿勢制せい御ぎよシステムが機体角を大おお幅はばに読み違ちがえて転てん倒とうを招くだろう。だが、減速しても追いつかれてしまう。

　銃士型ガンナーのランプが灯ともった。ゾーンに入ったのだ。腰こしだめに構えた銃がゆっくりとボナパルトの方を向く。

「銃士型ガンナーにも捕ほ捉そくされた！」

『了解しました。スタート四秒前。後は私がやります』

　慶介はスタート位置を見た。シグナルのレッドが二つ、三つと灯ってゆく。カスミはたすき掛がけにした対物狙そ撃げき銃のベルトをきゅっと締しめ直した。

「頼たのむ！　急いでくれ！」

『大丈夫、一いつ瞬しゆんですよ』

　グリーンが灯った。

　カスミは数歩ダッシュしてぐっと膝ひざを折る。

『──アフターバーナー五段全開。現在ナウ、超音速バイゲイト！』

　カスミは決め台詞ぜりふを言い、そして跳とんだ。

『うわっ！　飛んだ────っ！』

　アナウンスの声が聞こえた。

　航空迷めい彩さいを纏まとった小さな身体からだが、撃うち出された砲ほう弾だんの如ごとく、放物線を描えがいてスタートランプの上空を通過する。空中で一回転し、両足で着地すると、もう一度小さく飛び上がってから走り出した。白いヒールブーツで湿しめった土を蹴け立たて、草原を疾はしるインパラのようにコースを駆かけ抜ぬけてゆく。

『これは速いっ！　高校生チームの二機目、晴せい明めい高校原寸模型部カスミのダッシュタイムは三秒〇六！　ぶっちぎりベストタイム！』

「……すげえ」

　慶けい介すけはそう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。




　人間には到とう底てい不可能な速度で疾しつ走そうするカスミの視界の中では、褐かつ色しよくの大地が凄すさまじい勢いで後方へと流れていた。

　各種センサーが捉とらえた情報が光学映像に重ね合わされ、視界内に存在するすべてのセンチネルの位置の自動追つい尾びが行われていた。追尾システムには装備している銃じゆう器きの有効射程情報が反映され、射程外の機体にはグリーンの、射程内は赤色のマーカーが重なる。

　コース手前に残ったセンチネルのシルエットがレッドに変わった。有効射程に入ったのだ。カスミはライフルを構え、銃身下に取り付けられたグレネードランチャーを発射した。ポンッと音を立てて噴ふん射しやしたガスとともに、直径二十四ミリの弾だん頭とうがセンチネルの顔面を直ちよく撃げきする。のけぞって数歩後ずさるセンチネル。頭部のランプが消え、三十秒間の停止モードに入った。

　カスミは〝撃破〟されて棒立ちになっているセンチネルに肉にく薄はくすると、大地を蹴ってジャンプし、センチネルの頭を踏ふみ台にしてさらに高く跳とんだ。

　──一機目、撃破です。

　曲射弾道のような跳ちよう躍やくは頂点でビルの三階くらいの高さだった。空中から見下ろすコース上には、鈍どん重じゆうな青い巨きよ人じんを追い立てる合計四機の白い死神の姿があった。愛ま撫なと同じ大きな黒い瞳ひとみが捉とらえた映像の中で、手前二機のセンチネルの機き影えいに照準レテイクルが重なった。

　──ロックオンです。全兵装使用許可オールウエポンズ　アー　フリー。

　たたたたたたたたっ！

　右手のアサルトライフルをフルオートで発射する。銃口から伸のびた樹じゆ脂し製の弾丸の列が空中に伸びやかな曲線を描えがいた。毎分九〇〇発という高サイクルで吐はき出された銃弾が濃のう密みつな散布界を形成し、そのまま二機のセンチネルを驟しゆう雨うの如ごとく襲おそった。背後からの叩たたきつけるような弾着の嵐あらしが機体を巻き込こんで派手な土つち煙けむりを生み出し、一いつ瞬しゆんでセンチネルの累るい積せき停止弾着数を超こえる。戦闘態勢アクテイブを示す赤ランプが消え、二機が同時に停止した。

　地面が迫せまる。

　カスミは弾たま切ぎれになったライフルを背中に回して、両足を突つき出した。走り幅はば跳びの着地のようにランディングし、背負っていた巨大な対物狙そ撃げきライフルのベルトを緩ゆるめる。同時に左手のショットガンを銃士型ガンナーに向けた。

　ばすっ！

　プラスチック製の散さん弾だんが銃士型ガンナーを襲おそう。かかっ！　と装そう甲こうに弾はじかれるＢＢ弾。ダウンはまだだが弾着数はカウントされたはずだ。新たな敵の出現に、銃士型ガンナーが一いつ瞬しゆんその動きを止めた。カスミはショットガンのフォアグリップを摑つかんで片手でがしゃこんとポンピングした。リップクリームのような形状の赤い薬包シエルが排はい莢きようされ、それが地面に落ちる前に二射目を撃うった。再び襲った散弾にセンチネルがダウンする。さらにカスミは右手一本で巨きよ大だいな対物狙そ撃げきライフルを構えた。銃口の先には逃とう走そうするボナパルトを追う最後の一機の背中があった。

　ぱぁんっ！

　センチネルの背中で何かが弾け、白い機体が冗じよう談だんみたいに吹ふっ飛んで転てん倒とうした。ランプが消え、センチネルが停止する。

　──敵機を排はい除じよ。これよりボナパルトをリードします。

　カスミはそう言って対物狙撃ライフルを背負い直した。ショットガンをポンピングし、排莢された薬包シエルを空中でキャッチしてベルトのポケットに入れる。さらにアサルトライフルの弾だん倉そうを交こう換かんし、銃身に懸けん架かしているグレネードランチャーの銃身をスライドさせた。大きく空あいた装そう塡てん口に、腰こしのポケットから出したペットボトルを入れる。中には高圧の炭酸ガスが入っている。これが模型部製グレネード弾の正体だった。

　地面に落ちていた一発目の空薬包シエルも拾ひろってポケットに入れた。これも模型部の作品なのだ。捨てていくわけにはいかない。

『お、おおう。なんていうか……君、凄すごいな、ははっ』

　半笑いの慶けい介すけの声が届いた。

　──お褒ほめにあずかり光栄です。ちなみに慶介さん、一番威い力りよくが高いのは、貴方あなたのアイデアを実装した対物狙撃銃でしたよ。

『え？　ああ、あれ？』

　最後の対物狙撃銃の弾たまは慶介のアイデアだった。もともとパチンコ球をイケない初速で発射するという、でたらめに高威力のライフルだ。ただ出力を落とすのでは勿もつ体たい無いと、本来パチンコ球と発射時のエフェクトのための石灰粉を入れるカートリッジに、入るだけのゴム弾を詰つめ込こんだのだ。一発あたりの威力は低いが、詰め込まれた弾丸の数は一カートリッジ当たり三十六個。たった一射で〝撃破〟出来たのはそのためだった。

　──まさに一撃必殺です。わざわざ大きいのを担かついで来た甲斐かいがありました。

　カスミはそう答えて、前方で立ち止まっているボナパルトを見た。ずんぐりむっくりの青い巨きよ人じんは「なんだろう？」みたいな感じで、振ふり返ってこちらを見ている。

「ボナパルト、命令コマンド、基本動作群スタンダードアクシヨンプロトコルより《編隊機動フオーメーシヨンマニユーバ》、私の進路をトレースしなさい」

『オオッ！』

　ようやく処理落ちから立ち直ったボナパルトが、元気よく返事をした。




　コースと金かな網あみで隔へだてられた側そく道どうに９６式装そう輪りん装そう甲こう車しやが停まっていた。

　ここは本来途と中ちゆうでリタイアした機体を参加者が回収に来るための通路だった。泥どろまみれになった愛機を積んですごすごと戻もどっていく参加者達の横で、インカムをつけた美み樹きと、ポニーテールを解いて髪かみを下ろしている由ゆ紀きと、帽ぼう子しをかぶったまま心配そうな顔をしている愛ま撫なの三人が、上部ハッチから顔を出してコースの様子を見ていた。

「かっこいい……おしっこもれそう」

　由紀は首から下げた携けい帯たいを握にぎりしめたまま、コース上での華か麗れいな掃そう討とう劇に涙なみだをぽろぽろ流していた。

　隣となりの愛撫が小さく頷うなずいて、９６式の車体後方に付いている、釣つり竿ざおみたいなアンテナの先を見上げた。結び付けられた由紀のリボンがひらひらと風に揺ゆれていた。あっ、と小さく声を上げて運転席のハッチを見ると、立ち上がってコースを見ていた美樹が、携帯を見ながらインカムに向けて喋しやべっていた。

「カスミ、今風向き変わった。向きは北北西。風速は変わらず。軽くひらひらしているだけだ」

　美樹が運転席に座りなおした。後ろの二人に言う。

「二人共、移動するから周りを見ていろ。他の車にぶつけたらまずいからな」

　車長席ハッチの愛撫は無言で頷き、銃じゆう手しゆ席の由紀は、用もないのに据すえ付けてある五〇口径機関銃をしっかり握った。

　ＢＢ弾だん等の樹じゆ脂し製の弾たまは軽いので風で逸それやすい。なにげに重要な役目を仰おおせつかっていた三人を乗せて、９６式装輪装甲車は、慶けい介すけが指定した敵機との戦せん闘とうが回かい避ひ困難なポイント近くの観測地点へと走っていった。




　　　　＊




　カスミはあっという間にボナパルトの窮きゆう地ちを救って、その後もコース上の敵機を手当たり次第皆みな殺ごろしにしつつボナパルトを先導していった。それはまさに無敵状態で、ボナパルトは無人の野を行くが如ごとく順調に進み、二機並んで仲良くゴールをくぐった。




＃35　晴せい明めい高校原寸模型部ボナパルト　五分二七秒〇二

＃36　晴明高校原寸模型部カスミ　　　五分五九秒三六




　大会初の高校生チームは、二機揃そろって無事通過となった。カスミの通算撃げき破は記録は二十四機。（本人談）

「これってエーススコアとかで特別賞出ないのかな……」

　ゴール後、慶けい介すけはそう言って調べてみた。残念ながらそういうのはなかった。




　予選はつつがなく進行し、午後三時過ぎに全機が出走を終えた。

　一行は砂すな埃ぼこりできなこもちみたいな色になったボナパルトを洗ったり、バッテリーの放電と充じゆう電でんを行ったり、さらに銃じゆう弾だんの補充と再装そう塡てんを行ったりした。

　他の参加者達もそれぞれのパドックで機体を整備していたり、熱心にミーティングしている。

　そんななか、慶介は９６式装そう輪りん装そう甲こう車しやの屋根でうつ伏ぶせに寝ねそべっていた。隣となりには鮎あゆ美みがいて、そのまた隣に愛ま撫ながいる。だが三人仲良く昼寝をしているわけではなく、取り付けられている発はつ煙えん弾だん発射機の取り外しを行っていたのだ。

「十七ミリのレンチをくれ」と慶介。

「十七ミリのレンチ取って」と鮎美。

　伝言ゲームの末まつ端たんの愛撫が、目ま深ぶかに被かぶった帽ぼう子しの下で緊きん張ちようのあまり死にそうな顔をしつつ一度車内に引っ込こみ、レンチ片手にまた顔を出した。鮎美が受け取り、慶介に渡わたす。

「ありがとう。あ、もうすぐ外れるから、落ちないように二人でランチャーを押おさえてて」

　鮎美は「はーい」と言い、愛撫はこくこくと頷うなずいて、二人は四連装の発煙弾発射機をしっかりと押さえた。慶介は最後のボルトをレンチで緩ゆるめて抜ぬき取った。取り付けレールごと発射機を外し、配線を引き抜いて屋根に置いた。

「よし、これでＯＫだな。で、初うい瀬せさん」

　と慶介は引き抜いた配線の先っちょを愛撫に見せる。

「これを、ボナパルトの外部機器ポートに繫つなぐから、発射出来るようにして欲しいんだ。発射装置は単純な信号のオンオフで作動するから、制せい御ぎよユニット側からスイッチが入ればいい」

　えっ？　愛撫が顔を上げた。鮎美が尋たずねる。

「ボナパルトに付けるの？」

「ああ、万一の備えだ。今日はスタート直後にミスって危うくやられるところだったからな。ボナパルト自身にも何らかの防御機器を装備しておきたいんだ」

　愛撫がすごく困ったような顔をした。

「どうしたの愛撫ちゃん？」

「あの……あんまり、重量バランスが、変わると、セッティングが……」

　鮎美が慶介を見た。慶介は愕がく然ぜんとして、

「そ、そんなに変わるのか？　これ、二キロくらいだけど……」

　それなら、まだ許容範はん囲いだけど、とおっかなびっくり愛撫が答えていると下から声がした。

「お兄ちゃーん」

　顔を出して下を見ると、由ゆ紀きが泣なきそうな顔で見上げていた。

「お兄ちゃん、お腹なかすいた、お風呂入りたい、服着き替がえたいー」

　お前はしずかちゃんか……と慶けい介すけがうんざり顔になった。

　慶介達の宿は昨夜と同じく９６式だった。パドックには電源もトイレもあるが風呂やレストランはない。予定では一度街に出る事になっていた。だが、慶介は腕うで時計を見て渋しぶい顔をした。

「うーん……しかし、こんな時間に撤てつ収しゆうするのもなぁ……」

　慶介も空腹ではあるし、潮しお風かぜのせいか妙みように身体からだ中がベタベタしているのだが、誰だれ一人帰ろうとしていないパドックを早々に出ていくのは気が引けた。なんだかテスト前に自分だけ遊びに行くような気分になるのだ。

　すると、車内で着替えをしていたカスミが、兵員室の天井ハッチからひょっこり顔を出した。

「慶介さん、ボナパルトの整備も終わりましたし、無む為いに待機を続けているよりは早々に出て戻もどってきたほうがいいと思います。遅おそくなると道も混む事が予想されます」

　もぐらたたきのもぐらような状態で、妙みように合理的な提案をするカスミ。

　慶介は未練がましく発はつ煙えん弾だん発射機をチラ見してから言った。

「うーん……じゃあ行くか」

　鮎あゆ美みと由ゆ紀きがテーブルとイスを片付け、カスミが日よけの偽ぎ装そうネットを外した。本部までタイム表をもらいに行っていた美み樹きが戻ってくると、一行は９６式に乗り込こんで会場を出た。今はボナパルトを積んでいないので、天井のハッチをすべて開け、そこから由紀と鮎美が楽しそうに顔を出して「あー」とかいいながら風を受けていた。

　９６式は有あり明あけ橋を渡わたって市街地に入り、一いつ般ぱん市民の皆みなさんを大変驚おどろかせつつ事前に調べておいたスーパー銭湯に入った。慶介はこれ以上ないほどゆっくりしてから風呂を出たが、休きゆう憩けい室しつの座ざ敷しきにはカスミしかいなかった。ぶかぶかのＴシャツにショートパンツ姿で、広い座敷の隅すみでちょこんと正座している。慶介はカスミの横に座った。

「あとの四人はどうしたんだ？」

「由紀さんと美樹さんは些さ細さいな事から口論になり、現在耐たい久きゆうサウナ対決で雌し雄ゆうを決しています。愛ま撫なは初めての露ろ天てん風呂にさりげなくはしゃいでいて、鮎美さんはそこにいます」

　カスミがテーブルを挟はさんだ向かいを指差した。そこには顔にタオルを乗せた女子高生がツタンカーメンのように胸むねの前で手を組んで横になっていた。あずき色の髪かみが畳たたみに広がっている。

「こいつはどうした？」

「浴室で走りまわって足を滑すべらせて転てん倒とうしました」

「君、ほんとにバカだな……」

「うーん……ど、ドムが来る、あわわ……」

　なんだかおかしな事を言っている鮎美を無視して、テーブルの上に置かれていた湯のみとポットを取って茶を飲んだ。

「そういえばさ、初うい瀬せさんって俺おれ以外とは普ふ通つうに話とかしてるんだよな？」

「はい。それほど饒じよう舌ぜつではないですが。それがどうかしましたか？」

「いや、さっき君の戦せん闘とう許可をもらいに行った時、怖こわがらせちゃったのか、半分涙なみだ目めになってて……。やっぱり男子は苦手なのかな？」

「愛ま撫なが恐きよう怖ふする対象の男女比はおよそ四・二対一ですが、慶けい介すけさんに対しては好意を持っているようです。ただ、勇気がないだけでしょう」

「そうか、ならいいんだけどな」

「今回の件に関しては慶介さんに感謝しています。愛撫は中学に上がった頃ころから学校に行くのを嫌いやがるようになり、対応に苦く慮りよしていたのです」

「俺おれはなんにもしてないよ」

　慶介が苦笑すると、カスミはやんわりと首を振ふった。

「いえ、慶介さんの怪け我がのお陰かげです。愛撫はセッティングの不十分なボナパルトに登とう攀はんさせた事を後こう悔かいしていて、あなたの負傷にも責任を感じています。そしてその代だい償しようとして、なんとしても予選通過に協力したいと」

「やっぱりそういうことか」

「はい。こう言っては慶介さんに失礼ですが、今回は実にいい機会です。外に出て活動し、友人まで得るに至ったわけですから」

「うーん……俺からも言ったんだけどなぁ。まあカスミからも言っといてくれ、俺はちっとも初うい瀬せさんを悪く思ってないって。あんまり自分を責めると良くない」

　カスミは優しく微笑ほほえんで頷うなずいた。慶介はもう一いつ杯ぱいお茶を飲み、シャツのポケットから折りたたまれてくしゃくしゃになった紙を出した。カスミが顔を寄せて覗のぞき込こむ。

「なんですか、それは」

「順位表。車内で見ようと思って持ってきたんだけど、酔よいそうだったからやめたんだ」

「じゅんいひょう!?」

　いきなり鮎あゆ美みが起き上がった。

「あたしまだ見てないの！　片付けやってて！」

　慶介は「はいはい」と、しわくちゃの紙をテーブルの上に広げた。Ａ４用紙に印刷された順位表にはびっしりと文字が印字されていて、左がエントリー名で右側にゴールタイムが書かれている。慶介と鮎美がおでこをくっつけそうになりながら覗き込む。

「……クラス内の参考順位は八十七台中二十四位……か。例年の予選通過数は三分の一くらいだから、この調子ならなんとかなりそうだなぁ。カスミのおかげだな」

「お役に立てて光栄です。ですが、大したことではありません。コスト優先で作られた大量生産の市販機など、私の敵ではありません」

　カスミはしれっと言い、慶介は苦笑しながら携けい帯たいを出した。

「何か調べ物ですか？」

「ん？　ああ、大会公式ホームページを見るんだよ。今日の速報が出てるらしいから……おっ、あった」

　カスミが隣となりにやってきた。鮎あゆ美みも「なになにー？」と身を乗り出して画面を覗のぞく。

《エクストリームカップ　予選速報》というタイトルの下にメニューがあり、その中に《コンクール・デレガンス　投票受付中》というのがあった。

「ボナパルトは何位くらいかなぁ？」と、鮎美。

「どうだろう。自分では気に入ってるけど、あの場所じゃなぁ……」

　慶けい介すけがメニューをタッチすると、新しいページが開いた。

《一位》〝アドヴァンスＴ２ヴェルリネッタ〟　　　【２１７票】

《二位》〝ＢＳジョーカーＴＴローズマリー〟　　　【２０９票】

　上位はやはり第一パドックのチームだった。そりゃまあそうだよな……と淡あわい期待を抱いだいていた慶介が、ちょっとがっかりしながらリストを追っていくと、




《八位》〝晴明高校原寸模型部ＡＸ─１ボナパルト〟【　５４票】




「おおおおおおおおおおおおおおおお……っ!?」

　慶介は目を剝むいて唸うなった。鮎美も目をまん丸にしている。

「良かったですね」

　カスミがそう言って優しく微笑ほほえんだ。慶介は携けい帯たいを持ったままごろごろ転げまわる。

「八位！　ボナパルトが八位！　そんなばかな！　あんな場所まで見に来るってどんだけヒマなんだよお前ら！　うっ、ぷ、ぶははは！」

　慶介は頭をかきむしりながら手足をジタバタさせ、机つくえの脚あしにギプスを巻いた足をぶつけた。

「慶介くんっ!?」

「ひぎぃ……くっ、くぅぅぅ……許す、しかし許す！」

　足を押おさえながら机をなでなでする。慶介はまさに有頂天だった。自分達が作ったものを五十四人もの人がカッコイイと言ってくれているのだ。くすぐったいような恥はずかしいような、それはこれまで味わったことのない歓かん喜きだった。

「ははっ！　模型部は楽しいな！」

　天井を見上げながら言うと、鮎美が小さく笑った。

「慶介くん、模型興味ないって言ってたのにぃー」

　慶介がむっとして言い返そうとすると、カスミがさりげなーく慶介の携帯を取った。何をするのかと思って見ていると、画面を繰くって何かを探している。コンデレのランキング速報のかなり下の方までスクロールさせたところで手を止め、急につまらなそうな顔をして携帯をテーブルの上に戻もどした。ぽつりとつぶやくカスミ。

「まあボナパルトが上位ならいいのです。べつに」

　それ、誰だれに言ってるの？　と慶けい介すけは思いつつも、気を遣つかって聞こえなかったふりをした。鮎あゆ美みもなんとなく目を逸そらして黙だまっている。

　慶介は心のなかで祈いのった。頼たのむからだれかこの子に投票してやってくれ。

　休きゆう憩けい室しつの座ざ敷しきの一角に訪れた微び妙みように気まずい沈ちん黙もくを、突とつ如じよホワイトベースのアラーム音が破った。鮎美の携けい帯たいの着信音だった。トートバッグから携帯を取り出した鮎美が、画面を見て小さく「あっ……」と声を漏もらした。慌あわてて立ち上がり、早足で廊ろう下かへと出てゆく。

「──もしもし？　彩あや夏かお姉ちゃん？」

　去り際にそんな声が聞こえて、慶介ははっとした。芹せり沢ざわ彩夏。模型部ＯＧであり、鮎美の従姉いとこ。そしてボナパルトの生みの親。

「鮎美さんはどうしたのです？」とカスミが尋たずねる。

「ボナパルトの製作者からの電話みたいだ。すまんカスミ、俺おれもちょっと行ってくる」

　慶介も松まつ葉ば杖づえ片手に立ち上がり、鮎美の後を追った。休憩室を出て、廊下を探す。売店とレストランブースの向こう、観葉植物の置かれた窓まど際ぎわでこちらに背を向けて話している後ろ姿を見つけ、慶介はゆっくりと近づいていった。

「うん……ごめん。見つけちゃった。でも、ボナパルトは直ったよ。え？　そう、あのボナパルト。外装作りなおして今……え？　予選の中ちゆう継けい見たの？」

　どうも彩夏さんとやらは予選のストリーム中継を見て電話してきたらしい。慶介は少し距きよ離りを置いて、壁かべ際にあった古ふる臭くさいベンチソファーに座った。

「……そう、胴どう体たいのセンサーがおかしくなってたの。うん。今はもう大だい丈じよう夫ぶ。え？　ああ……原寸模型部っていうのは──」

　電話はしばらく続いた。鮎美はボナパルトの不具合の原因や、夏休み前の出来事、大会の様子などを話していた。会話から彩夏さんとやらは現在浪ろう人にん生せいで（模型部にいるとやっぱりそうなるんだ……と慶介は一いつ瞬しゆんぞっとした）今はバイト中らしい。なんでバイト中にストリーム中継を見てんだよ！　とツッコミそうになったが、どうもそのバイト先がアイリステクニカル社の関連会社で、社員さんから母校の生徒が出ていると言われてこの挑ちよう戦せんを知ったらしい。

「……うん、わかった。じゃあバイト頑がん張ばってね」

　電話が終わった。鮎美が振ふり返って照れ笑いを浮うかべる。

「怒おこられちゃった。模型部には関かかわるなって言ったのに、って」

　鮎美は携帯の画面をスカートで拭ふいて、ポケットにしまった。

「でも、ちょっと泣ないてた。ボナパルトが走ってるところ見て、信じられなかったって。お姉ちゃんも、あたしたちと同じように格納庫から部室に上げようとして、事故が起きたんだって。それで部員の人が怪け我がして、救急車呼んで、格納庫とボナパルトの存在は隠かくしたけど、怪我が学校にばれて活動停止になって、それで文化祭にも出せなくなったみたい」

　慶けい介すけは頷うなずいて立ち上がった。

「図らずも、同じ道を通ってきたわけだ。だが、俺おれ達のレースはまだ続いてる。明日は、どうあっても決勝に行かないとな」

　うん、と鮎あゆ美みが頷うなずいて、

　ズギュ──────────ン！

　携けい帯たいが鳴った。慶介が呆あきれ顔になる。

「その着信音、うるさくないか？」

「え？　そう？」

　携帯を見る鮎美。にわかに驚おどろいて、慶介の顔を見上げる。

「彩あや夏かお姉ちゃんからのメールだった。『会社のデータ無断コピーしたった。たぶん役に立つはず。あ、でも他の人に見せちゃダメよ』だって」

　鮎美が『見せちゃダメ』と書いてあるのに慶介に携帯を見せた。画面にはメールの文面と添てん付ぷファイルが表示されていて、なんと添付されていたファイル名は、

『　ＩＷ５Ｓ／５Ｒ　《　センチネル　》サービスマニュアル　（社外秘ひ）　』

　それは、センチネルのメンテナンスのための整備マニュアルだった。各部の整備のやり方から、機体の詳しよう細さいな仕様、構造図までもが記されているという大変重要なデータだった。

　慶介は一いつ瞬しゆん、参加者がこれ見るのっていんちき臭くさくない？　と思ったものの、よく考えたら別に決勝進出枠わくに上限があるわけではない。自分達が若じやつ干かん有利になって予選を通過したところで他の参加者が不利益を被こうむるわけではないのだ。

　ちょっと複雑な気分ではあったが、「ま、いっか……」と慶介はいけないデータを自分の携帯に転送してもらい、メモリーに保存した。窓まどの外の沈しずみゆく夕日を眺ながめて目を細める。

　お父さん、お母さんごめんなさい。あなたの息子はだんだん悪い子になっていきます。




　十五分ほど経たってようやく残りのメンバーも風呂から出てきた。一同はコンデレでの中間集計を聞き、慶介ほどではないが嬉うれしいような照れくさいような顔をして喜んだ。

　それから一行は銭湯を出て、またしても一いつ般ぱん市民の皆みなさんを仰ぎよう天てんさせつつ、近所の大型スーパーに乗り付けて買い物をした。由ゆ紀きは二階で着き替がえを買い、慶介達は一階の惣そう菜ざいコーナーで夕飯と朝食を買った。試着室を借りてカーゴパンツとチェックのシャツに着替えた由紀は、いつの間にか母から臨時のお小こ遣づかいを送金されていたらしく、紙かみ袋ぶくろいっぱいに買い物をしていて超ちようごきげんだった。

　会場に戻もどると、空はもうすっかり茜あかね色いろに染まっていた。

　パドックに装そう甲こう車しやを停め、下ろしていたスポットクーラーに電源を繫つないで車内にダクトを引く。涼すずしくなった車内に折りたたんだテーブルを持ち込こみ、ベンチシートの間に橋のように渡わたして食卓にすると、由紀がはしゃぎながら次々とお惣菜を出して並べはじめた。

「ごはんでしょー、ピラフでしょー、ドライカレーでしょー……って！　こんなコメばっか買ってきてどうすんだ！　ボケっ！」

「えっ……。み、みんなごはん食べないのか……？」と美み樹きが愕がく然ぜんとした。

「ふぁっく！　てめえか！　バランス考えろこのさのばびっちせかんどくらす！」

「由ゆ紀き、お下品な言葉を乱発しないように。ちなみに俺おれはドライカレーを貰もらう」

「お、おい慶けい介すけ、みんなで分けないのか？　私もそれちょっと食べ……あ、いや」

「ぶ　ぉ　ー　し　ぇ　ぇ　ぇ　っ　と　。誰だれよ!?　レンジでチンするきつねうどん買ったのは！　レンジ無いのに！　あほか！」

「えっ!?　それレンジいるやつだったのっ!?」今度は鮎あゆ美みが愕然とした。

「心配要いりませんよ鮎美さん。私がマイクロ波を照射して温めますから。じぃぃぃぃぃ～」

「カスミちゃんにはそんな機能があったんだ！　すごい！」

「ちーん。はいどうぞ、蓋ふたをあけていいですよ」

「あれれ？　まだ冷たいよ？」

「冗じよう談だんですよ。騙だまされましたね」

　冷たいうどんや様々なご飯モノ、惣そう菜ざいの各種サラダ、焼き鳥、ぎょうざ、春はる雨さめなど、安いバイキングみたいなメニューでみんなお腹なかいっぱいになった。

　食事の間中ずっと由紀は美樹に絡からみ続け、慶介はカスミとボルテックの機動について語り合い、その横で鮎美はずっとにこにこしていた。女の子は食後にプリンを食べ、カスミが後片付けをした。カスミ以外の全員が連れ立って場内唯ゆい一いつの常設の建物、妙みように小こ奇ぎ麗れいなお手洗いで歯を磨みがいて、ついでに遠方に見える、ライトアップされた東京ビッグサイトに向かって「待ってろよー！　っっしゃオラーっ！」と意味不明なシャウトをした。

　それから寝ね床どこの準備をして、慶介が外で待っている間に女の子が着き替がえをした。今日も由紀はスク水で、美樹は中学時代の体操服だった。普ふ通つうのパジャマしかない鮎美がまたなぜか猛もう烈れつに落ち込こんでいた。

　慶介はＴシャツとカーゴパンツに着替えて床ゆかに寝ね転ころがり、抱きついてくる由紀を適当にあしらいながら難しい顔をして、センチネルのサービスマニュアル（社外秘ひ）を読んだりしているうちに眠ねむりに落ちた。やがて全員が寝息を立てはじめると、カスミがそっと明かりを消した。




　　　　＊




　装そう甲こう車しやの床の上で、誰だれよりも早く眠っていた慶介はかすかな囁ささやき声にふと目を覚ました。

　目を開けると天井がぼんやりとした灯あかりに照らされていた。車内を見み渡わたすと、鮎美も美樹も由紀もすやすやと静かな寝息を立てている。

「……二番は？」

「問題ありません。ただ、足首の負担が思ったより大きいですね」

　囁ささやき声は足元の方向、車体前方から聞こえていた。兵員室との間にいつも引かれていたカーテンが開けられていて、カスミが車長席に座っていた。そして彼女と向かい合うようにして、カスミと瓜うり二ふたつの少女が床ゆかに片かた膝ひざをついていた。愛ま撫なだった。

「ヒール……明日はやめようか」

　愛撫は優しげに語りかけていた。彼女の素顔は、一見するとカスミにそっくりだが、雰ふん囲い気きは少し違ちがう。自信にあふれているカスミと表情が違うのもあるが、よく見てみるとやや年上に見えるのだ。

　おそらくは型取りしてから時間が経たつうちに愛撫が成長したのだろう。成長期ゆえに両者の間に僅わずかな差が生まれたのだ。

　慶けい介すけがじっと見ている前で、愛撫は医師の触しよく診しんのようにカスミの身体からだのあちこちに触ふれていた。手には小さな食器洗いスポンジのような形状の接触センサーを持っている。

「愛撫──」と、カスミが小さな声で持ち主に囁きかけた。

「どうしたの？」

　愛撫は手を止めてカスミを覗のぞき込こむ。

「楽しいですか？　原寸模型部は」

　愛撫は控ひかえめな笑えみを浮うかべて頷うなずいた。

「……うん。こんなに楽しいのはじめて」

「みなさんは怖こわくないですか？」

「ぜんぜん。鮎あゆ美みちゃんも美み樹きちゃんも由ゆ紀きちゃんも面白いし優しいもの」

「慶介さんはどうですか？」

　愛撫の肩かたがぴくりと動いた。ゆっくりと目を伏ふせる。

「彼は愛撫の事を心配しています。自分が怪け我がしたことを、愛撫が気に病んでいるのではないかと案じていました」

「……慶介さんは、すごく優しい」

　カスミがちらりと横目で兵員室側を見た。慶介は慌あわてて寝ねたふりをする。

「そうですね。彼はとても優しい人です。けして愛撫を傷つけるような事はしませんよ」

「うん……わかってる」

　なんだか照れくさくなって慶介は寝返りを打って顔をバッグにうずめた。しばらく愛撫は沈ちん黙もくしていたが、やがてぽつりと小さくつぶやく。

「絶対……予選通過させてあげたい」

「ええ、もちろんです。明日はなんとしてもボナパルトをゴールさせてみせます。そうしたら私たちも〝原寸模型部〟に入れてもらいましょう。慶介さんも鮎美さんも美樹さんもきっと喜んでくれますよ」

「え……でもボクは他校生だし……」

「転校すればいいのです。簡単なことです。愛ま撫ながいれば彼らの力にもなれます」

　それから愛撫はとても小さな声で、うん、と答えた。カーテンを閉める音がしたので、慶けい介すけがそっと片目を開けると枕まくら元もとに置いていた携けい帯たいがちかちか光っていた。

　手にとって見てみるとメールが一件届いていた。

『　　　任務完了

　　　　　　　　　　　　　　カスミ　　　　』

　カーテンの向こうで灯あかりがぱちんと消えた。

　慶介は小さく笑って携帯を枕元に戻もどした。９６式の天井を見つめる。

　明日は、絶対に負けられない。










　　　　　＃４　『　最終予選フアイナル・エクストリーム・クオリフアイ　』







　翌日。

　辺へん鄙ぴな海沿いの第二パドックも、土曜日となると昨日よりはるかに賑にぎやかになっていた。朝早くから賑やかしいＢＧＭが鳴り響ひびき、会場内には協賛メーカーが出張ブースまで出している。昨日はあまり見かけなかった物好きなギャラリーも大勢詰つめかけていて、中には巨きよ大だいな一眼レフ片手にウロウロしているカメラ小こ僧ぞうまでいた。

　ブリーフィングが終わり、慶介と鮎あゆ美みと美み樹き、更さらに今日は自分もついていくと言い出した愛撫を加えた原寸模型部一行がシャトルバスで戻ってくると、カメラ小僧相手に戦せん闘とう機き少女のコスプレをしたカスミがポーズを取っていた。昨日は準備やら後片付けに忙しかったが、今日は特にやることもない。この隙すきに票を稼かせごうというのだろう。（もっとも、いくらカスミが票を集めても模型部作品ではないので実績にはならないのだが……）

　慶介はイスに座り、ギプス付きの足を投げ出した。鮎美が隣となりに座ろうとすると、由ゆ紀きがバッタのようにジャンプしてその席を奪うばったので、仕方なく向かい側に座った。美樹がテーブルの上に今終わったばかりのブリーフィング資料を広げる。

　昨日のサプライズに続いて、今日のブリーフィングも胃の痛くなるようなお知らせがあった。

　発表されたコースは、基本的にセクター１からセクター２までは昨日と同じだが、そこから秘ひ匿とくされていた特設ステージに入る事になっていたのだ。

　この特設ステージが曲くせ者ものだった。

　コンテナを改装して作られたこのステージは、ＳＦ映画の宇宙船の格納庫のような立派なセットになっていた。所々からバーナーの炎ほのおや火花が飛び、黄色い回かい転てん灯とうがちかちか回り、スチームまで噴ふき出している。わざとらしい電子音声がひっきりなしに『乗組員は六十秒以内に退去して下さい』と警告し続けているが、これはハッタリではなく、実際にこのセクターだけ独立した計測が行われ、六十秒を過ぎると失格になるのだ。中にいるセンチネルは二機で、いずれも剣士型ソードフアイター。入り口から狙そ撃げきされないよう、コンテナの陰かげに待機している。

　これはどうも『爆ばく発はつする基地から脱だつ出しゆつする主人公達』という設定の演出らしい。公式動画サイトに寄せられた『予選は地味すぎてつまらない』という意見を考こう慮りよしたのだというが、慶けい介すけ達にとってはいい迷めい惑わくだ。

「予選開始まであと十分か……」

　一気に台数は減へったものの、終了後に本格的な機体検査があるのでタイムスケジュールはタイトだった。

「予選スタートは九時半で、終了後すぐに機体検査と移動か……。けっこう忙いそがしいな。とは言っても、無事通過出来ればの話だけど」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私は近接戦せん闘とうも可能ですから」

　背後からカスミがやってきた。彼女にはブリーフィング開始と同時に競技用データが配信されているので、既すでにコースのこともよくわかっているのだ。

「すまない。君に頼たよってばかりで」

「お任まかせ下さい。ブリキ野や郎ろうどもを残らずファックしてみせます」

　カスミはいきなりとんでもないことを言った。慶介がテーブルの上にあった大会プログラムを丸めて由ゆ紀きの頭をひっぱたいた。

「いった～。なにすんのお兄ちゃん」

「カスミにおかしな言葉を教えるな」

　ぱちくりと瞬まばたきをしてカスミが尋たずねた。

「いけませんでしたか？」

「こいつから言葉を学習しないでくれ。君の品性が汚けがれる」

　会場のスピーカーから、いきなりじゃじゃーんと盛大なファンファーレが鳴った。

『ＧＳ／ユアサ、エクストリームカップ！　二次予選スタート十分前となりました！　会場の皆みなさん、お　は　よ　う　ご　ざ　い　まぁーっす！』

　ＤＪくさい声のアナウンスが流れた。ボリュームが大きくてちょっとうるさい。

『今回で十回目となる今大会には、なんと二〇〇台を超こえるエントリーがありました！　前回の優勝チーム、《テクノフレックスエージェンツ》と、因いん縁ねんのライバル《サンライズＲ＆Ｄ》を始めとするシード勢に加え、ぬぁ～んと！　現役高校生チームまでもが参加しています！』

　慶けい介すけがぎくりとして背筋を伸のばした。まさか公式アナウンスで話題にされるとは思っていなかったのだ。

『昨日ちらっと様子を見てきましたが、機体はボルテックとヒューマテックの二機体制で、パドックに装そう甲こう車しやで乗り付けるという離はなれ業わざを演じてくれました！　聞く所によると、あの装甲車は原寸大の模型！　彼らは原寸模型部という謎なぞの集団だそうです！　パドックには制服姿の可愛かわいい女の子がなんと三人！　コンパニオンじゃありません！　マジモンですヒャッハー！』

　周囲から強きよう烈れつに集まる視線。美み樹きが緊きん張ちようでかちこちに固まり、由ゆ紀きが笑顔で周囲のおじさんやお兄さん達に手を振ふり返し、鮎あゆ美みは……難しい顔をしてひたすらコース図を凝ぎよう視ししていた。

　真しん剣けんなのは結構だが、せっかく紹しよう介かいしてくれているアナウンスを聞いていないようだ。

『そして、本大会ではコンクール・デレガンスも行われています。一番可愛い、あるいは一番カッコイイ機体はどれか！　それは会場にお越こしの皆みなさんの投票で決まります。公式サイトに今すぐアクセス！　えー……現時点での中間集計の結果をさらっと見てみましょう。現在一位は〝アドヴァンスＴ２ヴェルリネッタ〟で二六一票。二位は……これは僅きん差さですねー、〝ＢＳジョーカーＴＴローズマリー〟で二五六票！』

　どうやら夜の間にも結構な人数が投票していたらしく、昨日見た時よりも票数が増えていた。慶介はじっと耳を澄すましてアナウンスを聞いた。

『──そして、現在六位に高校生チームの〝晴せい明めい高校原寸模型部ＡＸ─１ボナパルト〟が入っています！　得票数は八二票！　ボルテックでのフルスクラッチが珍めずらしいというのもあるでしょうが、これだけの大きさの物をきちんと立体化しているのが評価された模も様ようです！』

　なんと順位が二つも上がっていた。隣となり近所の参加者達が「ほぉー」と感心した様子で、空色のスプリッター迷めい彩さいに塗ぬられた巨きよ人じんを見上げ、ぱらぱらと拍はく手しゆをしてくれた。

　慶介は軽く会え釈しやくをしつつも、まだだ、と心のなかで呟つぶやいた。現時点での順位などあくまで参考にしかならない。勝負を分けるのは、日曜の決勝会場での展示での得票なのだ。なんとしても予選を通過しなければ、この拍手も単なる思い出で終わってしまう。カスミと目が合うと、彼女は意図を察したのか、小さく微笑ほほえんで意味ありげに頷うなずいた。




　アナウンサーがギャラリー向けに大会概がい要ようや前回の模様などをすらすらとしゃべっているうちに、ファーストゼッケンのスタート時刻になった。

　カウントダウンが始まり、スタートと同時に地味な打ち上げ花火が上がる。鮎美が「ふぬぬぬぬ……」と変な声を漏もらしながらコース図をポケットにしまった。彼女の中で何らかのスイッチが入ったらしい。

　慶けい介すけが立ち上がり、全員に首から下げるパスを配った。

「今日から競技中のパドックは関係者以外完全立入禁止になる。出入り口でも入場規制パスコントロールが行われているから、観測やお手洗いに行くときは常に身に付けておくように」

「でもお兄ちゃん。あたしたちが参加者だって知らない人なんていないんじゃないの？」

　由ゆ紀きがもっともなことを言った。決まり事は守りたいタイプの慶介がちょっとむっとする。

「由紀さん。パスを下げていたほうがかっこいいですよ」

　すかさずカスミがフォローを入れた。「そう？」と、由紀はパスを首から下げ、通し紐ひもに引っかかっていたポニーテールをさっと手で払はらう。

「どう？」

「〝ふぁっきんくーる〟です」

　由紀はにっと笑い、慶介はため息をついた。鮎あゆ美みが残った最後のパスを持って立ち上がった時、９６式の後部ハッチから愛ま撫ながひょっこり出てきた。帽ぼう子しの下からちらりと慶介を見て目が合う。

「愛撫……っちゃん、このパスを……っ、付けといて、ね……っ！」

　妙みように鼻はな息いき荒あらく鮎美がパスを差し出したので、愛撫は若じやつ干かんビビりながら受け取って首に下げた。不思議そうな顔で鮎美を見上げている。

　全員が集まったところで由紀が手をまっすぐ前に出した。

「なんだ、由紀？」

「今日もえいえいおー、するんでしょ？」

「あ、そうか」と慶介も手を出して、すかさず鮎美が手を出す。美み樹きとカスミも手を重ね、最後に愛撫が小さな手を出して重ねた。

「いいか……がんばるぞーっ！」

「ふおーっ」「おーっ」「おーっ」「なう、ばいげいとぉー」「ぉ……」

　掛かけ声と同時に手が散った。各員がそれぞれの持ち場へ散ってゆく。残った慶介と鮎美がボナパルトを振ふり返り「せーの」とタイミングを合わせて言った。

「「ボナパルト！　起動シークェンス、スタート！」」

　ごぉっ……っと冷れい却きやくファンの音とともにボナパルトの目に明かりが灯ともった。




　　　　＊




　二次予選がスタートした。

　相変わらずカスミはほとんど無敵の強さを発はつ揮きして、襲おそい掛かってくる敵機を次から次へと撃げき破はしていた。コースは残り半分、制限時間は五分以上あった。

　ばすっ！

　容よう赦しやない三射目でセンチネルを停止させて、カスミはショットガンを背中に回した。

　──モスバーグＭ５００残ざん弾だんゼロ。

　山ほど抱えてきた銃じゆう器きはすでにほとんど弾たま切ぎれだった。二次予選ではセンチネルの数が一気に少なくなったが、代わりに機動性や反応速度が格段に上がっていた。一次に比べて、カスミの射しや撃げき精度でも回かい避ひされることが多くなっていたのだ。

『了解。そろそろヤバイな……』

　慶けい介すけの心配そうな声が届いた。

　──大だい丈じよう夫ぶですよ。弾が無くなれば素手でダウンさせるまでです。

　そう答えて、カスミはボナパルトを振ふり返った。青い巨きよ人じんは少し離はなれた場所で「このひと何してんのかなー？」みたいな感じでぼんやりと待っている。

「ボナパルト、編隊機動フオーメーシヨンマニユーバを解かい除じよ。登りなさい」

『オオッ！』

　いちいち大げさな返事をして、ボナパルトが段になっている斜しや面めんを登り始めた。

　カスミとボナパルトは、ちょうど大きな塹ざん壕ごうのような窪くぼみの底にいた。ここは元の造成地みたいな地形を利用して作られた障しよう害がいで、行く手には斜面が段になった丘がある。高低差は五メートル強。この先に最後の特設ステージがあるのだ。

　見上げると、幅はば十メートルほどの斜面には、二機のヒューマテックと一機のボルテックがいた。作り感溢あふれるミリタリールックのヒューマテックと、巫女みこさん衣装の黒くろ髪かみヒューマテックが苦労しているなか、斧おのを担かついだグレーのボルテックがひょいひょいと一メートル以上ある段差を登っていく。

　ちなみに、この窪地を守っていたセンチネルは二機だった。銃士型ガンナーと剣士型ソードフアイターだが、両機ともカスミに秒殺されて倒たおれている。

『……君、ほんとに介かい護ご用なの？』

　のそのそとよじ登っていくボナパルトを見ながらカスミが答えた。

　──便べん宜ぎ上、そう登録してあるだけですよ。本来は〝革かく新しん的汎はん用よう制せい御ぎよシステム〟の実験機です。あいにく不採用になって研究を打ち切られましたが。

　カスミはむっつりとそう答えた。ボナパルトが一段目を登り終えたので、斜面に手を掛かけて後を追う。

　二段目に上がると、そこでは巫女さんヒューマテックがあられもない姿でひっくり返っていて、それをボナパルトがじっと見つめていた。おそらく上から転落して、その衝しよう撃げきでなんらかの支障をきたしたのだろう。上手うまく起き上がれずにじたばたしている。

「ボナパルト、登とう攀はんを続行しなさい」

『オオー……』

　カスミは念の為ために命令を追加した。

　万一にもボナパルトがヒューマテックを人間と誤認して助けたりしたら大変なのだ。

　参加機同士は互たがいに干かん渉しようしてはいけない。妨ぼう害がいは無論のこと、直接的な支し援えんをしてもいけない。現在の原寸模型部チームのように周囲の敵を掃そう討とうしていくのはまだしも、倒たおれている機体を助け起こしたりすると完全に失格になってしまうのだ。

　ボナパルトが再び斜しや面めんを登り始めたのを確認して、カスミは背後を振ふり返った。見下ろす崖がけ下したには先ほど倒たおした二機のセンチネルがいる。そろそろ三十秒が過ぎるので待機状態から回復するはずだ。剣士型ソードフアイターは構わないが、銃士型ガンナーはほっておく訳わけにはいかない。背後から狙そ撃げきされる恐おそれがあるのだ。

　カスミは腰こしの後ろから釘くぎ打うち機のようなデザインの短機関銃じゆうを抜いた。同時に、センチネルのランプが灯ともって動き始める。

　──慶けい介すけさん、同じ機体を二度倒すのは撃破数に入ると思いますか？

　のんびりとそんな事を言いながら、短機関銃クリス・ヴエクターを構える。

　その時、カスミの鋭えい敏びんなセンサーが背後での振しん動どうを捉とらえた。

『カスミ！　後ろだっ！』

　同時に慶介の声が届く。振り返ると、斜面の足場が崩ほう落らくし、足場を失ったグレーのボルテックが転がり落ちてきていた。最上段から四段目に落ち、さらに砕くだけた外装を撒まき散らしながら三段目へと転がり落ちる。そこはまさに登とう攀はん中のボナパルトがいる場所だった。

　ボナパルトの保安プログラムが発動し、落下してきた危険物を抱き止める。一気に二機分の重量が掛かかり、よろめいて一歩後ずさるボナパルト。巨きよ大だいな足が三段目の角をズシンと踏ふみしめ、その衝しよう撃げきでボナパルトの足元までもが崩落した。

『オオー……』

　ボナパルトの身体からだが足場を失って後ろ向きに倒れた。カスミは身を翻ひるがえし、足を開いて両腕うでを掲かかげた。

　──全稼か働どう制限を解かい除じよ。緊きん急きゆうモード！

　がつん、と巨大な質量が小さな身体にのしかかった。四し肢しの稼働レンジを限界まで上げて、衝撃を受け止める。「ギシッ……」と嫌いやな音を立てて足が地面にめり込こみ、同時に大量の土ど砂しやが降り注いだ。

『カスミ──────────ッ！』

　慶介の声がした。

　舞まい上がる土つち煙けむりのなか、巨大な二体はカスミ一機に支えられた状態で、崩くずれた三段目の角にギリギリ留とどまっていた。ボナパルトが落下したボルテックをぐいと押おし上げて横に退どかし、カスミを振り返った。

『オォ……』

　すまなそうな声を出すボナパルト。

『カスミ！　大だい丈じよう夫ぶか!?』

　──ええ、危ないところでした。ですが、ボナパルトは無事です。




　　　　＊




　すぐにスタッフがやってきて競技は一時中断になった。

　二機ともまさかの途と中ちゆうリタイアかと慶けい介すけ達は真っ青になったが、すぐに審しん査さ委員会から、土手の崩ほう落らくによるアクシデントと認定されて再出走となった。破損した部位の点検修理の時間を考こう慮りよし、再出走のタイミングは最終走者の後と定められた。

　慶介の待つパドックに９６式とボナパルトが帰ってきた。ボナパルトは外装に若じやつ干かんのヒビが入っている以外は問題ないようで、相変わらず悠ゆう然ぜんとした足取りでパドックに入ってくる。

　車庫入れを終えた９６式の後部ハッチから、泥どろだらけのカスミが降りて来た。

「申し訳ありません。私の不注意でボナパルトの外装に傷をつけてしまいました」

　カスミはそう言って慶介に頭を下げた。コスチュームの一部である菫すみれ色いろの髪かみからパラパラと乾いた砂が落ちる。後に続いて鮎あゆ美みと由ゆ紀きも降りてきて、由紀が髪の毛の砂を手で払はらい、鮎美がハンカチをミネラルウォーターの水で濡ぬらして顔を拭ふいてやる。

「いや、あのくらいの傷ならすぐに直せる。それより君の方こそ大丈夫なのか？」

「大丈夫です。まだ戦えます」

　カスミは、すっと背筋を伸のばして胸むねを張って見せた。一見しただけでは何の異常も見られない。だが、顔を拭いてやっていた鮎美がはっとして手を離はなした。

「カスミちゃん……震ふるえてる」

　愛ま撫ながおずおずと進み出た。

「カスミ……教えて、機体の破損状じよう況きようを、全部」

　カスミは何も答えず、ただじっと自分と瓜うり二ふたつの少女の目を見つめている。

「お願い、カスミ。ボクに教えて」

　僅わずかな逡しゆん巡じゆんの後、カスミは口を開いた。それはとても機械的な、ほとんど棒読みのような淡たん々たんとした口調だった。

「──左足首ジョイント破損、アクチュエーター二番及および六番、作動トルクゼロ。右大だい腿たい部ぶ作動ユニットＡＳＳＹ反応なし。第一及び第三腰よう椎ついジョイントにひずみが発生。八番ラインに油圧低下を検知、シール破損の疑いのため閉へい鎖さ。第六頚けい椎ついに異常内圧……」

　カスミの破損箇か所しよは腰椎を中心に全身に及んでいた。おそらくはボナパルトを受け止めた際に左足首が壊れ、その後ほとんど右足一本で荷重を支えていたために他の部位にまで負担が掛かかったのだろう。ヒューマテックはボルテックに比べて華きや奢しやな上に可動部位が多く、互たがいが密みつ接せつな関係を持っている。たった一箇か所しよの不具合が全身に影えい響きようを及およぼすのだ。

「ですが、まだ歩行は可能です。少々不ぶ恰かつ好こうですが走ることも出来ます」

　カスミはそう言って慶けい介すけの瞳ひとみをじっと見み据すえた。

「無茶だ……」と、慶介が頭かぶりを振ふる。「体幹の作動部位がほとんどダメになっているじゃないか。そんな状態じゃ、もしまたさっきみたいな大きな力が掛かかったら……」

　慶介は言葉を濁にごした。愛ま撫なの手前、「背骨が折れる」とは言えなかったのだ。しかしカスミは平然と答えた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。たとえ脊せき柱ちゆうが破断しても死ぬわけではありません。後で直せば済むことです」

「いや、もう充じゆう分ぶんだ。君は休んでてくれ。後は俺おれ達でなんとかしてみせる」

　慶介が言った。だがカスミはふるふると首を横に振る。

「そういうわけにはいきません。コンクール・デレガンスでの入賞には本会場展示が絶対条件と慶介さんは言いました。そしてボナパルト単独での予選突とつ破ぱは不可能です。私が出走する以外に、選せん択たく肢しなどないのです」

「いや、まだ手はある。君には言ってなかったが」

「どういうことですか？」

「ボナパルトに武装を施ほどこす」

「無理です。彼には敵という概がい念ねんがないのに、どうやって戦わせるつもりですか？　それに火器管制システムのない状態では照準を合わせることも──」

　慶介がいきなりカスミに歩み寄った。ぎこちなく後ずさろうとするカスミの膝ひざ裏うらに腕うでを伸のばし、あっという間にお姫ひめ様さま抱っこの状態で抱え上げた。突とつ然ぜんのことにさしものカスミも言葉を失う。コスプレ少女を抱えて慶介が笑った。

「軽いなぁ、君。四十キロちょいか？」

「私の構造材は主にチタンとカーボンです。そこら辺の市販機とは違ちがいます。それより何をするのですか。下ろしてください」

　カスミは逃のがれようと慶介の腕を摑つかんだ。しかし、その身体からだがかすかに震ふるえているのを検知して手を離はなす。慶介はほとんど片足立ちでカスミを抱えていたのだ。

「ただの高校生、それも怪け我が人にんの俺に簡単に隙すきを見せるようじゃ戦うのは無理だ」

　よいしょ、っと慶介はカスミを下ろした。

「すまんカスミ、君のプライドを傷つけるようなことをして。だがやはり出走は無理だ。後は俺がなんとかしてみせる。昨日から準備はしてたんだ」

　慶介は一度腕うで時計を確認してから、一同を見み渡わたした。

「聞いてくれ、ボナパルトを陸りく戦せん強きよう襲しゆう型がたに改造する。時間がないので説明は作業をしながら行う。一秒も無む駄だにするな。とりあえず俺は追加装備の検査を受けてくるから、その間に美み樹きはボナパルトの各部のチェックを急げ、鮎あゆ美みは昨日言った箇か所しよの外装を外してハードポイントの増設作業、由ゆ紀きはコース脇わきの通路を見てこい。所々に関係者の車が停めてあるが、フロントガラスの所に通行証が貼はってあるはずだ。その中でアイリステクニカルの社員の車を探して場所を記録してこい」




　　　　＊




　パドック誘ゆう導どう員いんがやってきた。

「原寸模型部さーん、準備は出来てますかー？」

　パドックには慶けい介すけと鮎美しかいなかった。慶介は頷うなずいて、ボナパルトを振ふり返った。

　抜ぬけるようなブルーを基調にしたスプリッター迷めい彩さいの巨きよ人じんは、片かた膝ひざをついて屈かがんでいる。

「ボナパルト、起動シークェンス、スタート！」

『オオ────ッ！』

　音声入力でスタンバイから復帰し、唸うなりを上げる冷れい却きやくファンの音と共に、即そく席せきの改造が施ほどこされたボナパルトが立ち上がった。

　張り出した胸きよう部ぶの左右に取り付けられた四連装の発はつ煙えん弾だん発射機、腰こしの後ろには結束バンドで留とめられた据すえ置き型散弾地雷クレイモアとグレーのコンテナ、右腕うでには筒つつ状のＴＯＷ対戦車ミサイルランチャーが二本取り付けられている。

　慶介は一いつ瞬しゆん、ハッチが閉まったままの９６式を横目で見た。車内では愛ま撫ながカスミの修理をしている。ボナパルトの追加プログラムの設定を終えた愛撫が、修理をすると言い出したのだ。

　予備のパーツがあるというので任せてはみたものの、こんな設備も不十分な場所で、しかも時間もないなか複雑なヒューマテックの修理が出来るはずがない。慶介は愛撫とカスミの意思を尊重して許可したが、これからの作戦は、完全にカスミの近接支し援えんは無いものとして立てた。

「慶介くん、カスミちゃんは……？」

「あの損傷では修理は無理だ。彼女は充じゆう分ぶんすぎるほど頑がん張ばってくれた。後は、俺おれ達でやるんだ。絶対にこの予選を通過するぞ。じゃあ俺は先に行くから、後は頼たのむ」

　そう言って慶介は松まつ葉ば杖づえをつきながらコースへと早足で向かって行き、鮎美がボナパルト誘ゆう導どう用のインカムをつけていると、がんばれよーっ！　と不意に隣となりのパドックから声が上がった。

　見ると、隣だけでなく、周囲のパドックにいるお兄さん達やおじさん達が、みんな作業の手を止めてこちらを見守っていた。既すでに命運が決し、後片付けを始めている予選落ちチームの参加者達だ。

　誘導員のお兄さんが立てた親指を横に向け、〝パドックアウト〟のジェスチャーをした。

　鮎美は空気を胸むね一いつ杯ぱいに吸い込こんだ。唇くちびるをきゅっとへの字に結んで頰ほおを赤く染め、彼女なりに精一杯表情を引き締しめると、周囲に小さく頷うなずき返した。ボナパルトを仰あおぎ見て手招きする。

「行こ、ボナパルト！」




『ゼッケン＃１９４〝サーチライトＷＳ20〟が今ゴール！　タイムは……七分〇二秒六三！　わずかに届かなかったぁーっ！　決勝進出ならず！　さあ！　そして今、セクター４で二機のセンチネル相手に交戦中は──』

　アナウンスが次々とゴールしてゆく参加機の様子を伝えるなか、慶けい介すけは松まつ葉ば杖づえ片手にケンケンしながらコース脇わきの側そく道どうを急いでいた。

　昨日のコースは敷しき地ちを大きく迂う回かいして戻もどってくるレイアウトだったが、今日の二次は折り返さずに、そのまま東京ビッグサイトを真正面に捉とらえるゴールゲートをくぐる形になっている。

　ゴール後にはスタッフが待ち構えていて、予選敗退組はコース脇の側道を通って第二パドックへと戻り、無事通過した機体は検査を受けた後、チームともども本会場へのお引ひつ越こしをするのだ。

　カスミによる近接支し援えんも望めず、更さらにスタンドからの視認が困難な敷地の奥おくまで進むレイアウトのため、今回は各員がそれぞれのセクターに張り付いてボナパルトを誘ゆう導どうする作戦を取った。配置は、美み樹きはセクター１、鮎あゆ美みがセクター２、そしてセクター３と最後の特設ステージのセクター４は慶介自身が担当する。

　金かな網あみ越しに目を凝こらすと、コースを挟はさんだ反対側の側道を、お下げを揺ゆらして走ってゆく鮎美の姿が見えた。パドックからスタート待機列までのボナパルトの誘導を終えて、セクター２の観測ポイントへと急いでいるのだ。慶介の携けい帯たいが鳴った。

「はい、北ほう条じようです！」

『慶介くん！　ボナパルトの誘導完了！』

「ああ、確認した。鮎美は誘導指し揮きポイントに急げ」

『らじゃー！　あうと！』

　再び携帯が鳴った。今度は美樹からだった。携帯を耳に当てる。

「はい、北条です！」

『……留守電じゃあるまいし、いちいち名前を言わなくていいんだぞ？』

「ほっといてくれ！　俺おれの携帯にかけてくるのは知らない奴やつが多いんだ！」

『友達がいないからな。寂さびしいやつだ』

「君は俺に喧けん嘩かを売るために電話をかけてきたのか!?」

『冗じよう談だんだ。スタート二台前になったのでこちらからかけてやっただけだ』

「なにっ!?　もうそんなタイミングなのか!?」

　慶介は立ち止まって振ふり返り、慌あわててまた走り出した。

「まあいい、了解だ！　誘導はそっちの判断に任せるが、兵装の使用は逐ちく一いち報告しろ！　それから〝装備１〟以外を使う必要が出た場合も事前に聞いてくれ！　後の都合があるからな！」

『はいはい、了解了解』

　と、遠方のスピーカーからアナウンスの声が聞こえる。

『──さあ！　最終ゼッケンの＃１９８、〝蒼そう龍りゆうＲＫ９バインダー〟がスタートして、ここからは再出走の機体となります！』

　スタート位置に目をやると、見み慣なれた空色の巨きよ人じんがのっそりと姿を現すのが見えた。

『ボナパルトがスタート位置に来たぞ。急げ、慶けい介すけ』

「うおーっ！　チャリが欲しい！」




　美み樹きは携けい帯たいを持ったまま通信機のスイッチを入れた。インカムをつけて、接続を確認する。

「ボナパルト、スタートラインの五十センチ手前で待機、以降はファイルＣ２を参照」

　ピッ、という了解を意味する受信信号が返ってきた。ボナパルトが数歩前進して停止し、誘ゆう導どう員いんが離はなれた。

『＃35〝晴せい明めい高校原寸模型部ＡＸ─１ボナパルト〟！　先ほどはコースの土手が崩ほう落らくするというアクシデントに見み舞まわれた高校生チームだが……おっ？』

　おっ？　で、途と切ぎれてしまったアナウンサーの声に、スタンドにいるギャラリーの視線が一いつ斉せいにボナパルトの方を向いた。

『ボナパルトが武装しています！　これまで武器を持たなかったボナパルトが、ここに来てまさかの重装備！　シルエットはまさに陸りく戦せん強きよう襲しゆう型がただ！　この機体はコンクール・デレガンス部門でも現在六位につけています！　果たして無事決勝への切符を手にすることが出来るか！』

　おお～、とどよめくスタンド。

　最終ゼッケンの機体がセクター１を抜ぬけて、スタンドから視認しづらいセクター２へと消えた。スタートシグナルのスイッチが入る。四つのレッドが順に灯ともり、グリーンが点ついた。

「ボナパルト、発進！」

『オオーッ！』

　ボナパルトが勢い良く走り出した。スタートランプを駆かけ下りてコースに入る。軟なん弱じやくな足場に一いつ瞬しゆんよろめいたが、これまで通りすぐに復帰して走り続ける。

『高校生チームの一号機ボナパルトがスタート！　セクター１に入った！』

　セクター１は、昨日と同じくモトクロスのコースのようなアップダウンが続いているだけの単純なものだった。待機しているセンチネルは五機。前衛は単独で、セクター中ちゆう盤ばんと出口手前に二機ずつが並んで展開している。

「進路を一時方向！　第三戦速！」

　美樹は一機目のセンチネルを回かい避ひする進路と、最高速から一段下の速度を指定した。これが機体傾けい斜しや角の修正が間に合う限界速度なのだ。

『ボナパルトは進路をやや海寄りに取った！　今回もセンチネルとの接せつ触しよくを避さける安全策でいくのか！　しかし、次の二機はどうするーっ!?』

　ボナパルトはコースをやや斜ななめに走った。一機目のセンチネルの会かい敵てきゾーンを無事やり過ごして進路を修正。まっすぐ奥おくへと進む。しかし行く手にはコースを塞ふさぐように配置された二機の銃士型ガンナーがいた。ワイドレンジな会敵ゾーンを活いかして、絶対に接触が回かい避ひできないようになっている。美み樹きは携けい帯たいの方に話した。

「慶けい介すけ、予定通りランチャーを使う、一番使用」

『了解！　発射後の状じよう況きようは逐ちく一いち報告しろ！』

　美樹はインカムを口元に寄せた。

「ボナパルト、減速。第一戦速へ。一番発射」

　ボナパルトが歩調を緩ゆるめ、同時に胸きよう部ぶに増設された四連装ランチャーから、ポンッ、と発はつ煙えん弾だんが撃うち出された。模型部製の発煙弾発射装置は、圧縮空気で円えん筒とう状のケースを発射する構造になっていた。中身は一発当たり三十六個の市販の煙けむり玉だまで、空中で不規則に分ぶん裂れつして散布されるようになっている。

　銃士型ガンナーの周囲に白煙の尾おを引いた煙玉がばら撒まかれた。同時にボナパルトが会敵ゾーンに侵しん入にゆうする。

『ボナパルトが、センチネルと接触──っ！　……おや？　センチネルが戦闘態勢アクテイブに入らないぞ？』

　銃士型ガンナーは戦闘態勢アクテイブに入らなかった。それどころか、二機揃そろってボナパルトに目もくれず、ばら撒かれた煙玉のもとへと一目散に駆かけ寄っていった。コースがガラ空あきになる。

「やった！　慶介の言った通りだ！　センチネルの誘ゆう導どうに成功！」

　美樹がそう言ってインカムを口元に寄せた。

「ボナパルト、進路そのまま、最大戦速！」

『オオーッ！』

　ボナパルトが猛もう然ぜんとダッシュした。巨きよ大だいな手足を振ふって、二機の銃士型ガンナーの横を一気に駆け抜ぬける。

『ボナパルトが防衛ラインを突とつ破ぱぁーっ！　増設のランチャーは発煙弾だったとは！　まんまと目め眩くらましに成功して、先を急ぐボナパルト！』

　目眩ましじゃない……ふふっ。

　美樹が不敵に笑った。慶介がどこからか入手した仕様書によると、警備用ヒューマテックであるセンチネルには、不法侵入への警けい戒かいや、セキュリティシステムとの連動に加え、防災機能も標準装備されている。警戒対象には当然火災も含ふくまれるので、自機の周囲で煙が発生すれば、最優先で火元の確認をするようにプログラムされているのだ。

「よし、ボナパルト、減速。第三戦速へ。進路を十一時方向に」

　美み樹きの指示でボナパルトは速度を落とした。エラー頻ひん度どを増してふらついていた身体からだが元に戻もどる。だが、行く手には二機の剣士型ソードフアイターがいた。セクター同士は細い通路で繫つながれているが、その狭せまい出口の手前に二機が布ふ陣じんしているのだ。

「慶けい介すけ、出口の二機だ。二番を使うからな！」

『了解！』

「ボナパルト、停止！　旋せん回かい、右三十度……二番発射！」

　美樹の指示を受けて、ボナパルトはセクター出口の右側に向かって発はつ煙えん弾だんを発射した。先ほどと同じく白煙の尾おを引いて宙を舞まう煙けむり玉だま。コース右手の剣士型ソードフアイターが反応し、火元へと向かう。だが、左側の剣士型ソードフアイターが反応しない。

　美樹は携けい帯たいに向かって叫さけんだ。

「ダメだ！　一機は誘ゆう導どうできたのに、もう一機が反応しない！」

　左側の剣士型ソードフアイターは何事もなかったかのように、ゆっくりとした足取りで哨しよう戒かいを続けていた。

　そして右側のセンチネルを取り巻く煙玉の勢いはピークを迎むかえている。発煙弾とは言っても本物のように長くは燃えない。燃焼時間はせいぜい二十秒ほど。早くしないと煙が消えてセンチネルが競技に復帰してしまう。

『状じよう況きようと位置関係を説明しろ！』

　慶介の声が返ってきた。

「今、出口ゲート手前の……多分三十メートルくらいの位置だ！　センチネルは二機、右の一機はゲートから離はなれて煙を見てるが、もう一機は哨戒モードのまま！　煙に反応しない！」

　発煙弾からの煙の噴ふん出しゆつが止まった。地面を見下ろしていた剣士型ソードフアイターが上体を起こす。

『仕方ない！　左の奴やつの至近に三番を撃うち込こめ！』

「わかった！　ボナパルト、左旋回九十度！　三番発射！」

　ポンッと撃ち出される三つ目の発煙弾。弾子は剣士型ソードフアイターの真横に落下し、もうもうと煙を吹ふき始めた。剣士型ソードフアイターがキョロキョロと自分の周囲の足元を見始める。

「ボナパルト！　進路を二時方向に！　最大戦速！」

　遠くから『オオ～』というボナパルトの声が聞こえて、青い巨きよ人じんが一目散に走り始めた。煙に囲まれて途と方ほうに暮れている剣士型ソードフアイターの横をすり抜ぬけ、出口ゲートへと入ってゆく。

　美樹はほっと溜ため息いきをつき、インカムに向かって言った。

「ゴメン鮎あゆ美み。余分に弾たまを使った。今セクターアウト。以降、コントロールを鮎美に」

『らじゃー！　後は任まかせて！』

　ボナパルト用の通信回線に鮎美の声が入った。今回はボナパルト用のチャンネルを三人が共有している。トランシーバーと同じく話すか聞くかしか出来ないので、混信を避さけるために美樹は自分の通信機のスイッチを切った。

『ご苦労だった！　じゃあゴールで会おう！　アウト！』

　慶けい介すけがそう言って通話を切った。

　美み樹きはインカムを外し、スタンドを降りようと踵きびすを返した。出走する機体はもうない。後は無事を祈いのりながらゴールまで行き、現れるボナパルトを待つだけだ。

『──＃36〝晴せい明めい高校原寸模型部カスミ〟が一機目のセンチネルを撃げき破はぁーっ！』

　やおら耳に飛び込こんできたアナウンスに、美樹は「えっ!?」とコースを振ふり返った。そこには、センチネルが徘はい徊かいするセクター１をひた走る、航空迷めい彩さい柄がらの装そう甲こうを纏まとった少女の後ろ姿があった。大量の銃じゆう器きを重そうに抱え、菫すみれ色いろの髪かみを風になびかせている。

　発はつ煙えん弾だんの薄うす煙けむりの向こうでは、ボナパルトの巨きよ大だいな背中が通路の先へと消えていった。

　セクター１、クリア。




　　　　＊




『鮎あゆ美み、ここからは君のコントロールだ！　油断するなよ、常に周囲に気を配れ！』

「らじゃーっ！」

　鮎美は元気よく返事をしてコースに視線を向けた。

　セクター２。

　ここは水を張って作られた川を渡わたるセクションだった。地形はさておき、川の手前と向こう岸に二機ずつ配置された剣士型ソードフアイターがいて、さらにセクター３への脱だつ出しゆつ路ろ脇わきにある盛土の陰かげにも一機の銃士型ガンナーが待機している。参加機は橋を使う以外に渡る方法がなく、上手うまく立ち回らなければ挟きよう撃げきされるという難所だった。

　鮎美は側そく道どうのフェンスによじ登ってコースを監かん視ししていた。

　セクター１から通じる通路にボナパルトの姿が見えた。今は音声による指令を受けていないので、競技用ルールにしたがって、マイペースでゴールを目指しているのだ。

　ボナパルトが通路を出たところで、鮎美が指示を送った。

「ボナパルト、停止ー。えっと……」

　と、インカムを離はなして携けい帯たいに向かって言う。

「慶介くん、発煙弾使っていいよね？」

『ＯＫだ！　次は四番だな。ただし近きん距きよ離りでないとセンチネルが反応しない恐おそれがある。接近して使え。だが、近づきすぎるなよ。接敵したらアウトだ』

「らじゃ。じゃあボナパルト、前進微び速そく。進路右四十五度」

『オオー』

　いちいち大げさな返事をしているのが聞こえた。セクター２の観測ポイントはわりとコースに近いので声がよく聞こえる。

　ボナパルトがゆったりとした足取りでセンチネルへと近づいてゆく。

「停止！　上体を反そらして。四番発射！」

　指示を受けて、立ち止まったボナパルトが斜ななめ上方へと発はつ煙えん弾だんを発射した。無数の白はく煙えんの尾おを引いた煙けむり玉だまがばら撒まかれる。だが、橋の手前にいるセンチネルはどちらも反応しない。まるで何も見ていなかったかのように哨しよう戒かいを続けている。

「慶けい介すけくん！　センチネルが反応しない！」

『何っ!?　ちゃんと近くに撃うったんだろうな！』

「撃ったよ！　でもダメ！　無視してる！」

　むううー、という慶介の唸うなり声が聞こえた。

『くそぅ……さてはアイリスの連中、防災プログラムを切りやがったな。まあいい、まだ想定内だ。少々リスキーだが〝プランＢ〟でいくぞ。ボナパルトを橋と同どう軸じく線上に』

「らじゃ。……ボナパルト、後退してー」

　オオー、とまた大げさな返事をしてボナパルトがバックする。

「ＯＫ。ボナパルト、橋を渡わたって。第三戦速、ダッシュ！」

『オオーッ！』

　ボナパルトが走り出した。ずしんずしんと地面を踏ふみしめ、哨しよう戒かい中のセンチネルの横を通過する。二機の剣士型ソードフアイターが戦闘態勢アクテイブに入った。サーベルを構えて追つい撃げきを開始する。昨日と違ちがって制限が解かい除じよされたセンチネルの速度はボナパルトより速い。あっという間に鈍どん重じゆうな巨きよ人じんの背後に迫せまる。

　ボナパルトが橋に入った。橋の幅はばは二メートルほど、二機の剣士型ソードフアイターも前衛と後衛に分かれて橋に入った。前衛がサーベルを構える。ボナパルトの背中はもう手に届く距きよ離りにある。

「《装備２》投下！」

　鮎あゆ美みの指示と同時に、腰こしの後ろに取り付けたコンテナの蓋ふたが開き、中に入っていた透とう明めいの何かが落下した。「べちょっ……」と橋の幅いっぱいに広がるクラゲのような透明の物体。それは水を含ふくんだ大量のゴミ袋ぶくろだった。先頭の剣士型ソードフアイターがそれを踏んで、ステーン！　と見事にひっくり返り、勢い余って川に転落した。だが、後続の剣士型ソードフアイターはゴミ袋を飛び越こえ、ボナパルトの背後に迫った。

「一機仕し留とめ損なった！」

『《装備３》を使え！』

「ボナパルト、《散弾地雷クレイモア》作動！」

　ボナパルトの背中に付いていた地じ雷らいの蓋が開き、パァン！　と破は裂れつ音がして無数のＢＢ弾が後方に発射された。至近で散弾を食らった剣士型ソードフアイターがのけぞる。さらに、足元に散らばった大量のＢＢ弾に足を取られて転てん倒とうし、そのままもんどり打って川に落ちていった。

「ボナパルト、停止！」

　橋を渡り切った所で鮎美はボナパルトを立ち止まらせた。このまま行くとセクター出口のセンチネルに真正面から突つっ込こむはめになってしまう。

『前方のセンチネルは剣士型ソードフアイターが二機と、遮しや蔽へい物ぶつの陰かげに隠かくれた銃士型ガンナーが一機で間ま違ちがいないな？』

「そう、どうする？」

『〝アラーム〟を試せ。これはまだ通用するはずだ。センチネルに動きがあればそのまま突っ切っていい』

　ついに模型部の秘ひ密みつ兵器の出番のようだ。これは本当に秘密だ。誰だれにも言えない。

「らじゃ」

　と、鮎あゆ美みは側そく道どうの先を見た。二十メートルほど離はなれた場所には由ゆ紀きが腕うで組ぐみして仁に王おう立だちしていた。手を振ふって合図をすると、由紀はやおらそこに停めてあった高級そうなホワイトパールのセダンにがっぷり四つで組んだ。ゆっさゆっさと車を揺ゆらす。

　びぃーっ！　びぃーっ！　びぃーっ！

　途と端たんにアラームが鳴った。「やべぇ、ずらかれ！」とか言って由紀が走り去ってゆく。

　鮎美はコース内を見た。ボナパルトの行く手を阻はばんでいたセンチネル達が、大おお慌あわてでセキュリティの作動した車の元へと走ってゆく。作戦成功だ。防災プログラムを切っても防犯プログラムはさらに優先度が高い。ましてや同社のセキュリティシステムとなれば連動は最優先事じ項こうだ。そう簡単にカットはできない。

「作戦成功！　ボナパルト、ダッシュ！」

『オオーッ！』

　鮎美はフェンスから飛び降りた。横目でコースを見ると、ボナパルトは無人になったセクター出口へと入って行くところだった。

「ボナパルト、命令解かい除じよ。以降はファイルＣ２を参照」

『ォォ～』

　遠くから小さい声で返事が聞こえて、鮎美はインカムを切った。携けい帯たいを耳に当てる。

「慶けい介すけくん、ボナパルトは無事通過。そっちに行ったよ」

『了解だ！　あとは任まかせろ！　ゴールで会おう！』

「らじゃー……あうと」

　鮎美はそう言って携帯を切った。騒そう々ぞうしいアラームが鳴り響ひびくなか、そっと携帯を胸むねに抱く。

　残るセクターは二つ。たった二つ。

　武器のない、戦うことの出来ないボナパルトが、コースの半分までクリアした。タイムロスはほとんどない。

　昨日ブリーフィングで敵がいると知った時は、もうダメだと思ったのに。

　いや、ボナパルトが歩けないと知った時……ちがう、もっと前。

　模型部も無くなりそうで、毎日夜まで作業をしても少しも片付かないで、ボナパルトも見つからない。もうダメだと思った。

　美み樹きには言わなかった。せっかく手伝ってくれているのに、やっぱり無理だから諦あきらめようなんて言えない。でも、学校中に溢あふれかえっている作品を、たった二人で片付けるなんて、出来る気がしなかった。捨てたくもないのに。

　でも、彼が来てからはまるで魔ま法ほうのようだった。難しそうな顔をして、「うーん」と考え込こんだら、あっという間に解決してしまう。捨てるしかないと思ってたＦ15がゲーセンに展示されて、浅あさ野の会長をやっつけて、たった一枚の写真から秘ひ密みつ基地を見つけ出した。

　あと少しでボナパルトはゴールする。

　そうしたら原寸模型部が出来て、みんなと楽しく……。

　と、鮎あゆ美みの胸むねの中で携けい帯たいが鳴った。我われに返って画面を見ると、美樹からだった。通話ボタンを押おして耳元に当てた。

「はい、どうしたの？」

『鮎美！　コース見える!?』

「え？　うんまあ。まだ見えるけど」

　鮎美はフェンス越ごしのセクター２を見た。

　そこには、無人の橋の上を、息を切らせて渡わたってゆく、大きな銃じゆうを背負った戦せん闘とう機き少女の姿があった。

　セクター２、クリア。




　　　　＊




　慶けい介すけは、セクター３の斜しや面めんが見えるコース脇わきにいた。

　状じよう況きようは芳かんばしくない。散弾地雷クレイモアは使い切り、発はつ煙えん弾だんはもう通用しない。アイリス側からパラメーター変へん更こうの指示が送信されたに違ちがいないからだ。腕わん部ぶの二連装ＴＯＷ対戦車ミサイルは未使用だが、ボナパルトによる自律照準が不可能な以上、使用出来る局面は限られている。

　慶介が見守るセクター３入り口に、ボナパルトが現れた。

「ボナパルト、斜面の手前で停止」

　慶介がインカムに口を近づけて言った。ボナパルトが停止する。

　セクター３は先ほどカスミが大破した因いん縁ねんの場所だ。埋うめ立たて地ちにもともと出来ていた川の跡あとを掘ほり下げて作られている。参加機は急な坂を下って川底に降り、待ち受けるセンチネルと交戦した後、段状になっている丘を登る。距きよ離りも短く敵も二機しかいないが、狭せまい場所で行わなくてはならない。

　慶介は腕うでを組んだ。本当は発煙弾で誘ゆう導どうして川底を通過し、万一追つい撃げきを受けた場合にはクレイモアで防ぼう御ぎよを行う予定だったのだ。

　慶けい介すけはじっと川底を睨にらんで下した唇くちびるを嚙かんだ。銃じゆうと剣けん、それぞれに武器を持ったセンチネルがゆっくりと行ったり来たりしている。

　狭せまい地形と装備の枯こ渇かつを想定して、自みずから選んだのだ。だからもう、だれも頼たよることは出来ない。慶介はもう一度時計を見た。残り時間は五分半。

　実測ではゴールまで二〇〇メートルもない。わずか先にあのヘブンズドアがあるのだ。

　一いちか八ばちか、降りて戦うか……。遠射を警けい戒かいして先に銃士型ガンナーを仕し留とめ、次に剣士型ソードフアイターを……。

　いやダメだ。ボナパルトに腕うでを上げさせて、射角の調整をしている間にやられてしまう。

　一気に突つっ切るか……。

　それもダメだ。一段目を登りきれば銃士型ガンナーの狙そ撃げきに注意するだけでいいが、よじ登る間に捕ほ捉そくされてやられる。

　時計を見るとさらに十五秒が経過していた。残り時間五分十五秒。時間だけが過ぎてゆく。

『オオ～……』

　ボナパルトが小さく声を上げた。それはまるで彼も焦あせっているような、そんな気持ちを抱いだかせる弱々しい声だった。

　通り過ぎるだけなんだ……！　ただ敵を倒たおして、丘の向こう側へと行けばいいだけなのに！

　残り時間五分。

　その時だった。

　巨きよ大だいな対物狙そ撃げきライフルを抱えた戦せん闘とう機き少女が飛び出してきた。

「カスミっ!?」

　ボナパルトの脇わきをすり抜ぬけて、カスミは斜しや面めんを駆かけ下りた。川底に降り立ち、対物狙撃ライフルを腰こしだめに構えた。二機のセンチネルの頭部のランプが赤く灯ともる。

　ぱぁん！　ぱぁん！　ぱぁん！

　重さによろめきながら、カスミがライフルを乱射した。だが、身体からだがよろめいて銃身がぶれる。強力な収束弾はセンチネルではなく背後の土つち壁かべに当たって土を弾はじけ飛ばすばかりだった。

　ぱぁん！　ぱぁん！　ぱぁん！　ぱぁん！

　それでもカスミは乱射を続け、ついに先頭の剣士型ソードフアイターが派手に吹ふき飛んだ。直後に銃士型ガンナーも直撃を受けてひっくり返った。

　カスミはボナパルトを振ふり返った。

「おいで、ボナパルト。命令コマンド、登攀クライミング！」

『オオッ！』

　カスミはライフルを背負い直すと、彼女には大きすぎる段差に手を掛かけてよじ登り始めた。ボナパルトもその後に続いて登り始める。慶介は慌あわてて腰につけていたもう一つの無線機を取ってインカムを挿さし直した。

「カスミ！　大だい丈じよう夫ぶなのか！」

『……』

　応答はない。慶けい介すけは腰こしから無線機を取ってチャンネルを確認した。『Ａ─０３６』間ま違ちがいなく〝＃36　晴せい明めい高校原寸模型部カスミ〟に割り当てられた番号だ。聞こえているはずなのに。

「カスミ！　聞こえないのか!?」

　段状の斜しや面めんをよじ登るカスミは慶介の声に反応せず、必死に段をよじ登っていた。一段目を登り終えるとボナパルトを先行させて、自分は背後の警けい戒かいに立つ。背負っていたライフルを構え直して停止中のセンチネルに向ける。その肩かたが大きく上下に動いていた。

　先に倒たおした剣士型ソードフアイターが起き上がった。すかさずライフルで狙そ撃げき。次に銃士型ガンナーも停止状態から復帰した。狙ねらいをつけて引き金を引く。

　カチッ！　カチッ！　カチッ！

　弾たまが切れていた。慌あわてて対物狙撃ライフルを地面に置き、釘くぎ打うち機のようなシルエットの短機関銃クリス・ヴエクターを構える。

　たたたたたたたたたたたっ！

　低てい威い力りよくだが、速い発射サイクルのお陰かげで次々と命中弾だんが叩たたき込こまれる。降り注ぐ樹じゆ脂し弾の前に、腕うでをかざして頭部を庇かばうセンチネル。だが、累積停止弾数に達する前に短機関銃クリス・ヴエクターの弾が切れた。腰のベルトのポケットに手を入れ弾だん倉そうを探すカスミ。だが、ポケットの蓋ふたはもうすべて開いていた。

「ボナパルト！　腕を後ろに回して！」

　やおら鮎あゆ美みの声がした。振ふり返ると、鮎美が息を切らせて側そく道どうを駆かけ寄って来ていた。

『オオッ！』

　崖がけを登り終えたばかりのボナパルトが、太い右腕を後ろに向けた。右腕部に増設された二連装のミサイルランチャーがセンチネルのいる谷底を向く。カスミが気付いて慌てて射線から退たい避ひし、鮎美がインカムに手を当てて叫さけぶ。

「もう少し下！　ちょい右！　そこっ！　《装備４》発射！」

　ばしゅ────っ！

　右腕に装備されたＴＯＷミサイルが二発同時に発射した。水蒸気の尾おを引いて撃うち出される白い加圧式ロケット。一つが崖の段差の角を吹ふき飛ばし、もう一発がセンチネルの肩に命中した。白い身体からだが半回転してひっくり返り、頭部の赤いランプが消えた。

　カスミは弾切れになった銃じゆうを置いて、崖を登り始めた。鮎美が慶介の元にやって来る。

「どうなってるんだ!?　なぜカスミが!?」

　鮎美が荒あらい息をつきながら言った。

「あれは愛ま撫なちゃんなの！　今、美み樹きちゃんが９６式を見に行ったら、カスミちゃんは中で眠ねむってたって！」

「ばかな！　コースには自重一トン以上のボルテックだっているんだぞ!?」

　鮎あゆ美みは握にぎりしめていた携けい帯たいを慶けい介すけに差し出した。画面には《通話中　＊愛ま撫なちゃん＊》と表示されている。

　慶介は舌打ちして携帯を取って耳に当てた。

「初うい瀬せさん、どういうことなんだ!?」

　斜しや面めんの頂点で、愛撫が振ふり返った。

『……ごめ……さい！　修理する、なんて無理です！　噓うそつきました！　でも、もう少しだけ、次のステージだけ！　そこを抜ぬけたらボクはリタイアするから！　だから、ボクにやらせて！』

　喘あえぐような吐と息いきの合間に、愛撫の返事が聞こえる。

　セクター３、クリア。

　武器はもうない。




　　　　＊




　セクター４。

　二日間に及およぶ予選の最後の区間は、セクター３で登った丘の頂点からゴールまでの、僅わずか一五〇メートルほどの短い距きよ離りだった。

　丘を下る坂からはゴールゲートと、その向こうの東京ビッグサイトが見え、そしてその手前に、最後の関門が用意されている。

　慶介と鮎美は、コース脇わきの側そく道どうを並へい走そうしながら愛撫を追っていた。コース内では一人と一機が早足で斜しや面めんを降りているところだった。

「初瀬さん、どういうことなんだ！　何故なぜそんな無茶を！」

『次のステージだけは、絶対に遠えん隔かく誘ゆう導どうじゃクリアできない！　だからボクがやる！』

「危険過ぎる！　センチネルの武器がいくら樹じゆ脂しとはいえ、生身の人間が殴なぐられたら！」

『大だい丈じよう夫ぶ！　ボクは戦いに来たんじゃない！』

「だが、センチネルはそれでも君を襲おそうぞ！」

　愛撫が立ち止まった。真後ろに付いているボナパルトも立ち止まる。愛撫がフェンス越ごしに視線を向けると、ボナパルトも同じようにこちらを向いた。

『……ボクも、模型部したいから。みんなと、一いつ緒しよに』

　愛撫はまた早足で坂を降り始めた。ボナパルトも続く。

『信じて、慶介さん。センチネルとは戦わずに、ボナパルトをゴールさせてみせるから』

「そんなことが……出来るのか？」

　コース内の愛撫が頷うなずく。

『できるよ。ボク、コースを見た時にすぐ分かった。あれなら戦わないでもクリアできる。だから、やらせて』
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　慶けい介すけは苦く悶もんに顔を歪ゆがめ、歯ぎしりをして一度腕うで時計を見た。残り時間は三分二十六秒。

「……わかった。繰くり返すが、交戦は一切許可しないぞ」

　愛ま撫なが少し照れくさそうに笑った。

『ボク、鉄てつ砲ぽうを撃うつのは下手へただったね』

「ああ、二学期になったら格納庫前で特訓だ」

　慶介と鮎あゆ美みは特設ステージがよく見える誘ゆう導どうポイントにたどり着いた。同時に愛撫とボナパルトがステージ入り口前に立つ。

　セットの入り口には[　Extreme Cup　]と大会ロゴが書かれたグレーの大きなシャッターがあった。愛撫が近づき、ガラガラと勢い良くシャッターが上がるのが見えた。

　特設ステージの内装は艶つやのないグレーのパネルで出来ていた。壁かべには無数のパイプが走り、ハリボテのコンテナが無数に転がっている。奥おく行ゆきはおよそ三十メートル。幅はばのないコースに二機のセンチネルがいて、入り口から狙そ撃げきされないようコンテナの陰かげに隠かくれていた。中の様子がスタンドから見えるよう、映画のセットのように開いている。外がい壁へき沿いにはバーナーが並び、ぼっ、ぼっ、とオレンジの炎ほのおを噴ふき出していた。

『──さあ！　いよいよここまで辿たどり着いた高校生チーム！　はたしてこのスペシャルステージを一分という制限時間でクリアできるか！』

　ギャラリー向けのアナウンスが聞こえた。

　この特設コースは他のセクターと違ちがう。ここだけが入り口と出口で独立した計測が行われ、一分を過ぎると無条件で失格になってしまうのだ。

　愛ま撫なはコースをじっと見み据すえていた。

「なにしてるのかな……？」

　鮎あゆ美みが不安げに尋たずねてくるが、聞かれてもわからない。慶けい介すけはストップウォッチ機能で経過時間を測っている腕うで時計を見た。残り時間はあと二分五十七秒。

『やっぱり』と、愛撫の声が聞こえた。『時計を出して時間を測って。五秒間かん隔かく』

「えっ、何だって？」

『いいから早く！　五秒ずつカウントして！』

　慶介は慌あわてて腕時計を外して、鮎美に渡わたした。

「ストップウォッチを見ながら声を出して数えろ！　五秒ずつだ！　合図したらスタートボタンを押おせ！」

「えっ？　えっ？　どれボタン!?」

　慶介は、鮎美に持たせた腕時計を摘つまむようにしてスタートボタンに指を添そえた。さらに鮎美の携けい帯たいの画面にタッチして通話オプションのメニューを開き、〝ハンズフリー〟を選せん択たく。携帯を自分と鮎美の顔の間に構える。

「準備よし！」

　愛撫がいきなりコースに入った。ぴーっ、と電子音がして計測が始まる。ボナパルトも後に続いた。

『高校生チームの二機が、スペシャルステージ突とつ入にゆう──っ！　計測が始まりました！』

　アナウンスの楽しげな声が響ひびいていた。

「お、おいっ。いきなり入って大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　愛撫は最初のバーナーの手前まで走って立ち止まった。ボナパルトもすぐ後ろで止まる。

『どのバーナーでもいいから火が出たらカウントして！』

　携帯のスピーカーから愛撫の声が響ひびく。

　一番奥のバーナーが、ぼっ、と炎ほのおを噴ふいた。慶介がスタートボタンを押す。

「いち！　にい！、さん！　しぃ！」

　鮎美のカウントが始まり、愛撫がまた走り出した。ボナパルトがずしんずしんと後に続く。

「ごっ！」

　鮎美のカウントと同時に、立ち止まっている愛撫とボナパルトの背後のバーナーが火を噴いた。鮎美がコースを見る。愛撫が慌てて振ふり返った。

『ずっと続けて！　バーナーの噴ふん射しやは正確に五秒間隔だから！』

　一機目のセンチネルが動いた。サーベルを構え、愛撫とボナパルトに迫せまる。

「危ない！　センチネルに捕ほ捉そくされたぞ！」

　慶けい介すけが叫さけんだ瞬しゆん間かん、センチネルが急に立ち止まった。愛ま撫なとはまだ一メートルほど距きよ離りがある。ぼっ、と目の前のバーナーから炎ほのおが噴ふき出し、センチネルが一歩後ずさった。炎が消えると、また一歩近づこうとして立ち止まる。

　そうかっ！　と、慶介は愛撫の意図に気付いた。

　この特設ステージのセンチネルは、バーナーに近づかないよう設定されているのだ。おそらくは熱による機体への影えい響きようを避さけるためだろう。そしてどのバーナーが作動するかはランダムでも、作動は五秒おき。したがって、噴ふん射しやのタイミングにだけ気をつけていれば、戦わずにやり過ごす事ができるのだ。

　演出のために設置したバーナーの合間こそ、このステージの死角だったのだ。

　だがゲームとは違ちがう。これは本物のバーナーで、走っているのは人間だ。交戦が避けられるとしても危険であることに変わりはない。

　愛撫とボナパルトがまた走り出した。鮎あゆ美みがカウントを再開する。

　次のバーナーまでは少し距離があり、愛撫とボナパルトが辿たどり着くまでに、一度奥おくで炎が噴いた。これで二十秒。愛撫が立ち止まり、ボナパルトもつんのめりそうになりながら止まる。

　ぼっ、と目の前のバーナーが火を噴いた。一いつ瞬しゆん愛撫が顔を逸そらして熱そうに目を細める。

　慶介は思わず通信機に手を伸のばした。リタイア申しん請せい用の緊きん急きゆうチャンネルに切り替かえようとして思い止とどまり、奥歯を嚙かみ締しめた。

　だめだ……リタイア申請をしたら係員が駆かけつけ、即そく座ざに愛撫の入れ替わりがバレる。そうなればチームエントリーのボナパルトも失格となり、結果的に全責任を初うい瀬せ愛撫一人に負わせる形での敗退になってしまう。それは、危険を承しよう知ちでボナパルトをゴールに送り届けようとしている彼女の意思をねじ曲げ、その精神を殺すことに等しい。

　慶介は、ギプスに包まれた足を地面に押おし付けた。激痛が走り、思わず「ぐっ」と声が漏もれる。額ひたいから滲にじんだ汗が鼻はな筋すじを通って流れ落ちた。

　なぜ、俺おれがあそこに居ないんだ！

　なぜ、あの子にこんな危険を冒おかさせないといけないんだ！

　苦痛に揺ゆらぐ視界の中で、愛撫がまた走り出していた。

「いち、にい、さん、しい、ごっ！」

　鮎美がカウントを続け、入り口のバーナーから炎が上がった。愛撫はボナパルトを引き連れて走る。次のバーナーまでは距離があり、手前で一度噴射があった。

「……さん、しい、ごっ！」

　愛撫が立ち止まり、ボナパルトがまたつんのめって止まる。同時に目の前のバーナーから炎が上がった。だが愛撫は意にも介かいさず、火が消えると同時に走り出した。三十五秒経過。

『おおーっ！　高校生チームはとことんセンチネルとの交戦を避ける作戦だぁーっ！　二機並んでコースの端はしを通る！　バーナーに炙あぶられないかぁーっ!?』

　残るバーナーは二つ。距きよ離りがあるために、次のバーナーにたどり着くまでに二度噴ふん射しやがあった。四十五秒経過。

『ボナパルトとカスミが走る走る！　タイムリミットまであと僅わずかだぞぉーっ！』

「……にぃ、さん、しぃっ、ごっ！」

　鮎あゆ美みが噴射のタイミングを告げるが、愛ま撫なはそのままバーナーの目の前を突つっ切った。噴射は別のバーナーだった。

「愛撫ちゃん!?」

　カウントしていた鮎美が思わず声を上げた。愛撫が走りながら叫さけぶ。

『もう十秒切った！　立ち止まってたら間に合わない！』

　残り十秒弱。距離は僅かだが、出口手前には最後のバーナーがある。愛撫は走った。ボナパルトもぴったりすぐ後ろに続く。二機目のセンチネルの脇わきを抜ぬけ、愛撫の小さな身体からだがバーナーの真横に差し掛かかる。慶けい介すけは祈いのった。

　行かせてやってくれ……っ！　その子をっ！

　愛撫がバーナーのノズルの前を通過した。同時に、ぼっ、と後ろのバーナーが火を噴ふいた。

「外れたっ！　いけっ、そのままだ！」

　慶介が叫び、愛撫が《ＥＸＩＴ》と書かれたハッチから外に飛び出した。勢い余って頭から地面に倒たおれ込こむ。後ろからやってきたボナパルトは止まりきれず、とっさにジャンプして愛撫を飛び越こえた。前回り受身をしながら地面を転がる。

「「ああ──────────────────っ！」」

　慶介と鮎美が二人揃そろって悲鳴を上げた。愛撫はぎくりとして起き上がり、二人の方を振ふり返る。

『ま、まさか……じ、時間切れ？』

『おーっと、きわどい！　だが＃35は五十九秒、＃36は五十八秒でスペシャルステージ通過ぁーっ！』

　鮎美がへなへなと地面にへたり込み、慶介が大きく息を吐はいた。

「今、ボナパルトに踏ふみ潰つぶされるところだったぞ……？」

　ボナパルトはのっそりと起き上がって愛撫を振り返った。《編隊機動フオーメーシヨンマニユーバ》の実行中に先導者を追い越してしまったので途と方ほうに暮れているのだろう。愛撫は自分を見つめて立ち尽つくしている青い巨きよ人じんを見上げて微笑ほほえんだ。

『大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと動けるようになったボナパルトは、もう絶対に人を傷つけたりしない。だって元々そうプログラムされて……』

　声が途切れた。

　ボナパルトの背後で、三機のセンチネルが前走者と戦っていたのだ。

　三機はすべて剣士型ソードフアイターで、白いローブに翼つばさ付きの兜かぶとを被かぶったワルキューレを取り囲んで戦っていた。デフォルトではゴール前の最後の直線に散さん漫まんに配置されていたはずだが、追つい撃げきや交戦を繰くり返すうちに位置が集中してしまったのだろう。だがワルキューレも、長なが槍やりを華か麗れいに操って三方からの攻こう撃げきを凌しのいでいる。最終予選に残るだけあって、なかなか機き敏びんな動きだった。

『慶けい介すけさん！　三機のセンチネルが進路を塞ふさいでる！　前走機と交戦中！』

　ゴール前の直線は幅はばが狭せまい。これだけセンチネルが集中しては接せつ触しよくを回かい避ひするのは困難だが、設定上センチネルの攻撃対象になるのは直近の一機のみ。今なら行ける。

「そこにいたら捕ほ捉そくされる、一気に突つっ切れ！」

　愛ま撫なはボナパルトを引き連れ、華麗な殺陣たての現場の脇わきをすり抜ぬけようと走り出した。

　その瞬しゆん間かん、交戦中の一機の攻撃態勢アクテイブを示す赤いランプが消えた。会かい敵てきから三十秒が過ぎたのだ。構えていたサーベルを下ろし、設定された待機場所に戻もどろうと踵きびすを返す。

『──っ！』

　愛撫が息を吞のんで立ち止まった。剣士型ソードフアイターは新たな敵を発見して戦闘態勢アクテイブに移行する。

『おーっとぉ！　特設ステージを抜けたばかりの高校生チームの二機がセンチネルと会かい敵てきぃーっ！』

「ボナパルト、五番、六番発射！」

　鮎あゆ美みがインカムに向かって叫さけんだ。ぽぽんっ、と胸きよう部ぶのランチャーから発はつ煙えん弾だんが投射される。白煙の尾おを引いて飛ぶ発煙弾。センチネルは一瞬顔を上げ、撃うち出された弾たまを目で追っていたが、それ以上の反応は示さなかった。さらに、前方で交戦中だった残り二機の攻撃時間も過ぎた。包囲を解かれたワルキューレは長い金きん髪ぱつを翻ひるがえしてゴールへと走り去ってゆく。代わりに、それぞれの警けい戒かいエリアへと引き返そうとしたセンチネルが、新たな敵を見つけて戦闘状態アクテイブに入った。

　愛撫とボナパルトが後ずさる。合計三機のセンチネル達は半円状に広がり、愛撫とボナパルトを特設ステージの出口前に追い詰つめた。しかし、攻撃の間合いに入る手前でぴたりと動きを止めた。

『ボナパルトとカスミの両機が囲まれー……ましたが？　おや？　攻撃が始まらないぞ？』

　三機の剣士型ソードフアイターは等とう間かん隔かくに並び、じっと愛撫を見つめたままサーベルを構えて停止していた。

「あれ……？　なんで？」

　鮎美が慶介を見上げて尋たずねる。だが慶介にもわからない。センチネルはいずれも凍こおりついたように固まっている。

『相そう互ご干かん渉しよう……』

　携けい帯たいのスピーカーから愛撫の声が聞こえた。

「え？　なんだって？」

『相互干渉。さっきのバーナーと同じ。センチネルはお互たがいを傷つけないように、一定以上の距きよ離りには互いに近寄らないようになってる。三機が一度にボクを狙ねらってるから、お互いが邪じや魔までこれ以上近づけない……』

「そうか！　じゃああと少し待てば……あ、いや、ダメだ」

　本来なら三十秒過ぎれば交戦状態が終わる。だが、この包囲の中には二つの対象がいるのだ。愛ま撫なへの攻こう撃げきが終われば次はボナパルト、その次はまた愛撫だ。永久にこの包囲の檻おりが解かれることはない。

『……慶けい介すけさん、残り時間は』

　愛撫が尋たずねた。

「わからない。ストップウォッチはリセットしてしまった。だが、もう一分も無いはずだ」

　鮎あゆ美みが撃うたせた発はつ煙えん弾だんの燃焼が終わった。会かい敵てきから二十秒が経たったのだ。あと数秒で攻撃対象がボナパルトに変わってしまう。

　愛撫がボナパルトを見上げて何かを言った。『オオ～……』と、なんだか情けない声を出してゴールへと歩き出すボナパルト。

　ボナパルト用のチャンネルを受信している鮎美がはっとして顔を上げた。

「愛撫ちゃんが編隊機動フオーメーシヨンマニユーバを解かい除じよした！」

　それしかない……。

　複雑な心境だが、他に手はない。愛撫が対象になっている間にボナパルトを先に行かせる以外ないのだ。一見すると愛撫を置き去りにして見捨てるような形にはなるが、彼女はもう安全だ。相そう互ご干かん渉しようがある限り、攻撃を受けることなどないのだから。

　慶介がコースに視線を戻もどすと、敵という概がい念ねんがないボナパルトが、目の前のセンチネルに構う様子もなく、包囲の輪を真正面から突つっ切ろうとしていた。わがもの顔で近づいてくる青い巨きよ人じんに、真ん中のセンチネルがたまらず一歩退いて道をあける。

　全まつたく予想外の事が起きた。

　真ん中の機体が包囲の輪から外れた事で、センチネル同士の相互干渉が解かれたのだ。

　残った二機が同時にサーベルを構え、左右から愛撫へと襲おそいかかる。

『──っ！』

　スピーカー越ごしに息を吞のむ声が聞こえた。とっさに頭を抱えてうずくまる愛撫。その頭上へと容よう赦しや無く振ふり下ろされる二本のサーベル。

「逃にげろ─────っ！」

『ウオオ──────────────────────ッ！』

　慶介が叫さけんだ瞬しゆん間かんだった。聞き覚えのある雄叫おたけびと共にボナパルトが振り返った。丸太のように太い腕うでを振りかざし、暴風のような横よこ薙なぎの一撃でセンチネルを二機まとめて殴なぐり飛ばした。砕くだけたサーベルの破片もろとも、白い機体が折り重なって宙を舞まう。

『おお───っと！　ボナパルトが反撃ぃ───っ！　カスミの窮きゆう地ちを救ったぁーっ！』

　アナウンスの絶ぜつ叫きようが響ひびいた。言葉を失い、呆ぼう然ぜんと見守る慶介と鮎美。

　ボナパルトの反はん撃げきは止まらなかった。雄叫おたけびを上げながら残るもう一機に襲おそい掛かかり、サーベルを構えたセンチネルを巨きよ大だいな手のひらで殴なぐり飛ばすと、倒たおれたところを鷲わし摑づかみにして高々と頭上に抱え上げ、コース外へと放り投げた。さらに最初に殴り飛ばした二機の元へと駆かけ寄り、この二機も次々とコースの外へと投げ捨てる。

『すごいぞ！　まさに荒あらぶる雷らい神じん！　あのセンチネルをまるでゴミのように投げ捨てたぁ！』

　敵機を全すべて排はい除じよしたボナパルトが、今度はゆっくりと上体を捻ひねって愛ま撫なを振ふり返った。

「ダメっ！　ボナパルト！　停止っ！　止まって！　愛撫ちゃんは敵じゃないの！」

　鮎あゆ美みがとっさにインカムに向かって叫さけんだ。だが、ボナパルトは命令を無視して愛撫へと近づいてゆく。

「やめろ！　ボナパルト！」

　慶けい介すけが叫んだその時だった。

　ボナパルトが突とつ如じよ、愛撫の前で恭うやうやしく片かた膝ひざをついた。巨大な手を伸のばし、愛撫の華きや奢しやな身体からだを優しく摑んで持ち上げると、大きな胸むねの前に大事そうに抱きかかえた。すっくと立ち上がり、踵きびすを返してゴールへと走り出す。

『ああーっと、やってしまったぁー……いや、ですがこれは感動的です。ボナパルトは傷ついたカスミを守り、一いつ緒しよにゴールするつもりなのです！』




　ゴールへと走る青い巨人の腕うでの中で、愛撫は驚おどろきのあまり声も出せずに固まっていた。

　ボナパルトにはカスミのような高度な知能はない。彼はセンチネルを敵だと認識する事も、競技の補足ルールを理解することも出来ず、ただコースから外れないように走るだけだ。それなのに、ヒューマテックに扮ふんした人間がいることに気付いた。だから、彼は従ったのだ。

　それは、ボナパルトのプログラムを最初に見た時から、行動原則の第一位に設定されていたコード。アイザック・アシモフと手て塚づか治おさ虫むがそれぞれに提唱した、ロボットが守るべき大切な約束のひとつ。

〝──いかなる場合も人間の危機を看過してはならない〟という、尊い原則に。

　ボナパルトは処理落ちを起こして何度もよろめきながらゴールまでの一本道をひた走り、あっという間にゴールラインを越こえた。そっと愛撫を地面に下ろすと両腕を差し上げ、力こぶを作るようにぐいっと曲げた。

『オオ────────ッ！』

　雄叫びと同時に会場から割れんばかりの拍はく手しゆと歓かん声せいが巻き起こった。

　ゴールタイムは愛撫が六分二二秒八六。ボナパルトは六分五八秒三七。

　予選通過タイム、クリア。




　──だが、失格だった。










　　　　　＃５　『　模型部の終焉エンドオブデイズ　』







　夏休みが終わった。

　始業式が終わり、ホームルームが終わり、定例会議の時刻が近づいても慶けい介すけの姿はなかった。

　春日かすが野の鮎あゆ美みはゆっくりとした足取りで校舎を出て、模型部のプレハブに行った。青ざめた顔の美み樹きが居た。尋たずねても慶介の居場所は分からなかった。

　定例会議の会場である視し聴ちよう覚かく教室に行ってみた。まだ誰だれも居なかった。

　メールをしても返事がなく、電話もつながらない。有あり明あけにいる間に連れん絡らく先を交こう換かんしていた由ゆ紀きにメールしてみると、家はいつも通り朝早くに出ていたらしい。

　少し考えて、校舎を出た。校舎脇わきの花か壇だんの横を歩く。一つだけ真新しく小こ奇ぎ麗れいな花壇があった。９０式で踏ふみつぶしてしまい、後で複製した花壇だった。

　鮎美は立ち止まって校舎を見上げた。屋上から演劇部の発声練習が聞こえていた。擲てき弾だん砲ほうで破は壊かいしてしまったお詫わびに作ったセットは、来月の文化祭でも使用されるらしい。

　三人で作った作品は、今もこうして立派に人の役に立っている。

　鮎美はまた、ゆったりとした足取りで歩き始めた。

　校舎脇を抜けると、ゴミ捨て場があった。大きな物置とコンクリートで仕切られた粗そ大だいごみの集積場には模型部の遺産の一部が山積みにされている。一学期最終日に持ち込こまれたものだった。

　大きな物置の裏側に回ると、そこに慶介がいた。ギプスをはめた足をなげだして、カバンを肩かたに掛かけたまま地面に座り込んでいた。手には、挟はさんだメモでぱんぱんに膨ふくらんだ生徒手帳を持っていた。

　鮎美はスカートのおしりを手で押おさえて、そっと慶介の隣となりに腰こしを下ろした。

「あたしに何かできることある？　なんでもするから言って」

　そう言って返事を待っていると、慶介が生徒手帳を無造作に投げ捨てた。挟まれたメモが地面に散らばる。鮎美が立ち上がり、「投げちゃだめだよ」と言いながら、メモを集めて回った。

　書かれていたのはどれも模型部とボナパルト、そしてエクストリームカップ参戦にまつわる殴なぐり書きだった。砂を払はらって手帳に挟み直し、慶介の手元に差し出す。

「はい、大事な手帳」

「そんなもの、もう無意味だ。ゲームは終わった」

　鮎美は困ったような顔をして、もう一度、隣に腰を下ろした。

「そうなの……？」

　慶介の手帳は、まだ使い始めて数ヶ月しか経たっていないのに、すっかりよれよれになっていた。鮎あゆ美みは反そり返った手帳の表紙を指先でそっとなぞった。ここには、この男の子の情熱と思し索さくが詰つまっているように思えた。

「……実績は皆かい無むだ」

　慶けい介すけがうなだれたまま口を開いた。

「主しゆ催さい者しやに電話したんだ。事情を話して、敢かん闘とう賞かなにかをくれって。だが難しいと言われた。新しい賞を作ると翌年からも同じようにしなければならないからだそうだ。模型雑誌の編集部にも電話してみた。興味は持ってくれたが、取材にはまだ当分来られないらしい」

「そっか。せっかく頑がん張ばったのにね……残念」

　慶介は顔を上げた。虚こ空くうを見つめ、薄うす笑わらいを浮うかべている。

「俺おれのせいだ。考えが甘あますぎたんだ。ボナパルトを見て、これならやれると思ってしまったんだ。そんな保証どこにもないのにな。それに、考えてみれば、別の手もあったんだよ。もっと早く模型雑誌の編集部に連れん絡らくを取るとか、もっとローカルなイベントに参加するとか。地方紙にコンタクトを取っても良かった。絶対に負けられない勝負だったのに……。二の手、三の手を打っておくべきだったのに、目の前の事に気を取られて。絶対に勝ってやると言ったのに、なんだよこれは。とんだ契けい約やく違い反はんだ。情けなすぎて合わせる顔がない」

「慶介くんはなさけなくなんかないよ？　だって……」

　情けないよ、と慶介が鮎美の言葉を遮さえぎった。

「俺は許しがたいミスを犯した。一学期最後の日、俺は模型部を廃はい部ぶにすべきだと言ってしまった。本来はそれと引き換かえに原寸模型部を設立させるはずだった。だが、結果的に模型部に引導を渡わたしただけになってしまったんだ。俺が、部を終わらせてしまった」

　鮎美が、すっと立ち上がった。慶介は顔を伏ふせたまま声を絞しぼり出している。

「俺が余計なことをしなければ、模型部にはまだ生き残る可能性もあったのに……」

　鮎美が地面に膝ひざをついて両手を広げた。座っている慶介に覆おおいかぶさり、そのままぎゅっと抱きしめた。慶介の頭の後ろに手を添そえて、優しく髪かみを撫なでる。

「おかあさんに叱しかられたりとかして、弟が泣ないてる時はこうしてあげると泣き止やんだんだけど、慶介くんには効かないかな？」

「……俺は泣いてなんかいない」

　慶介の耳が真っ赤になっていた。鮎美も頰ほおを染めつつ「そだね」と笑って深呼吸した。

「慶介くんは悪くないよ？　だって、しょうがないもん。あたし達、まだ高校生なのに大人の試合出て、しかも予想外の敵がいて、カスミちゃんも壊こわれて、そんななかでみんな精せい一いつ杯ぱい頑張ったんだもん。結果は残念だけど、慶介くんが居なかったら、あそこまで行くことなんか絶対出来なかったよ」

「だが、負けは負けだ」

「負けでも平気。一いつ生しよう懸けん命めいやったから平気」

　鮎あゆ美みは慶けい介すけの身体からだをもう一度、力を込こめて抱きしめた。

「慶介くんは悪くないし、情けなくもないよ。急に火事が起きて廃はい部ぶにされそうになって、もうどうしようもないって時に出てきた慶介くん、カッコ良かったよ。今だって、カッコ悪くなんか全然ないよ。だから元気出して。それで、一いつ緒しよに会議行こ。みんなで頑がん張ばった話しよ？　模型部なんかだめでもいいから、あたし平気だから……だから泣なかないで、慶介」




　　　　＊




　視し聴ちよう覚かく教室の演台の左右に長なが机づくえとパイプ椅い子すが置かれていた。

　左側には慶介と鮎美が、右側には生徒会執しつ行こう部の面々が座っている。どちらも机は同じだが、執行部の方には白いクロスがしいてある。

　各部の代表者や委員達の座っている席は大学の教室のように段になっていて、普ふ段だんは誰だれもいない後ろ三列の観覧席が生徒でぎっしり埋うまっていた。一学期末の騒そう動どうを知らない生徒はいないので、興味本位の野次馬が放課後まで残って結末を見に来たのだ。

　慶介は背筋を伸のばし、微び動どうだにせずまっすぐ前を見つめていた。

　浅あさ野のが腕うで時計を見て、隣となりの少女に合図をした。長い黒くろ髪かみの少女、副会長の藍あい原はら響ひびきは静かに席を立ち、中央の演台に立った。

『それでは、時間になりましたので定例会議を始めたいと思います。まず、原寸模型部の創そう部ぶ申しん請せいについて審しん議ぎを行います。申請者の北ほう条じよう君、どうぞ』

　慶介は頷うなずいて、松まつ葉ば杖づえを突つきながら演台に立った。

『申請者の北条慶介です。原寸大の模型の製作には緻ち密みつな計算が必要です。機械工学と制せい御ぎよに関するソフトウェアの知識や製作技術はもちろん、予算配分や製作スケジュールの管理などのマネージメント能力も必要です。これらは授業の範はん囲いや水準をはるかに超こえるもので、課外活動として充じゆう分ぶんに意義のあるものだと言えます。旧模型部が抱えていた問題点に関しては──』

　慶介はそれから、手元の資料を背後のスクリーンに映しつつ、追つい及きゆうが予想される作品の保管と処分方法について説明した。保管場所は現在一時集積場として与えられている部室の周囲とし、そこに収まらないものは信用ある相手への譲じよう渡とという解決策を提示した。

『そして、原寸模型部が社会的にも有意義で、本校の名を高からしめる存在であるという事を証明するために、〝ＧＳ／ユアサ　エクストリームカップ〟に出場してきました』

　慶介は大会の写真を映し、イベントの概がい要ようとコンクール・デレガンスの詳しよう細さいについて説明した。

　一次予選は通過したが、二次予選で『参加機同士の直接的援えん助じよは禁止』という条じよう項こうに抵てい触しよくして失格になった事、前日の投票では入賞圏けん内ないにいた事。高校生チームとして高い注目を集めていた事などを、よどみなく簡かん潔けつに話した。

『今回は、急造の作品だったために充じゆう分ぶんな結果を残すことができませんでしたが、この部が設立された暁あかつきには、総合的文化活動として内外から高い評価を得られるものと確信しています。委員の皆みなさん、どうかご検けん討とうをお願いします』

　慶けい介すけがそう締しめくくると会場からぱらぱらと拍はく手しゆが上がった。観覧者や無責任な学級委員達は反論する気などないだろう。だが、出席者の三分の一を占しめる文化部と体育会の代表者の中には浅あさ野のの息の掛かかった者がいるはずだ。

　司会を務める藍あい原はらが演台にやってきた。慶介は一歩脇わきに退き、マイクを明け渡わたす。

『それでは、質疑応答を行います。何か質問のある方は』

　席で坊ぼう主ず頭の男子生徒が手を挙げた。藍原が頷うなずいて指名する。

『体育会総会の飯いい山やまッス。さっきの成績についてなんですけど、決勝行ったのって九十ちょいなんスよね？　野球だと一回戦で半分になるんッスよ。ってことは、これ一回戦敗退って風に考えられますよね？　そんな部に、場所とかやるのって、不公平じゃないッスか？　去年地区大会で三回戦まで勝ち進んだ野球部だってグラウンド専有できないのに、おかしいんじゃないッスか？』

　こいつは雑魚ざこだな、と慶介は思った。相手をあげつらうように言っては彼自身の印象が悪くなるし、ましてや見るからに野球部の奴やつが自分の部の実績を引き合いに出すと、他の部は反感を持つだろう。慶介が横目で生徒会執しつ行こう部席を見ると、浅野が意味ありげな視線を投げ返してきた。慶介は演台に戻もどって答えた。

『トーナメント方式の競技と比ひ較かくするのはナンセンスです。それに、そもそも予選に挑いどんだのは、来場者の多い本会場に機体を展示するための手段であって、目的ではありません』

　慶介はそう言ってから、内心「しまった」と冷や汗をかいた。競技が主体のエクストリームカップに出場せざるを得なかったのは、同時に原寸模型部が純じゆん粋すいに活動を評価してもらう場を持たない事を意味している。したがって創そう部ぶされても、学校案内のパンフレットを飾るような実績は残せない。ここを突つかれたら一気に旗色が悪くなる。

　だが、飯山にはそこまで考えが及およばなかったのだろう、不満そうな顔をして黙だまって席についた。浅野が拍ひよう子し抜ぬけしたようにかくんと肩かたを落とす。

『他にはありませんか？』

　藍原が言うと別の生徒が手を挙げた。今度は女子で、少し気の強そうな顔立ちをしている。

『二年二組の吉よし川かわです。作品の処分についてですけど、それは原寸模型部が行うんですか？』

『創部後は施し設せつと共に作品群も原寸模型部の管理下に入りますので、そうなります』

『じゃあ、部の予算を圧あつ迫ぱくしますよね。でも新規の製作にもお金がかかるでしょうから、また校内のあちこちにほったらかす事になるんじゃないですか？』

『そうならないよう譲じよう渡と先などを探します。見つからなかった場合も極力細かく解体し、一いつ般ぱんゴミに出せるようにするので、処分作業が部の予算を圧迫することにはなりません』

『でも学校には迷めい惑わくになるんじゃないですか？　ゴミがすごく増えると思うんですけど』

　ゴミを出すのがダメなら文化祭もやめますか？　と、慶けい介すけは言いたくなったが、そんな事言ったらえらいことだ。全校生徒を敵に回してしまう。

『廃はい棄き物ぶつを出さない活動は無いと思います。それを問題視するならまず、あらゆる校内の活動を見直さなくてはいけませんし、そもそも、これらはみな模型部の製作物であって、原寸模型部は、ボランティアとしてこの問題の処理に協力するのです。感謝されこそすれ、非難されるというのは不可解です』

　女子生徒はやや不満気に着席した。

　また別の生徒が手を挙げた。今度は細ほそ面おもてでメガネを掛かけた生き真面目まじめそうな男子だった。

『文化部総会の芝しば山やまです。根本的な質問なんですが、なぜ原寸でないといけないんですか？　スケールモデルでも充じゆう分ぶんだと思うんですけど。たとえば戦車でも、十分の一で可動式とかなら見み応ごたえもあるし、製作に技術も知識も要いります。それに後の処分も簡単です。運動部並みの敷しき地ちを占せん領りようする必要もありません』

　慶介が横目で見ると、浅あさ野のは不敵な笑えみを浮うかべ、何かを尋たずねるように小さく首をかしげた。

　これが浅野の返答だ。

　──ほどほどの予算と場所をくれてやるから手て頃ごろなサイズで遊んでいたまえ。

　そう言う声が聞こえるようだった。

　慶介の言う模型製作の有意義さという点で、原寸模型と大きなスケールモデルの差がそれほど無いということをバラされてしまった。しかもスケールモデルならリスクも圧あつ倒とう的に少ない。

　だれでも思うだろう、じゃあ模型部でいいじゃないか、と。

　だが、装そう甲こう車しやに乗り、全高三メートルの巨きよ人じんとともに戦った今の慶介にならわかる。原寸だからこそ胸むねを打つのだ。

　ミニチュアがもたらすのはあくまで空想にすぎない。今や仮想現実はゲームやテレビによって日常に溢あふれているが、実体験には及およばない。だから現代でもテーマパークが成立するのだ。そして原寸模型はその実体験ができる。見るだけではなく、乗って、触さわって、動かせるのだ。

　たしかに、原寸模型製作には様々なリスクが伴ともなうだろう。場所も設備も必要で、危険も伴う。厳に慶介は骨折もしているのだ。

　だから、こう結論付けられてしまう。人に迷惑を掛けるようならやめろ、と。

　いかにも正論のように聞こえるが、これは不理解に基づいた暴論だ。迷惑を掛ける娯ご楽らくがいけないのなら、プロ野球はどうだ。中ちゆう継けいを放送するために延期された番組にも視聴者はいる。彼らの希望が退けられるのは、マイノリティだからだ。テレビ局は営利団体なのでマイノリティを排はい除じよせざるを得ないのは仕方ないが、ここは学校だ。せめて社会に出る前くらい、愚ぐにもつかないことを思い切りさせてくれたっていいじゃないか。

『……物語は、ミニチュアが作るものじゃない』

　慶けい介すけの口から熱っぽい呟つぶやきが漏もれ、浅あさ野のが訝いぶかしげな顔をした。

『大きな縮尺模型なら原寸と同じだと思いますか？　俺おれはそうは思わない』

　慶介は顔を上げた。マイクを摑つかんで言う。

『スケールモデルにも魅み力りよくはあります。それを否定はしません。ですがその魅力は、原寸模型とは別のものです。盆ぼん栽さいがあれば庭は要いらないと思いますか？　俺はそう思わない』

　演台の脇わきにいた藍あい原はらが急に語り始めた慶介に驚おどろく。

『俺が創つくりたいのは、原寸模型部なんだ。乗って、触さわって、体験できる。それをしたい。それを守りたい奴やつが居るんだ！　人を驚かせたい。見れないものを見せたい。乗れないものに乗せたい。そうした想おもいから生み出された作品達を守りたい。なぜそれがいけないんだ！』

『だが、フェイクである点は変わらない。君の言うリアリティなど程度問題にすぎない』

　反論は意外なところから出た。発言者は浅野だった。

『フェイク？　では中庭に飛び出してきた戦車を見た時の驚きは偽にせ物ものだったと？』

『君は威い嚇かくするために原寸模型を作りたいのかい？　恐きよう怖ふを与えるのが目的だと？』

『違ちがう！　あれは誤あやまった使い方だ！』

『誤っているのは製作傾けい向こうだよ。モチーフは平和的なものであるべきじゃないかね？』

『論点をずらすな！　この審しん議ぎは原寸模型部の設立の是ぜ非ひを問う場だろうが！』

『だが君達は兵器を作る。活動内容を考こう慮りよせずに法ほう解かい釈しやくだけで話を進める訳わけにはいかない』

『クルマや電車を作れと？　そんなものは本物に乗ればいい。だが兵器は乗れないし触れない。だから原寸模型に価値があるんじゃないか！　あんたはそんな事もわからないのか！』

『兵器に魅力を感じる人間は何割かね？　限られた人間のために君の活動を認めろと？』

『マイノリティを排はい除じよするのか！　生徒会の精神はどこに行った？　課外活動については自由闊かつ達たつな姿勢を是とするとあんたは言ったはずだ！』

『だから執しつ行こう部のみで判断せずにこの会議を開いている。学校は共同体だ。生徒側の同意を得られない集団に出す予算も貸す敷しき地ちもない。見み掛かけ倒だおしのロボットで遊びたいなら、みんなの迷めい惑わくにならないところでやりたまえ』

　見掛け倒しだと……っ！

　慶介は思わず浅野を指差して叫さけんだ。

『貴様こそ生徒会を私物化しているくせに！』

『何を根こん拠きよに？』そう言って浅野が口の端はを吊つり上げた。

　しまった……っ！

　慶介は自みずからの過ちに気付いた。感情的になってしまい、裏の取れていない事こと柄がらを発言してしまったのだ。

『君の論理はでたらめだ。自分がやりたいだけのことをするための予算と敷地をよこせという。わがままじゃないか。学校は君のものじゃない』

　そうだ。学校は生徒のものではない。学校自身のものだ。だからこの手続きがあるのだ。浅あさ野のは裏でそのルールを外れた行こう為いをしているはずだが、どうやっても裏取りができなかった。証しよう拠こを押おさえていない以上、それを指し摘てきすることは単なる誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようにすぎない。

『これ以上語ることはないだろう。副会長、決を採りたまえ。彼に予算と敷しき地ちを与えるかどうか。危険思想の温おん床しようとも取られかねない兵器模型群の存在を認めるか否いなか』

　やられた……。

　慶けい介すけは悔くやしさのあまり壇だん上じようで拳こぶしを握にぎりしめた。途と中ちゆうまでは場内の空気は理解と同情に傾かたむいていたはずだ。しかし、浅野はそれを正確に察し、あえてボナパルトを『見み掛かけ倒だおし』と言ってみせて慶介の激情を煽あおり、あっという間に形勢を逆転させてしまった。いまや慶介のイメージは夢を追う純じゆん粋すいな青年から、身勝手な変人になってしまっている。おまけに、いかにも民主主義的な体裁を取っているが、この会議には『委員同士の討とう議ぎ』の時間がない。慶介に味方する委員がいたとしても、その意見が広がることはないのだ。状じよう況きようを覆くつがえす術すべは、無かった。

「まってください！」

　いきなり鮎あゆ美みが立ち上がって叫さけんだ。あずき色の瞳ひとみで精せい一いつ杯ぱい浅野を見み据すえ、声を張り上げている。

「原寸模型部は、自己満足だけの集団なんかじゃないです！　人に感動を与える事ができます！」

　浅野がマイク越ごしに答えた。

『誰だれに感動を与えるんだね？　少なくともこの場にそんな人間はいないと思うが』

「います！　一人の……怖こわくて学校に行けなかった女の子にです！」

　鮎美は観覧席の方を見上げた。すると、出入り口の側に立っていた二人の少女が、通路を降りて来た。癖くせのあるショートの黒くろ髪かみに黒目がちな大きな瞳。見み慣なれない上品なベージュのセーラー服に身を包んだ二人は、まるで鏡に映したように瓜うり二ふたつの、愛ま撫なとカスミだった。

「愛撫ちゃんは他校生ですが、この夏休みに友達になりました！　原寸模型部のおかげです！」

　二人が演台の前にやってくると、少しだけ年上に見える愛撫が浅野に向かって言った。

「……ボクは部外者ですが、少しだけ発言をしてもいいですか？」

　浅野はかすかに顔を歪ゆがめていた。あまりに予想外な展開だったので無理もない。二人の正体を知っている慶介でさえも言葉を失っているのだ。

「……だめですか？」

　もう一度尋たずねられて、浅野はようやく答えた。

『ああ、構わないよ。どうぞ』

「ありがとうございます」

　二人は聴ちよう衆しゆうを振ふり返った。藍あい原はらがマイクを差し出し、愛撫がそれを受け取った。

『ぼ……ボクは北ほく晴せい学院一年Ｅ組、しゅ、出席番号14。初うい瀬せ愛ま撫なです。隣となりにいるカスミはヒューマテックで、この外装を作ったのもボクです』

　聴ちよう衆しゆうの目がカスミと愛撫を交こう互ごに見比べている。

『中学校の頃ころからボクは学校に行くのがいやになりました。名前が変だからです。マナは愛に撫でると書きます。意味は違ちがいますが、名前を言うとみんな驚おどろいて……笑います』

　並んで立っているカスミがちらりと後ろを振ふり返った。慶けい介すけと目が合い、小さな笑えみを見せて前を向く。

『みんなと会うのが嫌いやになりました。優しくしてくれる子もいましたが、その想おもいも重くて、辛つらくて、だんだん学校に行くのが嫌になっていきました。でも、いつまでも休んでいると、おじいちゃんにまで迷めい惑わくを掛かけてしまうので、うちにいたヒューマテックのカスミに自分そっくりの外装を作って、代わりに学校に行ってもらっていました』

　会場がどよめいた。ヒューマテックを人間に化けさせて登校させるなど前ぜん代だい未み聞もんだ。生徒会執しつ行こう部役員はもちろんのこと、浅野までが目を剝むいていた。愛撫は声を震ふるわせながら続ける。

『こんなことじゃダメだ、そう思っていましたが、どうしても出ていく勇気がありませんでした。そうして中学が終わり、高校生になりました。北晴学院は中高一いつ貫かんでクラスメイトもあまり変わりません。やはりボクは学校に行けないまま、カスミに頼たよりっぱなしでした』

　鮎あゆ美みが慶介の肘ひじをつついた。少しだけ得意げに笑う。

『ボクの趣しゆ味みはヒューマテックをいじることです。祖父も両親も研究者だったので、うちには機材も部品もありました。毎日雑誌を見たり、市販のヒューマテックをいじったりしていました。そんなある日、慶介さん達に出会ったんです。話を聞いて興味を持ったボクは部室で作品を見せてもらい、感動しました。こんなに精せい巧こうで完成度の高い原寸模型なんて見たことがありません。でも、このままではこの作品達も、その歴史も無くなってしまう。だから、ボルテックの製作を手伝うことにしたんです。あの青いボルテックは三人で機体を作り直して、ボクがソフトを調整したんです。初めての事でした。誰だれかと一いつ緒しよに一つのものを作るなんて。

　こんなに大きくて、しかもきちんと動くものを作るのはとても大変なことです。一人じゃ絶対にできません。一緒に準備して、一緒に大会に行って、結果は出せませんでしたが、ボクは、この夏休みが、今までの人生で一番、楽しかった』

　聴衆は息を吞のんで聞き入っていた。静まり返った視聴覚教室に愛撫の声だけが響ひびく。

『ほんのひと月前まで、ボクは自分がどうなってもよかった。死にたいとまでは思いませんでしたが、もし明日世界が滅ほろぶと言われても、ああそうなんだ、というくらいにしか思わなかった。でも、今は違います。ボクはもっと作りたい、キャタピラが切れたりしない戦車を、ほんの少しでいいから飛べるヘリコプターを、今度は堂々と予選を突とつ破ぱできるボルテックを。それで、見た人をびっくりさせたい。すごいって言わせたい。それをボクが作ったんだよって言いたい。だから──』

　愛ま撫なは浅あさ野のを振ふり返った。

『だから今、この学校に転入届を出してきました』

　会場がどよめいた。そんな理由で名門私立から転校するだなんて聞いたことがない。

『ボクはだめな子です。みんなに迷めい惑わくをかけます。原寸模型部もみんなに迷惑をかけます。でも、でも、出来るだけ迷惑にならないように頑がん張ばりますから。学校にも来ますから。授業にもちゃんと出ますから。だから、原寸模型部を認めて下さい。ボクに夢と、勇気をくれた原寸模型部を、ボクはやりたいっ！』

　ぶつっ……とマイクが切れた。貧ひん血けつを起こしたのか、愛撫がよろめいてカスミが抱きとめる。

　観覧席からぱらぱらと拍はく手しゆが上がり、みるみる周囲に伝でん播ぱしていって、あっという間に会場全体に広がる。

　慶けい介すけはその様子を見て愕がく然ぜんとした。

　委員席で拍手をしている人間のほとんどが手を叩たたきながら浅野を注視していたのだ。その数は過半数どころか、ゆうに三分の二に達している。体育会や文化部総会の委員はもちろんのこと、二年や三年の学級委員の大半がすがるような目で浅野を見ている。無む邪じや気きに感動しているのは聴ちよう衆しゆうと一年の委員くらいのものだが、その中にさえも明らかに動どう揺ようを見せている者がいる。

　浅野の言葉はハッタリなどではなかった。彼は本当にこの学校を支配していたのだ。

　鮎あゆ美みが慶介の耳元で嬉うれしそうに囁ささやいた。

「愛撫ちゃんが言ってきたの。会議でどうしてもダメそうなら出て行って喋しやべりたいって」

　なんてことを……。

　慶介は顔を歪ゆがめた。会議など茶番にすぎない。ここでは浅野の意志が全すべてだ。そして実績が無ければ却きやつ下かと彼は言った。

　浅野は度どし難がたい悪党だが、同時に冷静なバランス感覚を持った統治者でもある。彼が創そう部ぶの条件に実績を求めたのは、遊び半分もあるだろうが、他の生徒達に対する配はい慮りよでもあるのだ。

　それをこの期ごに及およんで覆くつがえすなどありえない。

　愛撫になんと謝ればいいのだろう。ここまでさせておいて、原寸模型部の設立も叶かなわず、浅野に弓を引いた自分達とともに四し面めん楚そ歌かの中で三年弱をすごさなければならないなんて……。

　浅野はぼりぼりと頭を搔かいていた。司会役の藍あい原はらも演台の脇わきでどうすればいいかわからず立ち尽つくしている。やがて浅野がマイクを取り、口元に寄せた。

　その時だった。いきなり観覧席後ろの扉とびらが勢い良く開いた。息を切らせた美み樹きが、駆かけ下りてきて叫さけんだ。

「実績ならあるぞ！　これを見ろ浅野！」

　美樹がかざしたのは白い封ふう筒とうだった。〝エクストリームカップ大会運営事務局〟という文字が表面の下に印刷されている。

　美樹は封筒と重ねて持っていた手紙を開いた。

「これは昨日学校に届いていた郵便だ！　いいかよく聞け！」




『　晴せい明めい高校原寸模型部部長　北ほう条じよう慶けい介すけ様




　先日は大会にご参加頂いただきましてありがとうございました。

　併へい催さいされておりましたコンクール・デレガンス部門の集計結果を見ておりましたところ、貴き殿でんが製作されました、〝晴明高校原寸模型部ＡＸ─１ボナパルト〟への投票数が四七二票にのぼることが判明いたしました。失格機は選外となる規定のため、これらはすべて無効票となりますが、これは同部門九位に相当します。

　さらに技術委員、並びにコース委員からも当とう該がい機きの失格を惜おしむ声があり、大会運営事務局は討とう議ぎの結果、準優待枠わくとなる《Ｂシード認定》を貴チームに与える事に決定致いたしました。

　認定書と詳しよう細さいについて記き載さいした書類を同どう封ふう致しますので、どうぞご査さ収しゆうください。

　それでは、来年度のご参加を運営スタッフ一同、心よりお待ち申し上げております。　』




　美み樹きは一気に手紙を読み上げ、壇だん上じように上がって浅あさ野のの鼻はな先さきに突つき出した。浅野は冷笑を浮うかべて封ふう筒とうを受け取り、目を通しもせずにテーブルの上に置いた。

　会場がかすかにどよめいた。「優待ってなに？」「シードって成績に入るの？」といった呟つぶやきがちらほらと聞こえる。

　だめだ。それも実績とは言えない。

　優待は〝賞〟ではないのだ。浅野の提示した基準はあくまで入賞だ。これでは、足りない。

　美樹が睨にらみつけているなか、浅野がマイクを手に取った。

　答えはわかっている。どれほど情に訴うつたえても、大会スタッフからの優待を得ても、それが基準に満たない以上、絶対に創そう部ぶを認めないだろう。慶介は思わず目を伏ふせた。

『──なあ君、そんなに楽しいのかい？　原寸模型部っていうのは』

　浅野がごく明るい口調で言った。

　慶介が驚おどろいて顔を上げた。浅野は身を乗り出して、演台の下にいる愛ま撫なに尋たずねていた。顔には人ひと懐なつっこい笑えみを浮かべているが、目だけは笑っていない。愛撫は怯おびえつつもうんうんと頷うなずいた。

『いやはや、まいったなぁ……』

　浅野が苦笑した。瞳ひとみに宿っていた暗く、熱い何かがふっと消える。慶介の方に視線を移した。

『君が設立を申しん請せいした部は、大会主催者に入賞の可能性を見せ、一人の女の子に学校に来る意義を与えたかも知れないわけだ。今はまだなんの確証もない可能性の存在だが、これは確かに考こう慮りよに値すると言えるだろう。……しかし、だ。一つ懸け念ねんがある。これは実に深刻な問題だ。課外活動であるからには、これを確かめずに議決には至れない』

　浅あさ野のはびしっと慶けい介すけを指差した。

『君、夏休みの宿題はやったのかい？』

　へ？

　慶介がぽかんと口を開けた。なに？　宿題？　なにそれ？

『どうだい？』

　浅野が目で合図をして、藍あい原はらにマイクを向けさせた。

『え……あの、いえ……もうちょいです』

　会場からどっと笑いが起こった。

　浅野が大げさな身み振ぶりで天を仰あおいで見せた。咳せき払ばらいして、きりっと真面目まじめな表情を作ると、委員達の方を向いた。

『では、決を採る前に投票内容をひとつ追加しよう。委員諸しよ君くんは三つの選せん択たく肢しから一つを選んで欲しい。〝原寸模型部を認めない〟か、〝原寸模型部を認める〟か、〝彼がきちんと期限内に宿題を提出できたら原寸模型部を認める〟か』

　わーっ、と会場から歓かん声せいと笑いが巻き起こり、慶介は額ひたいにじんわりと汗をにじませた。

　慶介は忙いそがしすぎて、宿題なんてこれっぽっちもやっていなかったのだ。










　　　　　エピローグ







　原寸模型部に関する審しん議ぎは第三の選択肢が採択された。

　慶介が周囲にさんざんからかわれつつ退室するのを見送って、浅野と藍原は後片付けを他の役員に任まかせて生徒会室に戻もどった。

　浅野は執しつ務む室の奥おくにある、校長室さながらの豪ごう華かな椅い子すに座った。室内に背を向けて窓まどから校庭を眺ながめる。

「会長……あれでよろしかったのですか？」

　浅野が、背後に立っている藍原を振り返りもせずに言った。

「ま、やむを得ないだろう。不本意ではあるがね」

「ですが、これではまた校内に……」

「やめたまえ」

　浅野が冷ややかに言った。

「これが最さい善ぜんの選択肢だが、望んで選んだとでも思っているのかい？」

　ゆっくりと浅野が振り返る。その顔は吠ほえる瞬しゆん間かんの猛もう犬けんのように怒いかりに歪ゆがんでいた。

「僕ぼくが今どれほど怒っているかわかるか？　実績を挙げられなければ却きやつ下か、そう約束した。人を騙だますのも、ウソをつくのも平気だが、追い詰つめられたからといって発言を覆くつがえすのは許せない。だが、曲がりなりにもそれなりの成果を挙げ、何よりも、ひきこもりの少女に勇気を与えたとなれば、原寸模型部を中心としたドラマが成立してしまう。そこで申しん請せいを棄き却きやくすれば僕と執しつ行こう部のイメージはたちまち〝悪役〟に転落だ。僕はかまわないさ。もうじき引退だし、来年には卒業だ。だが、残される君の事を思うとそれは出来ない。君が僕の片かた腕うでであることは知られているからね。おかげで僕は節を曲げざるを得なくなったんだ！」

　はい、と藍あい原はらは切れ長の目を伏ふせ、下した唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　浅あさ野のははっとして、何か憑つき物でも落ちたように笑顔に戻もどると、優しい声で言った。

「いや、今のは単なる八つ当たりだ。すまない、忘れてくれ」

　浅野は嘆たん息そくして革かわ張ばりの椅い子すの背にもたれた。

「だがこれだけは覚えておきたまえ、学校は社会とは違ちがう。損得による支配はそうそう揺ゆるがないが、人の情は移ろいやすい。集団の機き微びを読み取り、常に彼らが抱いだく理想の人物像を演じ続けなければ、学校という世界の支配者にはなれないよ」

　藍原が小さく頷うなずいたのを見て、浅野は、気分を変えようとするように肘ひじ掛かけをぽんと叩たたいた。

「さて、それでは新学期早々お仕事だ。園芸部の容疑者を捕つかまえないとね」

　藍原が青ざめた。震ふるえる声で尋たずねる。

「し、知っていらっしゃったのですか……」

「君が気付いた事に僕が気付けなかったとでも思っていたのかい？　今回の騒そう動どうのそもそもの発ほつ端たん、模型部作品の火災事件は、園芸部の、愚おろかなとある生徒の仕し業わざだ。度どし難がたい奴やつだよ。確かに、模型部の遺作から滲にじみでた油ゆ脂しによる土ど壌じよう汚お染せんと、それに由来する花の立ち枯がれ。加えて戦車による花か壇だんの破は壊かいだ。憎ぞう悪おを抱くというのは理解できるが、遺作の放置は現役生とは無関係だし、花壇を踏ふみつぶした一件も、聞けばあの三人はきちんと謝罪して、修復もしていたらしいじゃないか。過か剰じよう報復もいいとこだ」

　浅野は足を組み、一呼吸おいて続けた。

「だが君は悩んだ。園芸部をこれまで支し援えんしてきたのは他ならぬ我われ々われだ。真相が明るみに出れば、我々も非難を浴びることは避さけられない。そこで、犯人を存在しない誰だれかにして園芸部を守りつつ、同時に、諸しよ悪あくの根源たる模型部を排はい除じよするためにあの計画を進言した」

　藍原は立ち尽つくしたまま、唇を嚙んで俯うつむいた。艶つややかな長い黒くろ髪かみが一ひと房ふさ、肩かたから流れ落ちる。

「なるほど、たしかに面白いアイデアだった。休部中の今、ボヤ騒さわぎまで起きたとなれば、ＯＢ会がどれほど反対したとしても、強きよう硬こうに模型部を排除する名目が出来る。だが、君が書類作成と生徒会代だい執しつ行こうの準備のために現場を離はなれた直後、北ほう条じよう君が現れてしまった。いくら教員への対応に忙ぼう殺さつされていたとはいえ、自分の間ま抜ぬけさには反吐へどが出るよ。まさか事件発生時刻の変へん更こうを指示するメールがエラーで未送信になっていた事に気付かなかったなんてね。おかげで北ほう条じよう君にまんまとしてやられたわけだが、この件はまあ良しとしよう。〝原寸模型部〟は模型部とは無関係の存在だから、今後ＯＢ会が余計な口出しをしてきても堂々と拒きよ否ひできるしね」

　浅あさ野のがデスクの引き出しから土のようなものが入った小こ瓶びんを出した。

「だが、園芸部の件は深刻だ。君が自力で犯人を探して内ない密みつに処理しようとしていたので、黙だまって任まかせておくつもりだったが、この期ごに及およんでも園芸部が容疑者を隠いん匿とくしているとなってはそうもいかない。それに犯人は放火未み遂すいではなく、爆ばく破は未遂だったんだからね」

　藍あい原はらは切れ長の目を見開いた。

「爆破……ですか？」

　浅野が頷うなずいて小瓶をデスクの上に置き、指先で転がした。

「これは戦車の火元から発見された容器に入っていた物体だ。夏休みの間に成分分ぶん析せきを行った結果、正体は古い肥料と判明した。適切に加工すれば爆薬になる。だが、不適切だったためにただのボヤで終わった。そして、園芸部の設備拡大に伴ともなう倉庫移転の際、非常に古い肥料のストックが出てきた記録があるが、その処分報告はまだない」

　浅野は小瓶を指先で弾はじいた。瓶がコロコロと転がり、藍原の目の前で止まる。

「園芸部に伝えて来たまえ。三十六時間以内に犯人を出頭させなければ、花か壇だんをブルドーザーで破は壊かいして、お前ら全員を殺してやると」

「か……会長。や、やめてくださいそんな事……」

　怯おびえたように言う藍原。

「冗じよう談だんだよ。だが模型部と違ちがい、爆破未遂犯は本物の〝今そこにある危機〟だ。今日のような甘あまい沙さ汰たなどありえない」

　浅野は不敵な笑えみを浮うかべたまま、くるりと椅い子すを回した。背を向けて外を眺ながめる。

　わずかな沈ちん黙もくの後、「ところで」と、急に普ふ段だんの明るい声音で言った。

「話は変わるが藍原君、君に何か趣しゆ味みはあるかい？」

　は……？　と藍原は訝いぶかしげな顔をした。

「趣味、ですか？　いえ、私はこれといって特に」

「そうか。まあ、読書とか音楽鑑かん賞しようと言わないあたりが君らしい。僕ぼくはね、さんざん北条君達をいじめておいてなんだけど、実は昔、プラモを作るのが好きだったんだよ。たとえば僕が入部を希望したら彼らはどんな顔をするかな？」

「それは、とても嫌いやがると思います」

「そうだね。楽しみだ」




　　　　＊




　浅あさ野のの視線とは逆の方向。部室長屋の先にあるジャンク屋さながらの模型部部室前に、原寸模型部一同がいた。

　セーラー服姿の愛ま撫なとカスミがとことこと部室の横にあった大きなブルーシートの塊かたまりの元に行き、その端はしを引っ張った。ばさりとシートが滑すべり落ちると、体育座りをしているボナパルトが現れた。愛撫が携けい帯たいを出して何か操作するとボナパルトが起動した。

『オオ───っ！』

　ボナパルトはやおら立ち上がり、いつものマッチョな決めポーズを取った。目の前にいる愛撫が手を振ふると、ボナパルトも同じように愛撫に向けて大きな手をぶんぶんと振った。

　慶けい介すけと鮎あゆ美みと美み樹きの三人は部室の隣となりに停めていた９６式装そう輪りん装そう甲こう車しやからテーブルと椅い子すを出してきた。美樹が時間割表を広げ、顔をしかめる。

「現国は明日の一時間目じゃないか……慶介、お前やってあるんだろうな？」

　慶介は腕うでを組んだまま、厳おごそかに言った。

「遺い憾かんながらいかなる科目の宿題もしていない」

「偉えらそうにぬかすな！　このバカ！」

「そういう君だってどうせやってないんだろ？」

「わ、私は半分くらいはやってある！」

「目くそ鼻はなくそじゃないか。まあいい、その半分だけでも写させてくれ」

　慶介がそう言った瞬しゆん間かん、ぴろりーん、という緊きん張ちよう感かんのない音がした。顔を上げると、鮎美が満面の笑えみで携帯を構えていた。

「写真撮とっちった」

　嬉うれしそうに言う鮎美。慶介は呆あきれ顔で時間割に視線を戻もどした。

「くそう、二時間目は数Ⅰか、えーっと……」

　鮎美は携帯をポケットに戻し、慶介の顔を覗のぞき込こんだ。

「ねぇねぇ、慶介くん、あたしには宿題やってないか聞かないの？」

「いや、君には聞かなくてもわかるからな」

　鮎美はいたずらっぽい笑みを浮うかべた。

「ふふふーん、いーのぉ？　そんな事言って。実はもうぜんぶやってあるんだけどなー」

「噓うそはいけないぞ、鮎美」と、慶介がたしなめる。

「うそじゃないよー。いつもは夏休みの最終日から一週間くらい掛かけてやるんだけど、今年は夏休み終わったら原寸模型部ができる予定だったから、新学期始まったらすぐに遊び呆ほうけられるように、初日から計画を立てて毎日ちょっとずつやってたの」

　いろいろ間ま違ちがっている事を言いながら鮎あゆ美みが胸むねを張った。

「そ……そういえば有あり明あけでもやってたな」と慶けい介すけ。

　美み樹きが鮎美の肩かたをがっしりと摑つかんだ。

「……私にも写させて」

「いーよー」と言って鮎美は鞄かばんからプリントと問題集の束を取り出した。

　慶介が何気なくその内の一冊を手に取った。ページをめくって首をひねり、まじまじと見直してからパタンと閉じた。

「やっぱいいや。期待した俺おれがバカだった」

「へ？　なんで？」

「君と心中はごめんだ。例たとえばだな、『【問１】本文中の空くう欄らんに当てはまるものを、以下の（ア）～（エ）の中から選べ』という設問に対する答えがなぜ（ｂ）なんだ？」

「あれれ？　あ、たぶんそれ（イ）かな？」

「ところが（イ）は明らかに違う選せん択たく肢しなんだな」




　あちこち修復痕あとだらけのボナパルトの肩に、愛ま撫ながちょこんと座っていた。鈍どん重じゆうだが従順な巨きよ人じんに部室前を散歩させながら、楽しそうに周囲を見み渡わたしている。なにやら賑にぎやかしく騒さわいでいる声がして振ふり返ると、部室脇わきの三人が山積みの問題集を脇に寄せて深刻な顔をしていた。

「ねぇカスミ、慶介さん達は何揉もめてるの？」

　ボナパルトの足元で、カスミが困ったような顔をして言った。

「効率的かつ迅じん速そくに宿題を終わらせる手段の一つが潰ついえたようです。これは少々厳しい戦いになりそうですね」

「本当!?　じゃあボクも慶介さんの宿題手伝わなきゃ！　ボナパルト、降ろして！」

『オオ～……』

　ボナパルトが片かた膝ひざを付いて、愛撫をそっと地面に下ろした。

　難しい顔をしている慶介と、失意のあまり涙なみだ目めになっている鮎美と、複雑な表情をしている美樹。そこに愛撫がぱたぱたと駆かけ寄って行った。遠えん慮りよがちに三人の輪に加わって、一いつ緒しよに相談を始める。

　カスミは、四人の様子を遠巻きに見守りながら、小さくぽつりと呟つぶやいた。

「どうやら、記念すべき愛撫の初恋は、前ぜん途と多た難なんなものになりそうですね……」




　この日、模型部は長い歴史に終止符を打ち、

　その遺志を受け継つぐ原寸模型部は、あまたの困難を経て設立されようとしていた。





〈　了　〉












　　　　　　あとがき




　はじめましてこんにちは。あるいはこんばんは。

　この度たびはわたくし永なが島しま裕ゆう士じのデビュー作『フルスケール・サマー』（以下フルスケ）を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　本作は、第十九回電でん撃げき大たい賞しように応募し、初めて一次選考を突とつ破ぱ、四次選考においてあえなく討うち死じにした同名の作品を、マーメイドもスルメになるような七しち転てん八ばつ倒とうの改かい稿こうを経て出版にこぎつけたものです。電撃文庫編集部の吉よし岡おか様、土つち屋や様、その節は大変お世話になりましたごめんなさい。

　本文に枚数を食い過ぎてしまったせいで、本あとがきは二ページという駆かけ足でお送りいたします。誰だれのせいですか、僕ぼくのせいです。

　書きたいことは山ほどありますが、あとがきを見て買うかどうか決める、という方も多いようなので、ここは本作の紹しよう介かいに紙面を割さくことにしましょう。

　このお話は、とある元生徒会長の男の子が転校先の高校で変な女の子と出会い、変な部に関かかわるハメになってしまった五月二十九日から九月一日までの出来事を綴つづったものです。

『少年ハートをがっちりキャッチ』をテーマに、銃じゆうからミサイル、戦車やヘリ、果ては人型戦せん闘とう機きまで色んな兵器が登場します。でも戦争モノではありません。平和なニッポンの普ふ通つうの高校生が、よってたかってわいわい言いながら面白おかしく頑がん張ばるお話です。

　登場する女の子も盛もり沢だく山さんです。アホの子、ツンデレ、スク水中学生、ボクっ娘こ、動いて喋しやべってなんでもできる等身大フィギュアと充じゆう実じつのラインナップでございます。ってゆうか欲張って人数多くしすぎましたよ……。何するにも枚数食うったらもう。

　枚数と言えば、この完成版原稿はver6.3A5（Ａ５ってなんだ？）となっています。構造を含ふくむ改稿を六回、各部の調整を数えきれないほど行って、ようやく刊行となったわけなのですが、僕は書いてるうちにアイデアがどんどんインフレーションしていくタイプなので、なんと本作には本文に倍する未公開エピソードが存在します。これらを全部ドッキングすると一章だけで二五〇ページ超ちよう。『電撃文庫』ならぬ『電撃鈍どん器き』の出来上がりです。

　まともな厚みにするために泣なく泣くカットした『主人公がちょっとした勘かん違ちがいからヒロインの体操服（使用済み）の匂においを嗅かぐシーン』や『力持ちのあの子がスーパー銭湯で他ヒロイン達を背後から次々と濡ぬれタオルでスパーン！　ってして回るシーン』などは、いつか何処どこかで短編として発表したいなぁなどと未練がましく……あっ。

　大変です！　謝辞を忘れていました！　あと四行しか無いので以下謝辞順不同！　素す敵てきイラスト紅べに緒おさんありがとうございます。執しつ筆ぴつ当初から原稿を読んでくれたガレージＴ２いなゆ様、マブの村むら上かみくん、メカデザインのアドバイスを下さったねんち様、指し摘てきと感想を下さったみわちゃん、天あま乃のっち、尻尾しつぽさん、うわ全然入らないよこれごめんなさい続きは二巻出たらひでぶ
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永なが島しま裕ゆう士じ

趣味人気質の遊び下手。昔全日本ジムカーナドライバー、今新人作家の乙女座ＡＢ型。座右の銘は考え中。将来の夢は天使みたいなお嫁さんを貰うこと。なにかいい事あったらいいな。
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イラスト／紅べに緒お

１９９１年生まれの道産子イラストレーター。最近欲しいものは大学の単位です。著者さんとは父違いで腹違いの兄弟なのだとか（つまり他人）。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「永島裕士先生」係

「紅緒先生」係
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